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			第一章　予選での悲喜交々

			


			『じゃあ、行くか』

			「ん」

			「オン！」

			　朝食をしっかりと食べ、装備の点検をした後、フランは宿を出た。

			　万端なのは防具の準備だけじゃないぜ？　俺のメンテナンスも万全だ。

			　フランがピッカピカに磨いてくれたからな。しかもただ磨いただけではない。

			　レベルアップさせた鍛冶スキルを使った、最高の仕事だ。ボロ布ではなく、磨き用の布をわざわざ買ってくれたフランの愛情が身に染みるぜ。魔獣素材を使った、最高級の布らしい。いやー、朝から身み悶もだえするほど気持ち良かった。

			　やはりフランが磨いてくれた後は、調子がいい気がする。鍛冶スキルの効果が確実に出ているのだろう。

			「ふふーん」

			『ご機嫌だな』

			「ん！　楽しみ！」

			　フランはそう言って笑う。これから戦いに行くというのに。

			『うーむ、立派な戦闘狂になってきたな……』

			　頼もしい反面、女の子がそれでいいのかとちょっと心配にもなってしまう。何せフランの女子力ときたら、あのエルザにすら完敗なのだ。いや、あいつは性別以外はかなり女子力高めかもしれんけどさ。

			『でも、どんな奴と当たるかまだ分からないぞ？』

			「だから楽しみ」

			『そっか。楽しみか』

			「ん！」

			　対戦者が分からないことを不安に思うのではなく楽しみと考えるところなんて、完全にバトルマニアだよな。

			『……もう、手遅れか……』

			「ん？」

			『いや、なんでもない。それよりも、どんな対戦相手なんだろうな？』

			　フランが向かっているのは試合会場だった。

			　今日これから、そこで武闘大会の一次予選が行われるのである。

			　武闘大会はすでに昨日から始まっていた。そして今日は、フランの一次予選が行われる日なのだ。

			　ディアスから送られてきた大会要項を思い出す。

			　武闘大会は一四日間行われ、最初の二日で一次予選、三、四日目で二次予選が行われるようだ。全参加者は一〇〇〇名を超えるらしく、予選で一対一の戦いを行っては時間がかかり過ぎる。そのため、予選は五人一組でのバトルロイヤルであった。これで一気に人を減らしていくのだろう。

			　ウルムットは訓練場や試合場の数が多い。毎年武闘大会を開くし、冒険者も多いからだろう。二〇〇試合以上の一次予選も、それらの試合場を使えば問題なく消化することができるらしい。

			　因ちなみに一次予選は無観客試合だ。

			　それも仕方ないが。玉石混交な故、見ごたえのある試合ばかりではないのだ。中には駆け出し冒険者たちによる泥仕合や、強者が一瞬で終わらせてしまう試合もある。

			　二次予選からはそこそこ大きな試合場を使い、観客も入れるようだった。

			　一次、二次という二回の予選を経て、参加者は五〇人以下にまで絞られる。

			　そこに予選免除のシード選手を加えた六四人によって、本選が行われるそうだ。

			　この武闘大会は地球では信じられない程過激で、なんと試合中に相手を殺しても罪にはならなかった。選手は出場前にそのことを了承する契約書にサインをするのだ。さすが物騒な世界だぜ。

			　ただ、地球と違って回復魔術もあるし、かなり高位のポーションも用意してくれるらしく、即死でなければそうそう死にはしないようだ。

			　一次予選では回復魔術師やポーションの配布は行われないけど。冷やかしや、明らかな低実力者、度胸試し程度の覚悟しか持たない半端者を排除するための方針らしい。それに一次予選参加者全員にポーションを配っていたら、ギルドや領主が協賛しているといっても確実に赤字だろうしね。

			『フラン、緊張してないか？』

			「ん。へいき」

			　緊張って何？　的な顔でコクリと頷うなずくフラン。さすがのメンタルだ。

			　まあ、ここ数日でやれることは全てやった。準備はばっちりだ。ハッキリ言って、今の俺たちは強いぜ？　フランも自信があるのだろう。

			『最初は俺は見てるだけ。でも相手が強かったら手を貸す。それでいいんだな？』

			「師匠と二人でどれだけ強いか知りたい」

			　だけど、自分一人の力も試してみたいってことなんだろう。

			　試合開始にはまだ時間があるし、俺たちはゆっくりと歩きながら会場に向かった。

			　フランが一次予選を行う会場は冒険者ギルド脇の訓練場だったので、迷う心配もない。俺は歩きながらフランにルールを説明した。

			　荒っぽい大会なので、そこまで複雑なルールはないけどね。

			　気を付けなきゃいけないのは、試合中のポーション禁止くらいだろう。禁止されている魔術もない。あえて言うなら邪術禁止だろうか。いや、禁止というか、使った瞬間、周りの冒険者にタコ殴りにされるだろう。何せ邪術を使う＝人類の敵、邪人である。

			　あと俺たちに重要なのは、召喚に関するルールだろう。

			　召喚対象が人類以外であれば召喚等は許されているが、最初から連れて出るのは不可というルールである。つまりウルシを試合に出すには、影の中に入っていてもらえば召喚扱いで呼び出せるということだった。召喚と明記されているのではなく、召喚等と書いてあるからな。見えない場所から呼び出すという過程を経ていれば良いらしい。

			『ウルシはいざという時の切り札だな』

			（オン！）

			　すでに影の中に入って準備万端だ。いつでも相手を奇襲可能である。

			　それ以外は魔法武器の持ち込みは無制限だし、どんな魔道具も使って構わない。装備や道具、従魔の強さも実力の内という考え方なんだろう。

			　勝敗に関することで言えば、試合場から場外に落ちた選手は敗北となるのと、敗北を宣言した相手に対する故意の攻撃は反則扱いってことかな。

			『分かったか？』

			「ん。わかった」

			『本当に？』

			「ん……」

			　あー、これは分かってないな。だって、フランの目が完全に屋台の方を向いているのだ。

			　その上の空具合と言ったら、好きな子に告白してその返事を待つ中学生並みのソワソワである。

			　だが、さすがに試合前に食べるつもりはないらしい。タリーッと涎よだれを垂らしながら、屋台に近づきそうになる己をグッと堪こらえていた。

			『フラン、終わったらいくらでも食べれるんだから、我慢しろよ』

			「ん」

			　と言いつつ、やはりチラチラと屋台を見ている。武闘大会が始まったせいで屋台の数が増えたうえに、どれも美お味いしそうだからな。フランが気になるのも分かる。

			　これ以上は目の毒だろう。俺はフランにギルドまで急ぐように伝えたのだが、ギルドの手前で足を止めてしまった。

			『どうしたフラン？』

			　余程美味しそうな屋台でも発見したか？

			「あれ」

			　だが、それもあながち間違いではなかった。

			　フランが指差す方を見ると、見覚えのある屋台があったのだ。

			『あれは──竜膳屋じゃないか』

			　バルボラの料理コンテストで競い合った相手、竜膳屋の屋台がギルドの前の広場に出店していた。

			「行ってみる」

			『ああ』

			　その屋台を覗のぞいてみると、見覚えのある男性がスープを売っている。売り子をしているのは長身の金髪ダンディ、元ランクＡ冒険者のフェルムスだった。いやー、相変わらず渋かっこいいぜ。

			「おや、そこにいるのは黒しっぽ亭のフランさんでは？」

			　向こうもこちらを覚えていたらしく、親しげに声をかけてきた。

			　距離の詰め方が全く嫌味じゃないところも、年の功こうって感じで憧れるねぇ。

			「久しぶり」

			「はいお久しぶりですね。もしかして武闘大会に出場されるのですか？」

			「ん」

			「そうですか、ぜひ頑張ってください。まあ、あなたであれば予選程度は問題ないでしょう」

			　フェルムスは出場しないのかと思ったが、なんと若い頃に優勝しており、今回はシード選手として本戦からの出場らしい。さすが元ランクＡ。

			『というか、メチャクチャ強力なライバルが現れたぞ』

			　なにせ異名が竜殺しである。実際、以前は店で使う竜素材を自分で仕入れていたらしい。これは簡単には優勝できなさそうだ。恐ろしいのは、フェルムスがそこまで強く思えないことだった。しかし、元ランクＡ冒険者が弱いことなど絶対にあり得ない。

			　俺たちの感覚さえ欺くほどに、フェルムスの擬態が優れているのだ。それはつまり、彼の実力の一部が俺たちを上回っているということでもある。

			「もう年としなのできついんですが、今年は特別です。知人に出場するように頼まれましてね。彼には色々と世話になったので断れなかったんですよ」

			　で、本戦まではこうやって少しでも竜膳屋の宣伝をしているんだとか。商魂逞たくましいね。

			　彼との世間話でバルボラの復興状況も知ることができた。元領主であるクライストン元侯爵が財産を投げ打って復興に尽力し、当初の予定よりも順調に進んでいるらしい。冒険者ギルドなどの支援を受けられたことも大きいようだ。

			　あと、アマンダの支援によってバルボラ中の孤児院が改修され、今ではイオさんが思う存分腕を振るっているとか。

			　クズ野菜と少しの塩だけであれだけのスープを作り上げていたイオさんだ。普通の食材と好きなだけ使える調味料があったら、どれだけ美味しいものを作り上げるか。もしかして一般家庭よりも余程美味しいものを食べているかもしれん。

			　最後に、バルボラでカレーブームが起きているということも教えられた。

			　元祖である黒しっぽ亭にあやかって、黒〇〇亭であるとか、〇〇しっぽ亭といった名前の屋台が乱立しているそうだ。そして、どの店でもカレー師匠のレシピを受け継いだ店を謳うたっているらしい。まあ、俺がルシール商会に売ったレシピを買ってアレンジを加えたようだし、嘘ではないかね？

			　その話を嬉しそうに聞いていたフランだったが、そろそろ時間だ。

			　あまりギリギリに行くのも怖いし、そろそろ行かねば。

			『フラン』

			「ん。試合の時間」

			「おや、すみません。引き留めてしまって」

			「ううん。色々聞けて良かった」

			「ぜひ、本戦で会いましょう」

			「ん。分かった」

			「ふふ、やる気なお顔ですね」

			　フェルムスに笑い返すフランの顔は、完全にバトル好きの顔だった。ニヤリという形容がピッタリな笑顔の内側から、猛たけ々だけしさがにじみ出ている。

			「優勝する」

			「ほう？　それはそれは。若さが眩まぶしく映るとは、私も齢としですね」

			　フランの言葉を聞いたフェルムスが、孫を見るような目で微笑んでいる。馬鹿にしている様子はなく、単純に上を目指しているフランを好ましく思ったようだ。

			「フェルムスは優勝を目指していないの？」

			「はっはっは。この老骨に、そこまで期待されては困ります。まあ、目指せ準決勝といったところですかね？　フランさんは、ぜひ優勝を目指して頑張ってください」

			「ん！　優勝！」

			　フェルムスの言葉に、どうやらスイッチが入ったらしい。予選でやり過ぎなきゃいいんだが。

			『フラン、そこの建物だ』

			「ここ？　ほんと？」

			　フェルムスと別れてギルドの横にある予選の会場に足を踏み入れると、そこは案外ひっそりとしていた。一次予選は一般の観客に開放されないので仕方ないのかもしれないな。ただ、見るからに冒険者と思われる男たちが出入りしており、熱気のようなものは伝わってくる。

			『入り口で受付をするらしい』

			「ん」

			　フランに気負う様子はなく、普段通りの様子で受付に向かった。

			「ああ、お嬢さん。今日は観戦できないんですよ。明日の二次予選から来てね？」

			　受付の青年にそう声をかけられる。

			　参加者とは思われていないらしい。一応俺を背負っているんだが、駆け出し冒険者だと思われているんだろうか。

			　それにしても、ランクアップの情報は公開されているはずなんだけどな。まあ、この受付は冒険者ギルドの関係者ではなく、領主に使える下っ端文官みたいだし、冒険者の情報を知らなくても仕方ないのかね？

			　フランが参加者であることを告げると、青年文官は驚いている。

			　だが、フランが冗談を言っているのではないと分かったのだろう。慌てて名簿をチェックする。

			「え？　お、お名前は？」

			「フラン」

			「えーと……あ！　名前がある！　ええ？　本当に参加者なのかい？」

			「ん」

			　フランが頷くと、文官が心配げに声をかけてきた。

			「悪いことは言わないから、今から棄権したらどうだい？　一次予選では回復術師も付かないし、とっても危ないんだよ？」

			　いい奴なんだろうが、フランにとっては大きなお世話なんだよな。ただ、純粋に心配してくれているのが分かるので、フランも苛いら立だったりはしていない。

			「だいじょうぶ」

			　フルフルと首を振って、会場へと歩き出した。

			「本当に危ないんだよっ？」

			「ありがとう。またね」

			「怖かったらすぐに降参すればいいから！　分かったね！　怪我してからじゃ遅いんだからね！」

			　受付の業務を放棄するわけにもいかず、男はフランの背に大きな声で心配の言葉を投げかけるのだった。

			　受付で一瞬足止めを食らったものの、その後はスムーズに事が進む。係員の老人がそれなりに腕の立つ冒険者だったため、フランを侮るようなことにならなかったのだ。

			　むしろ、闘技場の舞台の上からニヤニヤとフランを見下ろして笑う他の参加者を気の毒そうな目で見ていた。

			「へっへっへ、最後の参加者はガキかよ！」

			「こりゃあ、実質四人での戦いだな」

			「お遊びじゃないんだぞ。俺はこの大会で活躍して、仕官しなくてはならないのに！　初戦が子供とはな！」

			　傭兵風の男が二人、冒険者っぽい男が二人。すでに舞台に立っていた。

			　一人を除いてフランを完全に侮っている。

			　唯一フランに厳しい視線を向けている冒険者は、鑑定してみるとそれなりに強い冒険者だった。多分、ランクＤ以上。当然フランのことも知っているらしい。かなり険しい表情でフランを睨にらんでいた。

			「では、試合を開始する」

			　係員の老人がそのままレフェリーのようなこともするらしい。

			　老人は舞台に上がると、さっさと試合を始めようとする。厳かさとか全くないな。まあ、所詮は一次予選だし、こんなものなのだろう。

			　参加者たちも自らの武器を構え、軽く距離を取り合った。

			　だが、一人だけ老人に対して声を荒らげたのは、冒険者風の青年だった。因みに雑ざ魚この方だ。

			　雑魚冒険者は老人に詰め寄ると、フランを棄権させるように言っている。

			「いくら出場資格を満たしているとはいえ、あんな子供を倒せるか！　俺はこの大会で名を上げるんだ！　たとえ勝っても少女を傷つけたなどと広まれば名に傷がつく！」

			「とはいっても、ワシにはそのような権限ないからのう」

			「おい小娘！　棄権しろ！　ここは遊び場ではないんだ！」

			　そう言って喚わめく雑魚冒険者に声をかけたのは、腕利き冒険者だった。

			「おい、お前。もしかしてウルムットに来たばかりか？」

			「昨日来たばかりだが？」

			「そうか……」

			　腕利き冒険者が雑魚の事情を察し、軽くため息をつく。もうちょっと前から町に入っていれば、フランのことも知っていただろうに。この男に何を言っても無駄だと悟ったんだろう。腕利きが老人に試合開始を促した。

			「時間もないんだ。とっとと始めるぞ」

			「おい、ふざけるな……！」

			「おい兄ちゃん。ガキとやりたくないならお前が棄権したらどうだ？」

			「そうだぜ。ギャーギャー煩うるさいんだよ！」

			「何だと！」

			　傭兵二人も加わって、睨み合いが始まってしまった。うーん、そろそろ試合を始めたいんだけどな。

			（師匠、ここでぶっ飛ばしちゃダメ？）

			『ダメだ。フランが失格になるぞ』

			　フランもちょっと苛立ってきた。すると、老人がこれ以上揉もめられたらかなわんとばかりに、試合を開始しようとする。

			「では、試合を開始する。五、四、三──」

			「おい、何勝手に──」

			「二、一、開始！」

			　未だに喚く雑魚を無視して、試合が始まった。その瞬間、傭兵たちが動き出す。

			「へっへっへ。こういう時のセオリーは──」

			「まずは強い奴にご退場願うってことだよな！」

			　雑魚とはいえ、戦場経験があるだけあるな。機を見る程度のことはできるらしい。暗黙の内に手を組んだ傭兵二人が、連携するように走り出す。

			　今まで、傭兵といったら複数の武器技能はあるものの、個人戦闘力が低いというイメージだった。だが、初めて出会う相手とスムーズに連携できるところを見ると、集団戦はむしろ冒険者よりも慣れているのかもな。そんな傭兵たちの言葉に、雑魚がお似合いのナマクラ剣を構える。

			「くっ、卑ひ怯きょうな！　まずは俺に集中攻撃するつもりか！」

			　いやいや、お前じゃないから！　この雑魚、どうしたらこの腕でこんなに自信満々なんだ？　名を上げて仕官とか言う前に、一次予選突破が目標レベルの腕だろうに。

			「まずはてめぇだ！」

			「おらぁ！　死ねや！」

			　傭兵たちが左右から連携して斬り掛かったのは、当然フラン──ではなく腕利き冒険者だった。まあ、でかいし雰囲気もあるし、強そうに見える。乱戦の中で、先に強い相手を狙い撃ちするのは悪くない判断だ。ただ、実力差があり過ぎた。

			「ふん！」

			　腕利きの剣の一振りで、傭兵たちがブッ飛ばされて場外に落ちる。

			「馬鹿な～！」

			「強過ぎだろ！」

			　一方、俺たちはというと、雑魚と向かい合っていた。ここまで来ても、雑魚はまだ棄権するように言ってくる。空気読めない奴だね。

			「いいか？　俺はコレント村で最速でランクＥ冒険者になった天才剣士だ！　小娘如ごときが敵かなうと思っているのか？　怪我する前に自分で舞台を降りるんだ。これが最後通告だぞ？」

			　小さい村で天才だとか神童だとか持ち上げられて、勘違いした手合いか？

			　それにしてもこの程度じゃ、ゴブリンが複数でも出れば苦戦すると思うんだが……。余程相手に恵まれてきたのだろう。

			　そんな勘違い野郎からの上から目線に、フランのイラつきはマックスである。

			「だから──」

			「うるさい」

			　ボバン！

			　その言葉を遮って、フランが雑魚の腹に前蹴りを叩き込んだ。そのまま数メートルの距離を水平に吹き飛び、舞台の端まで転がる。

			　革鎧の腹部はフランの足の形に陥没し、跡がクッキリと残っていた。

			「うげぇ！　がはぁっ……！」

			　色々なものをリバースしながら、腹を押さえて呻うめく雑魚。血は交じっていないところを見ると、内臓が傷ついてはいないらしい。

			『フラン、手加減が上手くなって！』

			（ん！　上手くいった！）

			　ウルムットの大手門前ではチンピラたちに手加減を失敗していたんだが、ダンジョンでの修行のおかげで、スキルの使い方が上達したのだろう。

			「うぐぅ……」

			　雑魚の目が信じられないといった様子で見開かれ、フランを見つめている。一〇メートル近く飛んだしな。あんな攻撃を食らったこともないだろうし、これほどの痛みを感じたこともないのだろう。

			　事態を理解できず、その顔は混乱と恐怖に支配されている。

			「まだやるなら次は本気でやる」

			「ひぃぃっ……」

			　それでもフランから放たれる威圧感により、自分の感じている激痛がフランによってもたらされたと理解できたらしい。

			　さっきまでペラペラと回っていた口を閉ざし、男は恥も外聞もなく自ら場外に転げ落ちた。

			『なんでわざわざ手加減したんだ？　一発で決められただろ？』

			（馬鹿でムカつくけど、悪人じゃなかった）

			　だから問答無用で倒すんじゃなくて、自分で選ばせてやったってことね。

			　でも、今の負け方は不意打ちで倒されたって言い訳できないし、ある意味もっと残酷な気もするけどね。完全に心をへし折られてたし。

			「やはりこうなるか……」

			「ん」

			　最後はフランと腕利きが舞台中央で向かい合う。

			「勝てるとは思えんが、せめて一いっ矢し報いさせてもらうぞ！」　

			　そう叫んで鋭い抜き打ちを放った腕利きだったが……。

			「しっ！」

			　直後、フランのカウンターパンチを食らってガクリと倒れ伏していた。

			　腕は悪くないんだけど、相手が悪かったな。斬り掛かってきた腕利きの一撃はいなされ、体勢が崩れたところをフランの左拳が襲ったのだ。

			「無念……」

			　こうして、フランは危なげなく一次予選を突破したのだった。

			


			　　　＊

			


			「何故なのだ！」

			「なぜ、と言われてもね……。分からないのですか？」

			「我らは、忠誠を誓い、尽くしてきたではないか！」

			「それは分かっておりますよ。それこそ、我らが生まれるよりも遥か昔から、あなた方は陰で働いてきた」

			「そ、そうだ！」

			「時には戦士として戦い。時には汚れ仕事もこなし」

			「うむ！」

			「同胞を売り払うことも厭いとわず、ね」

			「そうであろう！」

			「ええ、ええ。今までの忠節、それは確かでしょう」

			「分かっているのであれば、なぜ！」

			「ですが、その忠誠……今はどうなのでしょうね？」

			「っ！　ど、どういうことだ！」

			「知らないとでも思っているのですか？」

			「……」

			「だんまりですか。まあ、いいでしょう。あなた方には今一度、忠節を示す機会を与えましょう」

			「……それは、どのような？」

			「長老衆の首を差し出しなさい」

			「ば、馬鹿な！　何を言っているのだ！」

			「それはこちらの台詞せりふです。あなた方の行ったことは、明らかな反逆です。本来であれば皆殺しでもいいのですよ？」

			「……貴様……」

			「それをあなたを含めた首謀者の首だけで収めようというのです。むしろ寛大ではないですか」

			「ふざけるな！」

			「それが答えですか？　つまり、あの方と敵対すると？」

			「そ、それは……」

			「よーく考えることです。ああ、逃げても構いませんよ？　逃げきれるならですがね」

			「ぐぐぐ……兎ごときが……」

			「尻尾落ちごときが、強気ですねぇ」

			「き、貴様ぁ！」

			


			　　　＊

			


			　一次予選から二日後、今日は二次予選の開催日だ。

			　試合をする場所は一次予選の小さい訓練場とは違い、結構大きな闘技場を使うらしい。

			　一次予選では一〇〇〇人以上いた参加者も、二次では二四〇人ほどに減っている。ここからさらに四八人まで減らされるのだ。

			　二次予選では参加者を半分に分け、二つの会場で戦う。しかも、二次予選からは観客が入るそうだ。

			　決勝トーナメントの一対一の戦いとは違う、五人でのバトルロイヤルはまた違った迫力があると、それなりに人気であるらしい。一次と違って雑魚がふるい落とされ、それなりに白熱した試合が続くのも人気の理由だろう。

			　あと、二次予選からは賭けが行われる。八百長を防ぐために参加者が賭けることは禁じられているそうだが。残念だ。また、八百長が発覚した場合は極刑らしい。

			　地球だと賭け事の裏に犯罪組織の影がちらつくものだが、ウルムットの武闘大会でその心配は少ないだろう。なにせディアスがその辺を厳しく取り締まっているようだ。

			　それに、一番武力を持っていて、権力があって、斥候や盗賊のような影働きが得意な人材を抱えているのが、胴元をやっている冒険者ギルドなのだ。

			　多少の手て練だれを揃えた程度の組織ではあっと言う間に壊滅させられる。少人数なら隠れていられるだろうが、賭けを操作するような大きな陰謀は無理だろう。

			『じゃあ、行くか』

			「ん」

			　フランの試合開始まではまだ時間があるのだが、早めに会場入りしなくてはいけないらしい。控室で三〇分くらい待つ予定だ。

			「……おいしそう」

			『試合前に骨付き肉は重過ぎないか？』

			「へいき」

			　この日もフランは特に緊張する様子もなく、いつも通りのフランだった。

			　今日は一次の日と違って試合までに少し時間があるからな。屋台で少しだけ買い食いをしつつ、闘技場へと向かう。

			『今日の会場はでっかいな』

			　見えてきたのは、イタリアのコロッセオにそっくりな円筒形の建物だ。サイズはこちらの方がかなり小さいだろうが。まあ、本物を直接見たことはないけどさ。

			　遠目から見ただけでも、相当な熱気に包まれているのが分かる。時折「ワーッ！」という歓声が聞こえるのは、試合が盛り上がっている証拠だろう。

			　フランは闘技場の裏手にある選手入り口を通り、控室に向かった。今日は受付もしっかりしていて、一切止められることはない。

			　控室に入ると、中にいた出場者たちの視線が一斉にフランに刺さった。驚き、侮り、困惑。好意的な視線はほとんどないが、フランは気にせず手近な椅子に腰かけようとする。フランにとっては慣れた視線だからな。

			　控室は五つあり、同一試合の出場選手が、顔を合わせないようになっていた。なので、この部屋にいる選手たちは当面の敵ではない。それに、控室での私闘は禁止とされているのだが……。

			「おい、ここはガキの来るところじゃねぇぞ！」

			　まあ、こんな奴いるよね。少し考えれば、一次予選を突破してきてるんだから見た目通りのただの子供じゃないって分かりそうなもんだが。

			　椅子を引いたフランのもとに、下卑た表情の男がわざわざ立ち上がって近づいてきた。

			「どんな卑怯な手段で予選突破したぁ？」

			「……」

			「だんまりかよ？　おい？」

			　フランにちょっかいをかけて、からかおうというのだろう。もしくは、内心の緊張を紛らわせるためにあえてこんな下らない真ま似ねをしてるのかもしれなかった。どちらにせよ、フランにとっては迷惑なだけだ。

			　私闘禁止だし、どうしようかな。普段だったら一発お見舞いして黙らせるんだが。

			「黙れ」

			　俺が迷っていたら、フランが一言呟つぶやいて威圧スキルを発動させた。

			　その瞬間、凄まじい圧迫感が部屋を包み込む。そう、部屋全体を包み込んでしまった。

			「っ！」

			「ひぃっ！」

			「くっ！」

			　青い顔で席からずり落ちる者、軽く悲鳴を上げる者、武器を抜いて臨戦態勢を整える者。

			　皆の反応は様々だが、部屋の中はちょっとしたパニック状態である。

			『フラン、やり過ぎだ』

			「ん？」

			　フランを見つめる彼らの引きつった顔が、その衝撃を物語っているな。

			　余波だけでこれなのだ。フランに近寄ってきていた男は、腰を抜かしてその場に座り込んでいた。恐怖で全身が震え、今にも気絶しそうなほどだ。

			「ん」

			「ひぃ……っ！」

			　フランが視線を向けただけで、男はズリズリと後ろに下がろうとする。しかし後ろは壁だ。それ以上は下がることができず、その場で頭を抱えて蹲うずくまってしまった。

			　やっぱやり過ぎな気もするが、先にちょっかいかけてきたのは向こうだし、自業自得だろう。

			　まあともかく、静かになって良かった。

			　他の参加者さんは──ごめんなさい。

			　フランが威圧を解除して周囲に向かってペコリと頭を下げると、ようやく緊張が解けたらしい。

			　だが、参加者たちの顔は険しいままだ。フランの脅威を目の当たりにして、自分たちの実力不足に気づいたらしい。部屋にいる誰もが沈黙し、外から聞こえる歓声は妙に遠くに感じられる。

			　フラン、よくこんな雰囲気の部屋で何食わぬ顔で椅子に座れるな！　しかも次元収納から取り出したジュース飲んでるし！

			　そんな最悪の空気を壊してくれたのは、新たに控室に入ってきた女性であった。

			「おや？　そこにいるのは魔剣少女ではないですか？」

			　気安い様子で、フランに声をかけてきたのだ。

			「ん？　リディア？」

			「お久しぶりですね。あなたも大会に出場していたとは」

			　それはバルボラで知り合った冒険者の少女、リディアだった。相変わらずの無表情キャラだな。

			　料理コンテストでは屋台の売り子を引き受けてもらい、かなり世話になったのだ。

			　つい先日別れたばかりだが、もう再会するとは思わなかった。

			　緋ひの乙女おとめという三人パーティを組んでいたはずだが、皆で参加しているのだろうか。

			「ジュディスとマイアは？」

			「二人も参加していますよ。マイアは違う会場ですが、ジュディスは他の控室にいるはずです。それにしても助かりましたよ」

			「ん？」

			「あなたと当たらずに済みましたからね」

			　リディアはバルボラでフランの実力を見てるからな。そう言って安あん堵どの息を吐ついている。

			「目標は本戦出場なんですよ」

			「優勝じゃないの？」

			「いえいえ、身の程は弁わきまえています。コルベルトさんもフォールンド様も参加しているトーナメントで、優勝とは口が裂けても言えません。まあ、一種の箔はく付づけです。女だからといって舐められないように」

			　中にはそういう目的の奴もいるのか。確かにこの規模の大会で予選を突破したっていうことになれば、箔は付くかもしれない。しかしその前に聞き逃せない名前があったんだが。

			「コルベルトとフォールンドも来てるの？」

			　またまた超強力なライバル出現だな。

			「ええ──って、怖い顔で笑わないでください！」

			　あー、フランのバトルジャンキー魂に火が点いちゃったか。

			　好戦的な表情を浮かべて、嬉しそうに笑っている。

			「ああ、それと、ランクアップおめでとうございます。もうＣですか。凄いですね」

			「ありがと」

			「もし本戦で当たった時は、優しくお願いしますね。怪我させないでくださいよ？」

			「ん」

			「絶対ですよ？　酷ひどいことしたら怒りますよ？」

			　弱気なのか強気なのか分からんな。そうやって、リディアと雑談していると、すぐにフランの番となった。

			「じゃあ、いく」

			　係員に呼ばれたフランは、立ち上がって入り口へと向かった。

			「言う必要もないかとは思いますが、頑張ってください」

			「ありがと」

			　リディアに見送られ、係員に指示された狭い通路を進む。十数メートルほど歩くと、前方から強い光が差し込んでくるのが見えた。あの光の向こうが試合場だろう。

			『フラン、覚悟はできてるか？』

			「ん」

			　俺の問いかけに、フランは前を見たまま頷いた。

			『ここでわざと負けて、獣王の興味を逸らすというのも一つの手だ』

			　本戦からは獣王が観戦するらしい。

			　青猫族を使って黒猫族を奴隷に貶おとしめているという疑いのある相手だ。しかも、今の俺たちでは逆立ちしても勝てない強者。武闘大会で目立てば、そんな男に目を付けられる恐れがあった。

			『もっと言うなら、今から棄権してもいい』

			「しない」

			　あの日フランは、獣王を目の前にしただけで心が折られた。その後もずっと恐怖に震えていた。

			　フランがあれほどの恐怖を感じたのは、俺と出会ってから──いや、生まれて初めてのことだったろう。あの恐怖を簡単に忘れることができるはずがない。

			『獣王の目に留まるかもしれない。いいんだな？』

			「ん！」

			　それでも、フランは棄権するつもりはないようだった。

			　ディアスからキアラの話を聞く前だったら、その選択肢もあったかもしれない。だが、今のフランにとって、黒猫族としての意地も示さずに、ただ尻尾を巻いて逃げることはできないのだろう。

			『まあ、最悪獣王とやり合うことになったら、思いっきりやろう。それで目を付けられたら、次元魔術でとことん逃げ続ければいいさ。船でも何でも使って、他の大陸に逃げるっていう手もあるしな。その時は任せとけ』

			「ありがと」

			　とはいえ、まずは目の前の二次予選である。ここで負けたらそんな心配する必要もなくなるのだ。

			『もう何も言わん！　精一杯やれ！』

			「ん！　勝つ」

			　気合を入れて通路を抜けると、一次予選とは比べ物にならないほど大きく、綺麗な試合場がフランを出迎えた。

			　円形の巨大な闘技場と、その中央に鎮座する石造りの大舞台。舞台の周囲は高い壁に囲まれ、その上には一〇〇〇人以上は優に入れそうな観客席が備え付けられている。

			　満員どころか立ち見している観客さえおり、彼らの上げる耳をつんざくような大歓声に、俺の刀身がビリビリと震えていた。

			　まあ、フランはいつもの如く、全く気にしていないようだが。

			　舞台の上にはすでに三人がスタンバイしている。その中に見知った顔があった。

			「ええ？　フランさん！」

			「ジュディス？」

			　控室で激励し合ったリディアの仲間。緋の乙女の一人でリーダーのジュディスだ。

			「うわー、最悪！　終わった～！」

			　ジュディスはフランの顔を見るなり、ガクリと膝をつき嘆き出した。いや、気持ちは分からなくもないよ？　ジュディスの腕ではフランに勝つのは難しい。

			　他の参加者も、どこか不安げな表情だ。どうやら彼らもフランのことを知っているようだった。冒険者なのだろう。

			「あれが魔剣少女……本当に子供じゃないか」

			「見た目に騙だまされるな。ランクＣだぞ？　俺たちよりも格上だ」

			　ユアンとヨシュという二人が、フランを値踏みするような目で見ている。知人同士みたいだな。まあ、この町の冒険者も多く参加しているのだろうし。そういうこともあるだろう。

			「俺、今年の終わり頃に結婚するんだ」

			「何？　ついにか？　おめでとう。だったら、彼女にいいところを見せないとな」

			「ああ！」

			　ユアン君、それはフラグというものだよ？　いや、フラグを立てなくったって、フランには勝てないと思うけどさ。

			　それにしても、今回はこちらを侮る相手はいない。さすがに一次予選を勝ち抜いている参加者たちだ。そう思っていたら、最後に現れた参加者がフランを見て盛大に笑い始めた。

			「はははは！　なんで武闘大会に子供が紛れ込んでいるんだ？」

			　フランがそいつを見て、不快げに眉を顰ひそめる。単に耳障りというだけではなく、そいつは黒猫族の不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵、青猫族だったのだ。

			「おいおい、どうやって一次予選を通過した？　賄賂でも渡したか？　それとも全員ロリコンだったのか？」

			「実力」

			「くく。黒猫族がまともに戦えるわけないだろうが！　身の程を弁えろ雑魚猫族！　ああ、あの白犬族の爺じじいに手でも回してもらったか？」

			　よく見たら、こいつ青の誇りのメンバーだな。オーレルの屋敷の前で、少女と一緒に門番に詰め寄っていたはずだ。なるほど、だからフランやオーレルに対して負の感情を持っているわけか。

			「爺の屋敷の前ではふざけた真似をしてくれたなぁ？　威圧スキルだけは高いようだが、今度も虚こ仮け威おどしで切り抜けられると思うなよ？」

			　実際に戦えば自分の方が強いとでも言うつもりか？　いや、あの時フランの威圧に怯えた自分が許せず、そう思い込んでなけなしのプライドを保っているだけか。

			　青猫族にとって、自分が黒猫族に劣るという事実は受け入れ難いものなのだろう。

			「あの時はあの気色悪い化け物に邪魔されたが、今度は逃げられんぞ？　雑魚猫族、お前は嬲なぶり殺してやるから覚悟しろよ？　くくく。まずは顎を砕いて降参できないようにしてから、装備を剥はいで公衆の面前で辱めてやるかな？」

			　下卑た表情で最低の台詞を言い放つ青猫族。もう、こいつが所属しているっていうだけで、あの傭兵団を殲せん滅めつしてもいいんじゃないかな？

			　それにしても、フランが静かだな。ちょっとくらい言い返してもいいんじゃないか？

			　俺が疑問に思っていたら、フランがゆっくりと口を開いた。

			「……青の誇り（笑）が偉そうにするな」

			「ああ？　なんだと？」

			「他の大陸ではとても有名だとか嘘をついてオーレルに会いに行ったら嘘を見抜かれて門前払いされた、傭兵団とは名ばかりの雑魚どものくせに粋がるなって言った。あと青猫族臭いからそれ以上近づくな。生ゴミみたいな臭においで鼻が曲がる」

			　おや？　フランさん、すでにキレてらっしゃる？　久々にフランの長文を聞いたよ。

			「この小娘……！」

			　青猫族が言い返そうとした瞬間、それを遮るように観客から大きな歓声が上がった。

			　試合場の一角には大型スクリーンが設置されている。これは魔道具となっており、そのまま巨大モニターと同じ機能があるらしい。今のやり取りがそのモニターに映し出されていたようだ。

			　青猫族の男のクズ発言もバッチリ聞かれていたようで、少数の男性客が歓声を、多数の女性客がブーイングをしている。そして、フランが啖たん呵かを切ったあたりで皆が盛り上がったらしい。

			　完全に悪者にされたことで、青筋を立てて憤怒の表情を浮かべる青猫族の男。

			「もう許さん！　ただじゃすまさんぞ！」

			「ふん」

			　フランは完全無視で、プイッと明後日の方向を向く。

			　そんな態度がさらに男の怒りを煽あおっている。観客もこういった試合前の小競り合いを楽しんでいるらしい。もっとやれ的なヤジが飛ぶ。

			　そんな一触即発の雰囲気の中、試合が始まった。

			「始め！」

			　審判員の掛け声が終わるか終わらないかのタイミングで、青猫族は動き出していた。

			　血走った目で、脇目も振らず一直線にフランに跳びかかってきた。

			「おおあああ！　死ねぇ！」

			　手加減も何もなく、大上段から大剣を振り下ろす。悪くない太刀筋だが、完全に殺しに来てるよね。死ねって言っちゃってるし。ちょっと馬鹿にされたくらいで大人げない奴だぜ。

			　ただ、青猫族の男に合わせて他の三人もフランに向かってきたのは驚いた。どうやら、一番強いフランをまずは協力して排除しようということらしい。ジュディスも強したたかに、他の参加者を盾にするような位置取りだな。

			　相手が強者だと分かっていても、戦う以上は勝利を諦めない。その姿勢は素直に称賛できるし、フランも共感しているらしい。

			　卑怯などということもなく、ただわずかに微笑みを浮かべ、俺を構えた。

			　そこに青猫族の男が突っ込んでくる。

			「おるああぁぁぁ！」

			「ふっ」

			「ぐあぁっ！」

			　フランは、鞘から抜かないままの俺を思いきり振り上げた。その一撃は青猫族の顎を捉え、刀身を通して顎の骨が砕ける鈍い感覚が伝わってくる。

			　フランの倍以上はありそうな青猫族の体は、キリモミしながら空を舞っていた。

			　小さな体格のフランからは想像もできない膂りょ力りょくを見せつけられ、他の参加者や観客たちからどよめきが上がった。

			　だが、フランの攻撃は終わっていない。

			　俺を振り上げた勢いを利用し、そのまま体を回転させて俺を水平に薙なぎ払う。空中の青猫族に意識を持ってかれていた対戦者たちに、この攻撃を躱かわす余裕などなかった。

			「ヘビー・スラッシュ」

			「なにぃ！」

			「ぐぁぁ！」

			「きゃぁ！」

			　青猫族の後ろにいた、剣士のユアンと槍使いのヨシュがその一振りで吹き飛ばされる。そして、さらにその後ろにいたジュディスも、彼らに巻き込まれるようにして一緒に吹き飛んでいったのだった。

			　三者三様の悲鳴を上げながら、ジュディスたちは場外へと落ちていく。下級剣技だが、レベルが上がりステータスも上昇した今のフランが使えば、相当な威力があった。

			　開始数秒で三人脱落である。

			　だが、フランはここで止まらなかった。むしろこれからが本番である。

			「ひぃぃぃっ！　は、はふけ……！」

			　今度は、落下してきた青猫族にタイミングよく俺をぶち当てたのだ。再び顎を殴打され、メゴッという鈍い音とともに青猫族が地面に叩きつけられた。その衝撃で、石でできた舞台に軽くヒビが入る。

			「がひぃ……ふぅぁ……！」

			　青猫族は明らかに変形して歪んだ顎を震わせながら、血を吐いて呻うめいていた。意識を失わないのは青猫族が頑丈なのではなく、フランがギリギリのところで手加減しているからだ。

			「ひぎ……。ほうはん！　ほうはんする……！」

			「何言ってるか分からない」

			　滑舌がおかしいうえに、息が漏れ、その言葉を聞き取ることはできない。

			「ほうはん……」

			「だから何を言ってるか分からない」

			　まあ、顎を砕かれてるからね。

			「ほうはんでふ～……」

			　それでもフランに縋すがりつくように、何度も「ほうはん」と繰り返す青猫族だったが、フランが男に向けるのは絶対零度の眼まな差ざしである。

			「青猫族は馬鹿過ぎて降参も言えないの？　まあ、青猫族だし仕方ないか」

			　確信犯ですねフランさん。

			「顎を砕いて降参できないようにしてから──」

			　黒猫族を馬鹿にされたし、こいつが言ってたことを実際にやり返してやったってことかな。

			「服を剥いで辱める？」

			　フランがそう呟きながら、手加減無しの殺気を青猫族にぶつけた。

			「ひぃい。ふひまへん！　ふみまへん！　もうひゃめへくへ～！」

			　恐怖が限界に達したんだろう。青猫族は頭をメチャクチャにかきむしりながら、錯乱気味に叫び出した。

			　審判員の男を確認すると、さすがに試合続行は不可能と判断したんだろう。試合を止めようと慌てて舞台に上ってくる。

			　それを見たフランは、青猫族に止とどめの一撃を放とうと、俺を両手で持って振りかぶった。

			「望み通り終わらせてやる」

			　フランはそう呟き、ゴルフのスイングのように俺を振り抜く。

			「ぎゅごばぁ！」

			　三度顎を撃ち抜かれた青猫族は、弧を描いて場外へ吹き飛んでいった。おおー、一〇メートル以上は飛んだねー。

			　おかしな体勢で地面に落下した青猫族を見ると、手足が曲がっちゃいけない方向に曲がっている。

			　それを見て多少溜飲が下がったのか、フランは軽く鼻を鳴らして俺を背に戻す。

			　フランの怒りが収まったようで良かった。

			　でも、ちょっとやり過ぎじゃね？

			　お客さんがドン引きしてないか？

			　だが観客にとってもこの程度は多少刺激的な試合で済むらしい。引くどころか拍手喝采であった。

			「決まったぁー！　小柄な少女の放った攻撃が、たった一撃で大の大人を場外へ吹き飛ばした！　可愛い顔で、信じられない手練れだぁ～！」

			　実況なんてあったのか。全然気づかなかったぜ。

			　会場の至るところにスピーカーに似た魔道具が設置してあり、実況席の解説者が叫んだ言葉がそこから聞こえているようだ。

			「その異名の元ともなった魔剣を抜くことさえせずに圧倒的な勝利だ！　予選西ブロック第一一試合を制し、決勝トーナメントに進出したのは、ランクＣ冒険者、魔剣少女フラン～！」

			　フランの勝利が宣言された瞬間、一際大きな歓声が会場を包み込む。

			　その歓声を浴びながら舞台を下りると、再び係員の男性がフランを誘導してくれた。

			　控室のような場所まで戻ってくると、そのまま係員が今後のことを説明してくれる。

			「おめでとうございます。フラン様、決勝進出決定です」

			「ん」

			　決勝トーナメントは明後日から。トーナメント表は明日の朝に発表されるらしい。あと、昼からは開会式があるということだった。

			　ただ、出場者の参加は免除らしい。

			　良かった。フランが長時間ジッとしながら、貴族やお偉いさんの話を聞いているなんて無理だからな。退屈な式典なんて、フランは絶対に我慢できないのだ。

			　貴賓扱いで確実に獣王もいるだろうし、参加しないで済むならその方がいい。

			　というか、血の気の多いトーナメント参加者を一緒の場所に押し込めるなど、何が起きるか分からないのでむしろ来るなという感じだった。

			　トーナメントの対戦表も、宿まで届けてくれるというのだから徹底している。

			　確認に来させたら、本戦前に対戦表の前でバトルが始まりそうだからな。

			　それ以外については、決勝進出者は大会中ウルムットの鍛冶屋を優先的に使えるということだった。怪我は魔術やポーションで回復できても、防具は鍛冶師に見てもらわないといけないからだろう。

			　係員から説明を受け終わって会場から出ようとしていると、ちょうどジュディスがやってきた。

			「フランさん。完敗です」

			「だいじょうぶだった？」

			「はは……手加減してもらいましたからね」

			　フランにあっさり場外に落とされて、ちょっと落ち込んでいるようだ。負けると分かっていても、瞬殺されればやはり悔しくもあるのだろう。

			　フランとしてもこういった時にどう声をかけたらいいかよく分からないようだ。困った顔で黙ってしまった。

			「あ、すいません。ただ一言激励したかったんです。私の分まで頑張ってください」

			「ん」

			　これで終わればいい話だったんだけどな。

			「それと、全おこづかいをフランさんに突っ込みますから！　ぜひ一回戦突破を！」

			「リディアが予選を突破したら戦うかも？」

			「大丈夫です。その時でもフランさんに賭けますから！」

			　いい笑顔でサムズアップするジュディス。

			　俺たちはジュディスの誠意と欲望の交じった激励を受けて、会場を後にするのだった。

			「頑張る」

			『そうだな。ジュディスたちの財布のためにも頑張らないとな』

			


			　二次予選の翌日。

			　俺たちは昼過ぎに届けられた決勝のトーナメント表を確認していた。

			　決勝トーナメントでは六四人の参加者がＡＢＣＤの四ブロックに、一六名ずつ分けられている。

			　フランの名前はＡブロックの一一番目にしっかりとある。

			　ただ、他の参加者の名前を見ても、どんな相手なのか分からなかった。

			『初戦の相手は……ゼフメート？』

			「知らない」

			『シードじゃないってことは、自力で勝ち上がってきたってことだろうな』

			　この後、冒険者ギルドで情報を集めてみるか。エルザに聞けば、戦い方くらいは分かるかもしれない。次に気になったのが、シード選手の名前である。

			「アマンダとフォールンド」

			『ロイスとゴドダルファの名前もあるじゃないか！』

			　それぞれの名前が、トーナメント表の四隅にある。トップシードっていうことだろう。六四名のトーナメントなので試合数は全員同じだが。そこは平等らしい。

			　フランのいるＡブロックの第一シード。つまりＡ‐１番は獣王の護衛の一人ゴドダルファ。第二シードであるＡ‐16番にはコルベルトの名前があった。

			　いや、シード選手は各ブロックに四人ずついるし、誰と当たっても相当強いだろう。だが、よりにもよってこの二人か。

			　コルベルトは無手ではあるが、バルボラで戦ったリンフォードの巨体を浮かせるほどの攻撃力を持っていた。ゴドダルファが戦う姿を見たことはないが、あの巨体とスキル構成を見れば凄まじいパワーファイターであることは察することができる。

			　どっちも下手に攻撃を食らったら、即瀕死もあり得る相手だ。これは対策を考えないといけないな。幸いスキルが判明してる相手だし、無理な話じゃないだろう。

			　先に当たるのはコルベルトだ。格闘スキル対策が必要だな。

			「くふ」

			　フランは悩むどころか、嬉しそうに笑ってるし。もう獣王の護衛だからという理由だけでビビったりはしないようだ。むしろ、戦闘狂の血が騒いでいるみたいだな。

			　コルベルトと戦う前に二回勝たなきゃならないんだが……。

			　とりあえず初戦はゼフメートという相手である。

			　その後の二回戦は誰かね？

			『一回戦に勝ったら──まじ？』

			「クルス・リューゼル？　どこかで聞いた？」

			『まあ、覚えてないと思ったけど。ほら、アマンダたちと行ったアレッサのダンジョンで一緒だった、ランクＣ冒険者だよ』

			「ん？」

			　俺がクルスのことを教えても思い出せないらしい。フランは小首を傾かしげている。

			『いただろ！　案内役兼試験官の、そこはかとなく苦労人臭の漂う残念イケメン！』

			「ああ、そう言えばいた、かも？」

			　うん……もういいや。顔を見れば思い出すだろう。思い出すよな？　クルスはこっちを忘れてはいないだろう。フランみたいな印象的なキャラ、忘れるわけないし。フランが初めましてとか言っちゃったら気まず過ぎるから、クルスを見かけたらまずフランに教えるとしよう。

			　それに、クルスが一回戦に勝たなきゃ、当たるかどうかも分からない。何せ相手はＡ‐９番。第四シード選手だ。

			『クルスの相手はラデュル爺さんか』

			　このウルムットで最年長の冒険者だ。

			「ランクＣって言ってた」

			『でも、実力はＢ並みで、元宮廷魔術師っていう話だ』

			　そりゃあシードされるか。ラデュルの方が圧倒的に格上だった。クルスには悪いが、ラデュルが勝つ未来しか見えない。

			「ラデュルが勝つ」

			　フランもそう思うか。まあ、二回戦はラデュルだろう。魔術師相手の戦い方を考えないといけないな。

			『で、三回戦は順当に行けば、Ａ‐16番。コルベルトだな』

			「ん！　楽しみ！」

			　バルボラでは助けられてばっかりだった。経験では圧倒的に上だし、隠し玉もある。鑑定偽装のアイテムでも持っているらしく、以前鑑定したステータスが全てだったかどうかも分からない。ただ、デミトリス流武術という謎の格闘スキルを持っていたことは覚えている。

			　これも情報を仕入れておかないといけないだろう。

			『コルベルトに勝ったら、四回戦の準々決勝はいよいよゴドダルファか』

			「ん」

			　フランが打って変わって神妙な顔で頷いた。

			『ここも順当に勝ち上がってくるはずだ』

			　というか、こいつに勝つ相手がいたら俺たちだって勝ち目があるかどうか。

			「勝つ！」

			『おう！　その意気だ！』

			　こいつに勝てたら、優勝が現実味を帯びてくる。なにせ相手はランクＡ冒険者。一人で国家の軍事バランスさえ左右する英雄っていうことだからな。押しも押されもせぬ優勝候補だろう。

			『とはいえ、ゴドダルファに勝ったとしてもまた相手はランクＡの可能性が高いけどな』

			　波乱がなければ、準決勝はアマンダ。決勝はフォールンドかロイスが相手である。フランはワクワクした顔をしているが、アマンダとフォールンドはゴドダルファ以上に強敵だろう。バルボラなんかでその強さを目の当たりにしたせいかもしれないが、どうしても遥か格上という印象がある。

			「それでも勝つ」

			『そうだな』

			　だが、フランが勝つつもりなら俺が弱気になってはいられない。勝つつもりで戦わなきゃ、勝てるわけがないのだ。

			『むん！』

			「師匠？」

			『いや、気合を入れてただけだ。優勝するんだもんな！』

			「ん！」

			　ただ、他にも俺たちの知らない強敵がいるはずだ。アマンダたちだけではなく、他の強者にも気を配らないと、思わぬところで足を掬すくわれるかもしれない。

			　とりあえず知り合いの名前でも探すか。まあ、まず気になったのはやっぱりフェルムスだな。Ｄブロック、ロイスと同じブロックだ。頑張ってほしいぜ。元ランクＡということであれば、いい戦いはするだろう。

			　次に目に入ってきたのはエルザだ。登録名がエルザになっているな。色々な事情を抱えた選手がいるだろうし、本名じゃなくても許されるんだろう。

			　エルザはアマンダと同じＢブロックだった。この対決は見たいような見たくないような？　最恐の女？　対決だ。

			　Ｃブロックのシード選手には、フィリップ・クライストンの名前がある。バルボラはまだ復興の最中だろう。そんな大変な時に参加していていいのか？　まあ、何か理由があるのかもしれんが。それに、リンフォード戦を見る限り相当な腕だった。フォールンドとの対戦が実現したら見ものだな。

			　それ以外の知り合いだと、なんとシャルロッテの名前があった。バルボラでお世話になった、孤児院の少女だ。戦舞士という、舞踊の幻惑や邪気を浄化する能力を使って戦う特殊なタイプだったはずだ。エルザの一回戦の相手である。これは勝ち目ないんじゃないか？　かわいそうだが、せめて心の中では応援しておこう。

			　他に知り合いの名前は発見できなかった。そう、見つからなかったのだ。

			「リディアの名前ない」

			　あれだけ決勝トーナメントで当たった時のことを色々と言っておいて、結局負けているとは。お約束過ぎるだろ！

			　その後、トーナメント表を確認し終えた俺たちは冒険者ギルドにやってきていた。

			　目的は他の参加者の情報を仕入れることだ。

			「エルザいない」

			『まあ、いたとしてもエルザに情報を教えてもらうのはどうなんだ？』

			「ん？」

			『だってあいつも参加者だぞ？　聞けば喜んで教えてはくれそうだが……』

			　対戦する可能性のあるライバルなんだ。そんな相手に頼るのはどうなんだ？

			『他の冒険者か、ディアスに話を聞こう』

			「わかった」

			　とりあえずその辺の冒険者に話しかけて──とか思っていたら、エルザが凄まじい勢いで近づいてきた。

			「フランちゃん久しぶり！　決勝トーナメント進出おめでとう！」

			　満面の笑みである。なんかライバルとか言ってたのが馬鹿らしくなってきちゃったな。

			「試合見てたわよ？　頑張ったわねー！」

			「ん」

			「それにしてもあの青猫族の男……。もっとギタギタにしてやれば良かったのに！」

			　エルザはあの時のことを思い返しているのか、顔を真っ赤にして怒っている。先日、青の誇りと揉めたことから、エルザにとっても青猫族は敵と認識されることになったらしい。

			「失格になるかもしれないから」

			「ああ、敗者への意図的な攻撃禁止ね。うーん、確かにあの状況は……。まあ、仕方ないわね。それよりもフランちゃん。なんか雰囲気変わった？」

			「ん？」

			　エルザが頬に軽く手を当てて、フランの顔を見つめている。

			「何ていうのかしら……。頼もしくなったっていうの？　凄く大きく見えるわよ？」

			「修行頑張った」

			　武闘大会に向けて、ダンジョンの中で厳しい修業を積んできたのだ。

			「それだけかしら？　でも、そうね。フランちゃんくらいの子は、ちょっと見ない間に成長するものだもの。きっと修業と武闘大会でググンと成長したのよね」

			「ん」

			「それで、今日はどんな用があってギルドに来たのかしらん？」

			「対戦者の情報を調べに来た」

			「あらん？　意外だわ。フランちゃんは、そんなの気にしないタイプかと思ってたんだけど」

			「情報は大事」

			　フランは戦闘も好きだけど、自分は冒険者であると考えている。そして、魔獣と戦う前に、情報を集めるのは当然だ。生き残るためにも、依頼を達成するためにも。それが全力を尽くすということである。

			　つまり、今回の大会はそれだけ本気ということであった。単に戦いを楽しむだけではなく、全力を尽くして必勝を期しているのだ。

			「うんうん。そうよね。えーっと、フランちゃんの一回戦の相手は……誰かしら？」

			　トーナメント表を見ながら、エルザが首を傾げる。

			「知らない？」

			「ええ。ゼフメートなんて冒険者、聞いたことないわ」

			　エルザが知らないってことは、少なくともウルムットの人間じゃなさそうだ。それに、有名な冒険者でもないだろう。しかし予選を突破した人間が、雑魚ということはあり得ない。

			「知ってそうな人、知らない？」

			「じゃあ、他の子に聞いてみましょ」

			　エルザが酒場にいた冒険者たちに、ゼフメートという冒険者を知っているか聞いて回ってくれた。

			「あなたたち、ゼフメートっていう冒険者、知らないかしら？」

			「ゼフメートっすか？　知らないっすね」

			「俺もだ」

			「誰っすか？」

			　一〇人いた冒険者全員が知らないと答える。これはウルムットの冒険者ではないだろう。

			　もしかしたら冒険者じゃないのか？　傭兵、騎士、魔術師など、冒険者じゃなくとも強い者はいる。フィリップ・クライストンなどが最たる例だろう。

			『これはギルドで調べても無駄かもな。ゼフメートって奴の情報は諦めよう』

			「ん。じゃあ、デミトリス流武術について知ってる？」

			　コルベルトの流派の情報はどうだろうか。

			「あら？　どうして？」

			「使い手と当たるかもしれない」

			「参加者にデミトリス流の使い手なんかいたかしら？」

			「なぜか使ってない」

			　フランがそう答えると、エリザは納得したように頷く。

			「ああ。そういうこと。試練中なのね」

			「試練？」

			「あら、知らない？　デミトリス流では、皆伝の認可を受ける時に課せられる有名な試練があるのよ。特殊な魔道具で力を封じられた状態で、ランクＡ冒険者にならなきゃいけないらしいわ」

			　かなり有名な試練らしく、その場にいた他の冒険者たちも情報を補足してくれた。

			　デミトリスの試練とは、封ふう印いん珠じゅという魔道具でステータスとスキルを封印された状態でランクＡ冒険者に昇格するという、かなり無茶な試練だそうだ。

			　バルボラでコルベルトの強さがあれだけ違っていた理由はそれだろう。リンフォード戦では封印を解除していたらしい。

			　エルザはデミトリス流の人間とパーティを組んでいたことがあるらしく、その技を間近で見たことがあるという。

			「その子はまだランクも低くて、そこまで凄い技が使えたわけじゃないけどね」

			　デミトリス流の奥義は『気』にあるらしい。

			　この世界には魔力がある。その魔力を体内や体表、武器に作用させて強化や防御に用いた場合、気と呼ぶ。魔力と呼ぶ場合は、魔術的に作用させていることが多い。

			　魔力も気も本質的には同じものだが、その運用方法が内向きか外向きかで呼び方が違うのだ。また、使用者の資質やスキルによって、得意不得意も分かれることが多い。

			「デミトリス流はその気の運用方法をより進化させているの。詳しいことは分からないけど、気と魔力の中間のような使い方をするんだとか」

			「気なのに魔力？」

			「ええ。気を飛ばしたり、気を盾のように使ったりね。あとは敵の体内に気を打ち込んで、内部から破壊する技もあったはずよ。上級者にはその先があるらしいけど、さすがに詳しいことは分からないわ」

			　いわゆる遠当てとか、かめは〇波とかそういったものだけではないようだ。内部破壊となると、かなり厄介そうである。

			「でも、武闘大会であまり気にすることはないと思うけど」

			「なんで？」

			「デミトリス流の試練中は、私欲や私事での封印解除が許されていないはずだから。他人を救うためだったり、悪人を懲らしめるためだったらともかくね」

			　武闘大会は完全に私事に当たるだろう。

			　バルボラを救うために封印を解除するのは許されるが、武闘大会で勝つために封印解除することは許されないらしい。じゃあ、コルベルトと戦う時、封印解除される心配はないってことか？　だったら俺たちの方が有利かもしれなかった。

			「ん。なるほど」

			「他に聞きたいことはある？」

			　ロイスやゴドダルファに関しては一度鑑定をしている。アマンダ、フォールンドに関しては俺たちの方が詳しいだろう。あとは……ラデュルか。

			「ラデュルは？」

			「ラデュルお爺ちゃん？　強いわよ～。もうお齢だから体力はないけど経験豊富だし。多彩な魔術で対策を取らせない戦い方をするわね」

			「どんな魔術を使う？」

			「あたしの知る限り、大地、大海、暴風は使えたと思うわ」

			　それはかなり凄いな。三属性で上級魔術を使える魔術師なんて、ほとんど見たことがないぞ。ロイスが大地と月光、時空を使えるから、上級三つ並みと言えるかもしれないが、そのくらいかな。

			　しかもラデュルが使う大地、大海に関しては情報が少ない。これは警戒する必要があるだろう。

			「お爺ちゃんが凄いのは、それらを組み合わせるところね」

			「どういうこと？」

			「そうね。以前見た戦い方だと、大地魔術で敵の立っている場所を深く掘り下げて、そこに大海魔術で水を注いでたわね。さらに暴風魔術で上から下に向けて風を吹かすことで、脱出することもできず、大量のゴブリンが溺死してたわ」

			「なるほど」

			　それ以外にも、暴風魔術で発生させた竜巻に大地魔術で生み出した大量の刃を巻き込んで威力を増したり、大海魔術と暴風魔術で濃霧を発生させたりもできるそうだ。

			　それぞれを単発で使うだけではなく、組み合わせることでより多彩な戦術が可能ってことか。

			　相手は経験豊富な老魔術師、今の組み合わせ以外にも様々なコンボを使えるだろう。

			「他に知りたいことはない？」

			「ん？　今はない」

			「そう。他に知りたいことがあったらいつでも聞きに来てね？　何でも教えちゃうから！」

			「ん」

			「でも、トーナメントで当たることがあったら、その時は容赦しないわよん？　正々堂々と戦う場で手加減することほど失礼なことはないから」

			「わかってる」

			「あら？　やる気ね！　ふふふふ」

			　ニッと笑うフランを見て、エルザは少し驚いたようだが、すぐに似たような好戦的な笑みを浮かべて嬉しげにしている。エルザもバトルジャンキーか！

			　以前、フランが戦闘狂であることを知って驚いていたからまともだと思ってたのに……。

			　上級冒険者、どいつもこいつも血の気が多過ぎるだろう！　いや、血の気が多いからこそ魔獣と積極的に戦って、レベルが上がって強くなるのかもしれない。上級冒険者総戦闘狂疑惑？

			　


			Ｓｉｄｅ　獣王

			　


			「ロイス、ターゲットに動きは？」

			「リグ様、何度聞いたって特に進展はありませんよ」

			「あれだ、あの娘が俺の暗殺を画策してたりせんのか？」

			「それはまずあり得ません。いくらあの少女が馬鹿でも、力の差は理解しているでしょう」

			「根性がねーな！」

			「少々脅し過ぎたかと」

			「あれで？」

			「相当怯えていましたよ？」

			「まー確かになぁ。真っ青な顔で腰抜かして、ちびる寸前だったもんなぁ」

			「仮にも王なのですから、あまり下品な言葉は使わないでください」

			「仮じゃなくて、マジもんの王なんだが？」

			「でしたら、もう少し相応ふさわしい態度をお願いします」

			「あー、うるせーうるせー。で、結局ターゲットは今は何してんだ？」

			「ゴドからの報告では、現在は武闘大会に出場しているようです」

			「そう言えば予選が始まった頃か。勝ったのか？」

			「ええ。むしろ予選で負けるような相手なら、監視する価値もないのですがね」

			「これでいい成績を残すようだったら、俺様が使ってやってもいいな」

			「無理でしょう。確実に恨まれていますよ？」

			「無理か？」

			「無理です」

			「そうか。まあ、だったらせいぜい楽しむとするさ」

			「そこは好きにしてください。ただ、逃がさないでくださいよ？」

			「分かってるさ。その時には、きっちり止めを刺す」

			「お願いします」

			「おう！　くくく……。さて、どうなるかねぇ？」

		

	
		
			第二章　獣王の本性

			


			　二次予選を突破して数日。

			　よく寝てよく食べ、ギルドの訓練場などを借りて体を適度に動かし、ウルシをモフって英気を養ったフランは絶好調だ。

			『フラン、よく眠れたか？』

			「ん……」

			　まあ、今は眠そうだけどね。

			　朝食をムシャムシャと食べながら目をグシグシと擦こすっている。半分眠っているのに、スプーンを動かす手が止まらないのは感心するが。

			『今日は、いよいよ決勝トーナメントの一回戦だ』

			「ん……」

			　いつも通りである。いつも通り、寝起きが良くない。

			　いい感じだ。

			　これでフランが寝起きから目がシャッキリしてたら、逆に昨日は眠れなかったのかと心配になるだろう。

			　いつも通りに顔と頭を水で洗ってやり、いつも通りに温風で髪を乾かしながらブラシで髪を梳とかしてやる。きっと、いつも通りの実力を発揮できるだろう。

			　ただし、髪のセットは少し念入りだ。

			『今日はフランのお披露目みたいなもんだからな。可愛くしていかないと』

			「どうでもいい」

			『良くないぞ。大勢に見られるんだからな』

			　そうやって髪をセットしていると、ようやくフランの目が覚めて、元気になってきたようだ。

			　俺の真似をしてウルシの毛を梳いている。

			「ウルシも綺麗にする」

			「オン！」

			　ウルシは気持ちよさそうに目を細めているな。

			　挙句の果てには腹を見せてブラッシングを要求し始めた。

			「ここ？」

			「オフ！」

			　近所のお爺ちゃんが飼ってたちょっとおバカなゴールデンレトリバーを思い出すぜ。少なくとも狼感はゼロだね。

			『まだ会場入りには少し時間があるけど、どうする？』

			「ん──師匠こっちきて」

			『うん？　どうした？』

			「ん」

			　そして、フランが次元収納から取り出した布で、俺の刀身を拭き始めた。俺をベッドに置き、体重をかけてゴシゴシと力強く磨いていく。

			『おいおい、試合前なんだから、あまり疲れるようなことするなよ』

			「大丈夫」

			『でもなー』

			「私だけじゃないから」

			『何？』

			「お披露目。師匠もだから。格好いい師匠を見てもらう」

			　そう言って、フランは俺を磨き続けた。ありがとうと言えば良いのか、俺はフランのおまけだから気にするなと言えば良いのか。だが、フランの刀身磨きが気持ち良くて、すぐにどうでも良くなってしまった。

			『あ～……そこそこ～』

			「ここ？」

			『そうそう……お～、上手いぞ～』

			「ん！」

			　結局三〇分近くも磨いてもらってしまった。おかげで刀身はピッカピカだ。

			　フランは額の汗を拭いながら、俺の刀身に映る自分の顔を見て満足げに頷いている。

			『疲れてないか？』

			「だいじょぶ」

			　良かった。俺を磨いて疲れちゃうとか、本末転倒だからな。

			『じゃあ、行くか』

			「ん！」

			　武闘大会の本戦出場選手は、冒険者ギルドに集合となっていた。

			　特にＡブロックは早い時間からの試合となるので、朝から集合するように指示されている。

			「Ａ‐11番。フラン様ですね？」

			「ん」

			　ギルドに到着すると、すぐに係員が声をかけてきた。

			　出場者の顔などはすでに周知されているようだ。

			「こちらへどうぞ」

			　係員の男性が控室に案内してくれる。なんとギルドの二階や三階にある個室を控室として与えられるらしい。

			　大部屋だと喧嘩や小競り合いを始める奴がいるからだろう。例えばうちのフランとか。

			「フラン様は六試合目となっておりますので、それまではこの部屋でお待ちください。一試合三〇分制限ですので、最大で二時間半ほどお待ちいただくことになると思います」

			「ん。わかった」

			「試合が終了後に他の試合の観戦などは問題ございませんが、それまで外出はお控えください。試合展開が早ければ、開始時間が早まることも考えられますので」

			　決勝は制限時間が三〇分となっている。ダラダラとした試合展開を避けると共に、大会の運営が遅れることを防ぐためだ。

			　三〇分で決着がつかなかった場合、審判員たちによる判定となる。

			「何かご入用でございましたら、外に控えている係員にお申し付けください」

			　買い物や、軽食の用意など、色々と雑用をしてくれるらしい。決勝トーナメント進出者っていうだけでかなりのＶＩＰ扱いなんだな。

			　まあ、俺たちは大抵のものが次元収納に入っているし、特にしてもらいたい雑用はないが。

			　フランは早速何かを取り出した。

			『フラン、ここに来る前に散々買い食いしたはずだが……。まだ食べるか？』

			「ん！」

			　俺の言葉に間髪容れず頷くと、そのまま山盛りのカレーを頬張り始める。

			　これから試合なんだが、満腹になったら動き鈍くならないか？

			　いや、それよりもカレーによるモチベーションアップ効果の方が大きいかもしれん。

			　それに、フランならこの程度で満腹にはならんだろう。予選の時も、全く問題なかったのだ。

			『まあ、ほどほどにな』

			「だいじょぶ。腹五分目」

			　全然大丈夫だった。

			『とりあえず浄化魔術で部屋を消臭するか』

			　その後さらにステーキやカツ丼を食べたり、デザートにホールケーキを食べたりしながら一時間ほどのんびりしていると、部屋のドアをコンコンとノックされた。

			「フラン様、失礼いたします」

			「ん」

			　生クリームで口の周りをベタベタに汚しているフランが返事をすると、係員が部屋に入ってくる。フランの顔を見たはずなんだが、全く反応しないな。この係員、できるかもしれん。

			「現在、第四試合が始まりました。次の次ですので、試合場の控室まで移動をお願いいたします」

			　予定より少し早いようだ。移動中に話を聞いてみると、一回戦が秒殺だったらしい。

			　勝者はゴドダルファ。あの巨体でありながら目にも留まらぬ速さで相手に迫り、一発で戦闘不能に追い込んだそうだ。さすが獣王の護衛というところか。

			　その後の二試合は三〇分ギリギリまで戦ったのでこの時間らしい。やはり皆判定での決着を嫌がるので、実力が伯仲している試合でも最後の最後で決着がつく試合が多いようだ。

			　会場へは、ギルドの地下にある通路から入ることができた。地上を移動すると人気選手の場合は騒ぎになってしまうからだろう。

			　やはり個室の控室に通される。こっちはギルドの控室よりも数段豪華で、豪華なソファや、羽毛布団付きのベッドまで備え付けられていた。

			　この武闘大会のために作られたメイン闘技場の控室だからな。かなり力が入っているようだった。

			「すでに第五試合が始まっております。場合によってはすぐに出番となりますので、準備をお願いいたします」

			「ん。わかった」

			　俺たちが移動している間にあっさりと第四試合は終了したか。勝ったのは第三シードの選手らしい。ランクＢ冒険者の実力者であるそうだ。

			「では後程お呼びに参りますので」

			「ん！」

			　フランは係員さんの声を背に受けつつ、フカフカのソファに背中からダイブした。

			　そのまま冷たい革の感触をほっぺで楽しんでいるな。

			　さらに耳を澄ませて外の音を聞いている。

			　俺もフランに倣ならって耳を澄ませてみると、試合の歓声が聞こえてきた。

			　考えてみたら、今はラデュルとクルスが戦ってるんだよな。時折聞こえる爆音は、ラデュルの魔法だろうかね。

			　フランはしばらく歓声を聞いていたんだが、すぐに飽きたのだろう。今度はベッドにダイブして、ウルシとじゃれ合い始めた。

			　ウルシの毛がベッドに付くな……。いや、試合前にそれでリラックスできるなら構わないか。

			　しばらくすると、耳を澄ましていなくても聞こえるほどの、凄まじい歓声が聞こえた。

			『お、試合が決まったか？』

			　勝負がついたのだろうか。

			　再び耳を澄ませてみると、実況の叫び声が微かに耳に入ってきた。

			「決まったー！　下馬評を覆し、ランクＣ冒険者、クルスが勝利をもぎ取ったー！」

			　まじか？　え？　クルス勝ったの？

			「師匠、どうしたの？」

			　俺の驚きが伝わったらしい、フランが不思議そうな顔で聞いてくる。

			『いや、クルスがラデュルに勝ったみたいだ』

			「クルス？」

			『ああ、もうお忘れで。まあいいや。もう出番だろうから、用意しておけよ』

			「ん。わかった」

			　用意といっても、ウルシを影に隠して、俺を背負って、摘まんでいたお菓子を収納するだけだが。

			　そして、予想通りすぐにやってきた係員に案内され、俺たちは部屋を出た。

			「こちらへどうぞ」

			「ん」

			　本会場は通路も広くて、薄暗くもないな。

			『緊張してないか？』

			（なんで？）

			　試合場に向かいながら、俺はフランに声をかけた。緊張してたら解ほぐしてやらねばと思ったんだが、フランに緊張の様子は全くない。むしろ機嫌良さげにスキップ気味に歩いていた。

			　戦いが楽しみで仕方ないらしい。

			『さすがだよ。じゃあ、一回戦だ』

			「腕が鳴る」

			『ウルシは合図するまでは出てくるなよ？』

			（オン）

			　そのまま通路を抜けると、二次予選の時よりも二回りは大きい舞台と、その周りを取り囲む一〇倍以上の観客の姿があった。もはや細かく聞き取ることは不可能な、ドーッという歓声が沸き起こる。

			　観客席は舞台よりも高い位置にあるため、観客の声が滝のようになって押し寄せていた。

			　生前、プロサッカーの優勝決定戦を見に行った時のことを思い出す。

			「むぅ」

			　フランが猫耳をペタンと押さえて顔を顰しかめていた。

			『大丈夫か？』

			「……ん。もう慣れた」

			　良かった。すぐに慣れたらしい。

			　耳が良過ぎるのも考えものだな。もっと聴力の高い、それこそロイスのような兎獣人なんか平気なのか？　そう心配になるほどの轟ごう音おんであった。

			　そうやってフランが舞台の前で困惑していると、どこから聞こえているのか分からない不思議な声が会場に響き渡った。

			「さあ、決勝トーナメントＡブロック、六回戦の選手入場だ！　選手ナンバー11。予選ではその可愛らしい外見に似合わぬ強さを発揮した、今話題のウルムット最年少ランクＣ冒険者！　魔剣少女フラン！」

			　軽快な実況に誘われるように、フランがゆっくりとした足取りで舞台に上る。

			　そこにはすでに対戦相手が待っていた。

			「む」

			　相手の姿を視界に捉えたフランの顔が強こわ張ばる。いや、憎々しげに歪んだと言った方が正しいか。

			「それに対するは、選手ナンバー12。傭兵団『青の誇り』団長！　青猫族の若手の筆頭株らしいぞ！　青撃のゼフメート！」

			　そう、相手が青猫族だったのだ。しかも実況を聞いてみたら青の誇りの団長だというではないか。フランはゼフメートを鋭い視線で睨みつけると、静かに俺を背から引き抜くのだった。

			　そして、殺気を隠そうともせずゆっくりと舞台に上っていく。

			　まさか予選に続いて、本戦でも青猫族と対戦することになるとは思わなかった。

			　俺にとっても当然こいつらは敵である。町の外で出会ったら相手の話なんか聞かずに問答無用で身ぐるみを剥ぐか、とりあえず殲滅するかのどちらかで悩む程度には憎々しく思っていた。

			　フランがゼフメートと闘技場の中央で対たい峙じする。

			「やあ。うちの団員が世話になったね」

			「……」

			　まるで爽やか王子様みたいな笑顔で、気き障ざったらしい言葉を口にするゼフメート。

			　何が世話になっただ。嫌味な野郎だぜ。

			　しかしフランは無言のまま、相手の目を睨みつけた。

			「そう睨まないでほしいな」

			「……ふん」

			　今回は戦闘の直前であることもあって、フランはゼフメートに対する敵意を隠そうともしない。だが、無言で睨み続けるフランに対し、ゼフメートは苦笑いでポリポリと頭をかいていた。

			「ほ、ほら、握手でもどうかな？」

			　ゼフメートが本当に友好的に見える笑顔で、手を差し出す。

			「汚い手で触るな」

			「あー……」

			　取りつく島のないフランの態度に、本当に困っているように見えるな。

			　おっと危ない危ない。なに騙されそうになっているんだ。

			　相手はあの青猫族だぞ？　演技に決まっている。友好的な態度で油断させるつもりなのだろう。鑑定したところ演技のスキルはないが……。青猫族っていうのは、ＤＮＡ単位で相手を騙す手段が身についているのだろう。

			「……」

			　下から険しい表情で自分を見上げているフランに対し、ゼフメートは握手を諦めたらしい。

			　手を引っ込めると、今度はいきなり頭を下げた。

			「セイズは謹慎させた」

			「ん？」

			　セイズって誰だ？

			「ああ、二次予選で君に負けた男だよ」

			「黒猫族に負けたから？」

			　なるほど。黒猫族を馬鹿にしている青猫族だ。黒猫族であるフランに無様に負けたあの男を許しはしないだろう。もしかしたら謹慎というのは隠語で、処刑のことなのか？

			　だが、ゼフメートはフランの言葉を否定する。

			「違う。彼の吐いた暴言は、挑発としても行き過ぎていた。すまなかった」

			「……！」

			　きっちりと頭を下げたまま、謝罪の言葉を口にするゼフメート。フランは驚きの表情でそれを見ている。いや、俺だって驚いたよ？　でも、こいつの言葉、嘘じゃないのだ。

			　どんな甘言でフランを惑わそうとしているのか、暴いてやるつもり満々で虚言の理ことわりを使っていたんだが……。

			　驚くべきことに、その言葉には欠片かけらも嘘が含まれていなかった。

			「セイズは幹部からも降格させるつもりだ。俺は黒猫族を見下すような風潮は正されるべきだと思っている」

			　青猫族の口から絶対に出るはずのない言葉に、フランが混乱している。

			「青猫族なのに何を言っているの？　もしかして青猫族じゃない？」

			「はは……。僕は青猫族だし、信用できないのは分かっている。でも、僕は奴隷商売に手を染める同胞を軽蔑しているし、黒猫族というだけで君を侮るつもりもない」

			　フランが訝いぶかしげな表情をしている。当然、信じてなどいない。むしろ、自分を騙そうとしていると考え、敵意をさらに高めていた。

			「騙すつもりならもっと上手い嘘をつけ」

			　そう吐き捨てる。

			　しかし、違うのだ。

			『フラン、こいつは全く嘘を言ってない』

			（え？　冗談？）

			『まじだ。こいつ、本当にそう思っている。つまり、本当にフランに謝ってる』

			　俺がそう伝えると、フランは探るような目つきでゼフメートを睨んだ。だが、その視線を受けてもゼフメートは揺らがない。何せ嘘をついていないからな。

			　だが、フランはその事実を認められないようだった。

			「信用できない！」

			　混乱した表情で叫ぶ。フランが凄まじく動揺してしまった。まあ、仕方ないけど。

			　ヤクザの組長が実は善人でした的な、現実じゃまずあり得ない展開だからな。戦闘前にこれはちょっとまずくないか？　結果として惑わされてしまった。

			『フラン、落ち着け。やることに変わりはないんだ』

			　とりあえず相手の言葉が嘘かどうかとかどうでもいい。まずは、戦って勝たねば。

			「ん。まずは斬ってからどうするか考える」

			　フランはそう呟いて、剣を構えた。

			「……そうだね。今は話をする時間ではなかった」

			　ゼフメートも、対戦をやめるつもりはないようだ。フランの動きに応えるように、背と腰の剣を引き抜いた。二刀流か。

			『フラン、こいつ強いぞ』

			（青猫族の癖に？）

			『ああ、そうだ』

			（わかった……）

			　ゼフメートの能力は非常にバランスがとれていた。傭兵らしく複数の武器スキルを持っているが、特に剣の腕前はかなりのものだ。さすが、予選を突破しているだけある。

			　しかもこいつは進化していた。青猫族は進化すると、青豹という種族になるらしい。侮ることはできなかった。

			


			　　名称：ゼフメート　年齢：36歳

			　　種族：青猫族・青豹

			　　職業：瞬撃剣士

			　　Lv：53／99

			　　生命：５４１　魔力：２３６　腕力：２１７　敏捷：３２２

			　　スキル：隠密３、回避５、危機察知６、弓技３、弓術４、警戒４、剣技８、剣術10、剣聖術２、指揮６、士気高揚３、蹴脚技４、蹴脚術５、瞬発10、瞬歩３、尋問４、槍技２、槍術３、双剣術５、属性剣２、登攀７、毒耐性３、水魔術３、麻痺耐性２、気力操作、方向感覚、夜目

			　　固有スキル：覚醒、瞬撃剣、豹足

			　　称号：勝利の立役者

			　　装備：青竜牙のショートソード、アダマン合金のロングソード、多頭竜の全身鎧、亜飛竜の翼幕の外套、状態異常耐性の腕輪、生命回復の指輪

			


			「両者準備はいいか？」

			「ん」

			「いつでも」

			「では──試合、開始！」

			　実況が試合の開始を宣言する。

			　その直後、両者が同時に動いた。

			「はぁ！」

			「ちぇいぁ！」

			　フランがその内に渦巻く苛立ちを発散するかのように、力任せの一撃を見舞う。多少荒いが、直撃すれば勝負が決まっていてもおかしくない一撃だった。

			　だが、ゼフメートは両手に持った剣をクロスさせ、フランの初撃を受け止める。しかもそのまま剣を俺に絡めて弾き飛ばそうとしてきた。

			　しかし、腕力と剣術スキル、双方で勝るフランの手から俺を奪うのは無理だ。

			　その後は激しい打ち合いになっていった。

			　互いに立ち位置を目まぐるしく入れ替え、高度なフェイントを織り交ぜながら、必殺の一撃を見舞おうと剣を繰り出し続ける。一見すると互角に見えるだろう。

			　だが、ゼフメートの振るう双剣をフランは俺一本で捌さばき、段々とフランの剣がゼフメートを追い詰め始めていた。

			　剣術スキルの差は、こういった攻防では如実に表れる。

			　フランは余裕を持って攻撃を捌いているのに対し、ゼフメートは回避に余裕がなくなってきていた。このままでは押しきられると分かったゼフメートは、一か八かの攻撃に出る。

			「瞬撃剣！」

			「ふん！」

			「くっ！」

			　職業である瞬撃剣士の固有スキルなのだろう。高速の突進攻撃であるようだ。

			　かなり速い。しかし、フランには通用しなかった。

			　むしろ、この程度の速さであればカウンター攻撃の餌食である。

			　ゼフメートの斬ざん撃げきを回避しつつ繰り出した攻撃はショートソードに弾はじかれてしまったが、今の攻防でタイミングは掴つかんだ。次は確実にカウンターを成功させるだろう。

			　それを理解したのか、ゼフメートは瞬撃剣を再度撃ってはこない。

			　逆にフランから大きく距離を取っていた。溜め動作ほぼ無しで、真後ろに一〇メートル以上跳躍したのだ。虚を突かれたせいで、フランは瞬間的に追いきれない。

			「っ！」

			　フランが軽く目を見開いているな。ゼフメートの挙動が全く読めなかったのだ。多分、奴の持つもう一つの固有スキル、豹足の効果なのだろう。

			「君は強いね」

			　フランが今までとは違う表情で、ゼフメートを見ている。

			　困惑だけしかなかった顔から、今は多少は違う感情をゼフメートに持ったらしい。

			「そっちはまあまあ？」

			「ありがとう」

			　悪感情の感じられない素直な「ありがとう」に、フランは片眉を上げる。

			「君みたいに強い黒猫族もいるんだね。やはり、黒猫族を見下すのは間違っている」

			「……」

			　フランもようやく落ち着いて、現実を受け入れる準備ができたらしい。そして、この男が本気で謝罪していると理解したのだろう。

			「……クズじゃない青猫族は初めて見た」

			　憎しみや怒りではなく、純粋な興味の目でゼフメートを見ている。

			「は、はは……。はぁ。本当に青猫族は変わらないといけないな」

			　フランの素直な感想を聞き、乾いた笑い声を上げるゼフメート。本気で落ち込んでいるようだな。

			　だが、今が戦いの場だとすぐに思い出したのだろう。

			　再び剣を構え直し、気合を入れ直した。

			「とはいえ、ここで詫びとか言って勝利を譲るわけにもいかない。団の名前にも傷が付くからね。勝たせてもらうよ？」

			「それはこっちの台詞」

			　フランが油断なく俺を構える。

			　その顔にはわずかな笑みと、ゼフメートがしようとしていることへの好奇心があった。

			「ふぅぅぅぅ……」

			　ゼフメートの内の魔力が高まるのが感じられる。

			「覚醒……！」

			　ゼフメートがそう呟くとほぼ同時に、その全身が一瞬で膨れ上がった。筋肉が──特に太腿やふくらはぎ等、瞬発力などに関係がありそうな部分が凄まじい勢いで肥大化したのだ。そして、青と黒の斑まだら模も様ようの毛が全身に生え揃う。なるほど、種族名の示す通り、青い豹っぽいな。

			「青豹は身体強化が強く出る種だ。さっきまでの僕とは思わない方がいい──瞬撃剣」

			　ゼフメートの姿が消える。

			　ギキイイイィィィン！

			　直後、剣同士がぶつかり合って削れる甲高い音が響いた。

			「──ぐっ！」

			　まるで瞬間移動でもしたかのような突然の攻撃だ。

			　フランがカウンターも繰り出せずに、ただ防ぐことしかできなかった。

			「初見で防がれるとは……はぁぁぁ！」

			　覚醒の効果なのだろう。全能力が30以上、敏捷に至っては２００近く上昇していた。速さだけであればランクＡ冒険者並みである。これが進化した青猫族の実力か！

			　瞬撃剣の速さに身体能力が合わさって、目で追いきれないほどの速さを実現している。

			　この男、過去見た中でも特に敏捷に特化した戦士だな！

			　瞬間的な高速移動が可能となる瞬歩と豹足というスキルを使い、攪かく乱らんするように移動を続け、瞬撃剣による一撃を見舞ってくる。全方位から襲ってくる高速の斬撃の数々。ここにいるのが下級冒険者であれば今頃バラバラ死体の出来上がりだっただろう。

			　しかしフランにクリーンヒットはなかった。

			　修行の結果、習熟度を増した察知系スキルによりどんな攻撃も見切っているのだ。そして、見えてさえいれば、受け流すだけの技術が今のフランにはあった。

			「馬鹿な……！」

			　ゼフメートは焦っているな。いくら黒猫族を馬鹿にしていないといっても、進化した自分が進化できない黒猫族に負けるとは思っていないはずだ。

			　経験でも、能力でも、スキルでも、フランのような少女に負けているはずないのだから。

			　焦った彼の内心を表すかのように、その攻撃が激しさを増す。

			　より速く、より連続で。

			　ゼフメートは攻撃の回転を上げることで、フランの防御を抜こうというのだろう。

			　だが、間断なく攻撃が繰り出されるということは、今まで織り交ぜていたフェイントや繋ぎの技が減るということだ。それは攻撃が単調になったということでもあった。

			　まあ、この速さを捉えることができるフランであればこそ言えることだが。

			「ストーン・ウォール」

			「がはっ……！」

			　背後から突っ込んできたゼフメートは、進路上に突如出現した膝程度の高さの低い石壁にまともに突っ込んでしまった。その衝撃で彼の体が天高く舞い上がる。

			　二輪車で走っている最中に背が低めのガードレールか何かに突っ込んで、前に投げ出されたような状態と言えば分かりやすいだろうか。

			「俺を完璧に捉えているだと──？」

			　高速移動を捕捉しただけではなく、完璧なタイミングで魔術を繰り出されたことに驚愕している。だが、驚いている暇なんかあるのかい？

			「インフェルノ・バースト」

			「っ！」

			　完全に無防備なゼフメートに向かってフランが火炎魔術を撃ち込む。

			　しかし俺たちは豹足のスキルを少々甘く見ていた。まさか空中跳躍のように何もない空を蹴ることもできるとは。

			　決まったかと思った瞬間、空中にいたゼフメートがあり得ない動きで軌道を変え、インフェルノ・バーストを躱していた。俺は思わず舌打ちをする。

			『ちぃ！』

			　想像以上に諦めが悪い！　さすが傭兵団の団長ってことか！　やるな！

			　まあ、これもフランに戦いを任せて、特等席での観戦気分でいたからの感想ではあるが。実際に全力でフランに手を貸して共に戦っていれば、インフェルノ・バーストを放ったことで勝利を確信したりせずに、冷静に追い討ちをかけていただろう。

			　今のフランのように。

			「バーニア」

			「いつの間にっ！」

			　フランは炎を放った直後から、その陰に隠れるような位置取りで駆け始めていた。そして、ゼフメートが豹足で躱した直後には、火炎魔術で加速して背後から迫っていたのだ。

			　ゼフメートを仕留めきれなかった場合、追い打ちをかけるために。

			「はぁぁっ！」

			「がぁぁぁっ！」

			　速さ勝負はフランだって負けていない。覚醒後のゼフメートにだって渡り合える。

			　ゼフメートには、気づいたらフランが真後ろに瞬間移動していたように感じられたはずだ。だが、自分と同じくらい速い相手とは戦ったことがなかったのだろうか。自分がやったことをやり返されたゼフメートは、フランの攻撃をまともに防御することができなかった。

			　なんとか左の剣を投げつけつつ右手の剣を突き出してくるが、苦し紛れの攻撃が当たるはずもない。

			　投とう擲てきされた剣は次元収納に吸い込まれ、右手の剣はフランの頬をわずかに斬り裂いただけであった。

			「しぃぃっ！」

			「ぐがぁっ！」

			　そのままゼフメートは足を切り飛ばされて吹き飛ばされる。

			　単に弾き飛ばすだけでも場外負けにできたかもしれない。だが、もしリカバリーされた場合のことも考え、フランは確実に勝利するためにゼフメートの命綱である機動力を奪ったのだ。

			　片足と共に完全にバランスを失ったゼフメートは、赤い血を撒き散らしながら場外へと落ちて行った。

			　地面に叩きつけられ、バウンドしながら転がるゼフメート。それに対し、フランは涼しい顔で舞台の中央に下り立った。完全なる勝者と敗者の構図だ。

			「決まった！　決まったー！　何が起きた！　まさか決勝トーナメントの一回戦でこれほどの試合を見ることになろうとは！　恥ずかしながら、両者の動きを所々捉えることができませんでした～！」

			　実況が興奮気味に叫んでいるのが聞こえてくる。まあ、ランクＡに匹敵する速さの応酬だったからな。

			「勝ったのは弱冠一二歳！　魔剣少女フラン！　そしてこれは大会最年少勝利記録だ～！」

			　どうやら最年少勝利記録を更新したらしい。

			　実況だけではなく、観客も大興奮した様子で喝采を上げていた。

			


			　ゼフメートに勝利したフランは、降り注ぐ歓声を背に受けながら、係員に先導されて控室に戻ってきていた。

			「一回戦突破おめでとうございます」

			「ん」

			「次の試合は明後日となります。集合時間は本日と同じですので、よろしくお願いいたします」

			「わかった」

			「では、この後はお好きにしていただいて構いませんので」

			　それだけ伝えて、係員は去っていった。

			　残された俺たちは、この後の予定を相談し合う。

			『どうする？』

			（試合を見る）

			『そうだな。今からならコルベルト戦にも間に合うだろうし』

			（ん。それに、他の試合も見てみたい）

			　そう言えば他人の戦いをじっくり見るという機会はこれまでなかったな。

			　修行と言えば戦うだけだった。だが、見取り稽古という言葉もあるくらいだし、フランにとっては他者の戦闘を見るのは良い経験になるだろう。

			　それにフランのモチベーションもアップするに違いない。

			『じゃあ行ってみるか』

			（ん）

			　試合場に向かうためにギルドを出ようとするフランだったが、再び係員に声をかけられた。

			　何だ？　なにか伝え忘れか？　だが、そうではなかった。

			「もしかして観戦に行くのですか？」

			「ん。そのつもり」

			「でしたら変装された方がいいですよ。先程の試合を見ていた観客ばかりですので。騒ぎが起きる可能性があります」

			　そう言えば、観客はさっきまでフランの試合を見ていた人間ばかりだもんな。顔が知られている可能性が高い。賭けもしているし、損した奴に絡まれたり、少女趣味の変態に声をかけられたりするかもしれん。

			「じゃあ、何か羽織る」

			「そうしてください」

			　まあ、あとは隠密系スキルで気配を消せば何とかなるだろう。

			　フランは次元収納から取り出したフード付きの外套を身に纏まとい、会場へと向かった。

			　選手は裏口から入場できるらしいので回ってみる。すると、冒険者カードを見せただけで最敬礼で通してくれた。

			　観客席に向かうと超満員だ。

			（人がいっぱい）

			『立ち見も凄い数だしな～』

			　当然、座る場所もない。フランも立ち見をするしかないかな？　そう思いつつ空席はないかと見回してみると、ある場所にポッカリと空席があるのが見えた。なぜかその辺にだけ人が座っていない。団体客が帰った直後か？

			『あそこ空いてるぞ』

			「ん」

			　フランはその席に腰を下ろす。別に席が壊れているとかもないな。なんでここだけ誰も座っていないんだ？　そう思っていたら、すぐに理由が分かった。

			「おい、何座ってやがる」

			「ん？」

			「邪魔だから他に行けガキ」

			「あとで兄さん方が来るんだよ！」

			　強こわ面もての男たちがその席の隣を占拠しており、ほかの観客を恫どう喝かつして近寄らせないようにしていたのだ。いわゆる場所取りって奴かね？　迷惑な奴らだ。

			　鑑定してみると町のチンピラらしい。周りの人たちはこいつらを恐れて近寄らないのだろう。

			　だが、普段から強面ガラ悪冒険者に囲まれているフランにとったら、何の迫力もない、ただ態度が悪いだけの一般人でしかなかった。

			　それでも喧嘩を売られていることは理解したのだろう。容赦はしない。

			「スタン・ボルト」

			「ぎゃっ！」

			「ひぎっ！」

			「おふっ！」

			　フランはスタン・ボルトで三人の男たちを失神させると、その体を担いで通路に放り投げた。

			　重なり合って伸びている男たちを見た周囲の観客たちは、目を剥むいて驚いているな。試合場では無名の選手同士が試合をしているんだが、確実にこっちの方が注目されているだろう。

			　やばい、フランの素性がばれるかも。

			『フラン、フードをもっと深く被れ』

			「ん」

			『それと、こいつらどうする？　このまま放置するか？』

			「ん……ウルシ？」

			「オン」

			　フランの言葉に応えて影から現れたウルシに、周囲の観客のざわめきがさらに大きくなった。だがフランは気にせず、ウルシの背に二人のチンピラを重ねて乗せた。ウルシは残った一人の襟首を口で咥くわえ、持ち上げる。

			「どっか捨ててきて」

			「オウン」

			「これでいい」

			『周りに迷惑かけてたんだし、自業自得か』

			　ウルシを見送ったフランが空いた席に腰かける。

			　すると周囲にいた立ち見の人々もちゃっかりと座り始めた。だが厄介事が嫌なのか、フランに話しかけてくるような人間はおらず、俺たちにはありがたい。

			　その後の観戦では特に問題もなく、落ち着いて試合を見ることができた。

			　ああ、チンピラに場所取りをさせていたと思しきガラの悪い男たちがやってきたんだが、フランを見てすぐに回れ右していった。どうも、フランの情報を持っていたらしい。フランと目が合ったら、青い顔で一目散に逃げていった。問題はそれくらいだったかな。

			　ああ、もう一つ問題があったな。

			　コルベルトとアマンダの試合が瞬殺だったため、ほとんど情報を得ることができなかったのだ。

			　コルベルトの相手は、アカサという魔術師だった。赤い髪に漆黒のローブを身に纏った、中々強そうに見える男性だ。

			　鑑定したステータスから予測するに、本物そっくりの幻影魔術で相手の目を欺きつつ、風魔術で一撃必殺を狙うスタイルだろう。ディアスに似ているかもな。

			「やーやー、ランクＢ冒険者のコルベルトさん。あなたと当たれてラッキーだ」

			「何？」

			「何せ、私の戦法とあなたは相性が良いですからね。楽に勝てる格上。これほど美味しい獲物もいないでしょう？」

			「ふん。随分と自信があるみたいじゃねーか。それが過信じゃなければいいな？」

			「これは自信でも過信でもありません。確信という奴ですよ」

			　アカサの言う通り、察知系スキルがそこまで高くないコルベルトは、幻影魔術に苦戦するかと思ったんだがな……。

			「おらぁ！」

			「ごぶぅふっ！」

			　アカサは詠唱する暇さえ与えられなかった。

			　試合開始五秒で、コルベルトの拳がアカサの横っ腹を撃ち抜いたのだ。そして、それで終わりだった。直前の煽り会話の方が長かったね。

			　アカサの戦法はある程度距離を取ることが前提だ。試合開始と同時に全速力で突っ込まれ、接近戦に持ち込まれては、なす術すべがなかったらしい。

			　いや、これはアカサだけではなく、多くの魔術師に言えることだろう。狭い闘技場での戦いであるが故に、最初から近接戦闘メインの者に有利な状況なのだ。

			　魔術メインの人間が少ないのもこれが理由だろう。

			　勝ち目が薄い大会に、積極的に参加しようとは思わないだろうしな。

			　まあ、それが分かっただけでも収穫だったかね？

			『魔術師相手には速攻が有効ってことだな』

			（ん！）

			　酷いのがその後だ。次に行われたアマンダの試合は、本当に何の収穫もなかった。

			　アマンダの相手は、ロムッキオという上半身裸の筋肉ムキムキ男である。その筋肉の分厚さはエルザを超えるだろう。

			「ぐふはははは！　めったにお目にかかれない美女だなぁ！」

			「あら？　どうも」

			「ふおおおお！　滾たぎってきたぁ！」

			「……」

			　最初は笑顔で受け答えしていたアマンダも、ロムッキオがポージングを決めて叫び始めたら笑顔が消えたな。

			　オイルでも塗っているのか、テカテカと輝くロムッキオの肌。あれはきつい。アマンダなんか、虫でも見るかのような目だ。漏れ出した殺気がこっちまで伝わってくる。

			　しかし、余程鈍感なのだろう。ロムッキオは両手をワキワキとさせながら、厭いやらしい顔でアマンダを見つめている。

			「ぐぬふふふ。俺様のサブミッションで、ヌルンヌルンのグッショグショにしてやるぞ！」

			「……」

			「そして、俺様の胸の中で昇天するがいい！」

			「……おぇ」

			　あー、アマンダの雰囲気が変わったな。完全に戦闘モードだ。

			　そして試合開始直後。

			　ビシュィ！

			　空気を引き裂くような音が響き、同時にロムッキオの姿がその場から消えていた。　観客が歓声を上げる間もない。

			　ほんの数瞬遅れてベチャッ！　という何か重いものが硬い場所に叩きつけられる音が聞こえる。

			　観客たちがそちらを見れば、いつの間にかロムッキオが闘技場を囲む壁にぶつかり、そのままずり落ちていくところであった。あまりの瞬殺劇に、審判の勝利宣言が遅れたほどだ。

			　試合開始と同時にアマンダが鞭を振るい、ロムッキオを吹き飛ばしたのである。素人には何があったのか分からなかっただろう。

			　しかし、俺やフランにはバッチリ見えていた。

			『もう少し本気の姿が見たかったな』

			「ん……」

			　あれじゃあ、以前アマンダと行った模擬戦の時の方が何ぼか速かっただろう。

			　ま、相手が雑魚過ぎてあれ以上速いと殺してしまっていたかもしれないし、仕方ないけど。

			　観客はのびたロムッキオを運び出そうとして悪戦苦闘する係員に笑い声を上げていたが、俺やフランにとってつまらない試合だった。

			　それに対して見物だったのは、エルザとシャルロッテの試合だろう。

			　舞うように戦うシャルロッテの動きは目を見張るものがあった。

			　緩急の付いた動きでエルザの周囲を動き回りつつ、手に持った鉄製の輪っかで攻撃を繰り出す。この輪は攻撃だけではなく、相手の武器を弾いたり、輪っかで引っ掛けていなしたりもできるようだ。

			　そんな風にシャルロッテが舞い踊る中、彼女の放った水魔術によって虹が発生し、本気で舞踊を披露しているかのような光景となっていた。

			　シャルロッテの放つ裂れっ帛ぱくの気合や、金属同士のぶつかり合う音がなければ、戦闘には見えなかったかもしれない。

			　そんなある意味魅せる戦いを演じるシャルロッテに観客の声援が集まったが、やはりエルザと戦うには少々実力不足だったようだ。

			「せぇぇぇい！」

			「あはん！」

			「え？　何で……？」

			「いいわよぉん！　もっときなさい！」

			　鋼鉄の輪で尻をぶっ叩かれて、なぜか嬉しげな嬌声を上げるエルザ。それを見たシャルロッテは、理解できない事態に困惑し、慄おののいているようだ。

			　痛みを快感に変換するという痛覚変換スキルに加え、本人がマゾだからな。シャルロッテにとっては未知との遭遇だったのだろう。

			　そのまま再度攻撃に移ろうとして、今度はエルザの蹴りで吹き飛ばされていた。

			「そこよ！」

			「ぐっ！　何で今のが……！」

			「だってそのフェイントはさっき見たもの」

			　幻惑効果のある舞をある程度見切られた後は、一方的な展開である。

			「はぁぁ！」

			「きゃぁ！」

			　シャルロッテは、エルザの振り回す巨大なメイスを躱すだけで精一杯だった。

			「うふ♪　捕まえた」

			「くぅ！　だめ、抜けられない……！」

			「いい動きだったわ。でも、パワー不足ね」

			「こんなところで──きゃぁぁぁ！」

			「じゃあねん♪」

			　最後は襟首を掴まれてぶん投げられ、場外負けである。

			　ガチムチのエルザがシャルロッテに素手で襲い掛かる姿は犯罪的なはずなんだが、そこに厭らしさは全く感じられない。やはり、エルザの中身が乙女であるからだろうか？

			　まあ、どっちも頑張ったいい試合だった。

			　それ以外の収穫は、やはり俺たちの想像を超えたスキルの使用方法を見られたことだろう。

			　面白かったのが、嗅覚を上昇させる術を相手にかけた後、クサヤのようなものを投げつけて戦った盗賊だな。正直真似する気はないが、相手に能力上昇系の術をかけるというのは面白い発想だった。

			　それと、溶鉄魔術使いの戦いは非常に勉強になったと思う。相手の武器を溶かしてしまったり、地面を熱々に熱して行動範囲を制限したりと、かなり搦め手の使い方をしていたのだ。うーむ、あれ見た後だと溶鉄魔術のレベルを上げたくなっちゃうね。

			　それに、フランのモチベーションを上げるという狙いはしっかりと達成できただろう。

			　後ろからでも、フランがウズウズしているのが分かった。

			　あれだ、ゲームが大好きな小学生が友人たちの対戦を後ろから見ていて、自分の番が来るのを待ち望む感じと言えばいいだろうか？

			『結構強い奴も多いな』

			（ん！）

			　試合を全て見終わると、日が傾きかけていた。

			『宿に帰るか』

			「んー……」

			　俺の提案に、フランが軽く首をひねっている。

			『どうした？　どっか行きたいところがあるのか？』

			　すると、フランが次元収納から一振りの剣を取り出した。

			　どこかで見た覚えがある剣だが、どこだっけ？

			「ゼフメートの剣、持ってきちゃってた」

			　ああ、ゼフメートが投擲してきた青竜牙のショートソードか。あれを収納したままだった。

			　鑑定してみると結構強いし、お高いものかもしれん。

			『それは返した方がいいかもな～』

			「ん」

			　青の誇りとは色々と良くない出会い方をしているが、ゼフメートに対しては思うところはない。むしろ好感さえ抱いている。それはフランも同じだろう。

			『ウルシ、ゼフメートの匂いを追えるか？』

			「オン！」

			　問題ないらしい。

			　そのままウルシの先導に従って歩くこと二〇分。

			　俺たちは町の外れまでやってきていた。

			『ここか？』

			「オン」

			　俺の問いに、ウルシが頷く。

			　この辺は家が少なく、原っぱのようになっている。その広い場所に、いくつかの天幕が建てられていた。

			　天幕といっても簡素なテントタイプではなく、支柱をしっかりと立てたゲルタイプのものである。

			　青の誇りは宿を取らずに、自分たちで野営地を建てたらしい。大勢の団員全員が宿に泊まったら相当な出費だし、傭兵団なら天幕を建てるのは朝飯前だろうしな。

			　ただ、このいくつもあるテントの中から、どうやってゼフメートを呼び出そうか。他の団員に見つかったら煩そうだ。

			　俺が分体で呼び出してくるとか？

			　悩んでいたら、俺たちから一番近い天幕から誰かが出てきた。

			「あー、あんたは！」

			　一〇代後半くらいの少女である。その少女は、フランを見た瞬間に怒りの籠った声を上げた。

			　まなじりを釣り上げてフランを指差す少女には見覚えがある。オーレルの屋敷の前で、青の誇りを引き連れて偉そうにしていた少女だ。

			　フランの威圧に怯え、その後はエルザに追い返されたはずだった。

			「誰？」

			　フランは当然覚えていない。大嫌いな青猫族だし、強くもないから仕方ないが。

			「ふん！　私はセレン。青の誇りの副団長よ！」

			　なんと、この少女が副団長だったのか！

			　ステータスはかなり低めだが、話術や恫喝スキルを所持している。参謀的な立ち位置なのかもしれない。いや、それにしては頭が良さそうでもないんだが……。

			「私はフラン」

			　今までは青猫族を見れば嫌悪感を隠そうともしなかったフランだったが、ゼフメートに出会ったことで少し変化があったらしい。いきなり喧嘩腰で接するのではなく、相手を見てから対応しようという気がわずかに生まれたようだ。

			　セレンに対しても、とりあえず普通に話している。

			「知ってるわよ！　散々うちの団を馬鹿にしてくれたわね！　一体何をしに来たのよっ！」

			　まあ、今回は相手が最初からフランに喧嘩腰だったけどね。

			「これを返しに来た」

			「これって……兄様の剣じゃない！　ドロボー！」

			　敵意むき出しでやりにくいな。

			　それにしても兄様ってことは、ゼフメートの妹なのか。団長の妹だったら、能力は無視して幹部扱いでもおかしくないのかね？

			「そもそも、なんであんたみたいな黒猫族の小娘が兄様に勝つのよ！」

			「ん？　実力」

			「嘘！　黒猫族は雑魚で有名じゃない！　兄様に勝てるわけないわ！　どうせ卑怯なことをしたんでしょう！」

			「してない」

			「してるに決まってるわ！　でなければ兄様が黒猫族なんかに負けるはずがない！」

			　地団駄を踏んで悔しがるセレンは、年齢以上に子供に見えた。オーレルの屋敷の前でも思ったが、随分黒猫族を嫌うな。青猫族としてはおかしくはないんだが、ゼフメートの妹としては違和感がある。

			「いいわ、卑怯な手を使って勝ったと運営に報告して、二回戦進出を兄様に譲りなさい。そうしたら、特別に許してあげる！」

			　感謝しなさいともで言い出しかねないその口ぶりに、フランの目がスッと細められる。

			「……断る」

			　フランの機嫌が段々悪くなってきたぞ。

			　せっかくゼフメートのおかげで和らいだ青猫族への嫌悪感だったが、この馬鹿妹のおかげで復活してしまったらしい。

			「はぁ？　ふざけてるの？　卑怯者のあんたを特別に許してやるって言ってるのよ？　ありがとうございますでしょ！」

			　本当にゼフメートの妹か？　ちょっと異常なくらい性格が違い過ぎるが。

			　フランはもう喋しゃべる価値もないと判断したらしい。

			　口を閉ざして、底冷えのする瞳でセレンを見つめている。

			「……」

			「これだから馬鹿猫族は！　身の程を弁えなさいと言っているのよ！」

			「……」

			「何よその目は。もし辞退しないのなら、許さないわよ。どうなるか分かってんの？」

			「……分からない」

			　フランも相当イラついているが、ゼフメートの妹だからか、なんとか我慢しているな。偉いぞ。ただ、あとどれくらいもつかは分からないが。

			「ふん。あんたら雑魚猫族が生きてられるのはね、私たち青猫族が許可してやっているからなのよ？」

			「……っ」

			「もし辞退しないなら、あんただけじゃないわ。他の黒猫族も、みな捕まえて奴隷にしてやるわ！」

			　あー、禁句を……。フランの我慢をあっさり踏みにじりやがったな。

			　黒猫族の地位を向上させ、奴隷として扱われる現状を何とかしたいと考えているフラン。そのフランに対し、天敵である青猫族の娘がそんなことを言えば──。

			「ひっ！」

			　フランの殺気がかつてないほど高まった。キアラの話をディアスから聞いた時以上だ。もう知らん。この小娘はもうどうしようもないとして、最悪青の誇りを潰すことになるかもしれないな。

			　ゼフメートには悪いが、団員たちは典型的な青猫族みたいだし、ここは後腐れなく完膚無きまでに叩き潰しておいた方がいいかもしれん。下手に復讐とか考えられても面倒だし。

			　フランの殺気をまともに叩きつけられたセレンは、真っ青な顔で悲鳴を上げた。その場で腰を抜かし、震えている。自らの股間から流れ出た液体が、地面を濡らしているのにも気づいていないようだな。

			「あ、あぁ……！」

			　かすれた声で、言葉にならない呻き声を上げている。哀れな姿だ。

			　しかしフランには何の感銘も与えなかったらしい。

			　何も言わず、ただ無言で俺を抜き、少女に向かって振り下ろした。

			　目障りな虫を叩き潰す時のような、苛立ちと怒りの籠った、それでいて雑な感じの一撃だ。まあ、この少女の命を奪う十分な斬撃だな。

			　ただ、その攻撃が少女に届くことはなかった。

			　凄まじい速度で割り込んできた人影が、身を挺ていして少女を守ったのだ。

			「がふっ……！」

			「に、兄様！」

			　ゼフメートであった。刃が左の鎖骨を叩き斬り、肺まで達している。妹の命を身を挺して守ったのだろう。

			　セレンは重傷を負った兄を見て、憎しみの籠った視線をフランに向ける。

			　ただ、ゼフメートはフランに対して責めるような言葉を口にしなかった。それどころか、妹を厳しい顔で睨みつけている。

			「お前は……何ということを……口に……っ！」

			「兄様！　大丈夫ですか！　貴様！　絶対に許さん、黒猫族など我らの手で──」

			「やめろ……っ！」

			「きゃっ」

			　フランに対して激高しかけたセレンを、ゼフメートが頬を叩いて止める。

			　怪我のせいで力が入らないとはいえ、戦士であるゼフメートの張り手だ。セレンは吹き飛ばされ、愕然とした表情で真っ赤に晴れた頬を押さえている。なぜ兄がそのような行動をとったのか、理解できていないのだろう。

			　ゼフメートはそのまま怪我の手当てをすることもなく、膝と両手を地面につき、さらに額を地面に擦りつけて詫びの言葉を口にした。未だに流れ落ち続ける血が、あっと言う間にその体の下に溜まっていく。

			「愚妹が、すま、ない。この、とおりだ……」

			「……ごめん」

			　しかし、フランが口にしたのは拒絶の言葉。その殺意は、憎悪は、もはやこの程度では止められない程に高まっていた。

			「二度と。このような、ことは、言わせない！　もう一度、団の綱紀を正し……、愚か者たちは、追放……いや、奴隷に、落とす！」

			　追放では生なま温ぬるいと考えたのか、ゼフメートは実の妹を奴隷にするとまで口にした。そうでも言わねば、フランが止まらないと理解しているんだろう。

			　ゼフメートはフランと戦い、その力が自分よりも圧倒的に上だと分かっている。ここでフランの怒りを解かねば、皆殺しにされかねないと分かっているのだ。

			「兄様？　何を言っているの？　どうしてそんな小娘に頭を下げて──あっ！」

			「黙、れ」

			　ゼフメートが縋りついてくるセレンを殴り飛ばした。結構本気だったな。セレンの生命力が半減するほどの威力だった。

			　セレンは気を失って、ぐったりと地面に横たわっている。

			「まことに、申し訳ない……」

			　謝っているが、このままだとゼフメートが死ぬな。もう生命力が尽きかけているし。

			　そうこうしていると、野営地から複数の人が動く気配がしてきた。

			　青猫族たちが外の異変に気づいたのだろう。

			『フラン、どうする？　すぐに他の奴らが来るぞ』

			「すま、ない」

			「…………っ」

			『したいようにしろ。やるなら俺も本気でやってやる』

			「……グレーター・ヒール」

			　しばし逡しゅん巡じゅんした後、フランがゼフメートの傷を癒した。青猫族への不信と嫌悪はあるが、好ましい性格をしているゼフメートをここで殺すのは惜しいと思ったんだろう。

			「今日は帰る。次に来た時に変わってなければ、その時は覚悟して」

			「忝かたじけない！」

			　押し殺したフランの激情を感じ取ったのか、ゼフメートは再び土下座して感謝の言葉を口にしたのだった。

			　しかし、フランはその言葉に返答もせずに、踵きびすを返して駆け出した。

			　その顔は、色々な感情が入り交じり、盛大に顰められている。

			『良かったのか？　赦して』

			「赦してない。猶予を与えただけ」

			『まあ、フランがしたいようにすればいいんだけどさ』

			　意味などなく、ただ整理しきれない感情を発散するように町を駆けるフラン。

			　凄まじい速度で駆け抜けるフランは凄まじく目立っているが、今は仕方がない。むしろこの程度でフランの気持ちが少しでも晴れるなら、いくらでも走るべきだ。

			　そうして闇雲に走ること数分。

			　ようやく落ち着いてきたのだろう。

			　苦々しい表情のまま、路地裏をトボトボと歩いている。

			　実はそのフランを見て絡んで来ようとしたチンピラがいたんだが、俺が念動で意識を刈り取って先に対処しておいた。だって、今のフランは殺してしまいかねないからな。

			　まあ、フランが放つ剣けん呑のんな雰囲気のおかげか、それ以降は話しかけてくるような馬鹿はいなかった。

			「……」

			　不機嫌そうだ。まあ仕方ないが。

			　青猫族であるにもかかわらず、ゼフメートとは仲良くなれるかもしれなかった。そして、青猫族の中にもまともな奴がいると知ることができた。そのはずだったのだが……。

			　結局、青猫族は青猫族だった。彼が特別なだけだったのだ。

			　ゼフメートとの仲は、修復ができるか分からない。フランも心の底ではゼフメートと仲良くしたいと思っている。しかし、この後の展開によってはまた戦うかもしれない。最悪、彼を殺すことになる可能性もあった。

			　フランにとって、ゼフメートの妹の発言はそれだけ許せなかっただろう。俺だってかなり頭に来ている。他人を売り払って当然と思っているような奴ら、ゼフメートがいなければあの場で殲滅していた。

			　フランの中で様々な負の感情が渦巻いているんだろう。

			　そのまま二〇分ほど歩いた頃。フランが足を止め、バッと背後を振り向く。

			『この気配は……』

			「……獣王？」

			　離れた場所からも感じられるほど、凄まじく強力な魔力と闘気が立ち上っていた。

			　青の誇りの野営地があった方角だ。

			「……！」

			　慌てて来た道を走り始めるフラン。

			　この魔力は獣王のものだ。尋常な事態ではないだろう。ただの訓練などではあり得ない。

			　どうするかなど考えてはいないだろう。だが、フランはただただ全力で走った。

			　ゼフメートへ感じていた友情、獣王への恐怖。そして、その両者に何があったのか。

			『フラン、獣王がいるはずだぞ！　いいのか！』

			「……ん！」

			　覚悟ができているかどうかは分からない。しかし、戻らずにはいられないのだろう。

			　野営地まではフランが全力で駆ければ、五分もかからなかった。

			「はっ……はっ……！」

			『やっぱ獣王か！』

			　息を乱して野営地に辿り着いたフランの目に飛び込んできたのは、太陽のように燃え盛る山吹色の炎であった。

			　全身に金色の炎を纏い、野営地の中央に悠然と立つ獣王。暴威を体現するその姿は、まさに覇王の貫禄があった。

			　ただその場に立っているだけで、周囲に凄まじい圧迫感を放っている。

			　そして、その前に全身黒焦げで倒れ伏すゼフメートの姿があった。鎧などは熱せられた飴細工のように溶け、皮膚は広い範囲で炭化している。

			　瀕死であることは一目瞭然だ。

			　しかし、そのステータスが以前見た時よりも異常に上昇している。それだけではなく、外見も多少変化していた。髪が大きく逆立ち、本当にライオンの鬣たてがみに見える。目の周辺が黒く縁どられ、鋭く伸びた牙が口の端からのぞく姿は、まさに獅子であった。

			『進化状態なのか……』

			　ゼフメートもフランとの戦いで見せた、覚醒スキルによる進化なのだろう。

			「馬鹿め……俺様に逆らうからだ」

			「……ぐ……」

			「もういい、死ね」

			　獣王が火に包まれた右手を振りかぶる。

			　その光景を目の当たりにしたフランの行動は、迷いのないものだった。

			「師匠、いく！」

			　フランが俺の返答も待たずに飛び出す。

			　右手に俺を、左手には即死効果のあるデスゲイズを取り出して装備し、迷いのない目で獣王を見つめた。

			　魔術とスキルで超加速し、弾丸のように駆ける。

			　それでいながら声はおろか、殺気も気配も極力殺していた。ただの怒りから暴走しているのではなく、熱い心と冷めた頭で獣王の命を狙っているのだ。

			　そして、獣王の背後から手加減なしの斬撃を放った。

			　獣王リグディスの察知系スキルはそこまで高レベルではない。いや、高いんだが、ランクＳに相応しいかと言われたら、そうでもなかった。

			　フランの不意打ちを獣王が察知するのは難しいだろう。

			　ゼフメートを助けるだけなら、攻撃をやめさせればいいだろう。しかし、声をかけて制止するのは悪手だ。それで止まらなかった場合、確実にゼフメートは命を落とす。

			　そして、獣王の隙も消える。

			　ダメージを与えて、物理的に攻撃を止められる機会は今しかなかった。ならば、先制攻撃を入れられるこの機会を生かすべきだ。

			　獣王と完全に敵対してしまうリスクを考えなければだが。

			　まあ、フランはすでに獣王と戦う決心をしているからな。その行動に躊ちゅう躇ちょはなかった。

			　狙うは一撃必倒。つまり、獣王の首である。今のフランは、獣人国を敵に回すかもしれないとか、国際問題とか、そんなことは一切考えていなかった。ただ、ゼフメートを獣王の魔の手から救うにはどうすれば良いか、それしか考えていない。

			　それに、獣王は身代りの腕輪を装備しているので殺してしまう恐れがなかった。さすがに獣王を殺したら色々とまずいことになるからな。国際問題とか。いや、攻撃するだけで十分問題だが、殺すよりは何倍もましだ。ある意味、身代りの腕輪のおかげで本気で攻撃できるとも言える。

			　そして身代りの腕輪が発動するような事態になれば、いくら獣王とてその動きを止めるはずだ。その間にゼフメートを助けて離脱すればいい。

			　本当にフランの身の安全だけを考えるなら、ここで転移でもしてゼフメートを見殺しにし、獣王から逃げ回るのが最善だろう。それは分かっている。

			　ただ、それではフランは納得すまい。

			　そもそも、フランの安全だけを考えてるなら、とっくに冒険者を辞めろと説得している。それをしないのは俺がフランと冒険をしたいということもあるが、それ以上にフランが冒険者でありたいと願っているからだった。

			　俺はフランの保護者であり、フランの剣。その身を守りつつ、その願いを叶えるのが俺の役割だ。その先が崖であっても、飛び込みたいとフランが言うなら一緒に飛び込むさ。そして、その身を守ってみせる。

			　つまり何が言いたいのかと言えば、フランはしたいようにすればいい。

			　俺はただ全力でサポートするのみである。

			　一瞬で獣王の背に肉薄したフランは、双剣を持った手を体の前で交差させ、同時にその剣を左右に振り抜く。

			　たとえ相手の防御力が高かろうとも、魔力を纏わせた二刀による一点集中なら突破できると考えたんだろう。双剣はまるで巨大な鋏はさみのように、獣王の首を切り裂──けなかった。

			「!?」

			　フランは何の抵抗もなく双剣を振り抜けてしまったことに驚きの表情を浮かべる。そして、剣を振り抜いたのに未だ無傷の獣王を困惑気味に見つめた。

			　その後、俺へと視線向け、驚愕の表情を浮かべる。

			「っ！」

			「ああ？　何だテメーは？」

			　ゼフメートへの攻撃を止めることは成功した。だが、獣王に気づかれてしまっていた。

			　しかし、フランには獣王の問いに答える余裕はない。

			　ただ真っ青な顔で、俺を見つめている。何せ、俺とデスゲイズの刀身が完全に消失していたのだ。フランが今手に握っている柄と、鍔つばしか存在していない。

			


			

			


			　フランには何が起きたか分かっていないだろう。

			　だが、当事者である俺には全てが理解できている。

			　獣王が身に纏う金色の炎だ。俺もデスゲイズも、その炎に触れた瞬間に凄まじい熱量によって溶かされ、刀身が蒸発させられてしまったのだ。それ程凄まじい熱量であった。

			　剣の刀身を瞬時に蒸発させるほどの熱量を持っていながら、周辺に目立った被害がないのは、スキルによる炎だからだろう。

			「師匠っ！」

			「はぁ？　師匠？」

			　思わず叫んだフランを見て、獣王が首をひねっている。

			『フラン、落ち着け。俺は平気だ。とりあえず念話で話せ』

			（よかった……）

			　幸い、刀身をやられただけだ。この程度なら再生できる。ただ、魔力の籠った炎で溶かされたからか、魔力までゴッソリと減らされていた。保有魔力が多く、自己修復機能が付いている俺だからこそこの程度で済んだのだろう。

			　実際、デスゲイズはもう直らないと思われた。魔力が完全に失われてしまっているのだ。それだけではない。黒猫の外套に付いたわずかな焦げも一向に修復される様子がなかった。いや、微妙にではあるが、修復はされているか？　ただ、いつもと比べて非常に遅かった。

			『あの炎は危険過ぎるな……』

			　ヤバいのは、その攻撃力だけではない。

			　獣王は斬られた後にこっちに気が付いた、つまりあの炎は自動的に獣王を守ったってことだ。

			　オートガードであの凄まじさである。もし獣王が意思を込めて炎を操り、攻撃してきたら？

			　防げる自信も、守り通せる自信もなかった。

			「おい、お前この青猫族の弟子なのか？」

			「……」

			「黙ってないで答えろ小娘」

			「……ゼフメートに何をした？」

			　自らを睨みつけるフランに対して、肩を竦すくめてわざとらしく鼻を鳴らす獣王。

			　だが、その不機嫌そうな言葉とは裏腹に、その目は笑っているようだった。その目は知っている。フランが戦い甲斐のある敵を見つけた時と同じ──いや、それ以上に好戦的な目だ。

			「ふん。質問に質問を返すとは、育ちの悪さが知れるぜ黒猫族？」

			　揶や揄ゆするような言葉に、フランがギリッと奥歯を噛みしめた。

			　だが、怒りを押し殺して、獣王に問いかける。

			「……どうしてゼフメートを殺そうとした？」

			「耳が付いてないのか？　まあいい、部下への制裁だよ」

			　部下への制裁ね。つまり、青の誇りは獣王の部下ってことか。そして、ゼフメートが何か命令違反を犯した？　ゼフメートと言えば親黒猫族。獣王は反黒猫族。つまり、それが理由なのだろうか？

			「とにかく、お前はこいつらに味方するってことでいいんだな？　黒猫族のクセに？」

			「……ん」

			「ほう。瞬間的に再生するとは、面白い剣だな」

			　瞬間再生で刀身を回復させたが、正直俺を使っての攻撃は効果があまり見込めない。魔術を中心に攻めることになるな。

			　相手は炎。水か氷雪かね。ここは温存とか言ってないで、スキルのレベルを上げた方がいいだろうか。

			「……フラン……やめ、ろ……」

			「ゼフメート、今助ける」

			「はっはっは、黒猫族と青猫族の麗しい友情だなぁ！　滑稽過ぎて哀れになるわ！」

			「だま、れ……」

			　嘲りを多分に含んだ獣王の言葉に対して、ゼフメートが文字通り血を吐きながら言い返した。それを聞き、獣王の顔が心底楽しげな笑みで彩られる。

			「その状態でまだその口が利けるか。残念だよ。お前は見込みがありそうだったのに。小娘、教えてやる。獣王リグディス・ナラシンハの真の恐ろしさをな。俺に逆らった愚かさを嘆くがいい！」

			　獣王の纏う炎がユラリと揺らめき、より猛々しくその勢いを増していく。

			　全てを燃やし尽くす金色の炎。あの金炎は危険だ。掠かすることさえ許してはいけない。

			　俺はいつでも転移を行えるように身構えた。

			　フランと獣王の闘気がぶつかり、両者の殺気が高まっていく。

			「……はぁぁぁぁ！」

			　先に動いたのはフランだった。なんと、距離を取るどころか獣王に向かって踏み出した。

			「ふははははは！　俺の威圧感を受けながら前に出るか！　面白い！」

			「あああ！」

			　フランが繰り出したのは、属性剣・水を纏わせたオーラ・ブレードであった。

			　怒りを抱いていても、いきなり俺で攻撃するほど荒れ狂っているわけではないようだ。

			　属性剣が通用するかどうか試そうというのだろう。

			　だが、やはり通用するわけもなかった。

			　フランによって放たれた気刃が、獣王の纏う炎に触れた瞬間かき消されてしまう。

			　しかもその炎は攻撃を防いだだけではなかった。フランに向かって腕を伸ばすように、炎が襲い掛かってきたのだ。

			「むぅ！」

			「ほう、今のを躱すか！」

			　フランはとっさに身をかがめて炎の抱擁を躱すと、一気に背後に飛んで距離を取る。

			　危なかった。相当速い一撃だったな。

			『獣王が自分で操ると、やはり危険度が跳ね上がるぞ！』

			「ん！」

			「くくく。次はどうする？　危険覚悟で突っ込んでくるかぁ？」

			「……スタン・ボルト！」

			　青白い電撃が獣王の側そばでバチィッと弾ける。

			　だが、それだけであった。獣王はニヤニヤと笑いながら、フランの行動を観察している。

			「ほう？　魔術も使うか！　だが、その程度の魔術、牽制にすらならんぞ？」

			「っ！」

			　元々魔術耐性スキルを持っているうえに、高密度の魔力と練り合わされた金炎そのものが魔術を防ぐのだろう。

			「ならこれ！　ヘキサゴナ・トルネイド！」

			　次にフランが放ったのは、最高難度の風魔術だった。

			　細い六本の竜巻が、獣王を取り囲むように立ち上る。

			　内部に捕らえられた者は風の刃に全身を切り刻まれ、六方向から襲ってくる違うベクトルの力の流れによって四肢を裂かれるという凶悪な術である。ゴブリン程度なら一瞬でバラバラに引き裂かれてしまうだろう。

			　だが、その術の内に捕らえられても、獣王は不敵に笑っていた。

			　自らに迫る六本の竜巻を軽く眺めた後、右手を軽く振る。

			　ボシュゥ！

			「！」

			「詠唱したまま遅延させておいたのか？　詠唱破棄か？　まあ、なかなか面白いが、それだけだな。この程度じゃ、俺様に掠り傷一つ負わせることもできんぞ？」

			　近接戦闘もダメ、魔術もダメ。どうすりゃいいんだ！

			「じゃあ、次はこっちから行くぜ？」

			　獣王がそう言って右手を振り上げた直後、俺は練り上げていた念動を前方に向かって放っていた。何か明確な意図があったわけではない。俺の心を支配する得体の知れない恐怖と危機感から逃れるために、そうせねばいられなかったのだ。

			　怖おじ気け立だつとはまさにこのことだろう。

			　フランも同じ気持ちだったようで、空気抜刀術を放つために準備してた高速移動用の魔術を使ってその場から飛び退すさっていた。

			　その顔には大量の冷や汗が浮かんでいる。

			　だが、結果的に俺たちの行動は正しかったのだろう。

			　直前までフランが立っていた場所を、金色の炎が波となって覆い尽くしていたのだ。

			　念動で一瞬でも防ぎ、フランがあの瞬間に背後に飛んでいなければ、俺たちはあの炎に呑まれていただろう。

			「いい勘だ！　ならこれはどうだ？　おらぁ！」

			　獣王が再び手を振る。すると、炎が多頭の蛇であるかのように蠢うごめき、四方から襲い掛かってきた。大おお雑ざっ把ぱに動かすだけではなく、精密な操作まで可能なのかよ！

			「くぅ！」

			　掠らずとも肌の近くを炎が通過しただけで、フランの白い肌が火ひ脹ぶくれして腫れ上がる。恐ろしい熱量だ。

			「ほう？　中々すばしっこいじゃねーか!!　ならこいつだ！」

			「くっ……」

			　フランに襲い掛かる炎がさらに激しくうねり、速度を増す。

			　それでもフランはギリギリで躱し、水魔法で迎撃しながら逃げ続けた。

			「いいねいいねぇ！　もういっちょ追加だ！　おらあぁ！」

			　再度咆ほえた獣王の戦意に反応し、さらに炎蛇が数を増やした。今はまだ躱せているが、このまま行けば遠からず追い詰められるだろう。

			　本来であれば、獣王の動きを牽制しつつ、ゼフメートを癒し、逃げるのが最善なんだが……。俺たちの攻撃はそもそも牽制にすらなっていない。

			　それどころか、獣王はその場を一歩も動いていなかった。それでいて俺たちを追い詰めている。両者の間にある圧倒的な力の差。それが嫌でも実感できてしまう。

			　逃げるか、奥の手を使うか、決断せねばいけない事態であった。

			『フラン！』

			（……師匠、あれを使う！）

			　まあ、フランがゼフメートを残して逃げるはずもない。

			『……こうなっちまったら仕方ない！　奥の手だったんだがな！』

			（あれならきっと獣王にも効く！）

			『おう。そうだな』

			　身構えたフランを見て、獣王がその顔に浮かべた野性的な笑みを深める。

			「ほお？　何か覚悟を決めたらしいな？」

			「はぁぁぁ──」

			　獣王が初めて身構えた。

			　フランの存在感が急速に増していくのが感じ取っているのだろう。

			　見合う両者の殺気が高まり──。

			「ちょっと、何をしておられるのですか！　陛下！」

			　あっと言う間に霧散した。

			　普通であれば近寄ることさえ躊躇するようなフランと獣王の間に、あっさりと割り込んで来た人影があったのだ。多少の怒気はあるものの、戦意や殺気の類たぐいは一切感じさせない。

			　そのせいだろう。フランも獣王も毒気を抜かれた顔で動きを止めたのだ。

			「む、ロッシュ……」

			　ロッシュというらしい白髪単身痩そう躯くの男は、そのまま獣王に説教し始める。

			「まったく、ちょっと目を離したらこれなんですから！」

			　見覚えがある。獣王の馬車の御者をしていた男だ。

			


			　　名称：ロッシュ　年齢：37歳

			　　種族：獣人・白鼬族・白呪鼬

			　　職業：猟魔師

			　　Lv：62／99

			　　生命：５５６　魔力：７５８　腕力：２５１　敏捷：５３９

			　　スキル：足裏感覚４、穴掘り６、隠密８、風魔術４、弓技９、弓術10、弓聖術１、御者７、警戒８、気配察知10、気配遮断７、柔軟４、瞬発８、消音行動５、状態異常耐性４、生活魔術３、精神異常耐性５、短剣技４、短剣術５、調香８、跳躍６、登攀５、毒知識８、毒魔術５、土魔術７、土中潜行５、火魔術５、魔術耐性３、魔力感知７、夜陰紛れ７、罠解除６、罠感知８、罠作成４、気力操作、嗅覚強化、感覚強化、魔力操作、聴覚強化

			　　固有スキル：覚醒、呪撃

			　　称号：キマイラスレイヤー、ダンジョン攻略者

			　　装備：冥界樹の弓、次元の矢筒、黒影獣の革鎧、黒影獣の隠密靴、魔影鋼の仕込み手甲、隠密黒蜘蛛の外套、器用の指輪、収納の腕輪

			


			　狩人か。だが斥候もこなすし、戦闘も魔術もいける万能タイプだ。しかもこいつもかなり強い。ランクＡ冒険者でもおかしくはない能力だった。

			　そんな男が、腰に手を当てて獣王を睨んでいる。年齢の割にちょっと子供っぽい仕草だが、ロッシュには妙に似合っているから不思議だ。

			　ロッシュは腰のポーチからポーションを取り出すと、ドバドバとゼフメートに振りかけた。相当高価なランクだったらしく、瀕死だったゼフメートの傷が大分癒えた。瀕死から、半殺しくらいにはなっただろう。

			「そもそも、相手が黒猫族って……。今回の目的を完全に忘れてますね！」

			「いや、でもその小娘は、青の誇りの味方をしたから……」

			「だからといって、わざわざ戦う必要あります？　取り押さえればいいでしょう？　今、完全に殺気交じってましたよね？　本当に脳筋なんですから！」

			「まあまあ、そのくらいにしておけロッシュ。リグ様、青の誇り内で奴隷売買に携わっていた者たちの捕縛、全て完了いたしました。逆らった者は処分済みです」

			　さらにロイスまで現れやがった。しかし奴隷売買に携わっていた奴らを捕縛したとか言ってたか？　え？　獣王たちの目的は一体なんだ？

			　獣王からはすでに戦意が消えている。フランは身構えたまま警戒を解かないが、もう殺気は放っていない。ロイスがゼフメートの傷を癒し始めたからだ。回復魔術を重ね掛けしていく。

			　どうも、俺たちの想像は微妙に間違っているようだ。

			　フランは困惑した顔で、獣王たちに問いかける。

			「一体、どういうこと？」

			「陛下、説明していないのですか？」

			「あーそのー」

			　ロイスに問われた獣王は、視線を軽く外しながら頬をポリポリとかく。

			「まったく……どうせ肝心なことは教えずに、偉そうな態度で挑発したんでしょう？」

			「む……」

			　ロッシュに問い詰められ、気まずい様子で口ごもる獣王。完全に叱られる子供の図なんだが。

			「お嬢さん、お怪我は？」

			「……ない」

			「それは凄い。なるほど、かなりの使い手だ。あなたは青の誇りとはどういったご関係で？」

			　ロッシュに丁寧な態度で質問され、フランは未だに困惑しながらもしっかりと答える。

			「ゼフメートとは……友達。他の奴らは嫌い」

			「あーなるほど。陛下？」

			「ふむ。これはこれは」

			　ロッシュとロイスにジト目で睨まれた獣王は、降参とでもいうように両手を上げた。

			「わかったよ！　俺が悪かったって！」

			「それで、どうしてゼフメートを殺そうとした？」

			「そいつが他の団員を庇かばったからだ」

			「はあぁ……、私が説明しましょう」

			　ロッシュが今起きていることを詳しく説明してくれた。

			「まず誤解を解いておきたいのですが、獣王陛下は青猫族を取り締まり、黒猫族を保護しております」

			「え？」

			「やはり分かっていませんか……」

			　なんと、現獣王リグディスは奴隷売買を認めておらず、むしろ黒猫族の奴隷を解放して回っているらしい。そのせいで先代獣王とは考えが合わず、廃嫡されそうになったので逆にクーデターを起こし、父王を殺害して王座を簒さん奪だつしたそうだ。

			「ふん、クソオヤジは陰謀ばっかりで鍛えていなかったからな。楽勝だったぜ」

			「まあ、あの方は文官タイプでしたからねぇ」

			　ロイスたちもその簒奪劇に関しては特に異論はないのか、普通に獣王の言葉に頷いている。

			　実は昔からその時のことを考え、冒険者として鍛え、仲間を密かに募ってきたらしい。獣王国のランクＡ以上の冒険者は全てリグディスの部下だというのだから、クーデターも簡単に成功しただろうな。

			　さらに、先代の飼っていた奴隷商人やスパイも粛清し、今は国外で活動する奴隷商人たちを探しては潰しつつ、黒猫族を保護しているんだとか。

			　その言葉に嘘はなかった。

			　獣王は本当に黒猫族を保護したいと思っているし、青猫族たちに奴隷売買をやめさせようと思っている。

			　フランにそのことを告げると、それでも信じきれないらしい。不信の表情のまま、フランがさらに質問を口にする。

			「じゃあ、何でゼフメートと戦ってた？」

			　むしろこの獣王ならゼフメートとは気が合いそうだが。

			　最初は獣王も、ゼフメートのことは助けるつもりだったらしい。

			　獣王の命令を無視して今でも奴隷売買を続ける青猫族たちを引き渡せば、ゼフメートや罪の軽い団員たちは助けると告げたそうだ。

			　しかし青の誇りを家族のように思うゼフメートは、たとえ裏切り者でも命を奪うことに賛同できなかったらしい。そして、更生させるから処罰を待ってほしいと獣王に懇願した。

			　まあ、短気な獣王がそれを受け入れるわけもなく、ゼフメートと戦闘になってしまう。

			　その後、フランが乱入してきたというわけである。

			　よくよく聞けば、獣王の言葉は乱暴なだけで、黒猫族を蔑んだわけではなかった。

			　思い返してみると「とにかく、お前はこいつらに味方するってことでいいんだな？　黒猫族のクセに？」という発言は、そのままの意味だ。黒猫族を解放してやろうっていうのに、黒猫族のフランが奴隷商人たちの味方をするのかと問いただしていただけだ。

			「はっはっは、黒猫族と青猫族の麗しい友情だなぁ！　滑稽過ぎて哀れになるわ！」というのも、似たような意味だった。挑発とも取れるが、獣王にはその意思すらなかったらしい。

			　そして、俺たちが獣王とやり合っている間に、獣王の部下たちによって逃げ出した青の誇りの団員たちが捕縛されたということだった。

			「くそ……」

			　膝立ち状態のゼフメートがガリッと地面をかきむしりながら、悔しげに呻いている。

			「恨むなら恨め。だが、俺は奴隷商売をやめろという通達を全青猫族に出したはずだな？　その通達を無視して、奴隷の売買をコソコソとやっていたのはお前の妹や部下どもだ。そして、綺麗ごとを抜かして奴らの行動に気づかなかったお前の責任でもある」

			「……分かっております」

			　分かっているからこそ悔しいんだろう。自分がしっかりと部下の手綱を握り、部下の罪に気づいていればこんな事態にはならなかったはずなのだ。

			「何人、生き残りましたか……？」

			「二〇人程度ですな」

			「そう、ですか……」

			　ゼフメートが力を失ったようにその場にへたり込む。

			　かなりの大所帯だったはずの青の誇りの生き残りが二〇程度？　ゼフメートが嘆くのも当然だった。

			「リグ様、首謀者を連れてきました」

			　そこにゴドダルファが二人の青猫族を引きずって現れた。文字通り、紐に縛られ、地面に転がされた状態の青猫族を引きずって連行してきたのだ。

			「この二名が、先代獣王と繋がっていた、奴隷シンジケートの一員です」

			　ゴドダルファに放り出された老人たちを見て、ゼフメートが信じられないという顔をしている。どうやら信頼を寄せていた相手であったらしい。

			「セネック殿、トルド殿……お二人が皆を誑たぶらかしたのか？」

			　ゼフメートは彼らに否定してほしかったのだろう。しかし、すでにこの期に及んで言い訳をする気力も余裕も残っていないのか、老人たちはゼフメートが期待していた言葉とは真逆の台詞を言い放った。

			「……ふん。黒猫族など、進化もできん出来損ないではないか。それを売り払ったくらいで、なぜこのような目に……！」

			「そうだ！　役立たずどもを我らの役に立ててやっているだけだ！」

			　何の臆面もなくそう言い放つ、青猫族の老人たち。

			「祖父の代から、我らを支えてきてくれたあなた方がなぜ……」

			　彼らは青の誇りの前身となる、小規模な傭兵団の立ち上げから参加している長老たちらしい。複数の青猫族主体の傭兵団が統合され一つになった時、相談役のような扱いになったのだとか。

			　だがこの様子では、裏ではその力を利用して、かなりあくどいことをやってきたようだ。

			　歴代の団長やその腹心たちを隠れ蓑に、陰で奴隷の売買を主導してきたのもその一つだろう。

			　ゼフメートなどは彼らによって、あえて奴隷売買を嫌悪するように育てられたらしい。団長などは清廉潔白な人物である方が世間の目を欺きやすいからだ。だからこそ、ゼフメートは他の青猫族とは違う性格に育ち、いずれ裏を仕切るようにと育てられた妹は洗脳にも似た教育を受けてクズに育ったわけだ。

			　自分の傭兵団で不正が行われていれば気づきそうなものだが、長老たちの方がゼフメートより一枚も二枚も上手だったのだろう。また、純粋であるが故に、仲間を疑うようなこともしなかったのだと思われた。

			「ただ、少々やり過ぎてしまってな。下らん正義感とやらをやたら振りかざすのには辟易しておったんじゃ」

			　ゼフメートを小馬鹿にするように鼻を鳴らすセネックに、リグディスがさらに馬鹿にするように言い返す。

			「尻尾落ちが言うじゃないか」

			「そのことは言うな！」

			『尻尾落ち？』

			（尻尾がない奴のこと）

			　獣人の中でも尻尾の長い種族にとって、尻尾は大事な部位らしい。そしてその尻尾を失うのは背を見せて逃げた時が多く、尻尾がないと尻尾落ちと言われて馬鹿にされるんだとか。

			　すぐにポーションや回復魔術で回復させればいいが、重症の場合は手足から回復するので、回復手段が乏しい場合は尻尾が治らない場合もあるそうだ。

			　セネックという老人は、確かに尻尾がなかった。ズボンの中に入れているのかと思ったが、尻尾のある獣人が尻尾を隠すなんてあり得ないらしい。俺には分からないこだわりがあるんだな。

			　獣王に尻尾のことを言われたセネックは、なぜかフランを睨んでいる。

			「お前ら黒猫族さえいなければ……俺の尻尾は……！」

			「ん？」

			「くそっ！　あの忌々しい小娘そっくりの顔で俺を見下すな！」

			「小娘？」

			「そうだ！　俺の尻尾を奪ったキアラとかいうクソガキにそっくりなんだよお前は！」

			「キアラを知っているの？」

			「ああ！　本当にムカつく小娘だったわ！」

			　なんと、こいつらはキアラを知っているらしい。

			　五〇年前、このウルムットで名を上げた黒猫族の冒険者であり、進化の謎を解き明かしたのではないかと考えられている少女だ。そして、前獣王に命令された青猫族によって、連れ去られたと思われている。

			　そのキアラと、何かのトラブルを起こしたのだろう。当時の恨みから、黒猫族を嫌っているようだった。こいつに育てられたら、そりゃあ黒猫族を見下すような人間に育つだろう。

			「まあ、獣王様の手の者に連れて行かれたからな！　どうせ奴隷にされて最低な人生を送っただろうよ！　ぎゃははははは！　いい気味だぁ！」

			　哄こう笑しょうを上げるセネックに、フランがフラリと近づいた。

			　そして俺に手をかける。

			　同族を奴隷に落としたと笑うこの老人たちへ対する我慢の限界だったのだろう。殺気を抑えられないほど、怒っている。

			『フラン待て！』

			　他の奴隷商人の情報も持っているだろうし、獣王たちの怒りを買うかもしれん。

			『ここでこいつを殺すのはまずい！』

			「む……」

			『命だけは奪うな！』

			（……わかった）

			　俺の言葉で何とか止まったフランだったが、制裁をやめたわけではなかった。俺も止められるとは思っていない。

			　フランはまずはセネックに跨またがると、その顔面を殴打し始めた。フランが手加減していることが分かるのか、獣王たちもあえて止めることはしなかった。

			　黒猫族であるフランが、青猫族の長老たちに恨みを抱くのは当然だからだろう。

			「ひぎぃ！　ぎゃぁ！　ごぼぉ！」

			「ヒール」

			「え？　ぎゃああ！　ぐごぉ！」

			「ヒール」

			「いぎぃぃ！　も、もうゆる──べごっ！」

			　縛られているセネックは逃げることもできず、ただ悲鳴と呻き声を上げている。意識が朦もう朧ろうとし始めたあたりで回復させられてしまうため、夢の世界に逃げることもできない。そのまま三〇発は殴っただろうか？　セネックが号泣し始めた時点で多少溜飲が下がったらしい。フランは殴るのをやめて立ち上がった。

			　次はトルドだ。仲間の顔面が見る影もなく変形し、訳の分からない声を上げながら号泣しているのを見て、最初からありったけの謝罪の言葉を垂れ流し続けている。しかし、それでフランが納得するはずもなかった。

			「ふん」

			「ぎゃぶっ！　げお！　がふっ！」

			「ヒール」

			　結局、こちらも三〇発ほど殴打し、フランはようやく立ち上がった。

			　ゼフメートが痛ましげに老人たちを見ている。

			　彼らがやったことは許されないことだが、目の前で一方的に打擲される姿を見れば憐れん憫びんの情が湧いてきてしまうのだろう。フランが拳を納めたのを見て、わずかにホッとした表情を浮かべた。

			「……ヒール」

			「え？」

			　でもね、フランはまだ全然満足していないんだよ。

			「次はお前」

			　なんと、フランは再びセネックを癒すと、その上に跨ったのだ。多分、あと何回か繰り返すと思うよ。すると、思わずといった様子でゼフメートが声を上げた。

			「ま、待ってくれ！　なぜ、そこまで……いや、何でもない……。彼らはそれだけのことをした……」

			　自分の部下たちのやってきたことを思い出したのだろう。

			　これが何の罪もない青猫族に対する制裁であれば、ゼフメートも止めるはずだ。しかし、老人たちは当事者。それも裏で指示していた黒幕である。言葉の途中で、フランが止まるはずないと理解したらしかった。

			　だが、再度セネックを殴打しようとしたフランを止めたのは、意外な人物だった。

			「まあ待て小娘。少し撫でてやる程度なら構わんが、壊されるとこっちも困るんだよ。それに、ちょっと聞きたいこともできたしな」

			　それまで静観していた獣王が、フランを制止したのだ。フランも獣王の言葉は無視できず、その拳を一応止めていた。いつでも再開できるように、振りかぶったままではあるが。

			　獣王はセネックの横で軽く腰をかがめると、彼に対して質問を投げかけた。

			「おい爺、一つ聞くが、キアラっていうのは、黒猫族のキアラ婆さんのことか？」

			　獣王の発した問いに、青猫族の老人セネックが訝しげに聞き返す。

			「キアラ婆さん、だと？」

			「ああ、凄腕の剣士で、無口で不愛想で傲岸不遜な黒猫族の婆さんだ。年齢は……いくつくらいだっけかロイス？」

			「師匠の年齢を聞くとか、自殺行為ですよリグ様」

			「ゴド？」

			「何年か前に六〇になったと聞いたことがあります。今は六〇代後半かと」

			　ゴドダルファがそう答える。

			「で？　キアラっていうのが俺のクソオヤジに拉致られたのはいつのことだ？」

			「五〇年前」

			　セネックの代わりにフランが答える。

			「その時の年齢は分かるか？」

			「確か、一五歳」

			　つまり、今も生きていれば六八歳だ。

			「なるほどな……。お前らの言ってるキアラが、俺たちの師匠のキアラ婆さんで間違いなさそうだ」

			　今、聞き間違いじゃなければ師匠とか言ったか？

			　フランがセネックを放り出して、獣王に詰め寄る。

			「どういうこと？　教えて」

			　獣王への恐怖など吹っ飛んだらしい。獣王の目の前に立つと、その顔を見上げて声を上げる。

			「お前な～。俺は一応獣王だぜ？　もう少し言葉遣いとかよー」

			「教えて」

			「ああもう！　分かったよ！　だからちょっと離れろ」

			「ん」

			　意外と押しに弱いかもしれん。

			　獣王は頭をボリボリとかくと、自らの師匠について語り出す。

			　獣王が幼い頃、宮廷の汚物処理係として一人の黒猫族の奴隷が働いていた。当時のリグディスはやんちゃであるが、まだ父親との確執もなく、他の獣人たちと同じように黒猫族を見下していたという。

			　だがリグディスが七歳の時に、その印象を真逆に変える事件が起きる。

			　獣人国の王宮に敵国の召喚士が放った魔獣が侵入し、兵士や戦士が大勢殺されたのだ。

			　兵士になったばかりのゴドダルファも殺されかけ、まだ下級魔術師だったロイスも瀕死の重傷を負わされた。リグディスももう少しで襲われるところであったそうだ。

			　当時は隣国との戦時下にあり、腕の立つ人間は前線に出ていたことも災いした。その魔獣、タイラント・サーベルタイガーを止められる者がおらず、王宮を放棄して逃げ出すかどうかの瀬戸際まで追い詰められたその時である。

			「ありゃあ、ぶったまげたよ。自分の目が恐怖のあまりおかしくなったのかと思ったほどだ」

			　なんと黒猫族の奴隷の女性が、その魔獣をあっと言う間に倒してしまったのだ。

			　まだ幼く、成獣に比べると弱い個体だったとはいえ、脅威度Ｃの魔獣だ。そんな化け物を相手に、黒猫族の女性はモップを武器に戦い、あっさりと殺してしまったのである。

			　そりゃあ、驚くだろう。雑魚と見下していた黒猫族の奴隷が、自分より遥かに強かったのだから。

			　その日からだ。リグディスがその女性に興味を持ったのは。

			　あの強さにも驚いたが、その女性が奴隷の職でも最下層に位置する、汚物処理施設の下働きだと知った時にはさらに驚いたそうだ。あの強さがあれば、将官奴隷でもおかしくないからだ。

			　将官奴隷というのは、その強さや見識を買われて、奴隷でありながら軍の将校級の待遇を与えられた奴隷のことである。

			　しかし、現実は汚物処理施設で力仕事をさせられていた。ただ、それによってリグディスはよりキアラに興味を持ったそうだ。なぜあんなに強いのか、そしてあれだけ強いのになぜ汚物処理施設などで働かされているのか。

			　話しかけるまでにそう時間はかからなかった。

			　キアラと名乗った黒猫族は、話してみるとざっくばらんで、リグディスは彼女をますます気に入ることとなる。その身分のせいで友人などいなかったリグディスにとって、生まれて初めて自分の身分を気にしない相手だったのだ。

			　そして、リグディスは決心する。女性に弟子入りし、戦い方を学ぼうと。

			　最初は難色を示していたキアラも、何度も頼み込むと条件付きで承諾してくれたそうだ。

			　スパルタだったが女性の教えは的確で、リグディスは見る見る実力を伸ばしていく。その頃にはゴドダルファやロイスもキアラに弟子入りし、密かにその教えを受けていた。

			　これはリグディスが誘ったわけではなく、やはり魔獣騒ぎの時にキアラの実力を目の当たりにした彼らが、自分から教えを請いに来ていたそうだ。一人教えるのも二人教えるのも変わらないということで、キアラはロイスたちの弟子入りも承諾していたらしい。

			　もっとも、おおっぴらにすることはできないので、隠れてではあったが。

			　そもそも、キアラが提示した弟子入りの条件が、弟子入りしたことを誰かに言わないことであった。特に貴族連中に。奴隷という身分のキアラがリグディスに稽古を付けていると知られれば、絶対にトラブルの元となるからだ。

			　鼻が曲がりそうな汚物処理施設での鍛錬を懐かしそうに語る獣王たち。

			「何度も死にかけたなぁ」

			「そうですね。キアラ師匠は容赦ありませんでしたから」

			「そのおかげで、地獄と称されているはずの軍の訓練が温く感じられて仕方ありませんでしたな」

			　その後リグディスは、キアラを奴隷から解放しようともしたらしい。

			　しかし、それは他でもないキアラから拒否されてしまった。

			　彼女はリグディスの父親である当時の獣王から、逃げれば他の黒猫族たちを殺すと脅されていたらしい。

			　そもそも、攫さらわれてきたキアラが先代獣王に殺されなかったのは、彼女の強さや所持スキルの有用性に目を付けられ、何かに使えるかもしれないと考えられていたからだ。決して、慈悲などではなかった。もしキアラが有害であると判断されれば、彼女も彼女の人質として確保されていた多くの黒猫族たちも、即座に殺されていただろう。

			　結局キアラを解放することはできなかったが、彼女と接したことによってリグディスの考え方は確実に変わっていた。当時の獣王には、黒猫族に毒されたと言われてしまうかもしれない。

			　リグディスは獣人族に蔓まん延えんする黒猫族を見下す風潮を疑問に思い、その立場を守るように活動し始めたのだ。また、その原因の大元でもある、黒猫族の進化の秘密についても調べ始めていた。まあ、どれだけ調べようとも、ほとんど情報は得られなかったそうだが。

			　だが、ある日突然、その秘密を知ることとなる。

			　成人となったリグディスは、王族だけに密かに教えられるとある秘密を教えられたのだ。

			　それは現獣王家と黒猫族の確執の歴史と、その確執を生んだ黒猫族が進化できなくなってしまった理由であった。

			「親父は、それを教えて俺の目を覚まさせるつもりだったらしい。黒猫族を庇うような馬鹿な真似をやめろってな」

			　だが、リグディスの考えはむしろ真逆へ向かう。権力云うん々ぬんはともかくとして、黒猫族を見下すのは間違っていると確信したのだ。そして、確執の深まった獣王とリグディスは長年争うこととなり、ついにはクーデターでリグディスが勝利したのだった。

			（師匠？）

			『嘘じゃない』

			　獣王の言葉にはほとんど嘘がない。ほとんどと言うのは、時折交ざる「クソババァ」とか「あの鬼婆」などといった、キアラへの悪口が嘘だったからだ。

			　まあ、獣王がツンデレというのが分かったね。

			「キアラは今どうしてるの？」

			「師匠なら城で隠居してるぜ。もう齢だからな、最近は寝込むことも多いしよ。たまに調子のいい日は、うちの兵士たちを扱しごいてるな」

			「獣人国の王宮で、黒猫族を馬鹿にする人間は一人もいませんよ」

			「うむ」

			　獣王とロイスからはなんともあっさりとした答えが返ってくる。

			　フランはどう反応していいか分からないらしい。呆然としている。

			　それよりも激しい反応を見せたのは青猫族のセネックだった。

			「馬鹿な！　黒猫族など劣等種だ！　長年尽くしてきた我ら青猫族を排し、黒猫族を重用しようというのか！」

			「ふん。種族なんかどうでもいい。要は使えるかどうかだ。まあ、今まで苦労かけた分、黒猫族を多少優遇するのは確かだがな」

			「そもそも、自分たちの最近の評判を分かっていないのですか？」

			　ロイス曰く、青猫族は一時の黒猫族のように、他の獣人族から見捨てられつつあるのだとか。特に大きな理由としては二つ。

			　一つはその商売故に。同種である黒猫族を奴隷として売り飛ばすような奴らが信用されるはずもないのだ。そもそも、他の種族は黒猫族を見下してはいても、奴隷にしようというほど蔑んではいない。それ故、苛か烈れつな青猫族にはどうしても非情で油断ならない種族というイメージを抱いてしまうらしかった。

			　今では信じられないことだが、黒猫族は元々獣人族でも有力な種族であったという。逆に、青猫族はその下で働いていたそうだ。それ故だろう。立場が逆転してからは、反応が苛烈になってしまったらしい。

			　もう一つの理由が、能力の著しい低下だ。青猫族は奴隷商売によって潤ったが、楽して稼げる商売にかまけ過ぎて、戦士が減ってしまっていた。

			　特に進化者は目に見えて減っているらしい。ゼフメートのように命を懸けて己を厳しく鍛える青猫族は稀まれなようだ。

			　また、現在の青猫族は過去の獣王によって奴隷商人として保護された者たちの子孫が大半である。獣王に逆らった者たちは粛清されたらしい。それはつまり、元々戦士としての素養が低く、奴隷商人だった者の血筋だけが残ってしまったということでもある。

			　獣人でありながら戦いを嫌い、卑怯な手で相手を陥れる獣人の風上にも置けない者たち。それが現在の青猫族に対する獣人からの評価であった。

			　ただ、フランはそんなことどうでも良いらしい。フランは青猫族を見下したいのではなく、黒猫族の地位を上げたいだけだからな。

			　喚くセネックの顔面に蹴りを一発入れて黙らせると、獣王に再度質問をした。

			「キアラが生きているならいい。このこと、人に話してもいいの？」

			「人って、誰にだよ？」

			「ディアスとオーレル。キアラの知り合い。獣王に連れて行かれてからどうなったか分からないって、ずっと心配してた」

			　すると、獣王は何か納得したように頷く。

			「ははぁ？　だから俺に対して微妙に敵意があるのか。なるほど。構わないぜ？　むしろ、これから会いに行くから、俺から知らせてやるとしようか」

			「ん。そうして」

			「色々聞きたいこともあるだろうが、これでも中々忙しくてな。詳しい話は武闘大会が終わった後に聞かせてやる。大会の後、俺のところに来い」

			「分かった」

			「おう。じゃあな、せいぜい楽しませてくれよ。そうだな、三回戦くらいは突破してみせろ。その程度の腕もないんじゃ、話を聞かせる価値もない」

			　そう言ってニヤリと笑う獣王だったが、フランは動揺することもなく、むしろやる気に満ちた声で言い返した。

			「元々優勝するつもり」

			「はっはっは！　だとよ、ゴド、ロイス」

			　獣王の言葉に、ロイスは涼やかに、ゴドダルファは武人らしく重々しく反応した。

			「若者のやる気は見ていて気持ちがいいですね」

			「うむ。だが、当たれば容赦はせん」

			「望むところ」

			「ぶはははははは！　この二人にそこまで言い返すとはな！　気に入った。ぜひ優勝して、俺に会いに来い。じゃあな、フラン」

			　豪快に言い放つと、獣王はゼフメートを伴って青猫族を捕らえてあるという天幕へと入っていった。何か言いたそうに振り返るゼフメートだったが、獣王に強引に引っ張られていってしまった。心配そうに見ているフランに、ロイスが口を開く。

			「ここから先は国も絡んだ話となります。あなたはもうお帰りなさい」

			　そう言われても、絶対に確認しなければいけないことがある。

			「ゼフメートはどうなる？」

			「そうですね。獣王に逆らった罪はありますが、リグ様は彼を気に入っているようです。悪いようにはしませんよ」

			「……分かった」

			　獣王はその辺大雑把な性格っぽいし、ゼフメートのようなタイプは気に入りそうだ。死罪や投獄とまではいかないだろう。

			　青猫族の野営地を後にしたフランは、気合の入った顔をしている。今までも勿論やる気であったのだが、今は絶対に負けないという決意が見て取れた。

			『三回戦までは絶対に突破しないとな』

			「ん！　師匠、ここからは本気の本気」

			　単なる腕試しだけではなくなってしまったからな。

			『ああ、そうだな』

			「絶対に勝つ！」

			　そう呟き、静かに闘志を燃やすのだった。

		

	
		
			第三章　侮れぬ強者

			


			　獣王たちと意外過ぎる邂かい逅こうを果たした翌日。

			　俺たちは控室で出番を待っていた。

			　もう決勝トーナメント二回戦の第一試合は始まっている。あと一時間もせずにフランの出番が来るだろう。

			　昨日は色々とあったが、フランの調子は万全なようだった。むしろ、何が何でも三回戦まで突破しなくてはならないと決意したことで、やる気が全身にみなぎっている。

			　このところ青猫族と出会う機会が多かったせいか、フラン本人も無意識の内にピリピリしていたんだが……。奴らが獣王に潰されて溜飲が下がったのか、攻撃的な雰囲気が和らいでいた。

			　やっぱり青猫族と関わるっていうのは、相手をボコボコにしたとしてもストレスだったんだろう。まあ、武闘大会に出場することで神経が昂たかぶり、好戦的になっていたというのもあるだろうが。

			　勿論、それが悪いことばかりではない。

			　負の気持ちが力を生むことだってある。

			　だが、トーナメントのような強敵と一対一で連戦しなくてはならない場合、落ち着いた気持ちで冷静に戦う方が有利だろう。今の自然体のフランなら、きっと三回戦までは突破できるはずだった。

			「しっ！　はぁ！」

			「オン！」

			「むぅ！」

			　フランは準備運動代わりに俺を軽く振り、時折ウルシに跳びかからせては、それを躱す訓練をしている。

			『おーい、試合前なんだから、あまり本気になるなよ？』

			「ん」

			「オン」

			　素直に頷いてはいるんだが、フランたちの追いかけっこは段々と激しさを増していった。すでに一般人では見切れない速さに達している。まあ、それでもフランにとっては軽い運動でしかないのは分かっているので、止めはしないけどね。

			　しばらく見守っていると、扉が外からノックされた。

			「フラン様、トーナメント二回戦の第二試合が終了いたしました。ご準備を」

			　随分と早かったな。俺たちが控室に入って、まだ三〇分くらいだぞ。

			　係員に話を聞くと、ゴドダルファが再び瞬殺で試合を終えたらしい。やっぱり奴に勝つのは容易じゃないな。

			　すでに前の試合が終わってしまったということで、少々急いでいるのだろう。

			　せかせかと歩く係員に連れられて、入場口に辿り着く。

			　そして、そのまま先へ進むように促された。

			「試合場へお進みください」

			　相手はラデュル爺さんに勝利したクルスか。

			『フラン、くれぐれも初めましてとか言うなよ？　会ったことあるんだからな』

			「ん？」

			『いいか？　久しぶりに再会した風を装うんだ』

			「だいじょぶ」

			　うーん。心配だな。フランは忘れてしまっているが、ランクＣ冒険者の剣士だったはずだ。

			　戦闘力はそこまで高くないリーダーポジションの男であった。単純な戦闘力だけではなく、冒険者としての総合的な能力を評価されて、ランクＣになったのだろう。

			　以前の印象は、苦労性の爽やか優やさ男おとこ、だろうか？

			　だが、闘技場で待っていた相手は、俺の印象を覆す男であった。

			　猛々しい雰囲気の男が、静かにフランを睨んでいたのだ。

			「まさか君とこの舞台で出会うとはな」

			「ん」

			『それにしても、本当にクルスか？　なんか、妙にワイルドなんだが』

			


			　　名称：クルス・リューゼル　年齢：28歳

			　　種族：人間

			　　職業：狂剣士

			　　Lv：37／99

			　　生命：２５６　魔力：１７５　腕力：１８３　敏捷：２１９

			　　スキル：悪意感知３、隠密４、回避６、宮廷作法２、狂化４、気配察知５、剣技６、剣術８、護身術４、指揮２、瞬発８、耐寒４、毒耐性７、罠感知２、痛覚鈍化、気力操作、生命自動回復、背水

			　　称号：ジャイアントキラー、正義漢、死地を乗り越えし者

			　　装備：暴牙虎の長剣、ミスリル合金の全身鎧、百脚蜘蛛の外套、身代りの腕輪、回避の指輪

			


			　貴公子のような爽やかイケメンだった顔には、右目の上から頬まで大きな傷が穿うがたれている。魔獣の爪にでもやられたのだろうか。失明はしていないようだが、傷が残る程度には深い傷だったのだろう。

			　変わったのは外見だけではない。職業も瞬剣士から狂剣士に変わっている。さらに腕力と敏捷が大幅に上昇していた。完全に攻撃重視になっている。

			　フランも、クルスの顔を見て彼を思い出したらしい。ただ、あまりにも雰囲気が変わり過ぎて、戸惑っているな。

			「どうしたの？」

			「ふふふ。どうしたのは酷いな」

			「雰囲気が違う」

			「君やアマンダ様の戦いを見て色々と思うところがありましてね。少々戦い方を変えたんですよ。そして、その戦い方を突き詰めるために少々無茶な修行をした、それだけです」

			　そういえば、フランとアマンダの模擬戦を見てショックを受けていたな。それで、自分の実力に疑問を持って、試行錯誤したんだろう。いや、実際に相当厳しい修行を積んだに違いない。

			　ちょっと変わり過ぎたと思うが。

			「あの時の戦いを見た身としては、追いつけたとは思えないが……。どれだけ自分が強くなったのか、知るには最高の相手だ」

			　クルスが剣を抜く。一見しただけでも強い魔力を秘めた、強力な魔剣であると分かった。

			　タイラント・サーベルタイガーの牙から削り出した長剣であるらしい。振動牙のスキルが付いていた。あれは気を付けないとな。

			「しかも今や同ランク。これは無様な試合はできません」

			「こっちも、負けられない理由がある」

			　そう言って、フランが俺を引き抜いて構えた。

			　以前のクルスであれば、今の威圧感全開のフランの前に立てば気け圧おされていたはずだ。

			　しかし、今は不敵に笑って剣を構えている。

			　実力だけではなく、精神面でも成長したらしいな。

			「さあ、次の試合は話題の剣士同士の対戦だ！　この町でも有数の実力者であるラデュル翁を倒したダークホース、ランクＣ冒険者のクルスと、つい先日ランクＣとなった大会最年少冒険者！　魔剣少女のフラン！　共に一回戦で格上と思われる相手を倒した者同士！　一体どんな戦いを見せてくれるのか！」

			　クルスにはまだ異名はないらしい。だが、ラデュルを倒したことは間違いないのだ。

			　そして、実況が試合の開始を宣言する。

			「決勝トーナメント二回戦、第三試合──始め！」

			「行きますよ！　狂化！」

			　いきなり狂化スキルを発動するのか。攻撃力が上昇する代わりに、防御力が低下するスキルである。また、激しい興奮作用もあるらしい。興奮し過ぎるせいで、状況判断能力などが低下するそうだ。

			　防御を捨ててでも、先に一撃を加えるつもりだろう。フランの攻撃力の前には、多少の防御なんか無意味だしな。潔い判断だった。

			「はああああ！　ダウン・ブレイク！」

			　素晴らしい踏み込みで距離を詰め、頭上から振り下ろして相手を叩き斬る威力重視の剣技を放ってくる。以前、ダンジョンで見た時よりも、遥かに鋭い攻撃だ。

			「はぁぁ！」

			「遅い」

			「がっ！」

			　だが、その攻撃を見切ったフランは、クルスが繰り出した剣技をいなし、返す刀でクルスの腕を狙った。利き腕を切り飛ばし、戦力を奪うつもりなんだろう。

			　渾身の剣技の力を受け流されたクルスは隙だらけである。フランの反撃を躱す余裕はないだろう。

			　しかし、クルスは無理に左手を剣と自分の間に割り込ませ、何とか利き腕を庇っていた。その代わりに左腕を犠牲にしたが。肘から先を失った左手を軽く振るクルスは、相変わらず不敵な笑みを浮かべたままだった。

			「降参？」

			「ふふ、まだですよ。左腕は失っても、利き腕はまだ動きます」

			「だよね」

			　今度はフランの番だ。

			「くっ！」

			　一度、二度と攻撃を躱したのはさすがだが、腕を失ってバランスも悪くなっている。クルスはフランの放った三撃目を避けきれずに脇腹を深く切り裂かれていた。

			　フランはそれで止まらない。クルスの闘志が未だに失われていないと分かっているのだろう。

			　止めを刺すべく、今度こそ利き腕を狙って俺を振り下ろした。

			　だが、クルスのスキル発動が一瞬早い。

			「背水！」

			　叫んだ瞬間、クルスの体がわずかに光り輝く。クルスを鑑定すると、生命力が残りわずかになった代わりに、ステータスが軒並み上昇している。さらに痛覚無効というスキルも追加されていた。

			　瀕死の時にだけ使える、ステータス上昇スキルか！

			「がぁぁぁ！」

			「む！」

			　クルスはフランの攻撃を回避するどころか、自分から向かってきた。

			　右腕を狙っていたフランの攻撃を、再び左腕を突き出して受ける。剥き出しの神経や骨を切り裂かれるのだ。その激痛は想像を絶するだろう。だが痛覚無効を得たクルスは、そんなことは意にも介さず咆ほう哮こうを上げながら剣を突き出す。

			　なるほど、身代りの腕輪があれば相手の攻撃を一発は防げる。これに痛覚無効を組み合わせれば、どんな相手でもカウンターを狙えるだろう。

			　これがクルスの新たな戦法か。肉を切らせて骨を断つ。

			　死ななければ回復してもらえるこのトーナメントなら、悪くない戦法だ。格下が格上を足す可能性のある戦法の一つでもある。

			「がぁっ！」

			「やっぱり遅い」

			　ただ、フランには通用しなかった。フランはクルスの剣の腹に手の甲を添えると、その突きを受け流してしまう。これは完璧に剣を見切っていなければできない芸当だ。

			　なるほど、確かにクルスは強くなったのだろう。ステータスを伸ばし、修行の末に新たな戦い方を身に着けた。

			　だが、それはフランも同じ──いや、フランの方が何倍も成長していた。

			　狂化と背水で強化され、自ら攻撃を受けてでも勝利をもぎ取るという覚悟を持って試合に臨むクルスを全く意に介さないほどに。

			　完璧にバランスを崩されてしまったクルスに、フランの蹴りを躱すことは不可能だ。

			「──っ！」

			　頭部に綺麗なハイキックを貰ったクルスは、声にならない悲鳴を上げながら吹き飛んだ。

			　舞台からの落下は免れたものの、ギリギリの場所まで飛んだクルスはそのまま起き上がってこない。痛みを感じなくとも、脳が揺れれば脳のう震しん盪とうを起こす。それは人であれば当然であった。

			「試合終了ー！　勝ったのは魔剣少女フラン！　一回戦に続き、二回戦でも下馬評を覆し、格上に勝利だ～！」

			　クルスの方が格上に思われてたか。まあ、仕方ないな、向こうの方がランクＣとしての活動が長いし、ラデュルにも勝っている。

			「一回戦と同じ、捨て身の攻撃で起死回生を狙ったクルスだったが、一歩及ばず～！」

			


			　クルス戦の後、俺とフランは再び客席から試合を見守っていた。

			『コルベルトの戦いを見られるのはこれが最後だからな。できれば相手が強いといいんだが』

			「ん」

			　周囲の視線が凄い。外套を頭から被っているんだが気づかれているらしい。

			　ただ、話しかけてくる者はいなかった。

			「オフ」

			　足元でウルシが周囲を睨んでいるからだ。別に不機嫌なわけではなく、人が近づけないように猛犬ぽく振る舞えと指示しているのだ。いや、猛狼？　とにかく、一般人はウルシを恐れて近寄ってはこなかった。

			「決勝トーナメント二回戦第四試合、先に登場したのは槍使いのヒルデン・ストーンリバー！　かの有名な槍男爵、ストーンリバー男爵の嫡男にして、若いながらすでに数度の戦を経験しているという実力派！　父譲りのその槍捌きは必見だぁ！」

			　コルベルトの相手は冒険者ではなく、有名な騎士であるらしい。

			　長い朱槍を担いで歩いてくる姿は、確かに歴戦の勇士っぽい。貴族らしいが、高貴な要素は高そうな鎧くらいか？　横にも縦にも分厚い肉体と、顔や腕に刻まれた傷。その目は獲物を狙う熊のように鋭く、貴族よりは山賊の方が遥かに似合っている。

			　あれで二二歳は詐欺だろう。どう見ても三〇代後半にしか見えない。

			　その自信に満ち溢れた顔から、自分が負けるとは微み塵じんも考えていないことが分かる。まあ、この齢でこれだけ強ければ負け知らずだろうし、戦場でも活躍しているのだろう。そのせいで、多少自信過剰になっているようだった。

			　ヒルデンは後から登場したコルベルトに、上から目線で言葉を投げかけている。

			「お前、有名な冒険者だってな？」

			「まあ、そこそこな」

			「おい、下賤な冒険者が誰の許可を得て俺様と対等な口をきいている？」

			「ああ、これは気づきませんで？　申し訳ありませんね」

			「ちっ。これだから冒険者は……」

			　中身は典型的なお貴族様か。コルベルトもよくキレないよな。さすがランクＢ。貴族のあしらい方も上手いらしい。

			「今日、貴様を俺が倒して、所詮冒険者など騎士の前には素人なのだということを分からせてやる」

			　それに対してコルベルトは何も答えなかった。相手の言葉を聞いて、面白そうに眉を上げる。

			　正直言って、ステータス面ではコルベルトの圧勝だ。

			　それでいてこの自信。何か奥の手でもあるのだろうか？　楽しみだな。

			「我が槍の錆となるがいい！」

			　そう叫んで、これ見よがしに槍を振り回すヒルデン。槍と言っているが、その形状は矛に近いだろう。突いても薙いでも使える重量武器だ。なるほど、かなりの威力がありそうだ。

			「ぬおおおお！」

			　ヒルデンは試合が始まると同時に、一気にコルベルトに突進していった。

			　先手必勝で、一撃で決めるつもりなのだろう。

			　確かにコルベルトよりもヒルデンの方がリーチは長いし、見たところ受けるための武器も持っていない。それに、小型の武器程度なら吹き飛ばす自信があるのだろう。

			　横薙ぎの一撃がコルベルトに向かって放たれる。ブオンという音が客席まで聞こえてくるほどの強烈な一撃だ。

			　しかし、その攻撃は虚しく空を切っていた。

			「ちっ！　おらおらおらぁ！」

			「はは。なかなか鋭いですなぁ」

			「ぬりゃああ！」

			「そうそう、もう少しで当たりそうですよ」

			　初撃をバックステップで躱されたヒルデンは、さらに踏み込んで槍を繰り出し続けた。突いて払って叩いて、荒々しい連続攻撃である。それこそ、この攻撃が全て当たればオーガでさえひき肉になるだろう。

			　コルベルトが紙一重でその攻撃を回避する度、観客から歓声が上がる。コルベルトは回避することで精一杯で、ヒルデンが押しているように見えるのだろう。

			　だが、両者の表情は真逆だ。

			　コルベルトは開始前と同じ涼しい顔のままで、ヒルデンの顔には段々と焦りの色が見え始める。

			　増ぞう上じょう慢まんに陥っているとしても、コルベルトがわざと紙一重で回避していることはわかるはずだ。明らかな力の差がなければ、このような真似はできない。

			　それを理解したヒルデンは、憤ふん懣まんやるかたない表情で叫ぶ。

			「このおおおおお！　冒険者如きがぁ！」

			「ふっ」

			「なぁっ！」

			　焦りのあまり雑になった大振りの一撃を、コルベルトが捌いてみせる。頭上から振り下ろされた槍の穂先に、自らの右肘を当てて真横に弾いたのだ。

			　紙一重で回避するどころの話ではない。もはや大人と子供ほどの実力差が両者の間になければ不可能な技である。

			　槍を弾いた動きを利用し、拳を構えるコルベルト。攻撃を完璧にいなされたヒルデンは、とっさに動くことができない。

			「騎士だとか冒険者だとか、下らんよ。強い奴は強い。それだけだ」

			　コルベルトは諭すように呟くと、ヒルデンに正拳突きを叩き込んだ。

			「おぶお！」

			　ドン！　という強烈な音が響き、ヒルデンの体が水平に吹き飛ばされる。圧倒的に小柄なコルベルトの攻撃が、重鎧を着込んだ大柄な騎士を吹き飛ばす様は異様だな。まあ、俺たちが言えた話ではないが。

			「出直してきなハナタレ坊主」

			「……ぐぅ……」

			　場外＆気絶。コルベルトの完勝であった。

			『うーむ、やっぱり強い』

			（ん。速い）

			『拳闘士としてはオーソドックスな立ち回りに見えたな』

			　相手の攻撃を受けることはせず、回避を主体に立ち回り、隙を見て拳を叩き込む。

			　どうやって攻撃を当てるか、それが重要になりそうだった。

			　なかなか面白い試合だったが、試合はまだまだ続く。

			　次はアマンダの試合である。

			「ここまで一撃の下に対戦相手を退けてきた、今大会の優勝候補！　鬼き子し母も神じんのアマンダに挑むのは、この男！　デカイ！　説明のいらぬその威圧感！　デカイは強いとは誰が言った言葉だったか！　その言葉を体現する男が登場だ！　ランクＣ冒険者、怪腕のシン！　戦闘力だけならランクＢを超えると言われるその力を見せつけることができるかぁぁぁ！」

			　試合場に現れた男性を見て、一際大きな歓声が上がる。

			　現れた男は確かに大きかった。

			　獣王の護衛であるゴドダルファも大きかったが、こいつはさらに大きい。その身長は三メートルを超えているだろう。しかも全身が筋肉に包まれており、本当にオーガか何かに見える。

			　種族は半獣人。親がゴドダルファの犀さい族ぞくのような、巨体を誇る種族なのだろう。

			　怪腕という異名に相応しく、腕は丸太のように太い。

			「ぶははは、細っこい女だ。俺の腕でひねり潰してやるよぉ？」

			「あら？　私に触れるつもり？」

			「ぶっはっはぁ！　どいつも最初はそう言うんだ！　デカくてもウスノロ相手ならどうとでもなるってなぁ！　だが、俺をただデカイだけの奴と同じと思うな？」

			　これは単なる自信過剰ではない。シンは硬化と再生スキル、さらには突進のスキルを持っており、ちょっとやそっとではその前進を止めることはできないだろう。高い生命力と防御力、それを生かして接近し、その巨腕に担がれた規格外の巨大ハンマーで一撃を食らわせる。それがシンの狙いだと思われた。

			　あのハンマー、一体どれくらい重いんだろうな。材質は鋼鉄製だが、引きずった跡がちょっとした溝になっている。排水溝くらいの深さはあるんじゃないか？

			　たとえランクＡ冒険者であろうとも、あれの直撃は避けねばならないだろう。

			　しかし、アマンダは余裕の笑みを崩さない。

			「ふーん？　それは楽しみね」

			「ぶほー！　お前はどんな悲鳴を上げてくれるんだ？　いい声を聞かせてくれよぉ。一回戦でひねり潰した女は、いーい声で啼ないてくれたぞ？」

			「はぁ……。私の相手ってこんなのばかりね……」

			　アマンダがそう呟き、鞭を取り出す。言葉は軽いが、その内に渦巻く苛立ちはかなりのものがありそうだ。まあ、あれだけゲスい言葉で挑発されて、黙ったままでいる女ではないだろう。

			「試合開始！」

			　両者が舞台に上がり、武器を構えたことを確認すると、実況が試合の開始を合図する。

			「ぐほほほほ！　その細っこい鞭で打ってみろよ！　俺の肉体には──」

			　ビシュ──ガイイイィィィン──ドォン！

			「あ？」

			　シンの間抜けな声。その手の中から、あの巨大なハンマーが消え去っていた。ほぼ同時に、鈍い破砕音と観客の悲鳴が上がる。

			　アマンダの鞭の一振りであっけなく吹き飛ばされたシンの巨大ハンマーが、客席の真下にある壁に突き刺さったのだ。超々重量級の鉄塊を、鞭の一発でこれほどの距離飛ばすとは……。底知れぬ威力だ。だが思い返してみれば、アマンダの鞭は巨人となったリンフォードを揺るがすほどの威力があった。むしろこの程度は全く本気ではないかもしれない。

			「……な、なな……！」

			「さて、何発耐えられるかしらね？」

			　目を剥いて驚いているシンに、アマンダの鞭が襲い掛かった。

			「がっ！　ぐぼぉ！　ぶほぁ！　ぐがぁ──」

			「ほらほらほらほらぁ！」

			　一〇秒後。闘技場の上には舞台に倒れ伏してピクピクと痙けい攣れんする、血ち達磨だるまの巨漢の姿があった。

			　アマンダはその場から動いてさえいない。一歩も動くことなく、ただ右手だけが残像が生まれるほどの速さで振られ続け、超高速の鞭の嵐を繰り出していた。

			　全方位から襲い掛かる鞭から逃れる術はなく、シンもまたその場から動くことさえできずに沈むこととなったのだ。

			「やっぱり、デカイだけのウスノロだったようね」

			　強い。それだけしか分からない戦いだった。

			（……やっぱりアマンダは凄い！）

			『ああ』

			　フランの闘争心に火が点いた──いや、元々火は点いていたな。闘争心に油が注がれたようなので、良しとしておこう。

			　その後、それなりに見どころがある試合が続き、本日最後の試合がやってくる。

			『エルザとジャクショウって奴の試合だな』

			　向こうのブロックからはアマンダが勝ち上がってくるとは思うが、エルザも無視できん。その試合はきっちり見ておかないといけないだろう。

			「さあ、登場したのは異国の剣士ジャクショウ！　東のカプル大陸よりもさらに東にあるという、ハガネ領国諸島より武者修行にやってきた、戦いに人生を捧げた男だ！」

			　ハガネ領国？　聞いたことがないが、どうやら極東にある島国であるらしい。しかもその出で立ちはどう考えても侍であった。こっちの世界に来て着流し風の服はいくつか見たが、ジャクショウの姿は完全な着流しの浪人スタイルであった。丈の長い羽織を肩にかけた細目細面の侍である。草木染の淡い緑の着物に、黒い羽織が中々洒落しゃれているな。

			『刀も、ちゃんとしっかりした刀じゃないか。攻撃力５００は無視できんぞ』

			　腰に下げた長刀は、魔剣ではないものの中々の攻撃力だ。刀鍛冶が鍛えた業物なのだろう。

			「切れ味抜群の刀を操り、一回戦で相手の剣を切り裂いた腕前は、決して侮ることができないぃ！　ウルムットの有名人、狂瀾怒濤のエルザごとその刀が切り落とすか！」

			　狂瀾怒濤のエルザ？　それが異名なのか？　うわー、ピッタリというか何というか、しっくりくる異名だぜ。特に狂瀾の部分が。

			「あらん？　なかなか素敵な殿方じゃない？」

			「……？」

			「うふ、その鋭い眼差しで見つめられたら、それだけで体が火照ってきちゃう」

			「し、失礼だが、貴殿は……男ではないのか？」

			「まあ、失礼ね！　乙女に向かってなんて質問するの？」

			「お、おお。これは申し訳ない……」

			　ジャクショウは悪い奴ではなさそうだ。ただ、そのせいで完全にエルザのペースに巻き込まれてしまったがな。可哀想に、集中力が乱れまくりだ。

			　しかし、そこは歴戦の侍。

			　試合開始の合図を聞いた瞬間、その身に纏う雰囲気が一変した。

			　エルザに対する戸惑いや困惑が一切消え去り、ただ倒すべき敵として向かい合っているのだろう。抜き身の刀のような鋭い闘気を立ち上らせ、刀を大上段に構えた。

			「……参る！」

			「あはん！　いいわよ！　どこからでも来なさい！」

			「っ！」

			　ああ、完全に消えてはいなかったらしい。

			「……きいえええええぇぇぇぇぇっ！」

			　漫画から得た知識だが、薩摩の示じ現げん流りゅうってやつだろうか？　いや、勿論こちらの世界では違う名前なのだろうが、俺が真っ先に思い出したのはその名前だった。

			　ジャクショウがドンという音が鳴るほどの力強い踏み込みから、刀を渾身の力で振り下ろす。

			　まさに全身全霊の一刀。エルザはあまりの速度に反応しきれていないのか、全く動かなかった。

			　ジャクショウの刀がエルザの肩に叩き込まれる。観客の多くが勝負ありと思っただろう。

			　しかし、エルザはやはりただ者ではなかった。

			　その凄まじい斬撃が、エルザの肩から体の半ばまでを切り裂くと誰もが幻視した中、刀は鎖骨の途中で止まってしまっていたのだ。

			「なっ……」

			「うふふ。つ・か・ま・え・た」

			　障壁スキルや筋肉鋼体スキルのおかげだけではない。斬撃が当たる瞬間に分厚い筋肉を締めるという高等技術も駆使し、斬撃を肩で受け止めてみせたのだ。ジャクショウは慌てて刀を抜こうとするが、エルザの筋肉にガッチリと咥え込まれた刀を抜くことができない。

			　そのままエルザの剛腕に捕らえられたジャクショウは、関節技に固められ、ギブアップを宣言するのだった。

			　まあ、どう見てもエルザがお楽しみの図だったが。

			　精気を吸い取られたかのようなジャクショウと、お肌テッカテカのエルザの対比が恐ろし過ぎる。

			『……エルザとやる時は接近戦だけは気を付けような』

			（ん。強い）

			『いや、それだけじゃなく……。まあいいいや。とにかく、捕まることだけは避けるんだ』

			「ん！」

			


			　クルス戦から二日。あっと言う間に三回戦の日を迎えた。

			　対戦相手は当初の予定通りコルベルトだ。予想していたが、いざ対戦するとなると緊張するぜ。

			　だがフランは落ち着いた様子で、俺が教えた座禅を組んで精神統一をしていた。いや、俺も詳しい座禅作法とか、やり方を知っているわけじゃないけどね。何となく雰囲気っていうの？　目を瞑つぶって、静かに集中する方法として、座禅ぽいことを教えてやったらフランは思いのほか気に入ったようだった。

			　一〇分以上、座禅の形で目を瞑っている。傍らのウルシも邪魔をしないようにか、大人しく寝そべっていた。

			「ぐー……」

			『って寝てるんかーい！』

			「はっ！」

			『フラン、寝るんなら横になった方がいいと思うぞ？』

			「うっかり」

			　まあ、緊張はしてないってことは分かった。

			　それにしても、今回はゴドダルファも少し時間をかけたらしいな。瞬殺だったら部屋に入った直後に呼ばれたはずだし。

			　そこからさらに五分後。ようやく係員がフランを呼びに来た。

			「フラン様、試合会場にお越しください」

			「ん！」

			　フランはソファ代わりに寄りかかっていたウルシを最後にワシャワシャと撫でると、勢いよく立ち上がった。そして、わずかな闘気をにじませながら、ニッと笑う。

			「行こう」

			　入れ込み過ぎでもなく、落ち着き過ぎているわけでもない。万全の状態だ。

			（師匠、今日は本気でやる）

			『最初から俺も行くか？』

			（ん。開幕から決めるつもりで飛ばす）

			　フランにしては珍しい。様子見もなく、試合開始から本気でやるつもりらしい。

			　ただ、俺も賛成だ。普段のフランもそうだが、戦闘好きな人間は最初に様子見をする傾向がある。相手の力を観察し、力を見せる価値がある相手か見極めているんだろう。

			　それが隙でもあった。

			　コルベルトもご多分に漏れず、その傾向がある。

			　獣王に話を聞くために絶対に負けられない以上、その隙を突こうというのだ。

			　それに、獣王への不安が取り除かれた今、本当に本気を出しても構わなくなった。獣王に目を付けられて、敵対する恐れは限りなく低くなったからな。

			　すでに歩きなれた通路を通り、試合場に出る。

			　二回戦以上の歓声と熱気がフランを出迎えた。観客たちのボルテージは前の試合のおかげで最高潮であるようだ。よく会場を暖めるという言葉があるが、まさにその状態である。

			「さあ、登場したのは一回戦、二回戦と下馬評を覆し、圧倒的な力で勝ち上がってきた超新星、黒猫族のフランだー！　その快進撃はどこまで続くのか！」

			　まだコルベルトは現れていないようだ。先にフランが紹介され、ゴウゥッという歓声が闘技場を包み込む。

			　こうやって聞いてみると、色々な声援があるな。一、二回戦でフランの対戦相手に賭けたせいで損をした者たちからの怒号。可愛らしいフランを応援してくれている黄色い声援。さらに、フランを応援する冒険者たちの声。

			　ちょっと驚いたが、その姿を見て納得した。エルザの舎弟たちだったのだ。多分エルザにフランを応援するように命令されているんだろう。何にしても冒険者の集団が、少女であるフランをだみ声で応援する姿はちょっと異様だな。周りのお客さんたちもちょっと引いているぞ。

			　ただ、フランは彼らを見て軽くはにかんだ。満更でもないらしい。

			　そんな可愛らしいフランの姿を見た観客から、さらに声援が飛んだ。うんうん、うちのフランは人気者だね。

			　直後、フランが登場した時と同じような大きな声援が客席から上がる。

			「さあ！　次に現れたのは、魔剣少女に勝るとも劣らない人気者！　名だたる豪傑をその拳で薙ぎ倒してきたランクＢ冒険者！　鉄爪のコルベルト！」

			　コルベルトの能力を鑑定してみるが、やはり以前と変わらんな。ただ、このステータスはデミトリス流に伝わる秘宝によって、一部が偽装されているはずだ。信用できない。

			「よう嬢ちゃん、やはり勝ち上がってきたな」

			「ん。コルベルトも」

			「はっはっは。これでもランクＢ冒険者なんでな。格下には負けらんねーよ」

			「私にも？」

			「俺は嬢ちゃんを格下だとは思ってねーが……。世間体ってもんがあるからな」

			「私も負けられない理由がある」

			「俺もだ」

			　バチバチと互いの視線がぶつかり合う。火花こそ散らないが、二人の闘気がぶつかり合って試合場を強い圧迫感が包んでいる。

			　いつしか観客の声も静まり、固唾を呑んでフランとコルベルトを見つめていた。

			「では──決勝トーナメント三回戦、第二試合開始！」

			「じゃあ、行くぜ──」

			　予想通り、コルベルトは様子見のつもりか軽く構えた。

			　手を抜いているのではなく、後の先でも十分に対応できるという自信なのだろう。

			　だが、俺たちは最初からギアマックスだ。瞬殺しちまっても恨むなよ！

			『ストーン・ウォール！　ファイア・ウォール！　ウィンド・ウォール！』

			　俺が同時に三つの魔術を発動する。石と火と風の壁によって生み出されたのは、フランとコルベルトを結ぶトンネルのような細長い通路だ。

			「ちぃ！」

			　コルベルトの反応は速く、とっさに天井を砕いて脱出を図るが、俺たちの方が早い。

			「インフェルノ・バースト」

			『インフェルノ・バースト』

			　火炎魔術の同時発動。逃げ場のない炎がトンネルを満たし、コルベルトに襲い掛かった。石壁はその凄まじい熱でドロドロに溶けてしまうが、内側に生み出していた炎と風の壁が僅わずかな間熱を遮断してくれたおかげで、トンネルが熱で崩壊するのを数秒間は防いでくれる。

			　コルベルトの逃げ道を塞ぐと共に、炎を狭い空間に集中させて威力を上げる一石二鳥の作戦だ。

			　今までコルベルトがいた場所を、真っ赤な火炎の奔流が飲み込む。

			　だが俺たちは油断しない。

			　ランクＢ冒険者のコルベルトがこの程度で仕留められるわけがないと、ある意味その強さを信頼しているからだ。

			　だからこそ、追い討ちをかけた。

			「ウィンド・ブリット！」

			『ストーン・バレット』

			　炎と煙で姿は見えないが、確かにコルベルトの気配は残っている。そこに向かって魔術を放つ。だが、この風と石の散弾は動きを止めるための牽制だ。

			　本命は次である。

			「はぁぁぁぁ！」

			『行くぜぇ！』

			　久しぶりの念動カタパルトアタックだった。

			　狭い舞台の上では距離が近過ぎるため最高速には到達できないが、それでも十分に速い。コルベルトといえど無傷で躱すのは難しいはずだ。

			　そう考えていたんだが。

			「ぬりゃぁぁぁっ！」

			『おわぁっ！』

			　コルベルトの胴体に直撃するその直前、俺は魔力を纏った拳に腹をぶん殴られてしまっていた。

			　このままだと軌道をズラされ、明後日の方向へ飛んで行ってしまうだろう。

			　止めのつもりで念動カタパルトを放ったのに、まさかあっさり対応されるとは。

			　そもそもコルベルトは衣服が多少焦げているが、あれだけの魔術を叩き込まれたのにダメージは大したことなさそうだった。

			　やはりコルベルトは危険だ。本当に本気になられる前に、ここで決める。

			　俺は風魔術と念動で急制動をかけると、形態変形で自らの刀身をハリネズミのような姿に変形させる。同時に属性剣を発動させた。

			　纏うのは雷だ。

			「なぁにぃぃ！」

			　まさか剣が急にその場に止まり、形を変えるなんて思いもよらなかったのだろう。コルベルトは驚きの声を上げている。

			　こいつ、どんな防御力をしていやがる！　鉄くらいはあっさり貫くはずの針が、コルベルトの皮膚に阻まれてしまっていた。だが、属性剣・雷鳴の効果によりその全身を雷撃が襲っている。

			「ぐががががぁぁ！」

			　全身から電光を発しながら、悲鳴を上げるコルベルト。

			　よし、雷鳴は効いているな。

			「スタン・ボルト！」

			　それを見たフランが、雷鳴魔術で追い討ちをかけた。いい手だぞ！

			　更なる電撃でコルベルトの全身がスパークする。

			「ぐっ……！」

			「とどめ！　ゲイル・ハザード！」

			　最後にフランが放ったのは風魔術だ。接近せず遠距離で勝つつもりなんだろう。

			　クルス戦でも感じたが、どんな状態からでも最後の力を振り絞った一発逆転狙いの攻撃は怖いからな。

			　風魔術によって二〇メートル以上吹き飛ばされ、観客席に向かって落下していくコルベルト。

			　フランは警戒を解かず、その行方を見つめる。何らかの方法で持ち直した際、魔術で追い討ちをかけられるように。

			　そうやって警戒していたんだが……。

			「む」

			『今のは……転移の羽か？』

			　突如としてコルベルトの姿が消えた。転移したのは分かったが、どこに行った？

			　慌てて舞台を見回すが、コルベルトの姿はない。

			「上」

			『空か！』

			　いち早くフランが気づいたコルベルトの転移先、それは舞台の遥か上空であった。落下することさえ気にしなければ、相手の追撃も防げるし、距離も取れるいい退避場所だろう。使い捨ての転移アイテムの使い道としては、良い選択だ

			　とはいえ、地面に下りるまでの間、相手の的になりかねないというデメリットもあるが。

			　そして、フランは遠距離攻撃の手段が豊富だ。

			「ん！」

			　落下してくるコルベルトに向けて魔術を放とうと、フランが再び狙いを付けた。

			　高空から落ちてくるコルベルトに対して、魔術を放つ。威力よりも飛距離と速さを優先した風魔術だ。同時に俺は火炎魔術を撃った。風魔術の目くらましになると共に、上手く当てればそれで試合も決まる。

			　これで撃ち落とす。もしくは場外に叩き落とす！

			　だが、それはさすがに虫が良過ぎたらしい。

			　俺たちの魔術はコルベルトに当たる直前、彼の振るった拳によって雲散霧消させられていた。

			『拳に魔力を集中させているのか！』

			　そして、コルベルトは突如空中で加速し、フランに迫ってくる。気を放出した勢いで、空中跳躍に近い機動を可能にしたようだ。

			「はぁぁぁ！　らぁっ！」

			　直後、コルベルトは遠距離から拳を数度振るう。すると、その拳から無数の気弾が放たれ、フランに襲い掛かってきた。

			　一発一発の威力はそれほどでもないが、数が多い。フランは広範囲魔術で一気に対応した。

			　火炎の波が壁のように空間を焼き払い、コルベルトの気弾を相殺していく。

			　だが、ここまでがコルベルトの予想通りなのだろう。フランの攻撃を止め、舞台に下り立つための隙を生むことが目的だったらしい。

			　コルベルトは無事舞台に戻ると、隙のない構えでフランを睨みつけた。フランも俺を構えたままでコルベルトと睨み合っている。

			「ふぅ。いきなり決めに来るとは、せっかちだな」

			「隙があったから狙っただけ」

			「言うね～。まさかこれほどの魔法戦士だったとはな。素直に驚いたぜ。隠してたのか？」

			「そっちこそ、急に魔力が増えた？」

			　そう、フランが言う通りコルベルトが纏う魔力が急激に上昇していた。

			


			　　名称：コルベルト　年齢：38歳

			　　種族：人間

			　　職業：鋼拳士

			　　Lv：41／99

			　　生命：３８１／５０８　魔力：３３０／４５２　腕力：２９９　敏捷：２５３

			　　スキル：解体４、格闘技６、格闘術６、危機察知３、拳聖術２、拳闘技９、拳闘術10、硬気功４、剛力８、瞬発９、水泳４、生活魔術３、大海耐性２、投擲４、デミトリス流武技８、デミトリス流武術８、物理障壁４、魔力放出５、眠気耐性３、麻痺耐性４、料理３、鷹の目、ビーストキラー、分割思考、気力操作

			　　固有スキル：鋼拳

			　　称号：熊殺し、虎殺し

			　　装備：水竜革のグローブ、老水虎の拳法着、老水虎の拳法靴、赤兜熊のバンダナ、赤兜熊の外套、痛覚鈍化の腕輪、衝撃耐性の腕輪

			


			　これは封印を解除したか？　ステータスが大幅に上昇し、デミトリス流、物理障壁、魔力放出、分割思考のスキルが増え、剛力、瞬発のレベルが上がっている。それにしてもステータスの上昇が半端ないな。生命、魔力は１００以上、腕力、敏捷も50ずつ上昇している。

			　そこにデミトリス流スキルだ。もう別人と思った方が良いかもしれない。

			『封印を解いたぞ。気を付けろ』

			「封印を解いた？」

			「……気づかれたか」

			　どうやら不本意らしい。表情を歪めて、ため息をついている。まあ、私欲のために封印を解放するのは御法度らしいからな。確か破門とか言ってなかったか？　これは少しつついてみるか。

			『フラン、俺の言う通りに喋れ』

			「ん」

			　多少でも動揺を誘えれば儲けもんだ。

			「私欲のために、封印を解除したら破門？」

			「……そうなる時もあるな？」

			「じゃあ、コルベルトも破門？」

			「……かもしれん」

			　明らかに顔が引きつったぞ。

			「どうして封印を解除した？」

			　フランの言葉に、コルベルトは渋面を作って何やら葛藤しているようだったが、すぐに頭を振ってフランを見つめ返す。

			「確かに俺は破門かもしれん。だが、そんな下らんことよりも、大事なことがある！」

			　コルベルトがそう叫び、再び構えを取る。

			「大事なこと？」

			「簡単なことだよ。デミトリス流の誇りだ」

			　覚悟を決めた顔で、なんか格好良さげに言ってるな。しかし、誇りねぇ？

			「子供相手になりふり構わず封印を解いて本気を出すのは、誇りある行動なの？」

			「うっ」

			　ふふん、動揺してる動揺してる。

			「誇り？」

			「……そりゃあすまなかった。ちょっと格好つけ過ぎた」

			「そうだね」

			「ぐっ……そうだよな、この期に及んで何綺麗ごと言ってるんだって感じだよな」

			　あれ？　ちょっとつつき過ぎたか？　開き直っちまったかもしれん。

			「すまないな。そうだ、誇りでも何でもない。俺の個人的な都合だ。俺が憧れ続けたデミトリス流が、ランクＣ冒険者相手にあっさりと負けるなんざ許されん。いや、俺が許せねー。なぜならデミトリス流は最強なんだ」

			　コルベルトから放出されていた魔力が方向性を持って彼の全身を包み始めた。濃密な魔力がまるで鎧のようだ。

			「俺のせいでデミトリス流が弱いと思われるのは我慢ならないんだよ！　たとえ破門されようともな！」

			　それだけ思い入れがあるってことか。まあ、この展開も想定済みだ。フランにも動揺はない。

			「そう」

			　むしろ楽しげである。勝たなくてはいけない試合だとわかっていても、やはり強者との戦いには胸躍るものがあるのだろう。

			「ゲイル・ハザード！」

			　フランは足止めに広範囲魔術を放つと、コルベルトに向かって突進した。強くなったと言っても、拳聖術のレベルは変わっていない。単純なせめぎ合いであればフランがまだ有利なはずだ。

			　注意しなくてはならないのはやはりデミトリス流だろう。

			　そう警戒していたはずなんだが……。

			「はあああ！」

			「デミトリス流武技・阿あ修しゅ羅ら！」

			「っ！」

			　なんと、コルベルトの肩口から生えた三本目の腕が、フランの攻撃を受け止めていた。

			　凝縮した魔力を腕のように扱う技があるようで、今のコルベルトは武技の名前の通り、阿修羅のような新たな四本の腕を生やしているように見える。

			　しかも、属性剣を纏った俺を無傷で受け止めるとは……。

			　想像以上の強度である。

			「おらぁ！」

			「くっ！」

			　カウンターで放たれた拳がフランを吹き飛ばした。

			　攻撃を受けてからのカウンター。二回戦のクルスと似た戦法だが、コルベルトの方が数段厄介だ。

			　防御力も攻撃力も遥かに上だからな。

			　何とか俺で受けたおかげで直撃はないのだが、耐久値がかなり持っていかれた。直撃すればかなりのダメージだろう。

			「いくぜぇ！」

			「はぁぁ！」

			　武術の腕前で言えばフランが上なのだが、コルベルトの手数の多さは異常だ。

			　小回りの利く六本の腕を次々と繰り出し、フランの攻撃を捌いている。しかも魔力の腕が傷ついてもコルベルト本人にダメージはなく、魔力を注げばすぐに修復されてしまうため、優秀な盾であった。

			　しかもその優秀な盾は、優秀な武器でもあるのだ。まるで腕のように見えるのに、関節を無視した動きをするうえ、急に伸びたりもしてくる。それを操るのが拳聖術を持つコルベルトだ。

			　元々手数の多さで攻める格闘術だが、腕が増えたことでその攻撃の物量は倍以上となっていた。

			「らぁぁ！」

			「ふぐっ！」

			　ついに繰り出された拳が直撃し、フランの肺腑を抉えぐる。

			『グレーター・ヒール！』

			　ダメージはすぐに回復させたが、鈍った動きが一瞬で回復するわけもない。

			　その一瞬の間のせいで、コルベルトの攻撃が勢いを増していた。激しいラッシュが始まる。

			　そんな攻防の中の、一瞬の隙であった。

			「もらったぁぁ！」

			『何！』

			　魔力腕によって俺の刀身が掴まれてしまう。しかも、掴んだ後は刀身を覆うように纏わりつかれ、ガッチリと挟み込まれてしまった。

			　念動を使ってすぐに脱出できたが、わずかな間動きを封じられてしまったことは確かだ。こういう小さな積み重ねにより、攻防の天秤がコルベルトに傾きつつあった。

			　それでもフランは連続での直撃を避け、応戦さえしていたんだが、その顔は微かに歪んでいる。

			　以前エルザが言っていた、気を相手に流し込んで内部から破壊する浸しん透とう剄けいに似た攻撃。なんとコルベルトの攻撃は全てがその浸透剄だったのだ。

			　俺で受けても刀身を伝わった衝撃で手が痛み、掠っただけでも内部にダメージが通ってしまう。障壁を展開しているんだが、それすら貫通してくる始末だった。

			　フランが我慢強いといっても、これ以上は危険だ。

			『フラン、コルベルトの攻撃は普通じゃ防げない。やはり物理耐性に自己進化ポイントを振ろう』

			（ん。分かった！）

			　事前に話し合っていた作戦を最終確認する。そして俺は物理攻撃耐性に18ポイントを振り分けた。

			　そう、俺たちはこの武闘大会のためにでき得る限りの準備をしてきたのだ。

			　相当な無茶をしたが、俺はランクアップに成功していた。ポイントをかなり温存してある。これがあれば、相手に合わせて様々なスキルをレベルアップさせられるだろう。まあ、最強の後出しジャンケンだな。

			　〈物理攻撃耐性がレベルＭａｘに達しました。物理攻撃無効に進化します〉

			　うーむ。予想通り無効化スキルをゲットしちまったか……。まあ、しょうがないな。

			　それに、これでこの試合は圧倒的有利になったのは確かなのだ。

			『行けフラン！』

			「ん！」

			「何だ急に！」

			　自分の攻撃が全く効いていないかの如く、急に前に踏み出してきたフランにコルベルトが目を見開く。当然コルベルトは攻撃を繰り出し続けている。だが、フランは突然防御を止め、その攻撃を小さい体で真正面から全て受けたのだ。

			　一瞬捨て身の行動に出たかのように見えるが、フランにはダメージが全く入っていなかった。物理攻撃無効のおかげである。

			　一見、これで無敵になったかのように思える。だが、俺の頭の中は焦りが支配していた。

			『ちっ、ルミナに警告された通りだ！　無効スキルは消費がヤバイ！』

			　物理攻撃無効スキルを得てからのほんの一瞬の攻防で、すでに魔力を１０００以上消費してしまっていた。無効化するというのは、それだけ消費が大きいのだ。

			　そのことについては大会前、ルミナに会いに行った際に忠告を受けていた。

			


			　それは数日前のことだ。

			「師匠よ。主のスキル吸収能力は強力だが、気を付けねばならんこともあるな」

			『どんなことだ？』

			「例えば無効化スキルだな。魔獣の中には稀に持つ者もいるが、それを得た時には十分注意せよ」

			「なんで？」

			「無効化スキルは消費が極端に大きいのだよ。しかも自動で発動してしまうため、消費を抑えることも難しい。それ故、場所や敵によってはあっと言う間に魔力が枯渇するぞ」

			　なるほどね。例えば火に包まれた場所で火炎無効を使ってたら、すぐに魔力を使い果たすだろう。

			　そんな中で、ルミナが特に気を付けろと言っていたのが物理攻撃無効だった。このスキルは、普通であれば霊体や気体系の体を持つ魔獣が所持するスキルらしい。それを普通の肉体を持つものが持った際、どのようなことになるのかルミナにも想像ができないんだとか。下手したら、歩く度に発動とかいうことにもなりかねない。

			　無効化スキルに関しての注意はもう一つあった。それは無効を無効にするスキルの存在だ。

			　神が定めたこの世界の理において、無効スキルよりも上位の理で動くスキルがある。貫通属性の付いたスキルや、神炎などの神の力を持ったスキルなどがそれにあたるらしい。

			　ルミナは煌炎剣イグニスが神炎というスキルで、火炎無効を持つ相手を焼き殺すところを目撃したことがあるという。そして、獣王の持つ固有スキル『金きん炎えん絶ぜっ火か』は、そういった上位スキルに近い性質がある可能性があった。

			「我の試練を乗り越え、フランはさらに強くなった。だが、それでも世には強者が溢れている」

			「ん」

			「努ゆめ々ゆめ、無効スキルがあるからと言って油断せぬことだ」

			「わかった」

			　ただ、俺たちはスキルの着脱ができるからな。必要な時にだけ付けるようにすれば何とかなるだろう。無効スキルはそれでも十分強力だからな。

			


			『まあ、コルベルトの激しい攻撃を受けている今の時点では外すことができないけど！』

			　せめての対策として完全障壁というスキルを発動している。これは事前に物理障壁スキルにポイントを振ってレベルをマックスにしたことで、魔力障壁、物理障壁が統合されて生み出された上位スキルだ。完全障壁という名前だから攻撃を無効化してくれるのかと思ったが、物理、魔力双方に対応できるという意味での完全という名前だったらしい。

			　このスキルを使うことで、コルベルトの攻撃の威力を弱め、物理攻撃無効が発動する際の魔力をできるだけ抑えようとはしているんだが、上手くいっているとは言い難かった。

			『フラン、とっとと決めるぞ！』

			「ん！」

			　フランが一撃必殺を狙い、俺を大上段に構える。それが大きな隙を生んでいた。当然、コルベルトが見逃すはずもない。

			「デミトリス流秘儀・体たい崩ほう腑ふ壊かい！」

			　魔力が乗ったうえに強いひねりの加えられた正拳突きがフランの胴体を直撃する。だが、フランは顔色一つ変えなかった。

			「くそっ！　効いてないのかよっ！」

			　そう。効いていないのだ。ただ、今の一撃だけで１０００近い魔力を失った。物理攻撃無効がなかったら、どれだけ恐ろしい攻撃だったのだろうか。やはりコルベルトは侮れない。

			　しかし、もうこちらの準備は整った。今度はこちらが攻撃する番だ！

			「ん！」

			　フランは大きく飛び上がった。そして、真上から渾身の一撃を繰り出す。

			　俺とフランの属性剣二重発動。そして振動剣、魔毒牙、重量増加からの空気抜刀術だ。剣王術により刀の扱いが完璧になったフランの空気抜刀術は、格段に鋭さが増している。

			　勿論、いくら速くともこんな真正面からの攻撃、コルベルトなら簡単に躱せるだろう。

			　だが、俺が逃がさない。念動と風魔術でコルベルトの体を左右から押さえつけて身動きを封じていた。勿論コルベルトであればすぐに振り払えるだろうが、フランには一瞬の隙で十分なのだ。コルベルトはそれでも魔力腕を振りかざして盾にしようとしたのだが──。

			「はあぁぁぁぁっ！」

			「ぐぼぁぁ！」

			　盾にするように前に突き出された二本の魔力腕を全て断ち切り、コルベルトの左肩から腰近くまでを深々と縦に斬り裂いていた。

			　腕こそ千切れてはいない。だが、内臓──特に肺へのダメージは深刻だろう。しかも属性剣・火炎によって傷が焼け爛ただれ、異臭と共に煙を上げていた。当然、斬られた肺なども消し炭になっている。

			　だが、これで決まったと油断するのは早計だろう。

			　コルベルトほどの強者であれば、この状態からでも起死回生の一手を打ってくるかもしれない。そして、俺たちは物理攻撃無効のせいで魔力が限界に達しようとしている。

			『手を休めるな！』

			「ん！」

			　俺を腰だめに構え直したフランが、今度は横一文字に俺を薙ぐ。

			　ただの横薙ぎではなく。空気抜刀術の鋭い一撃だ。

			　驚いたのは、深手を負った状態でコルベルトが回避行動を取ったことだった。後ろに跳んで、抜刀術を躱そうとしている。しかも渾身の魔力を込めて残った魔力腕を伸ばしてきていた。

			　手の平に魔力が集まっているのが感じられる。明らかに攻撃だろう。

			　これを無効化したら、魔力が本当に限界だ。

			　これで決めないとまずい！

			　俺はとっさに自らの刀身を変形させて伸ばした。

			「躱しきれ──」

			『とどけぇぇぇぇー！』

			「ぐがっ！」

			　魔力腕がフランに届くのとほぼ同時に、伸ばした俺の切先がコルベルトの胴体を抉っていた。コルベルトの腹が切り裂かれ、真っ赤な血液が噴き出してフランの顔を汚す。

			　その直後、ダメージによってコルベルトの集中が切れたせいなのか、フランに届きかけていた魔力の腕が消え去っていた。

			「く──そ──」

			　コルベルトは悔しげに呻き、膝から崩れ落ちる。そして、そのまま前のめりに倒れ伏した。

			　全身が弛し緩かんし、ピクリとも動かない。

			　激しい出血で、舞台はあっと言う間に血の海だ。しかも腹の傷からは内臓が零こぼれ落ち、魔毒状態も併発している。

			　これはヤバイな。だが、最後にコルベルトの攻撃を無力化したせいで俺たちにはヒールを使う魔力も残っていなかった。だが、そこはさすがにギルドが協賛しているだけある。

			　試合終了が宣言された直後には治癒術師が駆け込んできて、コルベルトを癒し始めていた。

			　解毒と治癒を繰り返し行うだけではなく、薬も同時に処方する腕前は完全に玄人のものだ。治癒専門の術者なのだろう。

			　そして、再度フランの勝利が宣言され、会場が大歓声に包まれた。

			「決まった決まった決まったぁぁぁ！　なんと大番狂わせだぁ！　勝者は、魔剣少女フラン！　これは今大会最大のダークホースとなりそうだぁ！　次は金剛壁のゴドダルファとの対戦だが、再び波乱を巻き起こせるか！　もう目が離せなあぁぁーい！」

			　舞台を下りながら、フランが横目でコルベルトを気にしている。

			（だいじょぶかな？）

			『あれなら助かる。問題ないさ』

			（ん。ならいい。また戦いたいから）

			　ああ、そっちの心配か。

			　あれでランクＢ冒険者だし、まず死んだり後遺症が残ることはないだろう。ただそれでも、俺たちは一応見舞いに行くことにした。

			　係員の人に場所を聞き、コルベルトが担ぎ込まれたという医務室へと向かう。

			　中に入ると、柔らかそうな上等のベッドにコルベルトが寝かされていた。治癒魔術師が傷を癒したが、体力はまだ回復しておらず、ベッドから起き上がることができないようだ。

			「コルベルト、調子はどう？」

			「嬢ちゃんか……。死に損なったみたいだな」

			「危なかったって」

			「はは、負けたぜ。まさか封印解除してまで負けるとはな……ぐっ！」

			　コルベルトが頭を押さえて呻いた。

			「平気？」

			「ああ……。無理をし過ぎたみたいだな。阿修羅を使った後はいつもこうだ」

			　阿修羅っていうのは、魔力の腕を生み出したあの技だ。多分、反応速度や視野も広がっていただろう。剣王術を得たフランとせめぎ合えたのも、地味に感覚系が強化されていたおかげなはずだ。

			　そのうえで六本の腕を完璧に操っていた。脳に相当な負担がかかっていたはずだった。魔術を同時起動しようとして頭痛を訴えていたフランと同じ症状である。

			「強かったぜ。今まで戦った中じゃ一番だ」

			「ありがとう」

			「次は強敵だが、お前ならやれる。俺の分まで勝ち上がってくれよ」

			「勿論」

			　次に当たるゴドダルファのことを想像したのだろう。

			　フランが闘気をにじませながらニヤリと微笑んだ。

			　普通の人間ならこれだけで怯えてもおかしくはないが、コルベルトはむしろ満足げに笑っている。

			「いい気合だ」

			「ん！」

			　その後は軽く雑談をして、医務室を後にした。コルベルトはまだ本調子じゃないようだし、これ以上は負担になるだろうからな。

			　フランが医務室を出ると、わずかにコルベルトの声が聞こえてくる。

			「あー、やべー！　頭に血が上り過ぎた！　破門かな～！　破門だよな～！　だってあの師匠だもんな～……！」

			　頭を抱えている姿が浮かんでくるようだ。

			　ただ、フランがいなくなるまでは気丈に振る舞っていたことからも、フランに情けない姿を見せたくはなかったんだろう。武士の情けだ。聞かなかったことにしてやるか。

			『ご愁傷さま』

			「ん？」

			『いや、何でもない。行こう』

			　医務室を後にした俺たちは、客席に来ていた。明日勝てばその後対戦する可能性があるし、そうでなくとも勉強になるからな。

			　トーナメントが進み、今日は八試合しかない。俺たちが二試合目だったので、あと六試合残っている計算だ。

			　試合場ではすでに第三試合が終わろうとしていた。アマンダがほとんど瞬殺で試合を終えたらしい。

			「全然見られなかった」

			『まあ、しかたねーよ。次の試合はエルザだぞ』

			　相手はランクＣ冒険者らしい。手数で勝負する技巧派の槍使いだとか。これは見逃せないな。

			　ただ、満員御礼なため座れる場所がない。どうするか……。土魔術で即席の椅子でも作っちまうか？　悩んでいたら、いきなり隣から声をかけられた。

			「なあ、あんた魔剣少女のフランか？」

			「ん？」

			　話しかけてきたのは、椅子に座って試合を観戦していた初老の男性だ。片手に串焼き、片手にワインのボトルを持っている。いいご身分だな。

			　フランは外套を被っているが、顔を全部隠しているわけでもないし、さすがにもう気づかれてしまうか。しかも今回は相手が座っているせいで、下から外套の中を見上げるような形だしな。

			　男性は興奮した様子でフランを見つめている。

			「や、やっぱりだ！　もしかして他の選手の試合を見に来たのか？」

			「ん」

			「じゃ、じゃあ、この席使ってくれよ」

			「いいの？」

			「ああ、あんたのおかげで予選からずっと大儲けさせてもらったからな。今月は仕事しなくてもいいくらいだ！」

			　それは稼いだな。しかも予選からずっとフランに賭けてくれているらしい。応援半分、大穴狙い半分なのだろうが、フランの応援をしてくれていることは確かだ。ありがたいね。

			「その代わり握手してくれよ。皆に自慢するから！」

			「わかった」

			「いやー、明日も応援してるから、頑張ってくれよな！」

			「ん」

			　ということで、フランは合法的に席を手に入れたのだった。男性はフランに握手してもらい、ホクホク顔で去っていく。どっかで立ち見をするんだとか。

			『ラッキーだったな』

			（ん）

			　フランが席に座ると、ちょうどエルザの試合が始まった。

			　前評判通り、相手の動きは悪くない。決してエルザの間合いには入り込まず、間合いの外から槍でチクチクと攻撃している。ただ、軽い攻撃ではエルザの防御を突破することは難しいようだな。全く意に介した様子がなく、エルザは槍使いに突進している。

			　それでも速さで上回る槍使いはエルザの攻撃を回避しているのだが、一発で舞台に穴を穿つその破壊力に、肝を冷やしているようだ。次第に動きに精彩を欠いてきた。体力よりも、精神が削られているんだろうな。

			　ダメージを与えられず、向こうの攻撃は一撃必殺。俺たちにもこういう経験はあるが、これがキツイのだ。どこかで前に出て、攻撃力重視のスタイルにシフトしなくては勝ち目がないが、凶悪なメイスが目の前を通り過ぎる度に男が躊躇しているのが分かる。

			　だが、意を決した槍使いが本日最高の速度でエルザに向かって突っ込んだ。

			　体スレスレの状態でなんとかメイスを躱した直後、体勢が崩れ気味のエルザの胸に渾身の武技を繰り出す。

			　回転する槍が無防備なエルザの胸板を貫くかと思われたその時、会場に大きなどよめきが起きた。

			　なんと、槍がエルザの体を貫くことがなく、皮膚で止まってしまっていたのだ。この前のジャクショウ戦でもそうだったが、あの硬さは反則だろう。

			　その後は悲惨な結末である。エルザにがっしり捕まえられ、ネットリとした寝技によってジワジワと体力を削られ、最後は息も絶え絶えの状態で降参を宣言したのだった。ジャクショウよりもこの槍使いの方が好みだったらしい。

			『ああはなりたくないな』

			「でも、接近してくれればチャンスになる」

			『まあ、そうだが……』

			　エルザとフランの寝技勝負？　ないわー。いや、俺が絶対にさせん。

			『やっぱり接近戦。特に寝技はダメだ』

			「ん、危険」

			『色々な意味でな』

			「？」

			　その後の試合は、ほとんど見るべきところがなかった。何せほぼ瞬殺なのだ。

			　第四戦のフォールンドなど、五秒もかからなかっただろう。そのせいで観客からブーイングが起きたほどだ。

			　第五戦のフィリップ・クライストンはかなり激しい戦いだったが、その戦いぶりはバルボラで見た戦いとそう変わらなかった。新鮮味は全くないな。まあ、硬くて速くて強い。隙がないことは確かだった。

			　第六、七戦目のフェルムス、ロイスは一分も戦わなかった。どちらも全力を出さずに、力の片へん鱗りんさえ感じられなかっただろう。まあ、強いということだけは分かったか。

			　三回戦まで進んで、出場者は強者ばかりになってきたというのに……。やはりランクＡ冒険者は格が違うというか、化け物揃いなのであった。

			『俺たちの明日の相手も、その化け物の一人なんだがな』

			「勿論勝つ」

			『ああ、俺だってそのつもりだ』

			


			　試合観戦を終えた俺たちは、宿に戻らずダンジョンにやってきていた。

			　新たに手に入れたスキルのテストと、ゴドダルファ戦のシミュレーションを行うためだ。

			　雑魚魔獣を相手に、物理攻撃無効を試してみる。

			『やっぱ消費がえげつないな』

			　雑魚の軽い攻撃でも平気で１００や２００は魔力が減っていた。

			　さすがに歩く程度で発動はしないが、戦闘中などには攻撃を受けていなくてもガンガン魔力が消費されていく。魔獣を切った時の反動や、魔獣の攻撃を俺で受けた時の衝撃などでも物理攻撃無効が働いてしまうらしい。気づくと魔力を半分失っていた。

			　ただ、強い。障壁などと違う利点は、衝撃や慣性さえ無効にすることだ。遥かに巨大なオーガに殴られたとしても、フランはその場から微動だにしなかった。そのおかげで相手の牽制なども全て無視できる。剣で斬られようが、ハンマーで殴られようが、影響が全くないのだ。

			　普段は障壁、いざという時には物理攻撃無効という感じだろうな。

			『さて、スキルの確認はこれでいい。次はゴドダルファ戦の対策だな』

			　基本的には、物理攻撃無効を主軸にすることになるだろう。ダンジョンなどの、いつまで続くか分からない長期戦ではそうそう使うことはできないが、一戦一戦回復できるトーナメントなら問題なく利用できるのだ。

			　ゴドダルファは斧を使う戦士である。覚醒でどこまで強くなるかは未知数だが、尋常な手段であの戦せん斧ぷを防げるとも思えない。

			　それと同時に恐ろしいのが、そのタフネスさだった。生命が１０００を超えているうえ、高速再生と皮膚強化を持っていたはずだ。細々としたダメージで倒し斬るのは難しいだろう。

			「いざとなったら、奥の手を使う」

			『そうだな。獣王戦では使わずに済んだ。ゴドダルファにも見られていない。絶対に度肝を抜くだろう』

			「ん！」

			『さて、結構時間使ったし、明日のためにも早く帰って休もう』

			「待って。ルミナに会って帰る」

			　もうすでに呼び方がルミナ様ではなく、呼び捨てになっている。まあ、向こうも全く気にしてないみたいだし、いいんだが。むしろ、孫とおばあちゃんみたいな感じで、互いに喜んでいる感じだ。

			『そうだな、帰る前にルミナのところに顔を出すか』

			「ん」

			　俺たちはルミナが作ってくれた転移用の部屋に跳んだ。

			　実は次元魔術のレベルを上げた時、ビーコンという特殊な術を取得している。これは、次元魔術の目印とすることで、その転移距離などを何倍にも伸ばすことができるという術だ。短距離転移なら通常は一〇メートル程度のところが、ビーコンのある場所になら三〇メートルは離れた場所からでも転移可能になった。

			　ビーコンは何もしなければ数日で消えてしまうが、かける際に魔力を多く込めれば有効期限を延ばすことができる。俺が最大限魔力を込めれば、年単位でビーコンを設置できると思う。

			　そこで俺たちはルミナの部屋に設置させてもらえないかと考えたのだ。ビーコンがあれば、ディメンジョン・ゲートで簡単にルミナに会いに行けるかもしれない。

			　それが数日前のことだ。俺はその時のやり取りを思い出す。

			


			「よく来たな。今日はどうした？」

			「お願いがあって来た」

			『実はな──』

			　俺がビーコンという術を覚えたこと、その術があればこの場所に簡単に来られるかもしれないことを説明し、設置させてもらえるように頼む。

			　ああ、因みにこの時にはすでに俺のことはバレている。つい数日前のことだが、色々とあったのだ。そのおかげでルミナへの隠し事が減って、フランは喜んでいるから結果オーライだけどな。

			「それは別に構わん。むしろお願いしたいくらいだが──」

			『だが？』

			「いや、やってみればよい。危険なことはないからな」

			　何か含みのある言い方だな。まあ、危険じゃないって断言してくれてるし、まずは試してみるとしよう。

			『ビーコン』

			　とりあえず、部屋の端の床にビーコンを仕掛ける。これで、外からでもこの場所にゲートを開けるはずだ。

			『じゃあ、一回上に戻るぞ』

			「ん」

			　俺たちは一度一四階層に戻った。そして、ディメンジョン・ゲートを発動しようとしたんだが──だめだった。いや、発動はしたが、ゲートは開かず魔力は雲散霧消してしまった。

			　ビーコンの気配は感じられるし、今いたばかりの場所だ。記憶も鮮明である。条件としては、絶対に失敗するはずはない。

			　だが、何度か試しても、魔力を消費するだけでゲートは開かなかった。

			「ダメ？」

			『ああ。何かが邪魔してるみたいだな』

			　多分だが、結界のようなものがある。俺が失敗しているというよりは、何かに邪魔されてかき消されているような感じだった。前にリンフォードの結界に閉じ込められた時の感覚に近いのだ。

			　戻ってルミナに聞いてみると、やはりという感じで頷いていた。

			「女神の守護は破れなかったか」

			　その言葉で何となく分かった。考えてみたら、結界のようなものは当たり前だろう。

			　ダンジョンを攻略するのは非常に大変なことだ。ランクＤのダンジョンでさえ、死人が多数出る。高位の冒険者であっても、苦手な魔獣や危険な罠によって、命を落とすこともあるだろう。

			　そんなダンジョンを最も楽に攻略できる方法とは？　探知能力を限界まで上げる？　バランスの良いパーティを組む？　ポーションなどを持ち込んで死なないように注意する？

			　いや、どれも違う。最も楽な方法は、外部からダンジョンに入らずに攻略してしまうことだ。

			　転移魔術などでコアルームに跳んでコアを破壊したり、超絶攻撃力を持った魔術で外からコアルームを攻撃したりと、いくつかの方法が考えられるだろう。

			　これは決して非現実的な手段ではない。実際、次元魔術をカンストさせたうえで魔道具の補助でもあれば、コアルームへの直接転移は距離的には不可能ではないだろう。

			　それに神剣のような常識を超えた神器も存在する。先日ルミナに見せてもらった神剣一覧の中に、核撃剣メルトダウンという名前があった。もう存在してはいないものの、名前からして確実に大量破壊兵器だろう。

			　そういった脅威からダンジョンを守るため、何らかの守りが存在していてもおかしくはなかった。ダンジョンというのは神が人類に課した試練らしいし、ズルできないようになっているんだろう。

			　これだけ感知してその存在を感じ取れないのも、神の張った結界であれば納得だ。

			「要は、お主らの魔術を阻害しなければ良いのだろう？」

			「ん」

			「ならば、ちょっと待っておれ」

			　そう言って、ルミナが何やら奥に引っ込んだ。数分後。ゴゴゴゴという振動音が聞こえてくる。そして、俺たちの目の前で壁に穴が空いていったのだった。穴を覗くと、長い通路が先まで続いている。

			「待たせたな。この通路の先の部屋は、師匠であれば転移ができるように許可を出しておいた」

			　どうやらルミナがダンジョンマスターの能力を使って、新たに部屋を作り出してくれたらしい。いやー、ちょっと待ってろで部屋作っちゃうんだから、ダンジョンマスターはさすがスケールがでかいな。しかも、細かい設定もいじれるようだ。

			「ありがとう」

			「さっきも言ったが、こちらからお願いしたいくらいだからな。気にせんでよい」

			　再び実験をすると、ルミナの言う通り問題なくゲートを開くことができた。今の宿はダンジョンに近いし、このビーコンがあればコッソリと、そして簡単にルミナに会いに来られるだろう。フランも満足そうに頷いている。

			「いつでも来い。歓迎するからな」

			「ん」

			『また来るよ』

			　その部屋を使って、今回もルミナに会いに来たというわけだ。

			　転移してくるのが分かるらしく、部屋を出るとルミナが出迎えてくれた。

			「よく来たな」

			「ん」

			『おう』

			「今日も勝ったようじゃな。次は準々決勝か。相手はランクＡ冒険者だったか？」

			『ああ、獣王の護衛役だ』

			「本気で勝ちに行く気かの？　獣王の出してきた三回戦突破の条件は達成しただろう？」

			「勝つ。優勝して、黒猫族が強いってことを皆に知ってもらう」

			『勝つために全てを出しきるつもりだ』

			「そうか……。いや、もう何も言わん。勝ってこい」

			「ん！」

			　その後、ルミナとスキルや魔術についての話をして、俺たちは宿に戻った。明日は第一試合だからな。朝が早いのだ。

			「がんばれよ！」

			「ありがと」

			『絶対勝ってくるからな！』

		

	
		
			第四章　できることは全てやってきた

			


			『フラン、いよいよだな』

			「ん」

			『相手はランクＡ冒険者。アマンダと同格の化け物だ。厳しい戦いになるぞ』

			「わかってる。でも──」

			『勝ちに行く』

			「ん！　絶対に勝つ」

			　俺の言葉に、フランが力強く頷いた。強者との戦いが楽しみで仕方ないのだろう。

			「フラン様、第一試合の入場時刻です。準備は宜しいですか？」

			　係員が呼びに来たな。

			「ん。平気」

			「では、こちらへ」

			　よしよし、通路を歩くフランの足取りはいつも通りだ。いやコルベルト戦の前よりも、少し気合が入っているかな。ただ、緊張は見えない。

			　すでに三回戦を突破し、獣王との約束は果たした。つまり、何のしがらみも制限もなくゴドダルファと戦えるということだった。無意識にそれを喜んでいるのだろう。

			　ここで、昨日思いついた策を実行する。いや、策というほどのことでもないが。

			　最初にかけられるだけの補助魔術などをフランに使い、ステータスを底上げする。

			　次に、フランが俺に魔力を伝導させ始めた。枯渇する直前まで魔力を注ぎ込んだら、買っておいた上級マナポーションで魔力を回復させ、再び俺に魔力を注ぎ込む。こうして、刀身に負担をかけないほぼ限界の１５００程度の魔力を俺に注ぎ込んだ。今の俺の攻撃力は３７００近い。

			　試合前にやれることは少しでもやらないとな。ただ、刀身に纏った魔力は長時間は保持できない。その前に決着をつけねば。

			『フラン、マナポーションを八本も飲んだけど大丈夫か？』

			「平気」

			　涼しい顔でフランが答える。やっぱり問題ないのか。これは大食いのフランだからこそ可能な作戦だった。普通なら腹がタプタプで水っぽくなってしまうだろう。

			「行こう」

			『おう』

			　フランが舞台へ姿を現すと、すでにお馴染みとなった大歓声が客席から降り注ぐ。フランももう慣れたらしく、顔を顰めるようなこともなかった。

			「さあ、東通路から姿を現したのは今大会の台風の目、魔剣少女フランだ！　強豪を次々と下し、番狂わせを演じ続けてきた！　この試合もランクＡ冒険者を下し、再びの大番狂わせとなるかー！　その可愛らしさに、ファンが急増中の超新星が第一試合に登場だ！」

			　おお、好意的な実況だね。まあ、こんなに小さい子供が必死に戦っているんだ。その姿を見て応援しないのは、青猫族と賭けで損をした人間くらいだろう。

			「フランさーん！　がんばってくださーい！」

			「私たちのお財布のためにもー」

			「がんばるのです！　今晩のおかずが一品増えるかどうかが決まりますからね！」

			　客席の一番前にはリディアたち緋の乙女の三人の姿もあるな。ちょいと欲望に素直過ぎな気もするが、応援はありがたい。

			　フランが緋の乙女に対して軽く手を上げて応えると、最大だと思っていた歓声がさらに爆発した。黄色い声援が四方からフランに飛んでくる。

			『凄い人気じゃないかフラン』

			（そう？）

			　全く興味がないらしい。フランにとって観客の声援は、煩いか静かか程度の差しかないみたいだった。その大声援にかき消されないように、実況がほぼ怒鳴り声で選手の紹介を続ける。

			「西から登場したのは、ここまで圧倒的な強さで勝ち上がってきた優勝候補、金剛壁のゴドダルファ！　全試合で無傷という、ランクＡ冒険者に相応しい凄まじい戦績を誇る重戦士だぁ！　この試合も無傷で終えてしまうのかーっ？」

			　試合場に現れたゴドダルファにも大きな声援が送られるが、同時にブーイングもある。やはりフランの方が人気があるようだな。

			　ただ、闘技場内にはゴドダルファの勝ちが決まっているかのような雰囲気がある。フランを応援する人々もほとんどが、どう善戦するのか。瞬殺されずにどこまでやれるか。そんな感じの期待だった。

			　まあ、いくらここまで勝ち上がってきたとしても、ランクＡとＣの戦いだし、仕方ないだろう。

			　だが、フランはそんなことで委縮したりはしない。

			『この空気が変わる瞬間が楽しみだぜ』

			「ん！」

			　ゴドダルファは以前見た時と装備が全く違っていた。

			　炎の意匠が施された緋色の全身鎧を着込み、真っ黒で威圧感のある戦斧を担いでいる。獣王の護衛をしている時とは打って変わって、かなり派手で攻撃的な印象だった。

			　しかも鑑定が上手く効かない。鎧の効果だろうか？　俺は天眼を持っているから全く見えないわけではない。ステータスやスキルは一部を確認できた。だが、装備の詳細などは鑑定できないのだ。

			　厄介な能力でもなければいいんだが……。いや、ここで持ち出してきたくらいだ。過小評価することは危険だろう。

			　舞台の中央でフランとゴドダルファが向かい合う。

			　二メートルを超える巨漢と幼い少女が対峙するのを見た観客の中には、その圧倒的な差に息を呑む者もいた。それほどまでに、両者の差は絶望的に見える。

			「勝ち上がってきたな」

			　ゴドダルファもまた戦闘スイッチが入っているのだろう、威圧感たっぷりの低い声でフランに語りかけた。フランもまた闘志を秘めた瞳で、遥か高い場所にあるゴドダルファの顔を睨みつける。

			「今日も勝つ」

			「その意気やよし。だが、そう簡単に俺には勝てないぞ？　本気で来い」

			「当然」

			　ゴドダルファにフランを舐めるような素振りは一切ない。むしろ、強敵に向けるかの如き鋭い視線でフランを見下ろしていた。

			　ここで実況がルール説明を始める。

			「今大会では獣王様のご厚意で、準々決勝から『時の揺り籠』が使用されます！」

			　時の揺り籠というのは、一定範囲内の時間を巻き戻す魔道具だ。この大会では、どちらかの出場者が死亡した時に発動し、その参加者の時間が死亡前に巻き戻るようになっている。凄まじく高価なので、例年では準決勝からの使用となるらしい。だが、今年は獣王がスポンサーとして大金を出資したことで、準々決勝から使用が可能になったようだ。

			　つまり、どれだけ派手にやり合おうが、たとえ死亡しようが、時間を巻き戻してなかったことにできるのだ。しかも敗戦の記憶などはそのまま残るという。まさに武闘大会のための魔道具だった。

			　また、ここからは場外負けが廃止され、死亡か降参、もしくは相手を無力化するまで戦闘は終わらない。

			　さらに、観客席と闘技場の間には幾重にも結界が張られ、観客が守られている。竜のブレスさえあっさり防ぐほどの強度があるそうだ。

			　まあ、好きなだけ全力でやり合えってことなんだろう。

			「言っておくが、俺は黒猫族だからと言って侮らない。なにせ、その黒猫族に長年鍛えられてきたからな」

			「望むところ」

			　フランがそのやる気を示すように俺を抜き放ち、軽く振る。見ただけで俺の刀身に込められた魔力を感じ取れるのだろう。ゴドダルファが感心したように呟いた。

			「ほう？　それが魔剣か。なるほど、ただの剣ではないな」

			「そっちこそ鎧がカッコイイ」

			「これこそ我が戦装束。つまり、本気の証あかし。鑑定遮断に、自動回復能力、魔術耐性まで持つ、神級鍛冶師の手による作。神剣には及ばぬものの、凄まじい能力を持つ魔導鎧だ」

			　おいおい、そんなものまで持ち出してきてるのかよ！　一応俺も神級鍛冶師の作かもしれないと言われたことがあるが、相手はマジもんの神級鍛冶師の作った鎧だと？　超一級の魔道具じゃないか。

			　俺もそれなりに強い自信があるが、あの赤い鎧は俺並みの特殊能力を秘めている可能性があるってことだろう。嫌な予感だけしかしないんですけど！

			「最初から本気で叩き潰すつもりでいくぞ！　覚醒！」

			　ゴドダルファがそう叫ぶと、鎧の隙間からわずかに見えていた皮膚が、灰色に染まっていくのが見えた。それに伴い存在感が圧倒的に増す。

			


			

			


			「おおーっと！　獣人族の奥の手、覚醒だ！　なんと、試合前から覚醒するのは初めてだぞ！　それだけ本気ということか？　では、第一試合、始め！」

			　最初から覚醒状態か！

			　ゼフメートが進化した時と違って、ステータスに変化がない。だが、その代わりにスキルが大幅に強化されていた。高速再生のレベルが８に上がり、筋肉鋼体、超反応、皮膚硬化という厄介そうなスキルが追加されている。それだけではなく、全身に高密度の魔力が巡っているのが分かった。

			


			　　名称：ゴドダルファ　年齢：44歳

			　　種族：獣人・白犀族・黒鉄犀

			　　職業：断斧闘士

			　　Lv：72／99

			　　生命：１２５６　魔力：４２２　腕力：６５４　敏捷：２６７

			　　スキル：威圧８、怪力８、拳闘技５、拳闘術５、気配察知３、高速再生８、剛力10、棍棒技６、棍棒術６、採掘８、再生10、状態異常耐性７、瞬発３、精神異常耐性７、属性剣８、大地耐性４、突進７、斧技10、斧術10、斧聖技６、斧聖術７、魔力感知３、気力制御、筋肉鋼体、ゴブリンキラー、超反応、痛覚鈍化、ドラゴンキラー、皮膚強化、皮膚硬化

			　　固有スキル：覚醒、衝波

			　　称号：守護者、大山の如き者、ダンジョン攻略者、ドラゴンキラー、ランクＡ冒険者

			　　装備：地龍角の大斧、地竜鱗の全身鎧、炎粘精の外套、影武者の腕輪、毒感知の指輪

			


			「ぬんぬんぬうぅぅん！」

			　開幕と同時だった。ゴドダルファがその場で斧を振り回す。すると、斧から発生した三発の衝撃波がフランに襲い掛かってきた。

			　牽制のつもりなんだろうが、脅威度Ｃくらいの魔獣だったらこれだけで消滅するだろう。それだけの威力が秘められている。

			『フラン、行くぞ！』

			「ん」

			『エクスプロージョン！』

			　俺は迎撃のために魔術を放った。

			　火球と衝撃波がぶつかり合い、爆炎と土煙を生む。咲き誇った炎の花が舞台の上を赤く染め上げ、その煙と爆風に紛れるように、俺は短距離転移を発動した。

			　転移地点はゴドダルファの真後ろだ。

			「しぃっ！」

			　転移と同時にフランが空気の鞘からの抜き打ちでゴドダルファの首を狙う。

			　ここまで転移を隠してきた甲斐があり、完璧な奇襲だった。当然、属性剣や振動牙等も発動済みの、必殺を期した一撃である。

			　ゴドダルファは全く反応できていない。その首筋に、俺の切先が吸い込まれる。

			　肉と骨を断つ鈍い感触が刀身に伝わり、血ち飛沫しぶきが舞った。

			「ぐがぁ！」

			『ちぃっ！』

			　だが、俺は喜べない。首を斬り裂く感触の前に、魔力の壁と、分厚く硬い皮膚と筋肉、強固な鎧にぶつかってしまい、威力を減衰させられたのが分かったからだ。

			　首を斬り飛ばすつもりで繰り出された攻撃は、ゴドダルファの首を半分ほど斬り裂いただけであった。俺はゴドダルファの首に半ばまで埋まった形で止められている。

			　恐ろしい防御力だ。だが、これはチャンスである。

			『ここで刀身を針状態にしてとどめを刺してやる！』

			　今なら奴の内部から攻撃できるからな。

			　しかし俺が変形するよりも早く、ゴドダルファが反応していた。

			「衝波ぁ！」

			「がぁっ！」

			　ゴドダルファが叫ぶと同時に全身から魔力が放出され、俺たちは一気に吹き飛ばされる。

			　首を剣で切断されかかっているんだぞ？　それなのにこの冷静な対応だ。動揺はないのかよ！

			　単に距離が空いてしまっただけではない。今の衝波を食らっただけでフランの生命力が大きく削られていた。

			　俺の耐久値もだ。多分、ゴドダルファが最初に放った斧技よりも威力が高かっただろう。

			「ぬうん！」

			「ふぐぅ！」

			　血を吐きながらもゴドダルファの放った追撃の衝撃波をかわすフラン。

			「がふっ……」

			『グレーター・ヒール！』

			「ふぅ……ふぅ……」

			　肺をやられていたことで乱れていた呼吸を、フランが距離を取りながら整える。

			『大丈夫か？』

			「大丈夫っ」

			　分かっちゃいたが、ゴドダルファの攻撃はどれ一つとしてまともに受けるわけにはいかないな。

			　牽制や防御に使っただけでも凄まじい威力なのだ。

			『初撃で決める作戦は失敗か……』

			（覚醒して、防御力上がってる）

			『ああ、奴の皮膚。まるでもう一枚鎧を着ているみたいだ』

			　しかも、鋼鉄製の上等な鎧である。

			『仕方ない、まずは奴の防御力を剥ぐ』

			「わかった」

			　俺は事前に決めてあった通り、残っているポイントをあるスキルに注ぎ込んだ。

			　持久戦になるが、仕方ない。

			『ゴドダルファの超攻撃を躱しながら、削る作業だ。かなり精神的に厳しいが、潰されるなよ』

			（へいき）

			『それと、奴の鎧が予定外だ。どんな能力を持っているかも分からん。そこも注意しよう』

			「ん！」

			　俺たちが傷を癒している間に、ゴドダルファもまた回復を済ませたらしい。

			「どらぁぁぁぁぁ！」

			「ちっ！」

			『もう回復しやがったか！』

			　ゴドダルファが巨体に似合わぬ跳躍力で飛びかかってくる。あれだけの傷がもう癒えたか。恐ろしい再生力だな。

			　そこからは一転して激しい攻撃の応酬となった。

			　手数のフランと、一撃のゴドダルファ。

			　ゴドダルファの放つ攻撃は全てが斧技のようで、振り抜いた後に衝撃波が走る。試合場を覆う結界に防がれているが、結界がなかったら観客に一〇〇人規模で死者が出ているだろう。とてもではないが、あれをまともに受け止めたら俺の耐久値がまずいことになる。故に、フランは全ての攻撃を回避するか、受け流していた。

			　対するフランの攻撃は鎧の継ぎ目や隙間を狙っているが、思うようなダメージは通らなかった。しかも多少の傷はすぐに再生してしまうため、ダメージが全く蓄積しない。

			　鎧の破壊を狙ってもみたが、ダメージがすぐに修復されてしまった。俺やフランの黒猫シリーズを超える自己修復速度だった。さすが神級鍛冶師が作った鎧だな！　厄介過ぎるぜ！

			　時折魔術も放ってみるが、鎧に魔術耐性があるというのも本当らしい。ほとんど効果を発揮せずに打ち消されてしまう。元々物理的な防御力の高いゴドダルファがこの鎧を装備すると、まるで要塞である。

			「はぁぁ衝波ぁぁぁ！」

			　ゴドダルファは接近状態から固有スキルである衝波を放ってきた。全身から放出される高威力の魔力と衝撃の波。単純だが、本当に厄介なスキルである。

			　接近戦で使えばダメージを与えつつ相手の体勢を崩すことができる。中、遠距離では障壁の代わりにもなるだろう。

			　しかも魔力と物理の複合攻撃だから物理攻撃無効でも完全には防ぐことはできない。

			　今回は咄とっ嗟さに障壁で防いだが、ダメージ無しとはいかなかった。

			　この膠こう着ちゃくがゴドダルファの狙いだったようだ。生命の削り合いは体力で劣るフランに不利である。それを分かっていて、ゴドダルファは持久戦を狙っているのだ。

			　獅子は兎を狩るのにも全力を尽くすなんて言葉があるが、今のゴドダルファがまさにその状態である。全てにおいて格下のはずのフランに勝つために、最も確実な戦法を選んでいた。

			　実際、生命力も魔力も、俺たちの方が遥かに消耗が早い。このまま戦闘が進めば、俺たちの作戦が実を結ぶ前にフランの限界が訪れるだろう。

			　そうはさせるか！

			『ウルシッ！』

			「ガウ！」

			「むっ！　召喚魔術まで使うか！　だがいくら手数を増やしたところで、並みの攻撃で俺の守りを崩すことはできん！」

			　それは分かっている。ウルシは確かに強いが、どちらかと言えば手数と搦め手で攻めるタイプだからな。だが、俺たちの狙いは他にあるのだ。

			『フラン、このままでいいぞ！　作戦通り、奴の魔力を吸収できている！』

			（ん！）

			　そう、俺が先程レベルを上げたスキルは『魔力吸収』スキルだった。

			　ポイントが足らなかったせいでレベル９までしか上げていないが、それでも十分な効果を発揮してくれている。

			　コルベルト戦でも分かったが、物理攻撃無効は無敵ではない。魔術やそれに類する攻撃は無効化できないし、消費が大き過ぎるのも大きな欠点だ。

			　その欠点を補うスキルが魔力吸収だった。相手の魔力を吸収して消費を少しでも抑え、魔力による攻撃もわずかに吸収して弱めることが出来る。

			　コルベルト戦でこのスキルのレベルを上げなかったのは、レベルを上げたとしてどこまで有効か未知数だったからだ。あの時はスキルレベルが３であったが、レベルを上げてもどこまで吸収率が上がるかも分からない。そんな不確かな賭けに貴重なポイントを使用するわけにはいかなかった。

			　それに、あの時点では起死回生の手がまだ残っていたしな。それもあり、魔力吸収のレベルを上げるのを躊躇ためらってしまったのである。

			　そんな俺たちが魔力吸収を上げる決心をしたのは、ディアスやルミナの助言があったからだった。彼らに魔力吸収スキルについて尋ねたところ、高レベルになるとかなり厄介だという話が聞けたのである。

			　ルミナが危険視するほどの威力だ。ディアスも若い頃に苦い経験をしたという。これは期待ができた。

			　実際、今もゴドダルファの魔力をジワジワと吸収している。ウルシを呼び出して攻撃させているのも、再生をガンガン使わせて出来るだけ早くゴドダルファの魔力を枯渇させるためだった。

			　相手の魔力を吸収する属性剣・暗黒も使い、とにかく魔力を削ることに全力を傾ける。ダメージはほとんど与えられていないが、それでも構わなかった。接触して、魔力を奪うことが目的である。鎧の自動魔力回復効果よりも、俺たちが魔力を奪う方が若干速いようだ。目に見えてゴドダルファの魔力が減少し始めるのが感じ取れた。

			　このまま魔力を枯渇させ、覚醒が解けてスキルの守りがなくなった瞬間、必殺の一撃を叩き込む。それが俺たちの作戦だ。

			「むぅ？　これは……！」

			　どうやらゴドダルファも自分の消耗に気づいたらしいな。

			　とはいえ、俺に魔力を吸収されているとは気づけていないようだ。

			　ただ、それでもこの男は冷静さは失わない。現状を把握すると、即座に戦略を変更しやがった。

			「ぬおおおおぉぉぉぉぉぉ！」

			　ゴドダルファが突如前に踏み出す。そして、自棄やけにでもなったかと思うほど、防御を完全に捨てた大振りの一撃を大上段から振り下ろしてきた。まともに食らえばフランなんて一発でミンチだろうが、こんな大振りを躱せないはずもない。

			　だが、ゴドダルファは最初からフランを狙ってなどいなかったのだ。

			「グランド・シェイカァァー！」

			　その狙いは最初から舞台であった。

			　フォゴオオオオォォォ！

			　斧が叩きつけられた舞台中央付近から放射状のヒビが広がり、舞台の端まで到達している。

			　そして、斧が舞台に叩きつけられた瞬間、大きな震動が発生してフランとウルシの足元を揺さぶっていた。

			「む！」

			「オオゥ？」

			　局地的な地震を起こして相手の足を封じる技だったらしい。震度で言ったら７は確実か？　フランたちも思わず足を止めざるを得ない威力だ。

			『舞台を狙ったのか！』

			　俺がそう思った瞬間には、今まで舞台に突き刺さっていたはずの斧が、フランの胴体に叩き込まれる直前だった。

			　ここまでのゴドダルファからは想像できない速さだ。超反応と、速度を優先した武技の効果だろう。時空魔術で時間を加速させている俺でさえこのザマだ。地震によって足を止められたフランに、対応する余裕はない。

			『ショート・ジャンプ！』

			　俺はとにかく転移を使って逃げたが──。

			「げぶ……っ」

			『グレーター・ヒール！　グレーター・ヒール！　グレーター・ヒール！』

			　三回戦でコルベルトに勝利した時とは逆の構図だった。すなわち、胴体を半ばまで斬り裂かれ、傷口から内臓と血液が溢れ出している。口からは大量の血と胃液を吐き出し、ショック死しないのが不思議なほどだった。

			『フラン！』

			「へ、いき！　……ぶっ」

			　時の揺り籠が発動する前に、何とか回復させることができたらしい。フランは口の中に溜まっていた血を吐き出し、ゆらりと立ち上がった。

			　しかし、動き出すのは相手の方が速い。

			「おらあぁぁぁぁ！」

			『首切られて影響なしか！』

			　ゴドダルファが首を切断されかけた影響など微塵も感じさせず、その巨体を揺らして追撃に向かってきている。

			（今度はこっちの番！）

			　ただ、それはフランも同じだ。

			　胴体を切断されかかった直後だというのに、フランの戦意に衰えはない。むしろ、闘志はより増していた。

			　駆け寄ってきたゴドダルファが、再び斧を地面に叩きつける。

			「グランド・シェイカー！」

			　またか！　だが、それは一回見たのだ。確かにこの後の攻撃は神速と言ってもいいくらいに速かったが、その前のグランド・シェイカー自体は大振りでそこまで速くはない。この間に物理攻撃無効を装備できるほどに。

			「ぬぅん！」

			　グランド・シェイカー直後に、再び横薙ぎの攻撃が繰り出される。流れるような、鍛錬の跡の見える素晴らしい連撃だ。

			　フランが回避行動を取る間もなく、再び戦斧がフランの胴体に叩き込まれたように見えたのだろう、先程の光景が再現されると考えた観客席から悲鳴が上がる。

			　だがすぐにその悲鳴は、大きなどよめきへと変化していた。

			「無駄」

			「馬鹿なっ！」

			　驚きの声を上げたのは観客だけではない。ゴドダルファも目を見開いて自らが繰り出した斧を見つめている。

			　速さを重視した技とはいえ、巨大な戦斧が直撃したのだ。重さだけなら遥かにフランをしのぐであろう、金属の塊だ。しかし、その一撃を同体で受けたはずのフランは、傷つくどころかこゆるぎもせず、涼しい顔で立っている。重さでも腕力でも大きく上回るゴドダルファの攻撃で、フランがビクともしてない光景は異様であった。

			　障壁を展開した様子も、無理をして踏ん張っている様子もない。斧の影響など全くないかのように、その場にただ立っている。

			　あり得なかった。

			　その驚きでほんの一瞬動きを止めてしまったゴドダルファに対して、フランたちが攻勢に転じる。

			「はあああ！」

			「ガルル！」

			「ぬぅ！」

			　大技を食らって後退したゴドダルファの周辺を飛び回りながら、剣と魔術を放っていく。もう不用意に近づくこともなく、一定の距離を保ったまま地道に攻撃を続けた。

			　ゴドダルファは連続して大技を繰り出したせいで、魔力を大きく減らしている。

			『もう少しだ！　あと一分も持たずに魔力が枯渇する！』

			「ちぇぁぁ！」

			「ぬううん！」

			　ゴドダルファも小技を交えて応戦しているが、フランを捕まえることはできない。

			　そして、ついにゴドダルファの魔力が尽きた。

			「ぐ！　魔力が……！」

			　覚醒が解除され、その身を守っていた魔力も消え去る。鎧の効果で魔力が回復してしまう前に決めなくては！

			『行くぞ！　ショート・ジャンプ！』

			　俺たちが跳んだのはゴドダルファの背後だ。

			　開幕の一撃を再び食らわせてやるつもりだったんだが──。

			「ぬん！」

			「くっ！」

			　転移した俺たちの目に入ってきたのはゴドダルファの無防備な背中ではなく、眼前に迫る戦斧の威容であった。転移には一瞬ではあるが、消えてから出現するまでに間がある。

			　ゴドダルファは超反応スキルを失っているにもかかわらず、転移した俺たちが背後に出ると読み、その一瞬で対応しやがったのだ。戦士としての経験なのだろうか？　それとも獣人の持つ野生の勘か？

			　転移とほぼ同時にゴドダルファの斧に痛打され、吹き飛ばされてしまった。俺を盾にすることで何とか直撃は避けたが、フランは全身に走る衝撃に顔を顰めている。

			　手が痺しびれ、即座に動くことができないようだ。

			「ぬん！」

			　追撃してきたゴドダルファの振り下ろしを転がって回避するが、その一撃は凄まじい。覚醒が解けているはずなのに、舞台が砕けるほどの威力だった。

			　俺たちはゴドダルファの隙をうかがう。だが、正面に隙はない。

			『さすがランクＡ冒険者だな……！』

			　ゴドダルファの魔力が回復する前に決めなくては……。

			　だがどうする？　今度は頭上を狙うか？　それとも左右？　だが、それで対応されたら？　物理攻撃無効を常時付けっぱなしにするか？　しかし、俺たちだって魔力に余裕があるわけではない。

			　俺が一瞬躊躇していたら、フランがすぐに決断を伝えてきた。

			（師匠、上！　分かってても止められないのをお見舞いする）

			『分かった』

			　いいだろう。フランの策に全霊を込めようではないか。それが剣としての俺の使命だ。

			（ウルシはこのまま足止め！）

			（オン！）

			『ロング・ジャンプ！』

			「む？」

			「ガルル！」

			　ゴドダルファは突然姿を消したフランを探して、周辺に目を向けていた。さすがに即座には俺たちの居場所に気づけないようだな。しかもウルシに襲い掛かられ、それ以上フランの姿を捜す余裕もなくなってしまう。

			　当然、観客や実況も気づいていない。

			「おーっと！　突如としてフラン選手が姿を消してしまった！　一体どういうことだ！　転移したのか？　透明になる能力か？　はたまた影にでも潜ったのか～！」

			　空です。

			　俺たちが転移した先は、強風が吹き荒すさぶ遥か上空であった。

			　念動で浮く俺の刀身の腹に立って、フランが集中力を高めながら複数のスキルを制御している。

			　大技の準備を整えるためだ。

			　そして、わずかな集中の後に、フランが呟いた。

			「いく」

			『おう』

			　一気に飛び出したフランが駆け抜けざまに俺の柄を掴み、そのまま真下に向かって走る。

			　空気圧縮と魔糸生成を使って反動をつけ、空中跳躍と突進スキル、風魔術によって加速したフランが天空から真下に向かって神速で突き進む。インパクトの瞬間に重量増加スキルで威力を倍増させる準備もしているし、属性剣は炎と雷を二重発動している。

			　ここまではリンフォード戦で見せた落下からの空気抜刀術と同じだった。だが、今日は出発地点の高度がさらに高い。時空魔術も使い、より加速している。しかも剣王術により抜刀術は数段鋭さが増し、気力制御のおかげでスキルの効果も上昇していた。

			　威力はリンフォードに大ダメージを与えた空気抜刀術を遥かに上回る。

			「閃せん華か迅じん雷らい！」

			　最後にフランが、覚えたばかりの固有スキルを発動させた。

			　フランの全身を雷が包み込み、その突進をさらに加速させる。

			　一筋の光の槍と化したフランが、隕石もかくやという勢いで真上からゴドダルファに襲い掛かった。

			「はぁぁぁぁぁぁ！」

			「どこから──」

			　ようやく高速落下してくるフランの存在に気づき、顔を上げたゴドダルファ。その目に飛び込んでくるのは、自らを一心に見つめるフランの瞳と、すでに空気の鞘から引き抜かれ自らに振り下ろされる俺の刀身であっただろう。

			　そして、眩まばゆい閃光と共に体の芯に響く轟音が響き渡り、闘技場全体を揺るがすほどの衝撃が走る。

			「ぐがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			　ゴドダルファの悲鳴とも雄お叫たけびともつかない咆哮が聞こえていた。

			『ショート・ジャンプ！』

			　上空からの突進攻撃を繰り出したフランが地面に激突する寸前、俺は転移で舞台の端に転移する。

			　ゴドダルファが立っていたはずの場所は大きく陥没し、大量の土煙が舞い上がっていた。その光景を見て、改めて今の一撃の威力を思い知る。

			（師匠！　だいじょうぶ？）

			『ああ、すぐに修復する！　だが、あの鎧の防御力は想像以上だぞ！　まさか切り裂けずにへし折れちまうとは……』

			　俺は今の攻撃でゴドダルファの左肩から心臓、さらに股下までを両断するつもりだった。必殺を期していたのだ。

			　鎧と肉体を切り裂いた感触はあった。だが心臓に突き立てる直前、俺は刀身の半ばから折れてしまっていた。刀身にかかった想像以上の負荷と、予測以上の鎧の防御力に耐えきれなかったのだ。

			『すまん！　俺が不甲斐ないばかりに！』

			（師匠のせいじゃない。それに、手応えはあった）

			『そうだな。揺り籠が起動していない以上殺せてはいないが、もうまともには動けない──』

			　ゴウゥッ！

			　動けないはずだと続けようとした俺だったが、未だに立ち上る土煙の向こうで膨れ上がった魔力を感じ取り、言葉を失っていた。そして、吹き上がった魔力の奔流が土煙を吹き散らす。　　

			　物理攻撃無効でゴドダルファと観客を驚かせた俺たちだったが、今度は驚かされる番だった。

			『馬鹿な！　魔力がないはずなのに！　どうして傷が治るんだ！』

			　その場で片膝をついているゴドダルファはどう見ても瀕死だ。左腕は切り落とされ、胴体部分も紅い鎧が潰れてひしゃげ、その隙間からおびただしい量の体液が流れ出ている。右半身も無事ではない。右腕も潰れ、右足は骨折しているようだ。内臓にも相当なダメージがあっただろう。

			　斬撃は受け止められたが、発生した衝撃が俺たちの想像以上のダメージを相手に与えたのだろう。

			　だが、その傷が信じられない速度でみるみる回復していく。

			　瞬間再生並みの治癒力だ。しかも、大きく破損した鎧までもが同時に再生していく。

			　数秒後には、攻撃を受けた事実などなかったかのように、無傷のゴドダルファの姿があった。

			「はぁ……はぁ……まさか、早速この鎧に救われることになろうとは……」

			　そう言ってゴドダルファがゆっくりと立ち上がる。

			「この鎧の名は不死鳥の鎧。超回復能力を持っている」

			　見りゃ分かる！　あの傷を一瞬で回復するとは……ただでさえ鎧で防御力が飛躍的に増しているゴドダルファに、さらに超回復能力が付いてる？　悪夢だ。

			　あの能力は何度でも使えるのか？　無限に使用可能とは思えないが、一回しか使えないとも思えない。何せ、神級鍛冶師が作った鎧だ。どれだけの力を秘めているのか、想像もできなかった。

			（師匠！　もう一度！）

			『ダメだ。もう奴にネタが割れた。同じことをやっても、迎撃される』

			（……分かった）

			　転移魔術をここまで多用してこなかったのは、一回見られたら対応されてしまう恐れがあったからだ。

			　実際フランも、悪魔との戦いで影潜りに対応してみせたしな。あの時のフランよりも遥かに強い者たちであれば、初見でもない限り迎撃されてしまうだろう。

			　しかもショート・ジャンプでの奇襲と違い、落下からの抜刀術は的になる恐れがある。おいそれと連発はできなかった。今の攻撃が、最大にして最後のチャンスだったのだ。

			　それに、今のゴドダルファは傷が回復しただけではない。

			　俺たちは驚愕の表情で、その姿を見つめる。

			「……覚醒状態？」

			『ああ、魔力も全快しやがった』

			　せっかくフランが身を削って奴の魔力を削ってきたのに、その苦労が全て水の泡だ！　それどころか俺たちの消耗が進み過ぎている。

			　他人から見たらチート装備の俺が言う台詞じゃないが、ずるいぞ！　なんだよその鎧は！

			　試合前と全く同じ姿で、静かに自分を睨みつけるゴドダルファを見て、フランは覚悟を決めたらしい。

			（こうなったら、アレを使うしかない）

			『……仕方ないな』

			　魔力吸収でまた魔力を枯渇させたとしても、鎧の力で回復されては徒労に終わる。

			　それに、超回復といっても発動には一瞬の間があった。ならば、発動する前に生命力を削りきって、倒す。シンプルだがそれしかないだろう。

			『ただ、まだアレも体が慣れてない。いいか、速攻で行くぞ。長時間は、フランの体がもたない』

			（分かってる）

			『物理攻撃無効は期待するな？　あの速さの中で、着脱は無理だ』

			（最初からそのつもり）

			　覚悟の上か、いいだろう。なら、俺もその覚悟に付き合おうじゃないか。こう言ったら身も蓋もないが、これは死なない戦いだ。だったら、普段じゃ絶対にやらない賭けをするのも悪くない。

			「ウルシは影の中から援護」

			「オン！」

			「じゃあ、いくっ！」

			　今まで以上に気合を入れたフランを見て、賭けに出ようとしているのが分かったのだろう。ゴドダルファはあえて阻止しようとはせず、その場でさらに魔力を練り上げ始めた。

			「何をしようとしているのか分からんが、俺は倒されん！　受け止めて、粉砕する！」

			「殺しきる！」

			　俺たちは大会前に、できることは全てやってきたつもりだ。

			　俺はダンジョン内で魔石値を溜めて、ランクアップを狙った。

			　そしてフランは──。

			


			「覚醒」

			


			　当然、進化を。

			　ゴオオオォォウゥゥゥ！

			　フランが呟いた直後。その全身から凶悪なほどの魔力と、漆黒の雷が立ち上った。

			　フランの周囲では黒い雷光が弾け、荒れ狂う魔力の奔流が豪風を伴って暴れ回る。

			　ゴドダルファは台風もかくやという暴風の中で、呆然と立ち尽くしていた。

			「覚、醒……？」

			「ん」

			「黒猫族が……？」

			　ゴドダルファが驚愕するのも仕方ないだろう。

			　進化できないと言われていた黒猫族が、目の前で進化してみせたのだ。

			　そう、これが俺たちの奥の手だった。ルミナの手を借りて辿り着いた、フランが目指した獣人としての到達点。

			　フランの外見にほとんど変化はない。毛も生えないし、皮膚の色も変わらない。なぜか大人になったりもしないし、猫ヒゲが生えたりもしない。

			　わずかにある変化は、金色に染まった瞳と、天を指すようにピンと伸びた尻尾だけだ。よく見ると尻尾に黒と灰黒色の縞しま々しまが見えるだろうが、変化と言えるのはそのくらいだろう。メチャクチャ地味である。

			　だが、その内側では凄まじい変化が起きていた。ステータスは敏捷と魔力が３００以上上昇し、傷も癒え、魔力も回復した。

			　しかもそれだけではない。その程度ではないのだ。

			　最も凄まじいのは、進化によってもたらされるスキルであった。

			「閃華迅雷」

			　このスキルは、ルミナが使っていた迅雷の上位スキルだ。進化した時に一緒に覚えた。

			　進化せずとも使用できるが、その真価は進化時にこそ発揮される。

			　腕力上昇、敏捷上昇、超反応、雷鳴属性付与、雷鳴強化、雷鳴攻撃無効、雷鳴魔術レベル上昇の効果があるのだ。しかも覚醒状態で使用すると、効果が数倍増だった。

			　覚醒を遂げたフランの姿を見て、実況が興奮気味に叫んでいる。

			「おーっと！　フラン選手が覚醒したぁぁぁ？　獣人族にしては珍しく、外見的な変化はあまりないか？　だが、黒い雷を纏うその姿は、まさに威風堂々だ！」

			　そう、ルミナの雷は青白かったが、フランが身に纏う雷は黒く染め上げられていた。自然界にはあり得ない、水墨画に描かれるような漆黒の雷だ。この黒雷こそ、フランが単に進化しただけではなく、黒こく天てん虎こという伝説の存在に進化を遂げた証であった。

			「しかし、黒猫族は進化できないと聞いていましたが、どうやらガセネタだったようです！」

			　獣人でない人々にとっては、その程度の驚きなのだろう。進化したという事実よりも、進化したフランの強さに興味があるようだ。

			　だが、会場にいる獣人たちの様子は全く違っていた。

			「…………」

			　ゴドダルファなど戦闘中にもかかわらず、未だに大きな口を開けて立ち尽くしている。

			　貴賓席に目を向けると、悠然と座って観戦していたはずの獣王が目を見開いて立ち上がっていた。欄干から身を乗り出して舞台を凝視している。獣王の横にいたロッシュも、ゴドダルファと同じ顔でフランを見つめているな。

			「黒天虎、だと？」

			　ようやくゴドダルファが再起動したな。だが、その声は乾いて擦れてしまっている。

			「まさか、伝説の種族に見まみえることになろうとは……」

			　ゴドダルファはそう呟く。

			「だが、なぜ気づけなかった……？」

			　未だに驚愕に囚われたままのゴドダルファ。これはチャンスだ。

			　フランもそれが分かっているのだろう、軽く体を前に倒す。

			（いくよ？）

			『おう！』

			　その隙だらけのゴドダルファにフランが仕掛けた。

			「消え──がっ！」

			「しっ！」

			「ぐっ！　がぁ！　何が……！」

			　ゴドダルファにはフランが消えたように見えたらしいな。

			　単に高速で移動して斬りつけただけなんだが。

			　全く身構えていなかった状態で攻撃を食らい、さしものゴドダルファも呻き声を上げた。

			　ゴドダルファに苦痛を与えたのは、その身を浅く切り裂いた斬撃だけではない。フランの身に宿った漆黒の雷が、神級鍛冶師の作った鎧さえ貫き、ゴドダルファの身を焼いていた。

			　これが覚醒の力だ。超反応を持つゴドダルファでさえ反応できない神速と、ゴドダルファの防御力を上回ってダメージを与える黒雷の破壊力。

			「がっ！　ぐっ！」

			「はぁぁぁぁ！」

			　フランは神速で駆け、攻撃を繰り出し続ける。

			　実のところ、このスキルの凄いところはその速さではない。この速さで、小回りが利くのが凄いのだ。どうも雷の特性を身に着けているらしく、普通であれば制御することさえ難しい超高速機動を行いながら、物理法則を無視して曲がることができた。

			　やっていることは一回戦で戦った青猫族のゼフメートと同じだ。その機動力を利用して、敵の周囲を高速で移動しながら攻撃し続ける。

			　だが、速度、小回り、攻撃力、どれをとってもフランの方がゼフメートを圧倒的に上回っている。

			　フランが覚醒した後にふと思ったことだが、青猫族が黒猫族を敵視するのは、このせいなのではないだろうか？　進化して得た自分たちの力を、圧倒的に凌りょう駕がする同種の存在を疎ましく思わないはずがないからな。

			「こ、これは～！　凄まじい光景だ！　何が起きているのか！　フラン選手が突如姿を消したかと思えば、ゴドダルファ選手の周囲を黒い光の帯が幾重にも覆い尽くしてしまった！　時折聞こえる呻き声は、ゴドダルファ選手のものなのか～！」

			　実況が叫んでいる通り、黒き雷光を棚引かせながら駆けるフランの軌跡がゴドダルファを覆い尽くし、まるで黒いドームのようにも見えていた。

			　ギャリンギャリンギャリィィィィィン！

			　俺と不死鳥の鎧がぶつかり合い、甲高い音が間断なく響き続ける。その度に不死鳥の鎧に傷が付くが、あっと言う間に修復されてしまう。自動修復の速度だけで言えば、俺を遥かに上回るな。だが、鎧の修復は間に合っても、ゴドダルファへ通った黒雷のダメージの回復は追いつかなかった。

			　フランの攻撃が繰り出される度に、ゴドダルファの全身を黒い雷が貫く。

			「ぬがあああ！」

			　わずか数秒の間に凄まじいダメージを受けてしまったゴドダルファが、防御を捨てて斧を大きく振った。起死回生を狙ったのだろう。

			　背に担ぐような体勢で構えた戦斧を、まるでサイドスロー投手のようなフォームで一気に振り払った。同時にその体から衝撃波が発せられる。

			　広範囲を薙ぎ払う斧技に、衝波を組み合わせた全方位攻撃だ。

			　だが、斧技は身を低くしたフランによってあっさり躱される。

			　衝波は、フランが全力で張った完全障壁で相殺されていた。限界を超えた魔力を注ぎ込んだせいで一瞬しか発動できないが、今のフランにはそれで十分だった。完璧なタイミングで障壁が張られ、衝波を防いでいる。

			　フランにはゴドダルファの動きが完璧に見えているのだ。それだけ、両者の間には速度差があった。ゴドダルファが決死の覚悟で放った高速の攻撃でさえ、フランにはゆっくりと見えている。

			　ゴドダルファの牽制も虚しく、フランの攻撃は一瞬も緩まない。

			「はあああぁぁぁ！」

			「ぐ……ぬぅ！」

			　どうやってもフランを捉えられないと悟ったのだろう。ゴドダルファは腕を折りたたみ、全身を縮こまらせた。まるで頭を抱えて蹲ってしまったかのような格好だが、戦意を喪失したわけではない。むしろ、勝つための選択だった。攻撃を捨て、全ての力を防御に回したのである。

			『さすが獣王に仕えているだけあるな！　こっちのスキルの弱点を理解してやがるっ！』

			（ん！）

			　覚醒状態で閃華迅雷を発動したフランは、生命力と魔力がジリジリと減っていた。

			　このスキルは使用者にかかる負担が非常に大きい。潜在能力解放とまではいかなくとも、ノーリスクで使用することはできなかった。使っている間は肉体が悲鳴を上げ続け、動けばそれだけで生命力が削られるのだ。

			　ルミナに話を聞いたところ、十始族のスキルは全てがそうなのだと言う。原初の神獣の力は人間の身には強大過ぎるのだ。だからこそ大き過ぎる力で自滅しないように、スキルという形で限定的に力が受け継がれている。

			　ゴドダルファは十始族の獣王の護衛だ。彼らの使うスキルが、自滅と隣り合わせの危険な能力であると知っているんだろう。そのため、勝つために防御に全力を注ぎ込み、フランが力尽きるのを待つ作戦に出たのだ。

			「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			「ぬぅぅ…………っ！」

			　ゴドダルファのもくろみ通り、フランの生命力と魔力が凄まじい勢いで削られていく。

			　その小さな体がこれだけもっていることが奇跡的であろう。普通であれば、すでに倒れていてもおかしくはなかった。

			　だが、フランがスキルを解く様子はないし、力尽きて勝手に解ける様子もない。

			「ぐぅぅ……っ？」

			　ゴドダルファの驚きが伝わってくるな。

			　確かに、この閃華迅雷は自らの生命力を削るリスキーなスキルだ。魔力の消耗も速く、長時間は使えない。普通であればこれだけの時間発動し続け、神速の攻撃を繰り出し続けていれば、すでに自滅していなければおかしかった。

			　普通の獣人であれば──だが。

			　フランは俺の魔力をタンク代わりに使うことができるうえ、生命力もヒールで回復できる。そのため、ゴドダルファの予想を遥か超えた時間、スキルを使い続けることができた。

			「まだ、続く──がっ！」

			　とはいえ、俺たちにも余裕があるわけではない。ここに来てフランの生命力の減り方が加速していた。このスキルをここまで長時間試したことがなかったが、時間が経てば経つほど負荷が増し、フランの肉体を苛さいなんでいるようだ。

			　ゴドダルファの生命力は残り一割を切っていた。あと少しだ。だが、フランの生命力の減り方も危険な域に達していた。数秒ごとにヒールが必要なレベルだ。それはフランも分かっているんだろう。

			（師匠、ここで決める！）

			『おう！』

			　ここで一旦スキルの発動を止めて、普通に攻めても勝てるかもしれない。いや。勝利するためであればその方が確実だろう。

			　だが、フランは閃華迅雷の発動を止めようとはしなかった。

			　黒猫族の意地と誇りを貫き通すために、黒天虎の力を使って勝ちきる。それがフランの決断だった。

			（一発、デカイのをお見舞いしてやる）

			『デカイのってアレのことか？　この狭い結界内じゃ……』

			（だいじょうぶ！）

			『本当にやるのか？』

			（ん！）

			　フランの決意は固いらしい。

			『……じゃあ、俺は防御に専念するぞ？』

			（おねがい）

			『ウルシは一発入れたら、逃げろ』

			（オン！）

			　指示通り、ウルシは影からの奇襲でゴドダルファに嫌がらせをすると、影に潜って再び隠れた。すぐに観客席へ転移したのが見える。そう、それでいい。結界内にいれば、次にフランが放つ攻撃に巻き込まれてしまうからな。

			　ウルシの転移を確認すると、フランが力の籠った言葉を叫んだ。

			「黒雷招来！」

			　フランの言葉に応えるように、フランがその身に纏っていた黒雷が一気に輝きを増す。そして、突き出された手の平に急激に収束していった。直後、ドラム缶ほどもある極太の黒い雷がフランから放たれ、一瞬でゴドダルファを呑み込んだ。荒れ狂う黒い雷光が結界内を満たし、凄まじい爆発を起こす。

			　ドオオオオォォォォォォォォォォ！

			「ん……っ！」

			　俺は完全障壁を発動させてフランの身を守った。残った魔力をほぼ全て注ぎ込んでいると言ってもいい。だが、吹き寄せる凄まじい爆風を防ぎきることはできず、フランの体が木の葉のように吹き飛ばされ、結界に叩きつけられた。

			「がっ……！」

			　襲いくる粉塵と、弾丸を超える速度で飛んでくる数百もの礫つぶて。そして、無防備に食らえば一瞬で全身が焼け爛れるほどの熱風。

			『障壁を張ってもこれか！』

			「ん！」

			　さらに無数の雷が、のたうち回る龍のように結界内を荒れ狂ったが、雷鳴攻撃無効のおかげでフランにダメージはない。俺は自身に張った障壁のおかげで何とか軽微のダメージで済んでいた。

			（ちょっと、やり過ぎた……？）

			　ちょっとか？　とはいえ、これでもゴドダルファを倒せたかどうか分からないが……。相手はそれだけの化け物だ。

			　俺たちにとっては異常に長く感じる数秒間が過ぎ去り、爆風と粉塵が治まる。

			　ようやく結界の中が見えるようになった時、内部の光景を見た客席からはどよめきと悲鳴が上がった。ゴドダルファが立っていた場所には、深く巨大なクレーターが穿たれていたのだ。

			　すでにフランとゴドダルファの激闘によってボロボロの舞台だったのだが、フランの放った黒雷によって七割以上が消滅していた。

			　そのクレーターの中心に、ゴドダルファの残骸があった。

			　両膝をつき、項うな垂だれるようにしながらピクリとも動かない。

			　赤熱に染まってガラス化した地面と、立ち上る陽炎かげろうが黒雷によってもたらされた熱量を物語っていた。不死鳥の鎧は半分以上が砕け散り、今もボロボロと崩れ落ちている。ダメージ量が凄まじく、自動修復が上手く働いていないんだろう。

			　鎧の隙間から見えるゴドダルファの肉体も完全に炭化し、生きているようには見えなかった。

			「やった？」

			『あ、だめだフラン！　それは復活フラグだぞ！』

			「ん？」

			　だが、俺の馬鹿な心配をよそに、闘技場の周囲に設置されていた白い柱が光り輝き、ゴドダルファを赤い光が包み込んだ。

			　十数秒後。そこには直前の傷などなかったかのように佇たたずむ、ゴドダルファの姿がある。

			　これはもしかして──？

			「時の揺り籠が発動した～！　ということは、ゴドダルファ選手に死亡判定ということ！　つまり、魔剣少女フランの勝利だぁ～っ！」

		

	
		
			第五章　彼女たちの悲願

			


			　武闘大会の数日前。俺たちはダンジョンで修行を続けていた。

			『フラン、そろそろ休もう』

			「もう少し」

			『だが、集中力も落ちてきた』

			　無理な戦闘を続けてきたせいで、フランの精神はかなり疲弊し始めている。戦闘だけではなく、罠の見極めや解除でもミスが増え、被ダメージも増えてきていた。

			　だが、フランは唇を噛んだまま、厳しい表情で次の獲物を探している。

			「……もう少しだけ」

			『はぁ。分かったよ』

			　あと少しで予選が始まる。できれば万全の体調で臨みたいんだがな。

			　だが、だからこそ焦っているのだ。

			　フランは獣王と戦うことになる前に、進化を成し遂げておきたいと考えていた。あの化け物たちにわずかでも対抗できる可能性があるとしたら、進化しかないからだろう。

			　しかし、進化の兆しは一向に見られない。故に、さらに自らを追い込んでいく。

			　そこで、俺は切り札を使うことにした。

			『フラン、一度ルミナに会いに行かないか？』

			「ルミナに？」

			『ああ。ダンジョンで魔獣が減った理由を聞きたいし』

			「わかった」

			　よしよし。やっぱりルミナに会いに行こうと言えば頷いてくれたな。

			　だしにしたルミナには悪いが、少し休ませないと完全にオーバーワークなのだ。

			　俺たちはそのままダンジョンを進み、ルミナの部屋へと向かった。部屋の中に入ると、ルミナが椅子に座ってボーッとしているのが見えたんだが──。

			『っ！』

			「……！」

			　俺やフランは緊張せざるを得なかった。ルミナから発せられる気配が、先日とは全く違っていたのだ。いや、姿も変わっている。フランと同じような白い肌をしていたのに、なぜかその色が褐色に変化している。

			　しかし外見の変化など、些さ細さいなことでしかない。俺とフランの警戒心を刺激する最大の変化。それはルミナの内に渦巻く強い邪気であった。

			　ゴブリンやオークなどと同じ邪人にでもなってしまったかのように、ルミナから邪気が発せられていた。

			　その邪気の大きさはバルボラで戦ったリンフォードには及ばないものの、ゴブリンキング程度は遥かに上回っている。

			「ルミナ……？」

			　フランが声をかけると、ようやく顔をこちらへ向ける。

			「フランか……」

			　もしかして気づいてなかったのか？　やはり様子がおかしい。

			　ダンジョンだけではなく、ダンジョンマスターであるルミナ本人にも何らかの異変が起きているようだ。

			　以前、邪人というのは他種族を嫌悪し、殺すことが生きがいであると聞いたことがある。彼らにとって、破壊と殺さつ戮りくこそが本能なのであると。

			　もしルミナが襲い掛かってきたら？　勝利は難しいだろう。

			　俺はいつでも攻撃と逃走に移れるよう、ルミナの気配に神経を配る。

			　だがルミナには、俺が心配したような理性のタガが外れて暴れ出すような気配はない。むしろフランを見るとわずかに顔をほころばせた。だが、すぐに厳しい顔に戻る。

			「ん。来た」

			「そうか」

			　何か素っ気ないな。前は見るからに歓迎してくれていたのに、今日は椅子を勧めようともしない。邪人化の影響なのだろうか。

			「ダンジョンに、魔獣がいない」

			「そうか」

			　フランが話題を振ってもやはり素っ気ない。まるでフランを歓迎していないのが見て分かる。

			「あの──」

			「フランよ。今日はもう帰れ」

			「え？」

			「我も色々と忙しくてな。お前に構っている暇がないのだ」

			　それは明確な拒絶の言葉だった。

			「帰れ。邪魔だ……」

			　ルミナは呆然としているフランの肩を掴むと、入り口に押しやる。

			　ルミナは一体どうしたんだ？　先日とは態度が大違いだ。何か理由があるのは確かなのだろうが、やはり納得できない。

			「……あの！」

			「それと、ここには二度と来るな。来てはいけない」

			　フランは目を白黒させて驚いている。やはりルミナの態度が急に変わった理由が分からず混乱しているようだ。

			　俺は咄嗟に虚言の理を使ったが、ルミナの言葉に嘘はなかった。いや、待てよ。忙しいというのも、構っている暇がないというのも本当かもしれないが、邪険にする態度が本心かは分からない。

			　虚言の理は、言葉の真しん贋がんを見極めることしかできないからな。言葉の裏に隠された本心までは分からない。それはこのダンジョンで出会ったソラスによって証明済みだった。

			　きっちり理由を聞くべきだ。フランのためにも。

			　ここで言われるがままにダンジョンを後にしたら、本当に嫌われていたらどうしようという恐れが生まれ、ルミナに会いに来にくくなる。

			　せめて、本心なのかどうか聞かなくては。

			　もし、邪人となったことによって他種族に嫌悪感を抱いたという理由であれば、どうしようもないんだが。しかし、フランが自分から聞くことはできないだろう。

			「……ルミナ」

			　悄しょう然ぜんとした様子のフランが、心の底から怯えているのが分かった。獣王の強さに怯えていたのとは違う。好意を持った相手に嫌われてしまうかもしれない、もしくは嫌われてしまったかもしれないという怯えだ。

			　表面には出さないが、フランの胸の内には様々な思いが渦巻いているだろう。

			　両親を失い、奴隷に落とされ、一人で生きてきたフランがようやく出会えた同族。それもフランに好意的で、尊敬できる相手。

			　邪人となっている？　そんなことは関係ない。重要なのは、フランがルミナに対して好意を抱いているということだ。

			　そんなルミナにいきなり拒絶されたフランはどれだけの衝撃を受けたことか。

			　イニーニャを失い、これでまたルミナに嫌われたら……。フランは立ち直れないだろう。

			　そんなフランがルミナに対し、本当に自分を嫌ったのかと聞くことは無理だ。

			　ならば、ここは俺が聞くしかないだろう。俺の正体がばれる？　そんなことより、フランとルミナの仲の方が数百倍大事だ。俺はそう決心し、ルミナに問いかけた。

			『なあ、フランを本当に拒絶しているのか？』

			「……？　何だ？　今の声は……」

			　俺の念話に反応したルミナが、驚いた顔で周囲を見回す。

			『俺だ！』

			　念動でフランの背から浮き上がり、存在を主張する。

			「剣が独りでに……！　それにこの声……。も、もしかして、インテリジェンス・ウェポンなのか？」

			『そうだ』

			「なんと……実在していたとは」

			「師匠、いいの？」

			『良くない！　でも、もう仕方ないだろう！』

			　自分から正体をバラしたのは初めてのことだな。正直、自分でも馬鹿なことをやってしまったという後悔はある。だが、今はフランのことが優先だ。ここでルミナとの縁を切らせるような真似をさせたくはなかった。

			　それに、フランが俺のことをルミナに黙っているのを心苦しく思っているのは感じていた。ルミナに対して隠し事をしているのが嫌だったんだろう。今も少しほっとしているのが分かる。

			『俺の名は師匠』

			「師匠？　それが名前か？」

			『ああそうだ。フランがくれた、最高の名前だ。俺はインテリジェンス・ウェポンの師匠。フランの相棒だ！』

			　そう告げた瞬間、ルミナの顔が泣き笑いのように歪む。

			「そうか、相棒か……。一人ではなかったか……良かったなぁ」

			「ん？」

			「む、いや、何でもないのだ」

			　いや、今完全にフランのこと心配してくれたよね。良かったなあって呟いたし。

			　やっぱりフランを遠ざけようとしたのは演技か？

			「そ、それよりも！　その剣はもしや神剣なのか？」

			　露骨に話題を変えたな。まあ、本当にフランを嫌っているわけではなさそうだし、今は乗っておこう。

			『残念ながら違う。ちょっと不思議な力のある剣ってだけだ。残念ながらな』

			「不思議な力、とは？」

			　うーん。どうしよう。思わず不思議な力とか言っちゃったけど、どこまで教えるか。

			『フラン、どうする？　俺は、浮いて喋れるだけって言うのが良いと思うが』

			（……全部教えてもいい？）

			　やっぱりそう言うよな。好意を抱いているルミナに対して、隠し事はしたくないんだろう。ルミナから情報が漏れるとしたら、唯一会う機会のあるディアスだろうが、ディアスにはインテリジェンス・ウェポンであるとばれてるし、今更だ。

			　それよりも、フランの思う通りにやらせてやりたい。特にルミナに対しては思い入れが違うしな。

			『……分かった、いいぞ』

			（ありがと）

			　そして、フランはルミナに俺のことを語った。

			　魔石を吸収してスキルを得るということ、元々人間であるということ、なぜか魔狼の平原に刺さっていたということ。出会いからのことを、つたない言葉で必死に伝える。

			　ルミナはその話を優しい表情で聞いていた。完全に演技を忘れている。邪気がどうとか関係ない。フランを気にかけてくれる、黒猫族のルミナだ。

			　実は俺としても少しだけ期待していることがある。相手は五〇〇年生きるダンジョンマスターだ。もしかしたら俺のルーツについて何か知らないかと思ったのだ。

			　ただ、ルミナが食いついたのは魔狼の平原云々ではなく、魔石からスキルを得る能力であった。

			「魔石からスキルを得る？　そんな力が存在するとは！　そ、それはどんなスキルでもか？　ユニークスキルや、エクストラスキルでも？」

			『今のところ、魔石から吸収できなかったスキルはないな』

			「どんなスキルでも、手に入れることができる能力……」

			『いや、魔石からなら、だぞ』

			　だが、ルミナは何やら考え込んでいる。

			「そうか……そうか！　ははははは！」

			「どうしたの？」

			「いやいや、何でもないのじゃ！　だがそうか！」

			　ルミナが急に笑い出した。ちょっと驚いたが、その晴れやかな笑顔を見たら、壊れたわけではないと分かる。これは、今なら色々と答えてくれるんじゃないか？

			『一つ聞きたい。どうしてフランを拒絶したんだ？』

			「……我にも色々あるのだ」

			『色々って？』

			「すまぬ──語れぬ。だが、全てはフランのためじゃった。それは信じてほしい」

			　語れない。それはつまり、進化に関係する話ってことか？　もしかしてフランが進化できるように、何かしようとしてくれてたのだろうか。いや、さすがにそれはないか？

			『フランを遠ざけようとしていた理由は？』

			「フランを傷つけたくなかったのだ」

			『傷つけたくなかった？』

			　つまり、遠ざける以上に。仲良くしていることで傷つくってことなのか？

			「だが、そのせいで余計にフランを傷つけたようだな……フランよ」

			「ん？」

			「すまなかった！」

			　ルミナがフランに頭を下げた。笑い始めたと思ったら、直後にこれだ。俺もフランも意味が分からなかった。

			「馬鹿な真似をして、お主を傷つけた。本当にすまない。少々先走ってしまったようじゃ」

			「ううん。もういい。ルミナは私のこと嫌いになったわけじゃない？」

			「勿論じゃ！　我がお主を嫌いになることなどあり得ぬ！」

			「良かった」

			　良かったんだが──やはり謎だ。ルミナは何か理由があって、フランを遠ざけようとした。しかし、俺の能力を知って、その必要がなくなった？　うーむ。ただ、進化に関係あることであるのなら、拒絶した理由を聞くのは無理だろう。

			『詳しくは教えられないってことだよな』

			「すまんな。本当は全てを語りたいところなんじゃが……」

			『いや、無理なら仕方ないさ』

			「うーむ。本当に人と話しているかのようじゃ。しかも強力な能力まで保有しておる。神剣と言われても信じてしまいそうじゃ」

			『それは嬉しいが、神剣にしては弱過ぎるって言われたよ』

			　以前ガルスに言われたことを伝えると、ルミナから返ってきたのは意外な言葉であった。

			「神剣が全て戦闘力に秀でているわけではないぞ」

			『何？　そうなのか？』

			「うむ。ちょっと待っておれよ」

			　ルミナはそう言って部屋の奥に姿を消した。そして、茶色い棒状のものを持って戻ってくる。

			　どうやら巻物のようだ。

			「待たせたの。これを見てみよ」

			『これは何だ？』

			「大昔に手に入れた、神剣の一覧だ。不完全だがな」

			『何？　まじか！』

			「これが神剣の名前？」

			　メチャクチャ興味があるぞ。巻物を覗くと、そこには確かに何かの名前が順番に示してあった。

			


			　　　始神剣アルファ　　ウルマー

			　　　狂神剣ベルセルク　　ディオニス

			　　×智慧剣ケルビム　　エルメラ

			　　　戦騎剣チャリオット　　フォルカン

			　　　魔王剣ディアボロス　　ディオニス

			　　　探神剣エクスプローラー　エルメラ

			　　×狂信剣ファナティクス　ディオニス

			　　　大地剣ガイア　　ウルマー

			　　×聖霊剣ホーリーオーダー　　ウルマー

			　　　獄門剣ヘル　　　フォルカン

			　　　煌炎剣イグニス　　ウルマー　

			　　×断罪剣ジャッジメント　　　ウルマー

			　　　蛇帝剣ヨルムンガンド　ファーゴ

			　　　水霊剣クリスタロス　　ウルマー

			　　　暴竜剣リンドヴルム　　ファーゴ

			　　×核撃剣メルトダウン　　フォルカン

			　　　月影剣ムーンライト　　クルセルカ

			　　　魔導剣ネクロノミコン　エルメラ

			　　　聖譚剣オラトリオ　　クルセルカ

			　　　偽善剣パシフィスト　　ディオニス

			　　　虹翼剣ケツァル──

			


			　多分、上段に書いてあるのが神剣の名前なのだろう。

			　以前にも聞いたことのあるイグニスなどの名前がある。だが、×が付いているものもあるし、最後に記してあるものについては書きかけだった。

			　それに神剣名の後ろの、人名っぽいのは何だろうか。製作者とかかね。

			「お主らは神託書記というエクストラスキルを知っているか？」

			「知らない」

			『聞いたことがないな』

			「魔力を対価として、引き換えに神が質問に答えてくれるというスキルだ。そのスキルの使用者を依より代しろに、あらゆる疑問に対する答えを神が書き記してくれる。まあ、その情報の価値によって対価が変化するらしいが。これはそのスキルによって神剣の在処を探そうとした時に生み出された巻物じゃよ」

			　でも、全然書き途中なんだが。途中でスキルを解除したのか？

			「どうやら神剣の情報を知るには術者の魔力が不足だったようでな。そこまで書き記して事切れてしまったのじゃ。魔力が切れた後は生命力を吸われたらしい。結局在処はおろか、名前と製作者の名前すら全てを知ることはできんかった」

			『×が付いてるのは？』

			「どうやら何かの理由で消滅した神剣のようだ。神剣を破壊できるような存在がいるかは疑問だがな」

			　つまりケルビムとファナティクス、ジャッジメント、メルトダウンはもう存在しないってことか。結構破壊されるもんなんだな。

			「それに、これが作られたのは五〇〇年以上前。また入れ替えが起きている可能性もある」

			「なるほど」

			「で、本題だが、ここにエクスプローラーという名前があるだろう？」

			　ルミナが巻物の一ヶ所を指差す。

			「探神剣？」

			「うむ。これも神託系のスキルになるが、名称索引というスキルがある。名前さえ分かれば、そのものについての詳細を知れるというスキルだな。対価は魔力じゃ」

			『嫌な予感がする』

			　魔力を対価に神剣についての情報を得る。どっかで聞いた話だ。

			「まあ、お主らの想像通りだな。エクスプローラーについて知ろうとして、術者は命を落とした」

			『やっぱりね！』

			「だが、死ぬ直前に詳細を書き残しておったのだ。このエクスプローラーという神剣は、装備者に強力な探知スキル、察知スキルを授けるが、剣の戦闘力自体はそれほどでもないらしい。それこそ、その辺の魔剣並みじゃ」

			『まじか？』

			「うむ。なので、神剣とはいえ戦闘力がないものも存在するぞ」

			　え、それってもしかして俺も──。

			「ただ、お主の場合は神剣ではないと思うが」

			　はい知ってましたー！

			「お主には名がなかったのだろう？　神剣であれば、神から授けられた名前があるはずだ。それがないということは神剣ではないと思う」

			　ですよねー。まあ、俺もこの神剣一覧を見てそうじゃないかと思った。でも、今となってはフランに付けてもらった師匠という名前に誇りがあるからな。むしろ他の名前とかノーセンキューである。

			「気を落とすな。神剣ではなく単なるインテリジェンス・ウェポンだったとしても、伝説級の武器だ。十分に凄いぞ」

			「ん。師匠は凄い」

			　慰めてくれるのは嬉しいが、なんかこそばゆいな。

			『ルミナは俺の製作者とかについて、何か知ってることはないか？』

			「分からん。インテリジェンス・ウェポンを見たのも初めてじゃからな。魔狼の平原の祭壇についても詳しくは知らん。だが、一つ確かなことがあるぞ」

			『何だ？』

			「お主のような存在を生み出せるのは神級鍛冶師だけだ」

			『でも、俺は神剣じゃないぞ？』

			　神級鍛冶師が作ったなら、神剣じゃないのか？

			「神級鍛冶師とて、神剣だけを作っておるわけではない」

			　言われてみればそうだ。神剣の存在が大き過ぎてその作り手としか認識していなかったが、鍛冶師なら色々な武具や道具を作っているのだろう。

			　もしかしたら包丁とかも作っているかもしれない。神級鍛冶師の作った包丁……。なんか、凄そうだ。切るだけで食材の味が向上したり、鮮度が戻ったりしそうだった。

			「そもそも、神剣はこの世に二六本だけ存在することを神に許された超兵器ぞ？　そうポンポン生み出すことはできんはずだ。これは都市伝説の類となる話だが、神剣を生み出すには準備に一〇年以上かかるらしい」

			『準備に一〇年？　何をするんだ？』

			「さてな？　言ったであろう。都市伝説だと。我とて詳しい話は知らん」

			『さいですか。まあ、俺は神剣を作る合間に作った手慰み的な作品てことか？』

			「その可能性があるということだ」

			　神級鍛冶のような凄い存在に作られたことを誇ればいいのか、神剣じゃないことを嘆けばいいのか、分からんな。

			　でも、神級鍛冶について調べれば、俺のルーツについても分かるかもしれない。それが分かっただけでも良しとしておこう。ついでに気になったことも聞いてしまうことにした。

			『ルミナ。その、邪気が凄いんだが、一体何があったんだ』

			「ん。肌も黒い」

			「あー、これか……。言うことができん。だが、数日もすれば元に戻る。安心せい。それに、このおかげで都合よく力も溜まったしの」

			　これも制限がかかっているのか。後半はよく聞き取れなかったが、元に戻ると言っているんだし、それで良しとしておくか。フランも安堵した様子で、胸を撫で下ろしている。

			　邪人となってもルミナであることに変わりはないが、やはり心のどこかでは多少のモヤモヤがあったのだろう。

			『なあ、黒猫族が進化できなくなった理由は、神罰なのか？』

			「そうじゃ」

			『どうして神罰なんて？』

			「それは──言えん」

			　やっぱりダメか。でも、神罰ってことは分かったぞ。オーレルの推測は当たっていたらしい。

			『十始族の話を聞いた。黒猫族は、十始族なのか？』

			「言えん」

			　そのことから逆に推測すると、言えないっていうことはむしろ肯定とも取れるんじゃないか？　まあ、俺が聞きたいのはそこからさらに先のことだ。

			『以前、黒天虎のマントという装備を見たことがあるんだが、黒猫族とは関係ないのか？』

			　フィリアース王国の王族である、フルト王子とサティア王女。その護衛のふりをしていたレイドス王国のスパイ、サルートが装備していたマントのことを思い出す。あれは確かに黒天虎という名前が付いていた。最悪の想像としては、進化した黒猫族をどうにかしたとか？　普通に考えたら人間を素材に武具を作るとかあり得ないと思うが、レイドス王国ならやりかねない怖さがある。悪い噂しか聞かない国なのだ。

			「ふむ。では白雪狼で説明させてもらうが、十始族の白雪狼とは別に、白雪狼という魔獣が存在している。どちらも遥か昔存在していた、神獣・白雪狼の子孫じゃな。白雪狼と人が交わり獣人・白雪狼が生まれ、獣と交わり魔獣・白雪狼となった」

			　まあ、地球の神話でも、神様は色々な姿になるし、色々な相手と子孫を残してるしな。そういうこともあるのかね。

			「大元は同じだが、今では別種よ。人と魔獣じゃしな。食うか食われるかの関係でしかない。そもそも、魔獣の白雪狼は今では祖先とは似ても似つかぬ。それこそ姿が似ているだけの魔獣と成り下がっておる。あれを神獣として崇める気にはならんよ。故に白雪狼を狩ったからといって、白犬族が敵になるわけでもない。他の十始族も同じだ。安心するがいい」

			　ならいいか。俺だって猿を殺されたからといって、同じ先祖を持つ者として仇を取るとか思わんしな。あれが単に魔獣素材を使った装備だと分かって安心した。

			「そういえばウルムットに獣王が来ているらしい。あまり良い噂を聞かぬからな。気を付けるんだぞ？」

			「……ん」

			　獣王の名前を聞いてフランが顔を顰めた。まだ吹っきれてはいないようだな。

			『もう会っちまったよ』

			「なんと！　だ、大丈夫だったのか？　酷いことはされんかったか？」

			『一応は。少し威圧されたけどな』

			　相手はフランの心を折るつもりなんかなかったと思うけどね。

			「もう平気」

			「ほ、本当か？」

			「ん」

			「だ、だが、相手は獣王だ。気を付けるんだぞ？　奴らは何をするか分からんからな！」

			　ルミナも獣王に敵意を持っているようだ。五三年前のことが尾を引いているのだろう。

			　彼女にもキアラという少女について質問をしてみたんだが、ディアス、オーレルから聞いた以上の情報は得られなかった。むしろ、色々と制限に抵触してしまうため、語ることのできない話の方が多いようだ。

			「獣王家は信用ならん！」

			「わかった」

			「そもそも現獣王家は黒い噂が絶えん。当代の獣王は親殺しじゃ。注意し過ぎくらいがちょうど良いのだ」

			　ルミナが怖い顔で忠告してくる。それにしても随分と獣王を嫌っているな。もしかして個人的に獣王に恨みでもあるのか？　そういえば、黒猫族を奴隷にした黒幕は獣王っていう噂があったな。もしかして本当なのかもしれない。ルミナなら詳しいことを知っているだろうが、喋ることはできないだろう。

			「本当に気を付けるんだぞ？」

			『分かってるよ』

			「ん」

			


			　俺のことがルミナにばれてしまった翌日。俺たちはルミナに呼び出され、再び彼女のもとを訪れていた。設置してもらったばかりの転移部屋から出ると、笑顔のルミナが出迎えてくれた。

			　それを見てフランもホッとしている。

			「よかった」

			「ふむ？　どうしたのだ？」

			「ルミナ、元に戻った」

			　肌の色も元通りで、その身から発せられていた邪気も綺麗さっぱり消え去っている。何が起きていたのかは分からないが、以前のルミナに戻ったらしい。

			　ただ、顔色が大分悪いように見える。元気に振る舞っているが、どう見ても空元気だった。

			　完調には程遠いらしい。

			「我にも色々あるのだよ」

			　苦笑いするルミナを見ながらフランが小首をかしげていると、俺たちの来訪に合わせたかのようなタイミングで部屋の奥から使い魔が現れた。

			　先日もフランのお世話をしてくれた人形タイプの使い魔だ。無言で何やらジェスチャーをしている。

			「どうやら準備ができたようじゃな」

			『準備？』

			「うむ。こちらへ来い」

			　ルミナは挨拶もそこそこに、使い魔がやってきた通路へと向かって歩き出す。

			　俺たちも慌ててその後を追った。

			「何かあるの？」

			「少々な……」

			　なぜか言葉を濁すルミナ。その顔色はやはり悪い。いや、この短い時間で血の気が失せ、急激に体調が悪くなっていっているようにも見える。

			　言葉を濁したのも、答えるのが億おっ劫くうだからかもしれない。そして、ルミナの足取りがおぼつかなくなり始めた頃、俺たちは見覚えのある部屋に辿り着いていた。

			　以前、フランとルミナが模擬戦をやった部屋だ。

			　だが、その様相は一変している。部屋に入ると、その光景に圧倒されてしまった。

			『こりゃあ、魔法陣か？』

			「おっきい」

			　直径一〇〇メートルほどの部屋の床一面に、びっちりと模様が描き込まれていたのだ。よく見ると、中央から法則を持って放射状に描かれており、一つの巨大な模様を形作っていることが分かる。

			　魔法陣と呼ばれるものに似ているが、ここまで巨大な魔法陣は初めて見た。一体何に使うんだ？

			「ふぅ……」

			「ルミナ、大丈夫？」

			『本当に平気か？』

			「すまぬな、だが大丈夫だ。気にせんでいい」

			　気にするなと言われてもな。使い魔が用意した椅子に倒れ込むように腰かけたその姿は、本当に体調が悪そうだ。しかしルミナはあえてなのか、苦しげな表情とは裏腹な淡々とした口調で話を続ける。

			「それよりも、お主らに一つ試練を用意したのだ。受けては、くれぬか？」

			『試練？』

			「うむ。どうだ……？」

			　いきなり試練と言われてもな……。

			　だが、こんな苦しそうなルミナに頼まれては断り辛い。それはフランも同様であるようだ。

			「ん」

			　即座に頷いている。まあ、ルミナにお願いされて断るわけがないよな。

			『フラン！　内容も聞かずに……』

			「ルミナが私のために用意してくれた試練。受ける」

			「ありがとう。だが、試練は危険を伴う。お主らの力が及ばねば、命を失うやも知れん。断るなら、今だぞ？」

			『ちょ、命を失う？　待ってくれ！』

			「平気。受ける」

			『フラン！』

			「師匠、お願い」

			『ぐ……』

			　そんな懇願するような目で見られたら、強く言えないじゃないか！　だがそれでも、俺は言わずにはいられない。

			『フラン、本当に受けるのか？』

			「もちろん」

			『ルミナが危険だって言うくらいだ。本当に危ないぞ？』

			「かまわない」

			　意志は固いようだな。

			『はぁ……わかったよ』

			「師匠、ありがとう」

			　こうなったら、全ての力を使って試練とやらを突破するだけだ。

			　それに、ルミナが何の意味もなく、試練などと言うはずがない。

			「試練を受けるということで良いか？」

			「ん！」

			『ルミナ。その試練とやらは、フランに必要な事なんだな』

			「ああ」

			　ここだけは虚言の理を使わせてもらった。そして、その言葉に嘘がないと理解する。

			　だとしたら、受けるしかないだろう。

			『ウルシは一緒でいいのか？』

			「構わん」

			「グル！」

			　それはありがたい。ウルシもやる気に満ちた表情で、すでに戦う準備は万端であるようだ。

			「今からある魔獣を召喚する。見事倒してみせよ！」

			「ん。分かった」

			「オン！」

			　魔獣討伐ね。それが試練か。でも、今更魔獣討伐なんて何の意味があるんだ？　戦うことで何か得るものがあるっていうことなんだろうが……。

			「では行くぞ！」

			　ルミナの言葉に合わせて魔法陣が光り輝き、中央に凄まじい量の魔力が集中していく。

			　渦を巻く魔力によって部屋の中には強風が吹き荒び、フランの髪を激しく弄んだ。フランは目を細めて、魔力の塊を睨みつける。そして、光が収まった時、一体の魔獣が召喚されていた。

			「……はぁはぁ……」

			　この召喚に力を使ったのだろうか。先程以上に荒い、ルミナの息だけが聞こえてくる。

			『ルミナ、平気か？』

			「……平気だ……、気に、するな……」

			　いや、全然平気そうには聞こえないけどな。だが、今は魔獣に集中せねばならないだろう。何せ、ルミナが試練というほどの相手だ。

			　実際、フランが厳しい表情でその魔獣を睨みつけていた。ルミナを心配する余裕がないほど、その存在感が際立っている。

			　現れた魔物は、頭の天辺から爪先まで、全てが漆黒に塗り潰された人型の魔獣だった。

			　黒い瘴しょう気きのような魔力を身に纏い、その全身は良く見えない。だが、頭部は非常に毛深く、一見コボルトのようにも見える。

			　しかし、その力はコボルトなどとは比べ物にならないほど凶悪だった。

			　ボールバグよりも明らかに強い。まだ本気を出していないはずなのに、その身から発せられる威圧感だけでフランの呼吸が速まっている。

			「ウオオオオオオオォォォォォォォォォ！」

			「……っ！」

			　強い殺意と敵意の込められた漆黒の魔獣の咆哮に、フランの全身の毛が逆立つ。

			　その反応は、獣王に出くわしてしまった時によく似ていた。

			　実際、奴から発せられるプレッシャーは凄まじい。仮に、獣王に出会わずにこの相手と対面していたら、今の咆哮で恐慌状態に陥っていたかもしれない。それほどの相手だ。

			　だがフランは、物理的な圧力さえ伴いそうな強烈なプレッシャーを受け止め、正面から魔獣を睨み返す。

			「……師匠、ウルシ、行く！」

			『おう！』

			「オン！」

			「ガオオオオオォォォオォ！」

			「たぁぁぁ！」

			　俺を構えたフランが、魔獣の殺意の波をかき分け、駆けた。

			　試練を打ち破り、勝利を手にするために。

			


			　　名称：イビル・マンビースト

			　　種族：邪妖・魔獣 

			　　Lv：50

			　　生命：８２２　魔力：９２７　腕力：３３５　敏捷：１０２８

			　　スキル：回避９、牙闘技８、牙闘術８、気配察知９、瞬間再生８、瞬発８、魔術耐性５、体毛強化

			　　固有スキル：覚醒

			　　説明：不明

			


			　これは……覚醒持ち？

			　驚いていると、ルミナの呟きが耳に入った。

			「見事倒し、魔石を、吸収してみよ……」

			　やっぱり！　フランを進化させるために用意してくれたってことか！

			　にしてもルミナの消耗が半端ないな。ダンジョンマスターにとっても、このレベルの魔獣を呼び出すのは難しいことなのだろうか？　血の気が完全に引き、顔が真っ白である。頬もこけ、肌は艶を失い、明らかに危険な状態であった。

			　そこまでして、フランのために試練を用意してくれたのだ。

			　フランもそれを理解したのか、かつてない決意を顔に浮かべていた。

			「師匠、やる！」

			『おう！』

			　フランが俺を抜き放ち、即座に魔獣に斬り掛かる。

			「ガアウルォォオ！」

			「む！」

			「ガガウ！」

			「くっ！」

			　速い！　圧倒的な速さと、多少の傷は癒してしまう再生力。フランの攻撃は難なく回避され、逆にカウンターを貰う始末だ。

			「ガオオオオゥルルル！」

			　魔獣が鼓膜を揺さぶるような強烈な咆哮を上げると、その全身が急激に肥大化した。

			「む」

			『覚醒しやがった！』

			　牙や爪も倍以上伸び、ステータスはさらに強化されている。特に敏捷はさらに上昇し、より手が付けられなくなっていた。

			「はや、い！」

			『くそっ！　速過ぎる！』

			　その速度といったら、動く度に消えているように見える始末である。

			　気配察知を最大限利用して何とか攻撃を防ぐが、反撃する余裕はない。

			　それどころか、魔獣はさらにギアを一段上げたようだった。

			　やつの爪と俺の刀身がぶつかり合う甲高い音が連続で響き続ける。

			「くぅっ！」

			『ヒール！』

			　次第に被弾する回数が増えてきた。急所は守っているものの、反撃の糸口は全く掴めなかった。

			　今までこれほどの速度を誇る相手と戦った経験はないが、速いというのはこれほど厄介なのか！

			　戦闘技術に差があるおかげで何とか戦えているが、その圧倒的速度差は如何いかんともし難かった。

			『埒らちが明かん！　転移で奇襲する！』

			「ん！」

			　魔獣の突進に合わせて転移で背後を取る！　そのつもりだったのだが──。

			「ガアア！」

			「くぁっ！」

			　気配察知と回避スキルのせいで、転移からの奇襲でさえ反応されてしまった。それどころか、転移直後の隙を狙われて、深手を負わされている。

			　物理攻撃で完璧に捉えるよりも、魔術の方が当てやすいかもしれなかった。だが、魔術耐性がある相手に並みの魔術が効くとも思えない。

			『ここだぁ！　食らえ！』

			　俺は魔獣がフランの攻撃を回避した直後の隙を狙って、インフェルノ・バーストを放った。

			　フランの呼吸を読んで動きを予測していた魔獣は、個の奇襲に完全に虚を突かれている。

			「グギャ！」

			　俺の放った火炎の帯が魔獣を飲み込んだ。だが、その中から現れた魔獣は、瀕死には程遠い。

			　ちっ、だめか！　確かに効いてはいるが、魔術耐性を持っているうえに元々魔力と生命力が高い魔獣に対して、必殺とはいかなかった。一発で倒せなければすぐに再生してしまう。

			「厄介」

			『だな。一撃必殺で決めるしかないぞ』

			「ん」

			　再生が無意味な、つまり一撃で命を奪う必殺の攻撃を狙う。

			　そして、俺たちは作戦を決行した。まあ、俺の念動とウルシの奇襲で動きを止め、フランが全力で攻撃するというだけだが。

			　フランはカウンターを狙い、反動を利用した空気抜刀術を繰り出した。当然魔獣は回避しようとするが、影から飛び出したウルシに足を噛まれて動きが止まる。さらに、俺がフルパワーの念動で動きを封じた。

			『うおおおおお！』

			「はぁぁぁ！」

			　耐久値とか知ったことか、どうせこの一撃で決めなきゃならんのだ！　だったらもう全魔力を使いきるつもりでスキルに注ぎ込んでやろう。以前刀身が壊れかけたせいでしばらく使っていなかった、属性剣の多重発動だ。フランが雷鳴を、俺が火炎と暴風を発動させる。

			『いっけぇぇ！』

			「しぃぃぃっ！」

			「ギャギャオオオォォォオォ！」

			　暴れて逃げ出そうとする魔獣。だが、もう遅い。

			　フランが振り抜いた俺が、魔獣の脳天から股間までを真っ二つにぶった切った。心臓の位置にあった魔石を綺麗に斬り裂いた感触がある。

			「グアアアアオオ──」

			　属性剣の多重発動はやはり負担が大きかったか。一発で耐久値が八割近く削られた。刀身にヒビが入り、ボロボロと崩れ始める。

			　しかし、やったぞ。

			　左右にドシャリと崩れ落ちる魔獣の死骸。

			　満身創痍だが、俺たちの勝利だ。

			　しかし、今は俺のことなんざどうでもいい。そんなことよりも、今はスキルだ。

			　俺は今手に入れたはずのスキルをメモリから探した。

			『どこに────あった！』

			　覚醒。

			　進化した獣人だけが持つという、進化の証。

			　確かにそのスキルを俺は手に入れていた。

			『フラン……！』

			「師匠、どう？」

			　俺の呼びかけに、フランがやや不安げな表情で聞いてくる。その問いかけに対して、俺はむしろ冷静に答えを返していた。

			『やったぞ』

			「ん……！　ほんと？」

			「ああ、本当だ」

			　喜びがないわけじゃない。むしろかつてないほど喜んでいる。だが、それ以上に戸惑いと不安の方が大きかった。

			　覚醒スキルを入手したが、これは現実なのか？　それに、これを装備したらフランはどうなる？

			　進化するのか？　こんな簡単に……？

			「師匠？」

			『おっと、すまん』

			　装備してみれば分かるか。そもそも、装備しないなんていう選択肢はないんだしな。

			『覚醒を、装備するからな？』

			「おねがい」

			　フランが、右手で俺を掲げた。

			　無意識だろうが、まるで物語の一場面のような状態だ。

			　期待と不安の入り交じった表情をするフランに見守られながら、俺は覚醒を装備した。

			『……装備、したぞ？　どうだ？』

			　これで、フランも覚醒を使えるはずだ。俺ははやる気持ちを抑えつつ、フランに聞いてみた。

			「ん……使える。分かる」

			『そうか』

			　進化した獣人が得るというスキル、覚醒。

			　これを使ったフランはどうなるのか……。

			「ふぅ……はぁ……」

			　フランがスキルを使うために、深く息を吐きながら目を閉じて意識を集中させる。

			　俺はフランが覚醒を使う瞬間を静かに待った。

			「ん！　いく！　覚醒！」

			　カッと目を見開いたフランが、スキルの名前を叫んだ。

			『きた！』

			　何もしていなくても分かる！　圧倒的な量の魔力が、フランの内から一気に溢れ出したのだ。フランの中から外に向かって迸ほとばしった魔力の奔流は、柱となって立ち上る。

			『うおぉ！』

			「オウン！」

			　同時に、黒い雷がフランの体から溢れ出し、周囲を駆け巡った。暴風と黒雷が部屋を荒れ狂い、俺たちはフランの側から退避せざるを得なかった。俺もウルシも、走る雷光に打たれ、かなりのダメージを負っている。

			　中心にいるフランは大丈夫なのか？

			『フラン！　大丈夫か！』

			「オンオン！」

			　呼びかけても反応がない。もしかして暴走してる？

			　だが、その心配は杞憂だったようだ。

			　魔力の奔流が治まった時、そこには耳と尻尾をピーンと立てた勇ましいフランの姿があった。よく見ると尻尾が縞々だな。まあ、ほぼ黒に近い灰黒色と、元々の黒の縞々なので、魔力の光に照らされてようやく判別できる程度の微妙な模様でしかないが。

			


			

			


			『フラン？』

			「……ぅぐ」

			　フランは泣いていた。

			　大粒の涙を流し、静かにその場で涙を流している。

			　様々な想いが、記憶が、フランの内を駆け巡っているんだろう。

			　何せフランの悲願だったわけだからな。

			「……ぅ……」

			　俺は何も言わずに、咽むせび泣くフランにそっと近寄った。念動でそっと背中を撫でてやる。

			　フランはそのまま俺の柄を両手で強く握りしめると、俺を支えにするようにその場で膝をつき、さらにボロボロと泣き出してしまった。

			「うう……ぐず……」

			　フランの額が俺の刀身の腹に押し付けられ、熱と鼓動が流れ込んでくる。震えるフランの心臓の鼓動が、ハッキリと聞こえた。

			　なんか、剣なのに俺まで泣き出してしまいそうだ。

			　実際、フランに寄り添って伏せているウルシの瞳は、かつてないほど潤んでいる。

			「クゥン」

			「……ぐす……ぅあぁ……」

			


			　一〇分後。

			　フランはようやく泣き止み、目をゴシゴシと擦りながら立ち上がった。はにかみ笑いを浮かべながら、ウルシの頭をワシャワシャ撫でている。照れ隠しなんだろう。

			　まだ俺のことは抱きしめたままだけどな。

			「ごめん」

			『謝ることはないさ。それだけのことなんだからな』

			「ありがと」

			『じゃあ、改めて確認するか』

			「ん！」

			　フランは最後に鼻をスンと鳴らし、その表情をキリリと引き締めた。

			　左の手を握ったり開いたりしながら、変化を確認し始める。

			『フラン、どうだ？』

			「ん……力が、溢れてる」

			『さて、外見はあまり変化はないけど、ステータスは……はぁぁ？　何だこりゃ！』

			　俺は改めてステータスを見て驚愕した。

			　敏捷と魔力が３００以上も上昇していたのだ。さらに、生命力も魔力も回復しているし、固有スキルに閃華迅雷というスキルが追加されていた。

			　これが覚醒の効果か？

			　それにしても、覚醒を使うと進化するのか？　進化したら覚醒を得るんじゃなかったっけ？

			『にしても進化っていうのは凄いな……？　うん？』

			　俺は思わずフランのステータスを二度見してしまった。ルミナの種族は黒虎だったよな？　フランも黒虎になったと思っていたんだが……。

			『フランは……黒天虎になってるんだが』

			　黒天虎っていったら、十始族だぞ。獣王と同格の伝説的存在だったはずだ。

			『どういうことだ……？』

			「……」

			『フラン？』

			「……」

			『あれ？　フラン？　ウルシ？』

			「……」

			「……」

			　二人が急に黙ってしまった。一体どうしたんだ？　いや、よく見たら微動だにしていない。まるで時間が止まってしまったかのように。だが、俺は時空魔術なんか使っていない。

			『何が起きた？』

			　俺が戸惑っていると、不意に周囲が闇に包まれた。本当に何の前触れもなく、視界がブラックアウトしたのだ。

			　な、何だ？　何が起きた？　視覚に異常が起きたのか？

			　それにフランとウルシは大丈夫なのか？

			『な、何が……』

			「安心しなさい。時の流れを少々いじっただけよ。貴方以外はただ止まっているだけ」

			『え？　え？』

			　どこからともなく女性の声が聞こえた。フランでもルミナでもない。

			　何と言うか……もっと深いとでも言えばいいだろうか？　妙に耳にスルリと入ってくる。それほど大きな声ではなかったのだが……。

			「まさかこんな手段で進化を成すなんて……。やってくれたわねぇ？」

			『はぁ？』

			　誰だ？　そして、何だ？　怒られているのだろうか？

			「黒猫族の少女と、貴方が出会ったこと自体が奇跡的だっていうのに、まさかここまで辿り着くなんて……」

			　そんなぼやきとも取れる言葉の直後、漆黒の空間に強烈な光が差し込んだ。

			　天から降り注ぐ光の帯が弱まると、その場には一人の女性が降臨していた。天上から天女が降りてきた。そうとしか思えない光景である。

			　その女性が絶世の美女であることも、俺がそう思った理由の一つであろう。

			　光の当たり具合で虹色に輝く不思議な銀の髪。艶と清楚さを併せ持った褐色の肌。非常にメリハリのある女性らしい膨らみのある体に、薄布を重ねた煽情的にも見える格好だ。しかし全く嫌らしさを感じさせなかった。女性の放つ、どこか侵し難い神々しさのせいだろうか。

			『あ、あの～……どちら様？』

			「そうね。世界の理を管理する者。まあ、貴方たちに分かりやすく言えば、混沌の女神と言えばいいかしら？」

			『は……？』

			　俺は混沌の女神と名乗った女性を呆然と見つめていた。

			　だって、俄にわかには信じられないだろう。混沌の神様っていったら、ダンジョンとかを創り出したかなり凄い神様だったはずだ。十大神に数えられていた。

			　だが、俺以外の時間を止めるとか、神にしかできそうもない大技である。

			　まじで神なのか？

			　美女がニコリと微笑む。だが、それを見ても全く嬉しくなかった。

			　もう厄介ごとの匂いしかしないんだけど！

			「厄介とは酷いわね」

			『え？』

			　も、もしかして心を読むのか？

			「読むわねー」

			『す、すみませんしたー』

			　やべー、神罰がある世界で、神様を怒らせるのだけはやべー！　いや、すみません！　やばくないです。まじで尊敬してますから！　本当です！　女神さまのような美しい方に拝謁する機会を頂きまして、感激の極み！　そのあまり少々取り乱してしまったようです！　だから許してください！　体があったら土下座しますから！　それくらい反省してますから！

			「くふふふふ。いくら美辞麗句を並べようとも、魂を見ることのできる神には通用しないわよ？　何せ本心が見えるのだから」

			『えーっと、そのー』

			「神をここまで敬わない者も珍しいわね」

			『いや、敬ってますよ？　本当です！』

			「別に構わないわ。その程度で怒るような小さい器じゃないしね」

			『じゃ、じゃあ、不敬の罪で神罰とか……』

			「心配しなくてもいいわ」

			　よ、良かった！　黒猫族への神罰のこととかあったから、勝手に怖い人たちだと思い込んでいた！

			「まあ、本来はもう少し威厳があって恐ろしい姿なのだけれどもね。降臨する際にはこうやって、自らの一部だけを人に似せて送り込むのよ。だから、外見で神に見えないのは仕方ないわね。言葉とかも、相手に合わせてるし。正直、こんなに砕けた言葉遣いをするのは初めてだけど」

			　つまり目の前にいる女神様は、本体から分かれた分体みたいなものなのかな？　地球でも神様を見たら目が潰れるとか、正気を失うなんて話もあるしね。わざわざこちらに合わせて人の姿をとってくれているようだ。ありがてーありがてー！

			「はぁ。だからそれはいいから。そもそも、異世界から喚よばれたあなたに、私たちへの信仰など求めていないわ」

			『え？　俺が元々異世界人だって知ってるんですか？』

			「勿論。まあ、そのことは今は置いておきましょう。それよりも、話さなくてはいけない事案がありますからね」

			　女神様の顔から笑みが消えた。それだけで、この謎の空間に緊張が走る。いや、俺が緊張してしまう。

			　彼女が現れた理由が分かってしまっているからだ。

			『フランの進化について……ですよね？』

			「ええ」

			　わざわざ神様が現れるなんて、やっぱり黒猫族が進化できない理由は神罰だったのだろうか？

			「その通り。黒猫族は大罪を犯したわ。その罰として進化に枷かせをかけられたの」

			『それを、俺が特殊な方法でフランを進化させてしまったから……？』

			「話が早いわね。そうよ。まさかあんな方法で黒猫族を進化させるなんて、正直予定外なのよね。そして、問題でもあるわ」

			　正規の手段ではないのは分かってたけど、わざわざ神様がお出ましになるなんて……！　もしかして、フランを──。

			「安心なさい、あの娘をどうこうするつもりはないわ。進化を取り消したりもしないから」

			　その言葉を聞いてホッとした。ピンチには違いないのだが、最悪の事態は避けられそうだ。

			「今回のこと、何が問題か分かるかしら？」

			『えーっと、非正規な手段で進化したことですか？』

			「いいえ。そこだけが問題じゃないわ」

			『え？　そうなんですか？』

			「ええ、それだけなら、私が降りてくることもなかった」

			　だとしたら何が問題なんだ？

			「勿論。貴方の言う非正規な手段が、全く問題ないわけじゃない。この世の理を無視していることですもの」

			『この世の理？』

			「そうよ。地球風に言えば、世界を運行するシステムとかプログラムってところかしら？」

			　混沌の女神様の言葉から想像するに、そういった感じの管理システムがあるんだな。アナウンスさんも、そっちに関係する人？　なのかもしれない。

			「普通の獣人族の進化というものは、レベルの上限に達した時に覚醒スキルを習得。その覚醒を使うと血の中に眠る力が解き放たれ、結果として進化するという流れよ」

			　レベル上限→覚醒ゲット→覚醒使用で眠った力が引き出される→進化って感じかな。

			「黒猫族の場合はレベルだけでは覚醒を習得できないように呪いがかけられているの。これは貴方も良く分かっているわね？」

			『そりゃあ、フランがそうですからね』

			「でもね、あの娘はその理を無視して覚醒を手に入れ、進化してしまった。しかも、黒猫族の高い潜在能力故かしら？　一度使っただけで覚醒を自ら習得してしまったわ。そして、今後同様のことが起きてしまう可能性が出てきてしまった」

			『そうか、俺を装備すれば誰でも覚醒を手に入れて、進化できるかもしれない……！』

			「ええ、その通り。レベルも種族も無視して、どんな獣人でもあなたさえ装備すれば進化できる。さすがに何度も何度も理を無視することは許容できない。それに、貴方を装備しただけで安楽に進化できてしまっては、黒猫族に下した神罰の意味もなくなってしまう」

			　そう言って女神様は、俺をジッと見つめた。

			　あれ？　これって、俺がピンチとかいう話じゃないよね？　存在そのものが罪的な感じで……。ち、違いますよね？　ね？　違うと言って！

			　緊張気味に女神様を見つめ返していたら、女神様は指をピッと立てて、語り出した。

			「そもそも、黒猫族には神罰として枷──呪いがかけられているわ。この呪いを解く条件は大きく分けて二つ」

			　セ、セーフ？　助かったのか？　それとも冥めい途どの土産なの？　どっちなのぉ！

			「はぁ。安心なさい。あなたを滅ぼすつもりもないから」

			　良かったぁ！　マジで良かった！

			「話を続けるわよ？　一つは、個人で呪いを解くための条件。邪人を千体、もしくは、脅威度Ａ以上の邪人を一体倒すことね。これを達成した個体は呪いの頚くび木きから解き放たれ、進化が可能となる」

			　え？　それ言っちゃっていいの？　だって、ルミナが喋れることに制限を付けたり、わざわざ人々の記憶から消したり、その情報が簡単に分からないように色々画策してるんじゃ？

			「少女はすでに進化してしまったもの。経緯がどうであれ、進化者にはその制限は適用されない。どうせ後でルミナの口から語られるのであれば、ここで私が話しても同じでしょう？」

			『そ、そうですかね？』

			　でも、俺は黒猫族じゃないしウルシもいる。俺たちに対して制限がかかっていれば、一緒にいるフランにも結局制限がかかっているのと同じことなんじゃないか？　制限とやらについて何も知らない状態で、わざわざ俺とウルシだけが席を外してルミナに話を聞くような状況はそうそうないだろう。

			　まあ、神様がそのことを忘れてて話してくれるんならありがたく聞いちゃうけどさ。

			「ああ、召喚獣はそもそも対象外。貴方は私の眷属だし、やっぱり制限の対象外。問題ないわ」

			　そうだった、心を完全に読まれているんだった。いや、ちょっと待てよ？　何か今、凄い重要なことを聞いた気がしたんだけど。

			『え？　俺って、貴女の眷属なんですか？』

			「まあ、正確には私の眷属でもあるってところだけど」

			『そ、そこをもう少し詳しく！』

			「だめ。今は進化のお話よ」

			　ぐ、それはごもっとも……。

			「もう一つは、種族全体にかけられた呪いを解くための条件。それは、黒猫族の力だけで脅威度Ｓ以上の邪人、もしくは邪神の眷属を倒すこと。これを達成した時に、晴れて全ての黒猫族は罪を許され、十始族に戻ることができる」

			　種族全体の解かい呪じゅはメチャクチャ難しそうだな。脅威度Ｓっていったら、世界を滅ぼすような恐れのある超危険な相手だぞ？　それを黒猫族だけの力で討伐って……。

			「それだけ大きな罪を犯したということよ」

			『あの、一体それはどんな罪なんですか？』

			　大罪大罪と聞いても、具体的な内容は知らないことに今更気づいてしまった。

			「当時の黒猫族の族長。まあ、当時の獣王家ね。そいつらが邪神の封印を解いて、その力を一族に取り込もうとしたのよ。実際、半分は上手くいってたわね」

			　取り込むって、邪人になろうとしたっていうのとは違うのか？

			「もっと酷いわね。何せ一部の王族は半邪神半獣人とも呼べる存在に進化しかけていたわ。黒猫族の半分くらいは力を増すことに成功してもいた。邪人になり果てて暴走した末、同族に滅ぼされた個体も多かったけどね。私たち神々は、邪神であろうとも神の力を我欲に利用することを許さない。結局、王族や邪神の力を得た黒猫族は神によって滅ぼされ、残った者たちにも罰として進化を制限する呪いがかけられたわ」

			　それはまた……。思ってたよりもヤバいことやってた！　邪神の力を取り込んで半神に進化するとか、神に喧嘩売ってるとしか思えん。

			「我々神は、邪神の力を私欲で利用した場合には罰を与えると、きっちり警告しているんだけどね」

			　当時の黒猫族の獣王家はその警告を無視したということだった。神々の怒りに触れても仕方ないだろう。

			『まあ、重罪を犯したということは分かりました』

			「なのに貴方がいれば、黒猫族はあっさりと進化できてしまう。罪を償いもせず」

			　睨まれているわけではいないけど、そう感じてしまうほどに苦々しい口調だった。

			「黒猫族にとっては、進化は悲願かもしれない。でもね、罪を償わずに非正規的な方法で進化を続ければ、それが新たな罪となってしまうわ。今度は進化の停滞なんて比じゃない、より大きな罰が与えられるでしょう」

			『より大きな罰って……。た、例えば？』

			「種族の断絶」

			　静かな口調の女神様だからこそ、本気であることが分かった。

			『そ、それは──』

			「例えばの話よ。でも、これはそれだけ大きな話なのだと、理解しなさい」

			『わ、分かりました』

			　改めて神というものの厄介さと恐ろしさを垣かい間ま見みた気がした。こんな存在に直接注意を受けているなんて、思っている以上に危険な状態なのではないだろうか？

			『あの！　俺はどうすればいいのですか？　勿論、フラン以外に覚醒を使わせるような真似はしません！　誓います！』

			「貴方が心の底からそう言っていることは分かるわ。でもね、それでは弱いの。覚醒を他者に与えることができる魔道具。その存在自体が許されないのよ」

			　存在自体が許されない？　それってつまり──。

			「安心なさい。さっきも言ったけど、貴方を消去するとか、そういう物騒な方法を取るつもりはないから」

			『そ、そうですか！』

			　俺はこの世界に来て以来、最大のピンチを乗りきったぞ！

			「じゃあ、早速──」

			　パチン。

			『え？　何が……！』

			　混沌の女神様が指を鳴らすと、俺の刀身が一瞬だけ輝きを放った。何をされた？

			「貴方の装備者登録を固定しました」

			『固定、ですか？』

			「ええ。今後、貴方は現在の装備者が死亡するまで、それ以外の人間に装備されることができなくなったわ。もし、無理やり装備しようとする者がいれば、その者には罰が下るでしょう」

			『罰って？』

			「何も知らず、偶然手にして装備を試みただけであれば弱い雷が身を打つだけ。知っていて奪おうとしたのであれば──命で贖あがなうことになるでしょう」

			　怖いんだけど。命で贖うとか！　まあでも、俺はフラン以外に装備されるつもりはないし、神様謹製の高性能防犯装置が付いたとでも思っておこう。

			「それと、念のために貴方から覚醒も奪わせてもらうわね？　今後は覚醒を手に入れることもできないようにさせてもらうわ」

			　徹底してるな。でも、神様に逆らうような真似をするつもりもないし、それで構いませんとも。俺自身が覚醒を使えないのは少し残念だけどね。

			「覚醒は獣人族の血に眠る力を解放するためのスキルだから、貴方自身には意味のないスキルよ？」

			『あ、そうなんですか。フランはもう覚醒を得ているんですよね？』

			「ええ」

			　じゃあ、本当に必要なかった。どーぞどーぞ、持っていってください。

			「ルミナにも、二度と覚醒を持った魔獣を召喚することはできないように新たな制限をかけたわ。もっとも、制限なんかかけなくてもあれだけ消耗したら、数百年は同じことはできないでしょうけど」

			『ルミナの様子がおかしかったのは、あの魔獣を召喚したせいなんですか？』

			「その通り。私の眷属であるルミナには、黒猫族を支援する際には様々な制限がかかるようになっていたわ。進化の条件を喋ることができないというのもそうだけど、それ以外にも色々とね。例えば、覚醒のスキルを付与するようなアイテムを生み出すことが不可能であるとか、自分のダンジョンを使い黒猫族に条件を達成させようとした場合、代わりに自らが消滅するように設定されていたりね」

			『え？』

			　まじっすか？　だとしたらルミナのあの消耗は──！

			「安心なさい、ルミナは消滅しないわ」

			『でも、フランを進化させましたよ？』

			「間接的にね。直接あの少女を進化させたのではなく、その所持する魔剣──つまりは貴方に力を与えるように仕向けただけだわ。そのせいでルミナは大幅に力を失いはしたけど、消滅はしなかった」

			　それは本気で良かった。自分が進化できたとしても、ルミナが代わりに消滅したと知ったら、フランは自分を責めるだろうからな。

			「ただ、今後は同じことは許されない。だから、制限を新たに設けたの」

			　ルミナも相当無理してくれたようだった。以前冗談ぽく語っていた、ルミナを殺したら進化できる云々という問い。あれも、本気だったに違いない。

			　邪気を身に纏った姿。あのルミナは脅威度で言ったらＡはあったのではなかろうか？　進化した黒猫族で、ダンジョンマスターの邪人だ。その可能性は高い。

			　そして、そんな自分をフランに殺させようとしたのではなかろうか？　フランを遠ざけようとしたのも、自分を殺した後に気に病まないようにしたのだとすれば？

			「そうね。ルミナは貴方がいてくれたおかげで命拾いしたわね」

			　俺の考えは正しかったらしい。

			「礼でも言っておきなさいな。それにしても、奪うだけでは貴方が哀れ。代わりに一つのスキルを与えましょう」

			　そう言って女神様が再び指を鳴らした。刀身が光ったのも同じだ。

			　でも、何か変わったか？　自分のステータスを見てみると──。

			『えーっと……進化隠いん蔽ぺいですか？』

			「その名の通り、進化したことを隠すことができるスキルね。主に他の獣人たちから」

			　なるほど、これは良いスキルだ。黒猫族が進化してるってバレたら、獣人相手だったらそれだけで騒ぎになっちゃいそうだしな。しかもエクストラスキルである。

			　ただ、気になることが一つあった。

			『あの、少しだけ残しておいた自己進化ポイントが全部減ってるんですけど？』

			「一応、貴方は問題を起こし、私はその問題を正しに来ているの。単に施しを与えることはできないのよ。それでもサービスしているんだから」

			『す、すいません』

			　有用そうなスキルだから、ここは妥協しておこう。どうせ文句言ったってどうにもならないんだし。

			　すると、女神様は満足そうに頷いてフワーッと浮かび始めた。そのまま姿が段々と透けていく。

			「目的も達したし、私は帰ります。ああ、そうそう。進化の条件については口外を許可します。元々、進化者が一人でも出れば、許すことになっていました。たとえ正規の方法でなくても、ね」

			　あ！　女神様が行ってしまう！　そう思ったら、咄嗟に質問が口をついて出ていた。

			「あの！　聞きたいことがあるんです！　俺は、何者なんですか！　貴女の眷属だっていうのなら、知ってるのではないですか？」

			　つい聞いてしまった。何せ初めて現れた、俺自身の謎について明確な答えを知っていそうな相手なのだ。

			　だが、女神様は何やら考え込んでいる。

			「そうねぇ……。貴方にそういったことを教えるのは私の役目ではないんだけど……。一つ指針を与えましょう。獣人国にいる神級鍛冶師にお会いなさい」

			『獣人国に神級鍛冶師がいるんですか？』

			　黒猫装備を作ってくれたガルス爺さんは、神級鍛冶師は行方が分からないって言ってたはずなんだが……。

			　獣王が密かに囲ってるのか？　だが獣人国に行くのは難しいよな。他大陸なうえ、敵国だからな。俺のためにフランを危険な目に遭わせることはできない。

			「でも、話を聞ければ、何か分かるかもしれないわよ？　まあ、だめかもしれないけど」

			『貴女にもどうなるか分からないんですか？』

			「そりゃあそうよ。神にだって未来は分からないもの」

			『だって、神様なんですよね？　未来を知ってたりは……？』

			「無理ね。人は未来に起きる出来事──つまり運命を見通す力が神にはあるって勘違いしてるようだけどね。というか、良いことも悪いことも、神の定めた運命だとか言い出す人間もいるじゃない？」

			　そういう人間はいるよな。俺だって、フランに出会った時は運命的だとか思った。

			「未来のことは全て神によって決められていて、世界はその通りに動いているとかさ」

			『まあ、そこまで大げさじゃなくても、近いことを信じている人はいますね』

			　運命論者というやつだろう。

			「でも、本当に神が世界の運行を全て定めていてその通りに世界が動いているんだとしたら、そもそもこんな風に私が現れて、イレギュラーを正そうなんてするかしら？　しないわよね」

			『言われてみたらそうかもしれませんね』

			「この世に運命なんてないわ。全てが偶然の積み重ね。悪いことは自分の責任、良いことは自分の手柄。そういうことよ」

			　つまり、俺とフランの出会いも偶然ってことだな。

			「そうよ。貴方と黒猫族の娘が出会ったのも偶然。貴方たちの相性が最高だったのも偶然だわ。いえ、ここまで必要とし合っている同士が出会ったのは、奇跡と言えるかもね」

			　神様にそう言われると、何となく照れるな。

			「今回は色々言わせてもらったけど、混沌の女神としては貴方たちには期待してるのよ？」

			　それって、喜んでいいのだろうか？

			「ふふふふ。どうかしらね？　まあ、神級鍛冶師に会うも会わないもあなたの自由よ？　まあ、会いに行った方が面白くなりそうだから、私としてはお勧めしたいけど」

			『あ、ちょっと！』

			「では、良い混沌を──」

			　女神様は不吉な言葉を残して虚空へと消えていってしまったのだった。

			『最後の、完全に呪いの言葉じゃね？』

			「呪い？　何が？」

			『おっと、戻ってきたか……。いや、色々あったんだが……』

			　今あったことを説明しようかと思ったんだが、その前にルミナがフランに話しかけていた。

			「無事、進化できたようだな……」

			　進化したフランの姿を見て、ルミナが目を赤くしている。それだけ喜んでくれているのだろう。

			「ありがと」

			「それにしても、これは──」

			　ルミナが急に押し黙る。その目はフランの耳先から爪先まで、じっくりと観察しているようだ。

			「まさか──まさか、黒天虎へと至るとはな！」

			　そうか、フランは黒天虎に進化したんだった。俺にはいまいち実感がないが、獣人にとっては伝説的な種族だったはずだ。ルミナでさえ、黒虎だからな。

			　ルミナは神妙な顔で、フランを見つめている。その顔にはフランに対する敬意のようなものが浮かんでいた。俺が思う以上に、黒天虎になるというのは重大なことであるようだ。

			『黒天虎になるための条件は何なんだ？』

			「うーむ？　どうやらフランが進化したことで制限が適用されなくなったようだ。喋れる」

			　女神様もそんなことを言っていたな。

			「雷鳴魔術を使えることと、一定以上の敏捷、魔力を持つこと。これが黒天虎に進化するための条件だな」

			　フランは満たしている。俺を装備していれば、だが。いや、スキル共有はその名の通り、フランと共用するスキルだからな。俺のスキルはフランのスキルっていう扱いなんだろう。

			「まさか条件を満たすとは思わなかった。いや、師匠の能力は聞いていたが、それで条件を満たした扱いになるとは思わなかったぞ。王族以外で黒天虎に至ったのは、初ではないかな？」

			『そこまでか』

			「うむ。フランにとって、お主に出会えたことはまさに奇跡だな」

			『女神にも似たようなこと言われたよ』

			　俺の言葉を聞いたルミナの反応は劇的だった。もしかしたら、フランが黒天虎であることを確認した時よりも激しいかもしれない。

			「言われた？　もしや、女神様にお会いしたのか！」

			　ルミナが驚愕の表情でフランに詰め寄った。これも俺的には実感が薄かったが、ルミナたちにとって神々は信仰の対象である。しかも、ルミナはダンジョンマスター。まさに混沌の女神の眷属だ。

			「師匠、どういうこと？」

			　フランにもまだ詳しく説明していなかったな。

			「し、師匠よ！　どういうことだ？」

			　フランとルミナに詰め寄られ、俺は全てを語って聞かせた。

			　特にルミナの興奮は凄まじい。だが意外なことに、その顔からは悪感情が感じられなかった。

			　俺からすれば、神とは黒猫族に呪いをかけた憎い相手だと思うんだが……。罪を犯した王族以外も連帯責任で巻き込んで、五〇〇年以上もその地位を貶めるきっかけを作った存在であるはずだ。

			　そう聞いてみたら、ルミナは複雑な顔で語り出した。

			「思うところがないわけではないが……。人ならぬ神の決めたことだからな」

			　神の中には自然神のような、個のことなど一切斟しん酌しゃくしない、人とは根本的に違う神も存在するらしい。そういった神たちの下す罰は得てして人間には理不尽に見えるものなんだとか。

			　地球だって似たような神話はいくらでもある。ましてや神が実際に存在する世界だ。他にも似たような話を知っているんだろう。そして、神というのは人の理解の及ばぬ、恐ろしく理不尽な存在であると理解しているが故の諦観であるようだった。

			「それに、混沌の女神様は人間寄りの神様だ」

			　どういう意味だ？

			「黒猫族の進化に関する記録を消し去り、他の種族からその記憶を奪ったのは、混沌の女神様だ」

			『それって神様の嫌がらせにしか思えないんだが？』

			「いや、逆だ」

			　記憶や記録の剥奪は、全ての黒猫族を滅ぼせと主張する神たちに対して、混沌の女神などの人神が引き出した譲歩の結果らしい。厳しい試練を与えることで、種族の断絶だけは防いでくれたのだ。

			「それに勘違いされがちだが、神が記憶を奪ったのは他種族からだけだ。わずかにいた、神罰を免れた黒猫族や、他の獣人族は、進化するための条件を当然知っていたぞ？　それに黒猫族には文献なども残されていた」

			『じゃあ、今の黒猫族に全くそれが伝わっていないのは？』

			「新たに台頭した新獣王家や青猫族によって、残っていた記録や文献は奪われたうえで抹消され、多くの黒猫族は奴隷にされた。そして、進化するための条件を語ることさえ禁じられたのだ。結果として新たな世代に進化の条件は伝わらず、いつしか進化できるということさえも忘れ去られてしまったのだよ」

			　なるほど。きっかけは神だが、その後さらに黒猫族を追い込んだのは現在の獣王家と青猫族ってことか。

			『だが、元はと言えば神罰がきっかけだろ？　黒猫族は五〇〇年間も奴隷にされてきたんだ。神を本当に恨んでないのか？』

			　俺の言葉に、フランは俯うつむきながら呟いた。

			「わたしは分からない」

			　フランにとっては、進化できなかった理由を知ったばかりだしな。混乱もしているし、神を恨むという感覚もいまいち理解できないらしい。そもそも、黒猫族が大きな罪を犯したという前提があるしな。だが、罪に対する罰だとしても、たとえ逆恨みだったとしても、負の感情を抱いてしまうのが人間というものではなかろうか？

			　だが、ルミナは静かに首を振っている。

			「神が封印した邪神を身勝手に解き放ち、他の種族を危険に晒した黒猫族が、種族断絶させられなかったことが奇跡なのだ。邪神を解き放ったということは、世界を滅ぼしかけたと言っても良い。むしろ、まだ五〇〇年だろうよ」

			　世界を滅ぼしかけたって言われると、罪の重さが途端に良くわかるな。まあ、エルフとかもいる世界だし、五〇〇年というのは俺が思っている以上に短いようだ。

			「それに、黒猫族が奴隷にされてしまったのも、王座を奪われたのも、ある意味それまでの横暴な振る舞いのしっぺ返しだ。善政を敷いて民に愛されていれば、他の種族に助けてもらえただろうからな。我らの罪業を、子らに背負わせたことは申し訳なく思うがな……。我に神を恨むような気持ちはほとんどない」

			　全くないとは言わないが、俺が思っているよりも神への恨みは小さいみたいだった。そして、種族の断絶を防いでくれた混沌の女神に対しては恩のようなものさえ感じているようだ。

			　その後も、俺は女神様との会話について、フランとルミナに説明を続けた。

			　ただ、話の半分程度はルミナも知っている情報だったので、女神様に覚醒を取り上げられた時の話が主になるが。あとは、進化についての話だな。

			『ただ、以前に俺たちは脅威度Ａ相当の邪人を倒したことがあるんだが……』

			　リンフォードは確実に脅威度Ａを超えていたと思う。なぜ奴を倒しても進化しなかったのか？

			「それはお主らだけで倒したのか？」

			「他の冒険者と一緒」

			「ではそのせいだ。脅威度Ａの邪人を倒して呪いが解放されるのは、個人で倒した場合のみだからな」

			　そうか、個人的な呪いを解く条件は個人で──つまりソロで満たさないといけないのか。

			　そしてその直後、黒猫族の犯した罪の話になった時、ルミナが突然フランに頭を下げた。

			「すまぬ」

			「ん？」

			「我は、王族の相談役のようなことをやっていたのだ。だが、結局は王たちを止めることはできず、不興を買って職を解かれた。挙句、冒険者に身を落とし、やってきたこの地でダンジョンマスターとなり、ただ一人生き延びた」

			「でも、ルミナの責任じゃない」

			「もしかしたら止められたかもしれない立場にいたのだ！」

			　多分、五〇〇年の間ずっと気に病んでいるんだろう。自分が王族を止めることができていれば、黒猫族が苦境に立たされることもなかったかもしれないと。神よりも、自分や当時の王族の方を責めているのかもしれなかった。

			　だからこそ自分の身を削ってでも、フランの進化を手助けしたのだ。フランを気に入ってくれたというだけではなく、贖しょく罪ざいの意味もあるに違いない。

			「それに……お主らも危険に晒してしまった」

			　俺の話を聞いて、場合によってはフランや俺も神の怒りに触れていたかもしれないと考えたようだ。ルミナは青ざめた顔で、再び深々と頭を下げた。

			「ルミナは何も悪くない」

			「いや、考えが足りなかった」

			　その顔は恐ろしいくらいに真剣だ。

			「自分の消滅だけならば、構わない。だが、お主らまで巻き込んでしまっては、死んでも死にきれん！」

			「ルミナ。死ぬのはダメ」

			　フランが切ない顔でルミナを見上げる。ルミナが消えてしまった時のことを考え、悲しい気持ちになってしまったようだ。

			「だが、我がお主らにしてやれることなどこのくらいしか……」

			「何もしてくれなくたっていい」

			「しかしだな……」

			「いてくれるだけで、いい」

			　フランは小さい声で、だがはっきりとそう呟いて、ルミナにギュッと抱き付いた。両手でルミナの胴をガッチリとホールドし、胸の谷間に顔を埋める形だ。

			　正面からフランに抱き付かれたルミナは、困った顔で見下ろしている。だが、そっとフランの背に手を回して、軽く撫でてくれた。

			「キアラにも同じようなことを言われたよ。そのことを思い出した」

			「ん」

			「我は、五〇年経っても、何も変わっていないな」

			　しばらくするとお互いに落ち着いたんだろう。ちょっと照れた様子ではにかみ合っていた。フランは甘え慣れてないし、ルミナは甘えられ慣れてない感じだね。

			　ルミナは疲れた様子で、椅子の背もたれに深々と背を預けた。

			『そういえばルミナ、体は平気なのか？』

			　女神も、ルミナの消耗が激しいと言っていたはずだ。もしかして、無理してるんじゃ？

			「私自身の疲れはすぐに取れる。ダンジョンマスターとして溜め込んでいた力のほとんどを使いきってしまったが……どうにかなるさ」

			　ダンジョンの難易度は下がってしまうそうだが、ディアスの口添えがある限り、利用価値が低くなったからといって討伐される恐れもないということだった。

			「むしろ、お主らの方が心配だ。進化したことは女神様から授かったスキルのおかげで隠せるだろうが……」

			『他に何か心配が？　神様関連か？』

			「いや、問題は神々よりも、他の獣人たちだ。進化の条件を広めたということになれば、獣王や青猫族に目を付けられる恐れがある」

			　それはそうかもしれない。だとしたら、誰彼構わず教えるのは危険だろう。できれば黒猫族だけにコッソリと教えたい。もしくは、黒猫族にパイプのある人物だ。

			『黒猫族のコミュニティみたいなものはあるのか？』

			「獣人国に行けばあるはずだ。貧民窟か奴隷村に近いだろうが……」

			　獣人国か。神級鍛冶師にも会いたいし、一度行ってみたいんだが……。獣王のことを考えれば危険が大き過ぎる。

			「獣人国の神級鍛冶師に会えと言われたのだろう？　行くつもりか？」

			『いや、危険を冒してまで会いには行かないさ』

			「でも、師匠のことがわかるかも」

			『それだって、単に可能性があるだけだ。絶対じゃない。そんな不確かな情報のために、フランを危険に晒す真似はできない』

			「でも！」

			『大丈夫だ。別にそれだけしか手掛かりがないわけじゃないんだし。黒猫族の進化条件を広める方法も他にあるさ』

			「ん……」

			　まあ、全く未練がないっていうわけじゃないんだが、やっぱり獣人国に行くのは危険が大き過ぎるからな……。

			　なんて思っていたんだが、すぐに状況は好転した。

			　本戦一回戦後、獣王は黒猫族の敵ではなかったと判明したのだ。

			　むしろ、親黒猫族と言っても良いだろう。青猫族を粛清して、奴隷解放をしているくらいだからな。

			　キアラが生きていることをルミナに伝えてやると、しばらくは泣き崩れて動かなかった。それくらい後悔していたんだろう。

			　肩をポンポンと叩くフランにガバッと抱き付き、その洗濯板的な胸に顔を押し付け、声を殺して泣いていた。

			　真っ赤な顔で立ち上がるまで、数分間は泣いていただろう。

			「すまなかった、少々感極まってしまってな」

			『いや、喜んでくれたみたいで嬉しいよ』

			「最高の情報だ。ありがとう」

			　黒猫族全体に対する五〇〇年分の後悔は残ったままだろうが、キアラに対する後悔は消えたようだな。ルミナはいい顔で笑っている。

			「だが、これで進化のための条件を広めることも可能になったのではないか？」

			「ん」

			　実は、すでにオーレルには教えてある。そして、獣人のネットワークを通じて黒猫族の話を広めると約束してくれた。これで、この大陸の獣人には広まると思っていいだろう。

			「それに、これで獣人国に大手を振って行けるではないか」

			『そうなんだよな。後は、その神級鍛冶師について獣王たちが知ってるかどうかだ』

			　普通に考えれば知らないわけはないだろうが、相手は伝説の存在である。どこかに隠れて住んでいるという可能性もゼロじゃないだろう。

			「是が非でも三回戦を突破してもらわねばならなくなったな」

			「任せて。優勝してキアラの話も、黒猫族の話も色々聞く。そして、獣人国に行く許可を貰う」

			「行くときは、キアラに土産でも持って行ってもらおうかな？」

			「まかせて」

			『お安いご用だ』

			　これで完全に獣人国を目指すことが決定したな。まあ、とりあえずは三回戦に勝ってからだが。

			　だが、勝つ自信はある。

			　進化したフランの力であれば、獣王が相手であっても戦えるはずなのだ。

			　特に進化して覚えた固有スキル、閃華迅雷は異常だった。

			　体への負荷がかかり過ぎて、使用中は生命力と魔力を消耗し続けてしまうリスキーなスキルではあるが、その効果は凄まじい。少なくとも、速度だけならランクＡと張り合えるだろう。

			　それに黒雷の威力も相当なものだった。使用中は意識して止めない限り、繰り出す攻撃全てに自動的に黒雷が付与されるのだが、その破壊力と貫通力が恐ろしいことになっている。

			　雷の特性として金属鎧などを無視するのは当然として、魔獣の硬い皮膚や甲羅などでも威力がほとんど低減しないのだ。そしてその威力はハイ・オーガを一撃で瀕死に陥らせるレベルである。

			　黒雷付与状態のフランの連続攻撃を防ぎきれるものがそうそういるとも思えない。

			「最低目標は三回戦突破」

			『だが、当然目指すのは──』

			「勿論優勝！」

			『おう！　どうせなら優勝して、堂々とキアラさんのことを教えてもらおうぜ』

			「ん！」

			　新たな力を得たフランは、新たな決意を胸に、静かに闘志を燃やすのであった。

		

	
		
			第六章　立ちはだかる壁

			


			　ゴドダルファ戦が終わった後、俺たちは獣王のいる貴賓室に呼ばれていた。

			　断っても良かったんだが、フランが甘い言葉に釣られてしまったのだ。

			　フランを呼びに来た召使みたいなやつが「ご馳走を用意しております」と言った時点で勝負はついていた。

			　どうしてフランのウィークポイントが分かるのかと思ったが、フラン個人ではなく獣人の性質を良く分かっているのだろう。

			　召使に案内されたのは、闘技場の最上階にある豪華な部屋だった。

			　ソファなどの調度品は明らかに最高級の品だろう。もう、これでもかっていうくらい派手で豪華だ。絨じゅう毯たんやカーテンにまで刺繍が施され、さすが貴賓室である。

			　部屋から一歩出ればバルコニーになっており、そこからは舞台を見下ろすことができた。

			「よう。来たな」

			　フランの姿を確認した獣王が、フレンドリーに話しかけてくる。

			「ん。何の用？」

			「そりゃあお前、伝説の黒天虎だぞ？　会ってみたいじゃねーか」

			　やっぱそうだよな。実際、フランを呼びに来た召使や、道中ですれ違った獣人たちも、何とも言えない目でフランを見ていた。

			　獣王はフランをジロジロと観察し、眉根を寄せる。

			「やっぱり分からねー……。離れてたからじゃねーのか」

			「私もですね。ただの黒猫族に見えます」

			「だが、見ただろう？」

			「見ましたよ。それはもう、確実に」

			　進化隠蔽の効果がバッチリ効いているようだった。

			　獣王とその横にいるロッシュは、フランが進化しているかどうかを判別できないことに戸惑っている。

			「どういう理屈か教えてくれと言っても無駄か？」

			「陛下！　それはマナー違反です」

			「だ、だってよう」

			　女神様から貰った進化隠蔽スキルのおかげで、フランは進化しているのにそのことが獣人たちには分からないようになっている。彼らにとったら信じられない事態なんだろう。

			　でも、教えたら面倒なことになるかもしれんし、ここは秘密にしておく方が良さそうだ。

			　そう思ってたんだが──。

			「教えてもいいよ」

			『お、おい！　フラン！』

			（考えがある）

			　俺が慌てて声をかけると、フランは自信ありげな態度である。

			『どういうことだ？』

			（任せて）

			『いや、でもな』

			（だいじょうぶ）

			　うーん。そこまで言うなら任せるか。

			「ただし、条件がある」

			「ほう？　どんな条件だ？」

			「私は神級鍛冶師を探している。居場所を知らない？」

			　そうか、神級鍛冶師は普通に国家機密レベルで隠蔽している可能性があるからな。いくら黒猫族を保護している獣王でも、簡単には教えてくれるとは限らない。

			　まあ、こいつの性格なら普通に教えてくれそうだが。

			（師匠、虚言の理を）

			『了解』

			　なるほど、これなら無理なく神級鍛冶師の居場所を聞ける。嘘でも本当でも、ある程度の情報は得られるしな。

			「どうする？」

			「……陛下がお決めください」

			「あ、ずるいぞ！　お前も考えろよ。下手なことしたらあとでロイスに怒られるんだぞ」

			「私は護衛ですから」

			「護衛は主に脳筋とか馬鹿とか暴言を吐かねーよ！」

			　ロッシュは護衛兼お目付け役なんだろう。その上司が、武闘大会にも出場している兎獣人のロイスであるらしい。

			　しばらく獣王とロッシュが話し合っていたが、どうやら結論が出たらしい。

			「……耳を貸せ」

			「ん」

			　獣王が指でチョイチョイとフランに近寄るように指示してくる。

			　その言葉に従ってフランがその猫耳を寄せると、獣王がヒソヒソと耳打ちした。

			「一応、うちの国にいる」

			　情報を教えるのはいいんだが、ちょっと近過ぎるんじゃないか？　そのまま唇がちょっとでもフランのモフモフのネコミミに触れたら、その汚らわしい唇を切り落とすからな？

			　俺が暗い決意をしている間に、獣王がさらに知っていることを教えてくれる。

			「本当？」

			「おう。だが、気難しい人でな、会ってくれるかどうかは分からんぞ？」

			「居場所が分かればいい」

			「王を王とも思ってない人だからな。うちの国に来た時に紹介状くらいは書いてやるが」

			　さすが神級鍛冶師。国王が気を使う相手であるようだ。

			「いいの？」

			「その代わり、お前の秘密も教えろよ」

			「ん。わかった。これはスキルのおかげ」

			　フランが進化隠蔽スキルのことを教えると、獣王たちは何やら考え込んでいる。

			「進化隠蔽……聞いたことがないぞ」

			「ですが、それなら説明がつきますね」

			　スキル自体、初めて聞いたみたいだな。

			　獣王とロッシュは、黒天虎なら進化隠蔽スキルを会得できるのかどうかということを話し合っている。

			　黒天虎という種族自体、初めて聞いたようだし、色々と困惑しているのだろう。

			（師匠？）

			『ああ、嘘はついてない。本当に居場所を知ってるし、紹介もしてくれるつもりだ』

			（じゃあ、やっぱり獣人国に行く必要がある）

			『そうだな』

			　念話で俺と相談しているフランを見て、自分たちが放置したせいで黙りこくってしまったと勘違いしたようだ。ロッシュが、申し訳なさそうに謝ってきた。

			「ああ、すみません。お呼び立てしておいて」

			「いい。もういいの？」

			「はい、こちらの用件はそれだけです。貴重な情報をありがとうございました」

			「ん」

			「できれば、落ち着いてから一度お話を聞きたいところですね。よろしいでしょうか？」

			「だいじょぶ」

			　詳しいことは、武闘大会の後でってことなんだろう。

			「ありがとうございます。来ていただいたお礼というわけではないですが、こちらをどうぞ」

			「これは？」

			　ロッシュから渡されたのは、二枚のチケットだった。

			「それは指定席のチケットです。この後、武闘大会を観戦されるのでしょう？」

			「だが、お前はもう有名人だ。この会場の奴なら、いた瞬間分かる。普通に観客席に行ったって、揉みくちゃにされるだけだぞ？」

			「なので、こちらをお使いください。指定席は一般席とは離れておりますし、無粋に話しかけてくるような者もおりませんので」

			「ありがとう。でも、なんで二枚？」

			「ゴドの奴を手玉に取ったお前さんの召喚獣の分だ」

			　獣王がなぜか嬉しげにウルシの名前を出す。

			「陛下があの狼の分まで用意しろと突然言い出すので苦労しましたよ」

			「ごめんなさい」

			「ああ、あなたのせいではありません。横暴な陛下のせいですので」

			「おい、俺が悪いみたいじゃねーか！」

			「完全にあなたが悪いのですが？　まあ、誰も損していませんから構いませんから。ですが、ソルバード様のお相手はお願いいたしますよ？」

			「分かってるよ」

			　何でもこのチケット、獣王たちとは関係なく個人で観戦に来ていた獣人国の貴族から無理やり買い上げたらしい。

			　恨まれないかと心配になったが、その貴族は貴賓室で一緒に観戦するから大丈夫なんだとか。その貴族にとっては獣王とお近づきになれるチャンスなので、喜んでいるみたいだった。

			「あなたはここでの観戦は望まれないと思いましたので、チケットを用意させていただきました」

			「ん」

			　堅苦しいし、獣王たちに心の底から気を許しているわけでもないからな。

			　貴族がやってきたようなので、フランは貴賓室から退散することにした。

			　チケットと、貴賓室用のご馳走を載せた大皿をしっかりと貰って。

			　その足で向かった指定席は貴族や富裕層向けの席らしく、広々ゆったりとした設計だった。周りの客も、こちらを見てはいるが声をかけてくる素振りはない。

			　ウルシを怖がってるだけかもしれないが。激しい戦闘が尾を引いているのか、顔がちょっと野性的というか、ぶっちゃけ怖いのだ。

			　フランもまだ多少の興奮状態が出るらしく、わずかに威圧感がにじみ出ている。今のフランとウルシには、戦士でもなければ話しかけることは難しいだろう。

			　でも、おかげでゆっくり観戦できるんだから、このままウルシにはちょっと怖い顔をしておいてもらおう。

			『試合はまだ始まってないか』

			「ん」

			「オン」

			　俺たちが舞台を破壊したせいだけどね。新しい舞台を用意しているらしい。

			　筋肉ムキムキの前回王者が隣の闘技場から運んできているわけではなく、土魔術の使い手が一気に作り出すらしい。その前準備として、今は魔法陣を描いているところだ。

			　二〇分後。

			　土魔術によって新たな舞台が生み出され、選手が入場してきた。

			　フランもちょうどご馳走を食べ終え、観戦する準備は万端である。

			　本日の二戦目はアマンダ対エルザの試合だ。

			「久しぶりねエルザ」

			「うふん。相変わらずお美しいわねぇ……」

			　不敵に笑うアマンダに対して、エルザはうっとりとした顔でアマンダを見つめている。その目は完全に恋する乙女の目だ。そういえばエルザは男だけではなく、女も愛せるとディアスが言っていたな。

			「くぅ。そっちも相変わらずみたいね」

			「あはぁん。その冷たい目もいいわぁ！」

			　あの気丈なアマンダが試合前から気圧されている。珍しいこともあるものだ。

			　二人は知り合いだという話だし、両者の間には色々あるらしい。

			　それにしても、これはどっちを応援すればいいんだろうか？

			　俺が悩んでいる内に二人の戦いが始まる。

			「はぁぁ！」

			「どっせぇぇぇい！」

			「遅いわよ！」

			「相変わらず速いわねぇ」

			　動き回りながら鞭で攻撃するアマンダと、その場からあまり動かずカウンターを狙うエルザ。

			　結界内を龍のように激しく動き回る鞭と、振るわれる度に舞台に巨大な穴を穿つメイス。見ごたえのあるいい戦いなんだが……。

			「あふぅ！」

			「いはぁぁん！」

			「あふぅん！」

			　鞭でしばかれる度に嬌声を上げるガチムチさんは、教育に悪くはなかろうか？　フランにこの試合を見せることは正しいのか、疑問に思えてくる。

			　明日の対戦相手の試合じゃなければ絶対に見せないのに！

			　エルザは防御力が高いし、痛覚変換まで持っている。これは長引くかと思ったんだが、アマンダはやはり強かった。

			「いい加減、往生なさい！」

			　連打ではなく強打でなくては、エルザを倒せないと理解したのだろう。

			　一瞬、凄まじい魔力がアマンダから発せられたかと思うと、その腕を大きく一振りする。たったそれだけの動きなのに、獲物に襲い掛かる大蛇のような動きで鞭がエルザに襲い掛かった。

			　あまりに速過ぎる攻撃に、エルザが反応しきれていない。あのタイミングで攻撃を受けては、ダメージ軽減系のスキルの発動は間に合っていないはずだ。

			「あっはぁーん！」

			　もはや鞭というか、丸太で突かれたようなものだろう。その威力たるや、下手なハンマーで殴られるよりも上だと思われた。

			　腹を鞭の先端で殴打されたエルザが、桃色の悲鳴を上げながら吹き飛ばされる。だが、その緊張感のない悲鳴とは裏腹に、ダメージは想像以上であったらしい。

			　筋肉ムキムキのエルザの四肢がダラリと投げ出され、ピクリとも動かなかった。どうやら気を失っているようだ。どれだけ痛みを軽減すると言っても、一定以上のダメージを受ければ脳が意識をカットしてしまうんだろう。

			「信じられない！　ウルムットの英雄が、あっさりと敗北だー！　さすがランクＡ冒険者！　勝者は鬼き子し母も神じんのアマンダだ～っ！」

			　あれを英雄と言ってのける解説者が凄い。ウルムットの人たちは俺が思っている以上に器が広いんだろうな。

			『最後の攻撃……見えたか？』

			「ギリ？」

			『俺もだ』

			　遠くから見ているのに、アマンダの振るう鞭の先端がほとんど消えて見えた。もし、あの鞭を連撃されたら？　躱せる自信がない。それはフランも同じであるようだ。

			『厳しい戦いになるな』

			「ん！」

			


			　アマンダとエルザの試合が終わった後。

			　舞台が修復されている間、フランは次元収納から取り出した串焼きを頬張りながらトーナメント表を見ている。

			「次はフォールンド対フィリップ」

			『これは、普通に考えたらフォールンドの勝利だろうな』

			　二人とも戦っている姿を見たことがあるが、フィリップが不利だと思われた。

			　何せフォールンドはアマンダレベルの化け物だからな。

			『フィリップが粘って、フォールンドの能力を引き出してくれるとありがたいんだがな』

			「ん。頑張れフィリップ」

			　という俺たちの応援も虚しく、フィリップはあっさりと敗北したのだった。

			　三分もたなかったのだ。

			　開始直後からフォールンドの魔剣投擲に手も足も出ず、接近すらできずにハリネズミ状態になって死んだのだった。

			　ただ、彼は満足げだ。フィリップの目的はほぼ達成されたからな。

			　フィリップは戦闘開始前、観衆に向かってバルボラの現状をアピールし、支援を呼びかけたのだ。準々決勝からは貴族も多く観戦に来るので、彼らに訴えるのがこの大会に出場した目的であるらしかった。

			『バルボラもまだまだ大変そうだな』

			「ん……」

			　最終戦は、竜膳屋のオーナーシェフであるフェルムス対獣王の護衛ロイスの戦いだ。

			　元ランクＡ冒険者と現ランクＡ冒険者という、準々決勝でも特に注目度の高い試合である。

			「よろしくお願いいたします」

			「こちらこそ」

			　互いににこやかに握手をしながらも凄まじい闘気をぶつけ合う二人を見て、観客も激しい戦いの予感を持ったのだろう。一気に緊張感のある表情になる。

			　実際、想像以上の激戦になった。

			　いやー、俺もフランも、偵察とか忘れて純粋に観戦を楽しんでしまった。それくらい見ごたえのある殺し合いだったのだ。

			　ロイスの基本戦術は、次元門と転移、兎獣人としての敏捷力で相手を攪乱し、大地魔術で攻撃するというものだった。

			　悔しいが、転移の使い方は俺よりも上手だろう。虚をつくというのは正にあの使い方を指すに違いない。時折、月光魔術による無効、反射を駆使してカウンターを狙ってもいた。わざと単調な攻撃を仕掛けてカウンターを誘ったうえで、そのカウンターにさらなる反射を合わせる戦法は凶悪極まりないな。

			　だが、フェルムスはロイスに輪をかけて驚きの戦い方を披露した。

			


			　　名称：フェルムス　年齢：63歳

			　　種族：人間

			　　職業：操魔糸士

			　　Lv：68／99

			　　生命：４３６　魔力：６６９　腕力：２３１　敏捷：４１２

			　　スキル：隠密５、解体８、火炎耐性８、風魔術３、危機察知８、気配察知６、鋼糸技10、鋼糸術10、拘束７、採取６、消音行動６、状態異常耐性６、商売５、振動感知８、振動衝６、双剣術８、操糸10、短剣術３、投擲９、投げ縄４、魔糸生成７、魔獣学３、魔術耐性５、魔力感知５、水魔術６、料理８、罠解除５、罠感知５、罠作成８、糸強化、オークキラー、気力操作、痛覚無効、分割思考、魔力操作

			　　固有スキル：糸巻

			　　ユニークスキル：ドラゴンジェノサイダー

			　　称号：鱗の天敵、鋼糸使い、オークキラー、ダンジョン攻略者、ドラゴンジェノサイダー、魔糸使い、魔獣の殲滅者

			　　装備：王鯨髭の戦糸、竜喰蜘蛛の戦糸、雷竜牙の短剣、竜鱗の戦衣、竜翼膜の外套、毒無効の腕輪、消臭の耳環

			


			　鑑定したステータスから、糸を使って戦うのだろうとは予想していたが……。糸があれほど万能な武器だとは思いもよらなかった。

			　そもそも、十指で一〇本の糸を扱うのだとばかり思っていたが、見た限り一〇〇本以上を同時に操っていただろう。

			　フェルムスの操る糸の束は、時には剣となり、時には壁となり、時には網となり、ロイスを追い詰めていく。

			　また、試合場に張り巡らされた糸の結界は鳴子のような役割も果たすらしく、ロイスがどれだけ転移しても、フェルムスはその位置を見失うことはなかった。

			　無論、フェルムスもダメージを受けている。いくら糸が強きょう靭じんだとはいえ、高速で飛来する巨岩を完璧には受け止められないし、時には接近戦で殴られてもいる。身体能力ではロイスに軍配が上がるからな。

			　だが、狭い試合場内に縦横無尽に張り巡らされた糸から逃げきることは難しく、ついにはフェルムスの糸がロイスを捕らえ、その身をズタズタに引き裂いて試合は終了したのだった。

			「勝者、竜狩りのフェルムス～！　すでに冒険者を引退したと聞いていましたが、三連覇して大会殿堂入りしたその腕前は錆びついてはいなかったー！」

			　フェルムスが観衆に手を振りながら、優雅に一礼している。そんな行為が気障ったらしく見えないのは、それが様になっているからだろうな。

			　ただ、フェルムスは単なるダンディなおじ様でないことは今の戦闘で証明された。むしろ戦い方は荒々しいと言ってもよいだろう。

			『強いな』

			「ん」

			『狭い結界内でどう戦うか……』

			「逃げるのは無理」

			『だな』

			　ただ、これで準決勝への進出者が出揃ったわけだ。

			　明日の第一試合はフラン対アマンダ。第二試合がフォールンド対フェルムスである。

			『ま、今はアマンダのことだけ考えよう』

			「ん」

			　子供好きのアマンダだが、以前の模擬戦の様子では手を抜くことはないだろう。むしろ、フランを尊重して、手抜きは失礼と考えるタイプだと思う。

			『あのアマンダと本気でやり合う日が来るとはな』

			　同格であるゴドダルファに勝利したものの、アマンダに勝つ自信があるかと言われれば……。やはり、まだ弱かった頃にその強さを見せつけられたことが影響しているのかね？　アマンダに対しては圧倒的な強者のイメージが強かった。

			　だが、フランの心は折れていない。

			「勝つよ？」

			『分かってるさ。目標は優勝だからな』

			「ん！」

			「オンオン！」

			「ウルシも頑張る」

			　ウルシが自分も忘れるなとばかりに、声を上げる。

			　そうやって明日の試合のことを考えていたら、他の観衆が帰り始めた。

			『俺たちも行こう』

			「ん。エルザのお見舞いに行く」

			『そうだな』

			　色々良くしてもらってるしな。結構派手に負けたし、見舞いくらいは行ってみようか。

			　係員に聞いてみると、エルザは医務室で寝ているらしかった。

			　医務室に向かうと、エルザはまだ意識を取り戻していないらしい。エルザもグッスリ眠れるキングサイズのベッドに寝かされている。

			　近寄ってみると、なぜか幸せそうな顔で布団に包くるまっているな。

			「あっふーん」

			　色っぽい顔で寝返りを打つエルザ。

			「うふーん。ぐふふふ」

			　だらしない笑みを浮かべ、涎を垂らしている。負けた悲壮感とか全くないな。

			『フラン、大丈夫か？　気持ち悪くなってないか？』

			「なんで？」

			『いや、平気ならいいんだ』

			「どうする？　起こす？」

			『大丈夫そうだし。そっとしておいてやる方がいいんじゃないか？』

			「わかった」

			「どぅふふふふ……」

			　ということで、俺たちはエルザを放置してそのまま帰路についたのだった。

			　いい夢見ろよ、エルザ。

			


			　翌日。

			「さあさあ！　大会も準決勝を迎えました！　本日も盛り上がってまいりましょう！　第一試合は、この大会では珍しい女性同士の戦いだ！」

			　お馴染みの歓声の中──いや、いつも以上の大歓声の中、フランは舞台に上がっていた。

			「この試合に勝った方が決勝進出！　負ければ三位決定戦に回ることとなります！」

			『フラン、行こうか』

			「ん！」

			　フランはすでに覚醒＆強化済みだ。覚醒は、閃華迅雷を使わなければ一時間程度は維持できる。先に覚醒をしておいても問題はなかった。

			「先に現れたのは、今大会の台風の目！　数々の強敵を打倒し、ついにはランクＡ冒険者まで下した奇跡のランクＣ冒険者！　魔剣少女改め、黒こく雷らい姫きフラン！」

			　おお、魔剣少女改め黒雷姫？　かっこいい異名が付いた！　実況さんありがとう！

			「対するは、ここまで圧倒的な強さを見せつけて勝ち上がってきたランクＡ冒険者！　その美貌から百剣のフォールンドと人気を二分する、我が国でもトップクラスの知名度を誇るこの人だ！　鬼き子し母も神じんのアマンダ～っ！」

			　アマンダへの声援の方が少し大きかった。

			　ゴドダルファ戦では美少女と野獣の構図だったから、フランを応援してくれる人の方が多かったのに。

			　やはりハーフエルフの美貌は侮れん。それに、女性からの黄色い声援もかなり多い。「お姉さまー」的な声援が聞こえている。うーん、人気者だな。

			　アマンダは歓声を気にした様子もなく、落ち着いた顔で口を開いた。

			「フランちゃん、この場所であなたと向かい合うことになるなんて、思ってもみなかったわ」

			「それは私も同じ」

			「手加減しないわ」

			「ん！」

			　不敵に笑い合う二人。互いにすでに武器を抜き、臨戦態勢だ。

			　一見すると、妖艶な美女と可憐な美少女が微笑み合っている絵面だが、その実は肉食獣同士の威嚇し合いだった。

			「ふふ」

			「ん」

			　微笑みながらも睨み合うという器用な真似をするフランとアマンダ。互いの間で闘気が高まっていく。

			　俺は改めてアマンダを鑑定してみた。

			


			　　名称：アマンダ　年齢：58歳

			　　種族：ハーフエルフ

			　　職業：神鞭士

			　　Lv：72

			　　生命：６５１　魔力：８０８　腕力：３３０　敏捷：４５７

			　　スキル：威圧７、詠唱短縮６、隠密８、解体８、風魔術10、剛力５、瞬歩７、状態異常耐性７、全方位察知６、属性剣７、投擲８、鞭技10、鞭聖技６、鞭術10、鞭聖術７、暴風魔術４、魔術耐性６、魔力感知６、オークキラー、気力操作、ドラゴンキラー、暴風強化、魔力操作、鞭強化

			　　固有スキル：鞭天技

			　　ユニークスキル：精霊の寵愛

			　　称号：子供の守護者、ダンジョン攻略者、ドラゴンキラー、疾風の如き者、風術師、魔獣の殲滅者、ランクＡ冒険者

			　　装備：天龍髭の魔鞭、老多頭蛇の全身革鎧、魔毒蜥蜴の外套、魔眼王牛の靴、身代りの天輪、雷霆鳥の羽飾り、防壁の指輪、魔痺梟の羽手裏剣×24

			


			　何でもできる万能タイプだ。しかも、冒険者としての経験でこちらは大きく劣っているだろう。だが、武器スキルのレベルでは勝っている。例えば、野外で何でもありの殺し合いになれば勝てる確率は低いだろうが、この武闘大会のルールの中でなら付け入る隙が必ずあるはずだ。

			　あと気になる点は職業だろう。以前見た嵐闘士から神鞭士に変わっている。これは武闘大会に向けた転職なのか？　固有スキルも見たことがないスキルだ。

			


			　　鞭天技：消費を増大させる代わりに、鞭技の発動を早める

			


			　どれくらい早くなるのかね？　神の字を冠する上位職の固有スキルだ。甘く見るわけにはいかない。ただ、消費を増大させるともある。連発はできないだろう。そこが付け入る隙になるかもしれない。

			　武器を構えた二人を見て、準備が整ったと判断したようだ。

			　実況が叫ぶ。

			「試合、開始ぃ！」

			　その言葉が終わるのとほぼ同時に、俺たちはすでに準備していた魔術を解き放った。

			「ヘキサゴナ・トルネイド」

			『サンダー・ボルト！』

			『サンダー・チェイン！』

			『トルネード・ランス！』

			　竜巻を起こす風魔術で鞭を絡めとって封じ、速さと感電力を重視した雷鳴魔術でアマンダ自体の動きを封じる。そういう作戦だった。

			　雷鳴魔術はレベルを上げてある。ルミナに、黒天虎の真骨頂は雷鳴魔術を併用する戦い方にあると助言されたためだ。

			　新たに入手した術の中で特に使い勝手が良かった術の一つが、今使ったサンダー・ボルトだろう。発動が早く、感電後にさらに帯電し、相手の動きを封じる効果が非常に高い術だ。スタン・ボルトの上位互換の術と言えるだろう。サンダー・チェインはさらに攻撃力が低いが、雷が鎖のように相手に絡みついて多重感電させる拘束向きの術である。

			　これで倒せるとは毛頭思っていない。なぜならアマンダには最強の鎧、ユニークスキル精霊の寵ちょう愛あいがあるからだ。自動発動し、敵の攻撃を一発だけ防ぐ防御スキルである。

			　まずは一撃加えて、その鎧を剥がすところから始めなければならなかった。

			　この魔術は足止めに加え、精霊の寵愛を使わせるための攻撃でもあった。その後、閃華迅雷を使って押しきる。無駄に攻撃を仕掛けて消耗する前に、最強のスキルで勝負を決める作戦だ。敏捷では俺たちが勝っているからな。

			　いかにアマンダの鞭が速いと言っても、接近してしまえば俺たちが有利なはずだ。

			　しかもカウンターを警戒して、物理攻撃無効も装備済みである。鞭は連打性も高いが、アマンダの戦法はどちらかというと一撃必殺だからな。その一撃を防いで、攻撃するのだ。

			　魔術を放った直後、フランは魔力を集中させる。

			『フラン、行くぞ』

			「ん！　閃華──」

			　フランが閃華迅雷を発動させようとしたその時。俺には確かに聞こえていた。アマンダの力ある言葉が。

			「絶招・毘沙門堕とし！」

			「迅雷！」

			　直後、俺たちの放っていた魔術が全て弾け飛ぶ。雷鳴も竜巻も、アマンダの鞭によって叩き潰され、一瞬で消え失せてしまっていた。

			　そして、俺たちの周囲を竜巻の如き颶ぐ風ふうが襲う。

			　フランの周辺の舞台が驚くほどの勢いで削り取られ、砂さ礫れきとなって舞い上がっていた。

			　同時に、俺たちの魔力も凄まじい速さで減っていく。

			「むっ！」

			『ちっ！』

			　あまりにも速過ぎるため、時空魔術で加速していても影しか捕らえることができない。

			　その攻撃の正体は、超神速で繰り出され続けているアマンダの鞭だった。まるで何十本もの鞭に打擲されているかのような、異常な密度と速度だ。

			


			

			


			　やばい、物理攻撃無効が延々と発動し続けている。しかも一発一発の威力が高いのか、その魔力の減り方が異常だった。

			　もはや躱すとかいうレベルの攻撃ではない。狭い結界内を、逃げ場がないほどの激しさで鞭が暴れ回っている。さらに、鞭から発せられる衝撃波が見えざる刃となって襲ってきていた。

			　うろ覚えだが、達人の振るう鞭の先端は音速を超え、ソニックブームが発生するらしい。地球ですらそれなのだ。魔力のあるこの世界でアマンダが振るう鞭はどれほどの速度になっているのか、想像もできない。

			　アマンダにもフランの速度が自分を上回っている可能性があると分かっているのだろう。だからこそ、点で捕らえることを放棄し、逃げ場のない攻撃を繰り出す作戦に出たのである。

			　このままでは俺たちの魔力はあっと言う間に削られてしまうだろう。

			（師匠、転移！）

			『ショート・ジャンプ！』

			　フランが転移を指示する。このまま物理攻撃無効で消耗し続けるよりも、転移の消費の方がましだと考えたのだ。

			　フランの体に打ち付ける鞭を無視しながら、俺は大慌てで短距離転移を発動させる。

			　だが、真後ろに転移したはずの俺たちの視線の先に、アマンダの姿はなかった。すでに舞台の反対側に逃げていたのだ。

			　俺たちは転移魔術を大勢の前で使ってしまった。アマンダの耳にも入っていたのだろう。このレベルの相手であれば、転移を読んでさえいれば転移にかかる一瞬のラグで、十分対処ができる。ゴドダルファもそうだったではないか。

			　しかし、ここで諦めるわけにはいかない。

			「バーニアァァ！」

			　転移で近寄ることが不可能だと分かったフランは、アマンダに向けて一気に加速する。そもそも、まだ精霊の寵愛さえ使わせていない。ここで黒雷を放ったところで、防がれてしまうだろう。まずは一撃入れる！

			「はぁぁ！」

			　鞭の暴風の中を、フランが一直線に突き進む。この突進速度は予想外だったようだな。アマンダはフランの攻撃を躱しきれない。

			　ギィイイイィィン！

			　よし、ようやく届いたぞ！　精霊の寵愛に剣が阻まれたが、これでいいのだ。フランはそのまま返す刀で俺を振り上げる。この距離なら外さん！

			「しぃっ！」

			　残った魔力も全て込めてやる！

			　食らえぇぇ！

			　アマンダの眼前に俺が迫り、その目が驚愕に見開かれる。

			『はぁぁぁぁ！』

			「うあぁぁぁ！」

			　


			Ｓｉｄｅ　アマンダ

			　


			「あああああ！」

			「ごがああ！」

			　フランちゃんとゴドダルファの戦いを見て、私は驚愕していた。

			　強い。まさかあれほど強くなっていたとは。

			　勿論、出会った頃からフランちゃんは超可愛かったし、いずれさらに強くなることは分かっていたわ。

			　でも、それは何年も後のはずだった。いつか抜かれる日が来るとしても、一〇年は先だと思っていたんだけど……。

			　まさかゴドダルファに勝ってしまうとはね。

			　正直、フランちゃんは準々決勝で負けると思っていた。私でさえ、勝てるかどうか分からない相手だもの。

			　異常とも言えるほどに速い成長。才能のある冒険者は幾人も見てきたけど、フランちゃんほど速く成長する冒険者は初めてだった。

			　きっと、進化への渇望のなせる業だろう。黒猫族の持つ、もはや種族特性と言っても良い進化に焦がれる気持ちが、彼女を戦いへと駆り立てている。

			　あとは師匠。あの不思議な剣が、フランちゃんを導いているに違いない。

			　見た感じ、師匠自体も相当強化されていた。その内から発せられる膨大な魔力。あれは侮れない。それに、スキルなども強化されているに違いない。

			　実際ゴドダルファ戦でも、フランちゃんの力だけでは考えられない不可思議な現象がいくつも見られた。時空魔術に雷鳴魔術。詠唱破棄に、魔術の連続発動。果てには聞いたことも見たこともない、黒猫族の進化だ。

			　特に驚いたのは、物理攻撃無効を使ったこと。以前に物理攻撃無効を持った相手と戦ったことがなければ気づけなかったでしょうけどね。　

			　ゴドダルファの斧をあっさりと受けたあの攻防。どれだけ強力な障壁を張れたとしても、ああも簡単に腕一本で受けるのは無理な話だ。どう考えても物理攻撃無効か、それに類するスキルを持っていると思う。

			　とても強くて厄介なスキルだけど、付け入る隙がないわけじゃない。物理無効が発動した時、フランちゃんの魔力が大きく減ったのが分かった。発動するのに相当な魔力が必要なのだ。そこを突けば、破ることは難しくないはずだ。

			「とはいえ、楽には勝てないでしょうけど……」

			　どこまでがフランちゃんの力で、どこからが師匠の力なのは分からないけど、あの二人を相手にするのには相当な覚悟が必要だろう。

			　フランちゃんの試合を見ている周りにいる貴族たちが騒ぎ出したわね。

			「あの娘、凄まじいですな。冒険者？」

			「いやいや、獣人ですよ？　獣人国の所属でしょう」

			「しかし、あの強さ。ぜひ我が国に欲しい」

			「抜け駆けはいけませんぞ？」

			「あの美しさ、使い道はいくらでも──」

			「うひょひょ、ぜひワシの下で──」

			　無理もないけど。フランちゃんは、強く幼い。見ただけなら、どうとでも言いくるめられそうだし。ゲス貴族どもが言いなりにすることができると思っても仕方ない。

			　これは少しお灸をすえた方がいいかしらね？

			「ぜひ我が近衛師団に──」

			「我が娘の護衛に──」

			　中にはまともな誘いもありそうだけど。どうしようかしら？　それにしても、あの小さい子がここまで成長するなんてね……。

			　実は、私はフランちゃんと会ったことがある。アレッサでっていう話じゃないわよ？　もっと前。一〇年以上前のこと。

			　その日私は、黒猫族の夫婦の訪問を受けていた。

			　彼らは、数年前まで私の営む孤児院で暮らしており、その後は独立して冒険者をやっていた。そして、子供が生まれたということで、わざわざ見せに来てくれたのだ。

			　夫婦の名前はキナンとフラメア。幼い頃から面倒を見ていた、黒猫族の少年少女だ。

			　キナンたちが会いに来てくれたのはとても嬉しかったわ。喧嘩別れみたいな形で二人は孤児院を飛び出していってしまったから。

			　でも、あれは私が悪い。

			　冒険者になって進化への道筋を探したいという二人の希望を否定してしまったから。私から見ても、二人には冒険者としての才能がなかった。

			　魔力も低く、武器の才能も並。しかも私みたいな強い冒険者を幼い頃から見てきたせいで、どこか冒険者の仕事を軽く考えているふしもあった。獣人としての身体能力だけでやっていけるほど、冒険者は甘くない。私には、二人がダンジョンで死んでしまう未来しか見えなかった。でも、あそこで頭ごなしに押さえつけるだけじゃダメだったのだ。

			　違う言い方、接し方があったと思う。だから、生まれたばかりのフランという名前の子供を見せに来てくれて、凄く嬉しかった。

			　そう、二人の子供の名前はフランという名前だった。年齢も合致する。

			　でも、私はもう死んだとばかり思っていた。キナンたちが死亡したという話を聞いて飛んでいったけど、もうフランちゃんの姿はどこにもなかったから。

			　だから、アレッサでフランちゃんと出会った時、最初は全く気づかなかったわ。まさかあの時の赤ん坊だとは思いもしなかった。

			　名前を聞いて、顔を見たらすぐに思い出したけどね。だってフラメアの小さい頃にそっくりだったから。

			　最初はフランちゃんの両親の知り合いだと名乗り出て、保護しようか迷った。でも、フランちゃんはすでに冒険者としてしっかりと自立していたし、キナンとフラメアを守れなかった私にそんな資格があるとも思えなかった。

			　だから名乗り出ず、違うことでフランちゃんを守ろうと考えたのだ。

			　無理矢理依頼についていったのも、模擬戦でフランちゃんを鍛えたのも、全てはそのためである。場合によっては師匠面して、しばらく鍛えるつもりだった。まあ、本当の師匠がいたから、私なんか必要なかったのだけれど。

			　それでも、私にしかできないこともある。

			　それは、壁になること。

			　フランちゃんはきっと歴史に名を残す冒険者になる。でも、いつしか自分の強さを過信し、足を掬われる日が来るかもしれない。

			　その時が来た時に、まだまだ上がいるんだぞ？　フランちゃんはまだ未熟なんだぞ？　と言えるように、高い壁であり続けること。それが私にできることだ。

			　いやー、久しぶりに鍛錬で死にかけたわよ？　でもそのおかげで一〇年ぶりに鞭技のレベルが上がった。ハーフエルフの私にとって五〇歳はまだ若いと言える年齢だけど、エルフとしての血のせいなのか、無理をすることが最近減ってきていた。当然スキルのレベルも頭打ちで、上昇することもなかったわ。それが、ここ数ヶ月でいくつものスキルがレベルアップしたのだ。

			　やっぱり目標を持って、自分を追い込むのが一番の鍛錬なのね。

			　長年目標だった神鞭士にもなれたし、この力で私はフランちゃんに勝つわ。そのために鍛えたんだから。

			　そして今日。私は舞台でフランちゃんと向かい合った。

			　いい笑みだわ。私を前に、怯えも気後れもない。ただ純粋に勝つことを考えている。

			「手加減しないわ」

			「ん！」

			　これは、本当に死力を尽くさないといけないようね。

			　昨日の戦闘を見て分かったけど、フランちゃんの速さはすでに私を超えている。さらに、ゴドダルファを倒したあの黒い雷は、私の命も一撃で奪うだろう。

			　それほどまでに、進化した今のフランちゃんは強い。

			　でも、だからこそ、私は勝たなくてはいけない。フランちゃんの壁となるために。そのためには辛勝ではだめだ。圧倒的な勝利が必要だった。

			　余裕綽しゃく々しゃくの状態で勝利して「まだまだ修業が足らないわね！」と言わなくてはならない。

			　ある程度の犠牲も覚悟しなくてはならないでしょうね。

			「試合、開始ぃ！」

			「ヘキサゴナ・トルネイド」

			　開始の合図と共に、フランちゃんたちが複数の魔術を放った。

			　やはり師匠が魔術を放っているのだろう。風魔術の詠唱しか聞こえなかったのに、雷鳴魔術も同時に放たれている。

			　私に襲い掛かる竜巻と電撃。多分、風魔術で鞭を封じて、雷鳴魔術で肉体を麻痺させる狙いだろう。

			　ふふ。考えているわね。でも、これくらいじゃ今の私は止められないわよ？　私は集中させていた魔力を一気に解き放ち、私の使える最強の鞭聖技を発動させた。ゴッソリと魔力を持っていかれたのが分かる。この技を凌しのぎきられたら、正直負けも覚悟しないといけないだろう。

			「絶招・毘沙門堕とし！」

			　私自身にも捉えきれないほどの速度で、鞭が試合場の中を暴れ始めた。

			　フランちゃんの放った魔術はすでに消し飛ばしている。

			　そのまま、鞭はフランちゃんを殴打し続けた。あまりの速さに、フランちゃんも鞭を知覚しきれていないようだ。

			　やはり物理攻撃無効を持っているわね。攻撃が当たる気配があるのに、フランちゃんには一切のダメージが見られない。一撃でハイ・オーガを挽肉にする威力の攻撃を、連打で食らっているのにだ。

			　それでも、私は鞭を振るい続けた。フランちゃんの魔力が目に見えて減っていっているからだ。

			　このまま押しきる！

			　ただ、この鞭聖技はとても強いのだが欠点が一つあった。それは、鞭の耐久値を著しく削ってしまうことだ。長時間使い続ければ、私の鞭は確実に破壊されるだろう。

			　長年連れ添った愛鞭だが、仕方ない。この鞭を失うこととなっても、私は勝たなくてはならないのだから。決勝で使う鞭をどうするかなんて後で考えればいいのだ。

			　私の視線の先で、フランちゃんの姿が消えた。

			「来たわね」

			　時空魔術で転移したのだ。でも、事前に分かっていれば対処もできる。

			　私はその場から全速で離れた。直後、転移してきたフランちゃんが私の姿を見失い、驚いているのが見えた。

			　だが、フランちゃんは諦めない。その瞳の闘志は微塵も揺らいでいなかった。

			　魔術とスキルを併用したのか、鞭の嵐の中を凄まじい速度で突っ込んできた。

			　速い！　私の予測を上回っている。さすがフランちゃんね！

			「はぁぁ！」

			　ギィイイイィィン！

			　切っ先を躱すことができず、精霊の寵愛を使わせられてしまった。この距離はフランちゃんの距離だ。マズい。

			「しぃっ！」

			　くっ！　眼前にフランちゃんと同じ黒雷を纏った剣が迫ってくる！　躱しきれない！

			「うあぁぁぁ！」

			


			　　　＊

			


			　あと数センチ。俺の刃がアマンダの眼前に迫り──弾かれた。

			『がぁ！』

			「ぐがっ？」

			　アマンダが繰り出し続ける、舞台全域への広範囲無差別攻撃。それを物理攻撃無効で受け続けたために魔力が減り過ぎてしまったのだ。

			　魔力がなければ、物理攻撃無効は当然発動しない。

			『がぁっ！』

			　俺の刀身は突如襲い掛かってきた横からの衝撃を無効化できず、半ばから砕け散っていた。

			　そして、同じように鞭に殴打されたフランと共に、結界に叩きつけられる。

			「ぐふぅ！」

			　刀身の再生──いや、そんなことよりも今はフランだ！

			　俺の刀身に生温かい液体──フランの血がかかっているのが感じられる。攻撃を食らったのは一瞬だったはずなのに、一体何発の攻撃を受けたのだろうか？　フランの全身に鞭を食らったとは思えないような深い裂傷が刻まれていた。

			　物理攻撃無効はもう使えないが、ヒール数発分の魔力なら残っている。

			『ヒール！』

			　間に合え！　即死じゃなければ、どうにかなる！

			　だが願いも虚しく、俺の目には時の揺り籠によって時間を巻き戻されるフランの姿があった。

			「試合開始わずか一〇秒！　なんと決着だー！　何が起こった！」

			　唾を飛ばしながら絶叫する実況の言葉で気づく。まだ一〇秒しか経っていなかったのだと。

			「フラン選手が魔術を放ったと思った直後！　凄まじい衝撃音が鳴り響き、魔術が消し飛んだ！　その後の攻防はあまりにも速過ぎて何が何だか分からない！」

			　攻撃を当てれば、勝つ自信はあった。だが、アマンダの鞭は俺たちの想像を遥かに超えて速く強かった。

			「しかし、その両者の攻防の凄さは、舞台を見れば一目瞭然だ！　なにせ大部分が砕け散り、原形を留めていない！　わずか一〇秒でこれだ！」

			　実況の言う通り、舞台は目を覆うばかりの惨状であった。半分以上が砕けてなくなり、残っている部分も傷だらけだ。アマンダの使った武技の凄まじさがよく分かるな。

			「……負けた？」

			『ああ』

			　フランが未だに理解しきれていない顔で立ち上がると、俺を拾い上げる。

			　何もできなかったからな。実感も何もないのだろう。

			「もう？」

			　そう呟いて、周囲を見回す。

			『そうだな』

			　呆然としているフランに、アマンダが近づいてきた。

			「フランちゃん！　大丈夫？」

			　かなり息を乱している。ランクＡ冒険者のアマンダが、たった一発の鞭技を放っただけで息を切らしているのか？　アマンダから感じられる魔力が半分以下になっていた。

			　だが自分の消耗などお構いなしに、アマンダはフランの全身をペタペタと撫でまわし「怪我はない？」「どこも痛くない？」と聞いてくる。

			　子供好きなアマンダだ。フランを殺しかけたことが余程不本意なんだろう。その顔には悲壮感さえ浮かんでいた。

			　そんなアマンダを慰めるため、フランがラジオ体操にも似た動きで無事をアピールする。それを見てようやく落ち着いたようだな。

			「フランちゃんも強くなったわね。結構危なかったわ。でも、まだ私の方が強かったわね」

			「ん」

			「とはいえ、鞭はこんなになっちゃったけどね」

			　アマンダが持つ鞭が半ばから千切れ飛んでいた。アマンダクラスの冒険者が使う鞭が、こんな状態になるとは。それだけの技を使ったってことか。

			　まあ、一発で舞台にでかい穴を穿つような攻撃を何十発も放つ技だ。俺だって、フランにあんな技を使われたらあっと言う間に耐久値がゼロになるだろう。

			　これはどう見ても修復不可能である。殺された方のフランは、時の揺り籠のおかげで万全の状態だ。俺も防具も、完全に試合前の状態に修復されている。

			　だが、あれはあくまでも死亡した選手に発動されるものであって、勝者は勝った状態のままであった。当然、武具も直ることはない。

			　フランに勝つために愛用の武器を捨てたのだ。アマンダはそれだけフランを認めてくれてるってことだろう。

			「準々決勝戦を見ていて分かったわ。フランちゃんはすでに私よりも武器の扱いが上。しかも、あの速度と攻撃力。普通に戦うのは得策とは言えなかった」

			　あの一戦でそこまで見抜かれていたのか。

			「それともう一つ。これも準々決勝を見て気づいたけど、フランちゃんは物理攻撃無効か、それに近い能力を持っているんじゃない？」

			「それは──」

			「あ、言わなくていいわよ。でも、そう考えれば、コルベルトとの戦いも理解できる。ただ、そんな破格の能力を使い続けるのは不可能だわ。使い続けさせれば、必ず破綻する」

			　全部織り込み済みだったってことか。接近戦を避け、遠距離から攻撃を加え続け、俺たちの魔力を枯渇させる。最初からアマンダの作戦通りだったのだ。

			　戦闘力そのもので負けているつもりはなかった。だが観察眼と試合運びでは圧倒的に負けていた。

			　くそっ！　さすが経験豊富なランクＡ冒険者ってことか。

			「私の完敗……」

			「そんな落ち込まないで」

			「修行が足りなかった」

			「フランちゃん……」

			　俺の柄をギュッと握り、俯いてしまったフランを前に、アマンダがオロオロしている。フランが落ち込んでいるとアマンダは勘違いしているようだ。

			　だが、フランはそんなタマじゃない。

			「でも、次の三位決定戦は、絶対に勝つ！」

			　残念な気持ちはある。落ち込んでもいる。だが、負けは負けとして反省し、落ち込むよりも次の試合への糧とする。

			　ポジティブというか、前向きというか、フランはそういった意味では戦闘者に向いた性格をしているのだ。

			　それに、俺には分かるがフランはどこか楽しげだ。別にアマンダが師匠とか先生ってわけではないんだが、先達が変わらず高い壁であってくれたことが嬉しかったんだろう。その気持ちは分からなくもない。目標としてきた頂が、間違っていなかったんだと思えるからな。

			「頑張って！」

			　ホッとした様子のアマンダが激励してくれる。それに対して、フランも笑顔で返した。

			「アマンダも優勝して」

			　アマンダがその言葉に否と言うはずがない。

			「ええ、誓うわ！」

			　フランの肩にガシッと手を回すと、やる気に満ちた表情で頷いた。

			「ねえフランちゃん。この後は用事ある？　私、フランちゃんと激励会ができたら、どんな相手にも勝てる気がするんだけど……？」

			「次の試合を見て、寝る」

			「そう……。残念だけど、仕方ないわね」

			　アマンダも残念そうだが、フランも少し残念そうだ。だが、自分の状態は良く分かっているのだろう。肉体の披露はなくとも、精神的にはかなり消耗している。さすがに休息が必要だった。

			　それでも、次の対戦相手の情報は必要だ。

			　俺たちはそのまま試合を観戦することにした。ただ、いるのは客席ではなく、豪華な個室である。

			　実は運営側に頼んだら、観戦用の個室を用意してくれたのだ。

			　アマンダが一緒に来たがったが、明日の決勝の打ち合わせがあるということで運営に引きずられていった。元々激励会などしている暇はなかったのだろう。ご愁傷様である。

			　部屋からは、舞台を見下ろすことができた。

			「良く見える」

			『だな』

			　フランはワクワクした様子でフォールンド対フェルムスの試合が始まるのを待つ。強者同士の戦いだからな。俺も楽しみだ。

			　入場した選手にかけられる声援はフランたちの時以上だろう。

			　どちらも人気者だが、現役のフォールンドの方がやや人気が高いかな？

			　観客の熱気が最高潮に達した時、試合開始が告げられる。

			　第二試合は俺たちの試合とは打って変わって、長時間の激闘となった。

			　フォールンドの放つ無数の剣をフェルムスが躱し、フェルムスの糸を剣が断ち切る。

			　剣と糸が結界内を暴れ回る派手な展開が続く中、次第に手数に勝るフェルムスが押し始めたかに見えたんだが──。

			　フォールンドが同時召喚した一〇〇近い魔剣が試合場内を乱舞し、あっと言う間に形勢をひっくり返したのだった。

			　フェルムスも糸で剣を絡めとりつつ、何とか逆転の道を探ろうとしていたが、フォールンドの剣の圧力がわずかに勝ったらしい。

			　乱舞する剣たちがフェルムスを追い詰め、最後はその身を貫いていた。

			『三位決定戦はフェルムスが相手か』

			　どちらが相手でも強敵だが、ちょっとホッとしたのも確かだ。フォールンドは触れた魔剣をコピーできる能力を持っている。奴に触れられたら俺はどうなってしまうのか、ちょっと怖いのも確かだからな。

			『まあ、フェルムスも強敵だが』

			「糸が凄い」

			　そうとしか表現できないのがもどかしい。俺たちは糸に関しては全くの素人なのだ。凄いということは分かっても、何をしているのかまでは理解しきれない。

			「でも、負けない」

			『俺だって負けるつもりはないぞ。今日の教訓を生かして、絶対勝つ』

			「ん！」

			


			　　　＊

			


			　ウルムットの裏路地。

			　夜の帳とばりに覆われたその場所に、追い詰められたような女性の叫びが響いていた。

			「くそっ！　くそっくそっ！　あの小娘さえいなければっ！」

			　怨えん嗟さの込められた罵声を上げるのは、魔術師風の格好をした若い女性だ。

			　元々はかなり美しいのだろう。だが、落ちくぼんだ頬と、目の下の濃いクマが全てを台無しにしていた。

			　闇の中をおぼつかない足取りで歩くその姿は、まるで彷徨さまよい歩く死霊のようだ。

			「……どうすれば……！　どうすればいい……。あの方にお許しいただくには……」

			　女は焦燥に駆られた表情で、ブツブツと何事かを呟いている。

			「終わらない……！　私はこんなところで終わらないわっ……！」

			　そして、女の目に決意が籠る。

			　後ろ向きの覚悟を決めた者特有の、暗い決意の色だ。

			「あの小娘の剣よっ！　あれさえあれば……！」

			


			　　　＊

			


			「本日も快晴！　武闘大会日和です！　本日の第一試合は、惜しくも準決勝で負けた者同士による、三位決定戦だ～！」

			　この軽妙な実況を聞くのも今日が最後か。そう思うと少し寂しい気もするな。何だろう、お祭りが終わる直前みたいな？

			（師匠、どうした？）

			『いや、今日が最後なんだと思っただけだ』

			（全てを出し尽くす）

			『そうだな』

			（ん！）

			　フランは寂せき寥りょう感かんなど全く感じさせない、やる気に満ちた顔で頷く。俺のように雑念など一切なく、目の前のフェルムス戦しか見ていない。

			　うーん、頼もしいね。

			「西から現れたのは、脅威のランクＣ冒険者、黒雷姫フラン！　今大会で最も名を売った出場者の一人でしょう！　人気の要因の一つでもあるその小さく可愛い外見に騙されてはいけません！　ランクＡ冒険者を倒すほどの、鋭い牙を隠し持っているぞ！　今日はあの黒き雷を見ることはできるのか～！」

			　この大歓声も最後だ。観客の目的は決勝戦なのかと思ったら、フランへの応援も熱い。

			　こちらの試合への注目度も高いようだった。

			　さて、フェルムスの状態はどうだ？　先日再会した時、準決勝を目指すと言っていたよな？　その目標は達成されたはずだし、気が抜けてたりせんかな？

			「む、来た」

			　フランの視線の先に、闘技場に姿を現した痩身の男性がいた。

			　それを見れば、嫌でも分かってしまう。

			『残念ながら調子は良さそうだな』　

			　舞台に向かってゆっくり歩いてくるフェルムスは、自然体の笑みを浮かべてくる。緊張感など欠片も感じさせない。だが、決して気を抜いているわけではないと理解できた。

			　フェルムスを前にした瞬間から、凄まじい威圧感を覚えていたのだ。

			　陳腐な言い回しになってしまうが、例えるなら滔とう々とうと流れる大河だろう。深く激しく大らか。これは油断できない相手だ。見ただけでそう思えた。

			　さすが大会三連覇記録を持つ、経験豊富な元ランクＡ冒険者だな。

			（残念じゃない）

			『まあ、フランはな』

			　むしろ、フェルムスが万全の状態じゃない方が、残念がるだろう。

			「東からは竜狩りのフェルムスが登場だ！　現役を引退したとはいえ、その実力に衰えは見られない！　惜しくも準決勝で敗退しましたが、往年の強さは健在だ！」

			　フェルムスは相変わらず軽装だ。白いシャツと、黒いスラックスにしか見えない上下である。あれだ、ジャケットを脱いだラフな格好の執事的な？　まあ、遠目からだとそう見えるだけで、素材は竜系のものだし、近くで見れば裏地を鱗で補強しているのが分かるが。

			「やあ。久しぶりだね」

			「ん」

			「君とこの場所で向かい合うとは思ってもみなかったって言ったら、怒るかな？」

			「それはこっちも同じ」

			「ははは、お互い様ってことだね」

			　ロイスが勝ち上がってくると思ってたからな。だが、試合を見た限りその強さは本物だ。

			　何よりも恐ろしいのが、糸を操るという未知の技術を使ってくることだ。見たことのない技、想像もできない戦術を駆使してくるだろう。

			　さらに、戦闘経験でも大きく下回る。

			　ステータスで上回るはずの俺たちが負けるとしたら、その点を突かれてだろう。実際アマンダ戦でも、開幕で捨て身の最強技をいきなり放つという非常識な戦法に敗れた。あれだって、俺たちがもっと経験豊富だったら防げたかもしれないのだ。

			「未だ成長中の若手最有望株と、経験豊富な元ランクＡ冒険者！　果たして勝つのはどっちだ！」

			「私」

			「いえいえ、私です」

			　フランが剣を構えると、フェルムスは軽く両手を構えた。一見徒手空拳に見えるが、糸使いだからな。この構えから糸を投げつけ、操って攻撃してくるはずだ。

			　フェルムスの両手のグローブを鑑定してみる。これまでの戦いを見て分かったが、あの革グローブに糸が仕込んであるのだ。

			


			　　名称：王鯨髭の戦糸

			　　攻撃力：１００～４８９　保有魔力：５００　耐久値：５００

			　　魔力伝導率・Ｃ～Ａ

			　　スキル：時空属性、閃光属性、大海属性、氷雪属性

			


			　　名称：竜喰蜘蛛の戦糸

			　　攻撃力：55～４５５　保有魔力：３００　耐久値：７００

			　　魔力伝導率・Ｄ～B+

			　　スキル：火炎属性、砂塵属性、大地属性、暴風属性、溶鉄属性、雷鳴属性

			


			　属性が凄い数ついている。糸によって属性を変えられるのか？　あと、攻撃力は糸の長さや太さなどで変わるんだろう。

			「さあ、両者の準備ができたようです！」

			　フランとフェルムスの視線が絡む。

			「それでは、三位決定戦、始めぇぇぇ！」

			　試合開始の瞬間、俺たちは準備していた魔術を放った。

			「サンダー・ボルト」

			『ゲイル・ハザード』

			『ブレイズ・ウェイブ』

			『アシッド・ベノム』

			　アマンダ戦では失敗した開幕での魔術。だが、俺たちはフェルムスには有効だと考えた。

			　雷鳴魔術は、糸を通して感電させることを狙っている。風魔術は単純に糸を吹き飛ばせそうだし、火炎魔術で糸を焼き払えるかもしれない。腐食効果のある毒魔術も、当然糸を狙っている。

			　実際、俺たちの放った魔術は開幕と同時に投げ放たれていた糸を消し散らし、攻撃を防ぐことに成功していた。

			　だが、続いて放たれた糸があっさりと俺たちの魔術を蹴散らしてしまう。

			　糸に濃密な魔力が通っているのが分かった。

			　やはり魔術だけで押しきるのは無理そうだ。

			『やっぱり接近しないとダメか』

			「ん」

			　牽制の魔術をものともしない以上、距離を取っての戦いはフェルムスに有利だ。

			　逆に距離が何百メートルも離れていれば、魔術での遠距離砲撃が有効だろう。だが、舞台程度の距離で、しかも結界によって閉ざされている戦場では、むしろ全方向から変幻自在の攻撃が可能な糸の方が数段厄介だった。

			　ならば糸の取り回しが難しいであろう接近戦で勝負する。

			　それが俺たちの決断だった。

			　物理攻撃無効を装備していない。手数で攻めてくる相手には危険だとアマンダ戦で思い知ったからだ。

			（まずは近づく）

			『そうだな』

			　そのためには糸を掻い潜る必要がある。つまり、フェルムスの糸を上回る速さが必要だった。

			「閃華迅雷！」

			「む！」

			　黒雷を纏ったフランは一気に加速し、フェルムスに迫った。

			　急激に加速したフランを見て、フェルムスが微かに声を上げる。

			　フェルムスもゴドダルファ戦を見ていたはずだ。そこで見せた閃華迅雷も頭に入っていただろう。だが、客席から見るのと、目の前で体感するのでは全く違うはずだ。

			　それほどに今のフランは速かった。

			　フェルムスが今まで以上に大量の糸を操って迎撃しようとしてくるが、俺たちは止まらない。

			　しかも、糸を躱す方法は、神速による回避だけではないのだ。

			（師匠、作戦決行！）

			『おう！　ディメンジョン・シフト！』

			『ショート・ジャンプ』

			　転移先は読まれている前提だ。

			　それを見越して、転移後の隙をなくすためにディメンジョン・シフトを併用していた。あらゆる攻撃を透過して防ぐ、時空魔術だ。発動時間は数秒だが、転移後の隙をカバーするには十分である。

			　案の定、フェルムスの真上に転移した俺たちに向かって、まるで分かっているとでもいうように四方から糸の束が襲い掛かってきた。

			　だが、それらの糸はフランをすり抜け、捕らえることができない。

			「むっ！　やはり時空魔術……！　ディメンジョン・シフトですか！」

			　一発で見抜かれた！　時空魔術に対する知識も持ち合わせているんだろう。やはり熟練冒険者は厄介だな！

			「はぁぁぁ！」

			　フランが大上段から俺を振り下ろす。

			　だが、フェルムスも接近された際のことをシミュレートしていたようだ。

			　老人の周辺に張り巡らされていた糸の結界により、俺は往いなされ、止められてしまった。一本一本の強度は弱くとも、魔力で強化された糸が数十本縒より合わされることで衝撃を緩和し、剣すら受け止めてしまうのだろう。

			　また、糸という未知の武器が相手のせいで、スキルレベルが上という優位を生かしきれない。いくらフランが剣王術を持っていると言っても、未見の攻撃を完璧に見切るのは不可能だった。

			『だが、俺たちの攻撃はここからだぜ！』

			　閃華迅雷によってフランが身に纏う黒雷は、俺の刀身にも伝わっている。斬りつければそれだけで黒雷が相手に伝導し、ダメージを与えるのだ。

			　当然、俺と触れ合った糸を伝い、黒雷が走る。そのまま糸を通して黒雷がフェルムスに叩き込まれる──はずだったんだが。

			「無駄です」

			「むっ！」

			　なんと、糸に流し込まれたはずの黒雷は、フェルムスに到達することもなく、威力を減殺され消え去っていた。どうやら大量の糸に黒雷を分けて流して散らしたようだ。

			　カウンターで放たれた糸を払いながら、フランはさらに斬り掛かる。だが、やはり糸の結界により、斬撃は防がれ、黒雷も分散され空中や地面へと流れていった。

			　まさかここまで完璧に対応されるとは！

			（もう一度！）

			『ディメンジョン・シフト』

			『ショート・ジャンプ』

			『複数分体創造！』

			　再び転移で斬り掛かる。

			　だが、まずは分体を生み出し、攪乱を試みることにした。分体は一瞬で倒されるだろうが、それで構わない。幻影と違って実体がある分体であれば、フェルムスも無視はできないだろう。

			　以前は自分の分体が倒されるのを見るのはあまり良い気分ではなかったんだが、最近は慣れてきたのか何とも思わなくなっている。ダンジョンで試した時もそうだった。

			　だが生み出された三つの分体は、俺たちの予想外の姿をしていた。

			「ん？」

			『え？』

			


			　　名称：分体

			　　攻撃力：１００　保有魔力：50　耐久値：１００

			　　魔力伝導率・Ｃ

			


			　俺の生前の姿をした分体が生み出されると思っていたら、今の俺にそっくりな剣が生み出されているではないか。完全に俺にそっくりな、レプリカっていう感じだ。

			　だが、予想とは違ってしまったがフェルムスの警戒をそちらに向けさせることには成功したらしい。周囲に突然出現した剣に対し、その視線が向いているのが分かる。

			　今はどうして分体が剣の姿をしているのかなんてどうでも良い。検証は後だ。

			『行け！』

			　俺は念動を使って、レプリカたちをフェルムスに向かって突進させた。ダメージを与えることが目的ではないので、突進というよりは落下という方が近いかもしれんが。

			　警戒したフェルムスが、糸でレプリカたちを薙ぎ払う。

			　一瞬で耐久値が削られ、消失する剣。だが、フェルムスの気を引くという目的は成功した。

			　フェルムスが剣を操る技を使うフォールンドと戦い、負けていたのも俺たちには幸運だったな。必要以上にレプリカたちを警戒してくれたようだ。フェルムスの意識が俺たちよりも、レプリカに対して強く向けられた瞬間があった。

			「しぃっ！」

			『食らえ！』

			　閃華迅雷に複数の魔術を併用した、本日最速の攻撃である。ディメンジョン・シフトを使ったことでフェルムスの糸の結界を素通り、最短距離を直進するフラン。

			　さしものフェルムスも反応しきれていない。俺たちはその瞬間を見逃さず、攻撃を仕掛けた。

			「なんとっ！」

			　フェルムスが身をよじったことで直撃は避けられたが、その腕からは微かに血が舞う。大した傷ではないが、魔毒牙を発動してやったぞ。まあ、フェルムスは状態異常耐性を持っているからダメージは期待できないがな。

			　この魔毒牙はダメージ狙いではなく、フェルムスの集中を少しでも乱すことが狙いだった。これだけ大量の糸を操るには、かなりの集中力が必要なはずだからな。

			「はぁぁっ！」

			　フランはこの好機を逃さず、さらに攻撃を畳みかける。やはりこの距離ではフランに分があった。俺の刃が閃ひらめく度、フェルムスの体には浅くない傷が刻まれた。フェルムスが距離を取るためか、後ろに跳ぶ。接近戦を嫌がっているのか？

			　やはりこの距離に活路が──。

			『待てフラン！』

			「む！」

			　直後、フェルムスを追って前進しようとしたフランの足元から、噴水のように糸が吹き上がった。奔はしる糸が触手のようにうねり、フランを絡めとろうと襲い掛かる。特定の糸に触れると発動する罠のようなものを糸で作って設置してあったらしい。接近戦に備えてだろう。まんまとそちらに誘導されたのだ。

			　罠感知で直前に気づいたので直撃は避けられた。だが、今後はさらに警戒が必要だろう。フェルムスの罠設置は高レベルだし、発動用の糸が細くて見え辛いのだ。

			　しかも、回避している隙にまた距離を取られてしまっていた。

			　生命を削る閃華迅雷に、魔力を消耗する時空魔術を多用して、結局わずかにダメージを与えただけか！

			　糸っていうのは想像以上に厄介だな！

			「もう一度！」

			『おう！』

			　ディメンジョン・シフトを多用しての高速突進。当然フェルムスは距離を取ろうとする。だが、それを阻む存在があった。

			『ウルシ！』

			「ガルル！」

			「なっ！」

			　ウルシがフェルムスの影から顔を出して、その足首に噛みついたのだ。

			　いくらウルシでも無数の糸を回避し続けられるはずがない。そこで今回は影の中に潜み続け、ここぞという時だけに攻撃させる作戦だったのだ。フェルムスもウルシの情報を持っていたはずだが、ここまで息を潜めていたせいで頭の中から消えていたのだろう。

			　そこにフランが攻撃をしようとしたのだが、フェルムスの防御は想像以上に厄介だった。

			「ギャン！」

			「ウルシ！」

			　なんと、ウルシの顔にいくつもの傷が瞬時に刻まれ、大量の血が舞っている。見えない糸が仕掛けられており、ウルシを切り刻んだらしい。さしものウルシも、眼球を潰された痛みによって口を離してしまう。

			『ウルシ！　影の中に逃げろ！』

			「クゥ……」

			　回避力は高くとも防御が低いウルシには、フェルムスの相手は厳しかった。糸一本であれだけのダメージを食らうのだ。今回は直接攻撃は一切させない方が良さそうだった。

			「ふん！」

			　それでも近づいてくるフランの接近を阻もうというのか、フェルムスが右手を大きく振るった。すると、糸の壁が一気に迫ってくる。

			（師匠！）

			『おう！』

			　糸の攻撃を咄嗟に転移してやり過ごした俺たちは、そのままフェルムスに突進しようとして──慌ててその場を飛び退いた。

			「がぅ！」

			『いつの間に罠を！』

			　さっきと全く同じだ。地面にいつの間にか糸が設置してあり、触れた瞬間にフランに襲い掛かってきた。　

			　攻撃に使っていない左手は、何もしてないわけではなかったのだ。

			　よく見てみると、大きく振り回される右手とは違い、指だけが細かく動き続けている。全てを理解できるわけではないが、罠感知がビンビン反応しているところを見ると、左手は罠などを作っているらしい。

			『厄介な……！　糸ごと攻撃するぞ！』

			（ん！）

			　糸を躱すのではなく、糸も諸共燃やしてしまえば良い。

			「インフェルノ・バースト」

			『インフェルノ・バースト！』

			『インフェルノ・バースト！』

			『インフェルノ・バースト！』

			　俺たちは火炎魔術を一点集中させて放った。密度の高い炎の柱が絡み合い、一条の獄炎となってフェルムスに襲い掛かる。

			　リッチ戦でアナウンスさんが見せてくれた、魔術の一点集中運用の真似事だ。まだ完璧に使いこなせているとは言えないが、相乗効果で貫通力を上昇させるくらいの威力は出せるようになっている。

			　凶悪な炎の大蛇が、俺たちの狙い通りに途上の糸を消し炭にしながら突き進んだ。

			　このまま行けば直撃だ！

			「ふぉぉっ！」

			　だが、フェルムスは驚きの方法で防いでいた。糸の束を連続でぶつけて炎の勢いを弱めようとするところまでは想定通りだ。だが、なんとその後、炎に向かって自ら突っ込んできたのである。

			「はぁいやぁ！」

			　そして、その右手を思いきり突き出した。

			　威力が多少弱まっているといっても、火炎魔術四発が絡み合った超高威力の炎だぞ！　腕を犠牲にして、相殺するつもりなのか？

			　だが驚く俺たちを尻目に、フェルムスの拳によって炎はあっさりと掻き消されてしまったのだった。

			　よく見ると、その手には糸が幾重にも巻き付き、まるでグローブかガントレットのようになっている。元々高レベルの火炎耐性を持つフェルムスが、さらに火炎への強い耐性を付与した魔糸を纏うことによって、想像以上の火炎耐性を得たんだろう。

			「私の異名は竜狩りですよ？　竜のブレスへの対策は完璧です」

			　なるほど。言われてみたら今の魔術は、竜のブレスそっくりだった。竜と戦い慣れているフェルムスにとっては、容易に対処できる攻撃というわけか。

			　ならば、風だ。そう考えて俺たちは風魔術を繰り出す。

			「ウィンド・カッター」

			『トルネード・ランス』

			『ゲイル・ハザード』

			『ヘキサゴナ・トルネイド』

			　だがやはり、フェルムスにあっさりと対応されてしまった。張り巡らせた糸をネット状に変化させて風を弱めつつ、糸の壁によってフェルムスから逸れる軌道へ誘導されてしまったのだ。

			　考えてみたら、翼で突風を起こしたり、風のブレスを吐いたりする竜もいる。これもまたフェルムスには慣れた攻撃なのだろう。

			　炎、風は防がれてしまった。残る魔術でフェルムスに通用しそうなレベルに達しているのは、雷鳴魔術と時空魔術だけだ。

			『まずは時空魔術だ』

			　とはいえ、時空魔術は攻撃の術がほとんどない。唯一通じそうな術が、ディメンジョン・ソードという術だった。問題はこの術の射程が非常に短く、近接専用であるということだ。

			　俺たちは連続転移で隙をついて近づくと、ディメンジョン・ソードを放った。

			　ディメンジョン・ソードは物体を透過し、目標地点だけを斬り裂く術だ。どんな防御も貫通するが、範囲が極小であるうえ射程が非常に短く、放った後では設定した範囲を変更できないせいでわずかでも動かれれば外れてしまうという、使い所がかなり難しい術である。

			　だが、フェルムスは動かず迎撃するタイプだし、十分当てられると思ったんだが……。

			「それは見たことがあります」

			「ちっ！」

			『アース・ディガー！』

			「それも想定内ですね」

			　さすが経験豊富な元冒険者。見た瞬間にディメンジョン・ソードを見破ったらしい。あっさりと躱されてしまった。

			　なんとか動きを阻害しようと、飛び退ったフェルムスの着地点に土魔術で落とし穴を掘ったのだが、足元に糸を張り巡らせて足場を作り、穴の上に悠然と立っている。

			「次は私の番です！」

			『やべっ！』

			「くっ、糸邪魔！」

			　舞台上に張り巡らせていた糸が一斉に鎌首をもたげ、一斉に襲ってきた。細い糸が絡み合い、槍となって四方から突っ込んでくる。当たれば、鉄の鎧程度は貫通する威力があるだろう。

			　だが、厄介なのは高威力の糸槍よりも、その槍に紛れて忍び寄る細い糸だった。細くともフェルムスの魔力を帯びた糸である。腕の一本や二本はあっさりと切り落とすことができるだろう。それでいて隠密性が異常に高い。

			　今は障壁で防ぐことができているが、一時も油断できなかった。

			『フラン、長引けば長引くほど不利だぞ。奴の糸は全然減ってない。多分、魔力が続く限り生み出し続けられると思った方がいい』

			（ん！　わかった）

			　俺たちは結構な量の糸を焼き、斬り、破壊してきたはずなのだが、フェルムスの操る糸が減った様子はない。魔糸生成か、装備している糸の効果かは分からないが、糸を新たに生み出せるのだ。また、切り離した糸も操れるらしく、結界内の糸の量が増えれば増えるほどフェルムスの攻撃に多彩さが増していくようだった。

			（師匠、雷鳴魔術を使う）

			『ああ』

			　雷鳴魔術は散らされてしまうが、それにも限界はあるはずだ。サンダー・ボルトなど比べ物にならないほどの雷撃を放って、糸の防御ごと叩き潰す。

			　黒雷招来でもダメージを通せる可能性はあるが、あの技は使用後に覚醒が解けてしまう最後の手だ。それに、威力が一点に集中する分、攻撃範囲はそれほど広くない。

			　ここは逃げることができない、範囲の広い攻撃が有効だろう。

			『トール・ハンマー！』

			　レベル８雷鳴魔術、トール・ハンマー。高威力の中範囲魔術である。広範囲とは言い難いが、この程度の広さの舞台であれば十分全域をカバーできた。

			「むっ！」

			『糸ごとぶっ飛ばす！』

			　舞台上空に描き出された巨大な魔法陣から、舞台を覆い尽くすほどの極太の雷が落とされる。それは雷神の振るう鉄てっ槌ついの如く、全てを押し潰すだろう。

			　フランは雷鳴耐性があるし、俺はディメンジョン・シフトがある。雷鳴に焼き焦がされるのはフェルムスだけ。そのはずだったんだが……。

			「……！」

			『まじか！』

			　俺たちが見たのは信じ難い光景だった。本日何度目か分からない、驚きの声を上げてしまう。

			　超高密度の雷が細い糸に触れた瞬間、一気に乱れ散り、あっと言う間に消失してしまったのだ。

			『高位の雷鳴魔術だぞ！』

			「これは対雷竜を想定した結界です。おいそれとは破れませんよ？」

			　雷鳴魔術対策も完璧ってことか！　雷竜とか引き合いに出されたって、どれくらい強いか分からん！

			　だが、竜には全部の属性がいるはずだ。つまり、魔術はほとんど通用しないってことなのか？

			「千せん糸しの海かい嘯しょう！」

			　攻め手を失い、一瞬だけ足を止めてしまったフラン。そこにフェルムスの操る糸がまるで津波のように、壁となって覆いかぶさってくる。

			　転移で逃げるか？　それとも魔術や剣技で撃ち抜く？

			（突っ切る！）

			『了解。ディメンジョン・ゲート！』

			　一切足を止めず、時空魔術で糸の壁を抜けてきた俺たちを見て、フェルムスが驚きの表情を浮かべている。転移以上に制御は難しいが、この術であれば隙はない。

			　フェルムスは突如目の前に空いた穴から飛び出してきたフランを見て距離を取ろうとしているが、もう間に合わんぞ。

			「はあぁぁぁ！」

			　フランの横薙ぎがフェルムスの胴を深々と斬り裂いた。

			　だが、俺はその異常な感触に思わず声を上げてしまう。とても人間を切ったものとは思えない、軽く乾いた手応えだったのだ。

			『これは……！』

			「むっ？」

			『変わり身か！』

			　フェルムスの体から大量の血液──ではなく、無数の糸が噴き出す。なんと俺たちが切りつけたのは糸でできた人形だった。魔力で気配まで偽装したうえ、幻影のようなものを被せていたのだ。糸の壁で俺たちの視界を遮った一瞬でここまで精巧な身代わりを作るとは。

			　襲ってくる糸を斬り払い、気配を探る。フェルムスは──背後だ！

			　ヒュヒュン！

			　真後ろに湧き出したフェルムスの手から生み出された糸が、フランの首に巻きつく。たった数本の糸だが、フェルムスの糸であれば人の首くらいは簡単に落とすだろう。

			「はっ！」

			　フランは振り向きもせずにその場でしゃがみ込んで糸を躱しつつ、咄嗟に俺を逆手に持ち替える。そして流れるような動きで、右脇の下を通すようにして背後に突き出した。

			「なんとっ！」

			　完全に不意を突いたカウンターになったと思ったが、フェルムスは身をよじって回避する。逆にそのままの勢いで一回転すると、裏拳を繰り出すような動きで再度フランに糸を投げかけた。

			「ん！」

			　フランは前に振り返る勢いを利用してその糸を薙ぎ払い、さらに踏み込んだ。だが、フェルムスは強したたかである。なんといつの間にか足元に糸を仕掛けており、糸を踏んだフランの動きが一瞬だけ阻害されてしまう。障壁のおかげでダメージはないが、普通であれば足裏を斬り裂かれているだろうな。

			　フランは片手で俺を突き出すが、フェルムスはリンボーダンサーのように上体を反らすことで間一髪躱した。だが、これ以上の身動きは取れまい。フランは、即座に胴体目がけて俺を振り下ろす。

			　このまま後ろに倒れ込もうが、この攻撃は避けられん。

			　しかし、俺がその胴体にめり込んだ直後、フェルムスの体があり得ない動きをしていた。上体を反らした体勢のまま、いきなり右へ飛んだのだ。四肢に力を込めた様子もなく、何の前触れもなく、その場から高速で横にずれていた。

			　よく見るとその体には糸が巻き付いている。糸を使って自分を右側へ引き寄せたのだろう。

			『だが、確実に一発は当てたぞ』

			「ん！」

			　胴を切断するまではいかなかったが、内臓に達する程度には斬り裂いた感触があった。属性剣・雷鳴は糸で無効化されてしまったようだが、斬撃は通っただろう。

			「がはっ……。百糸の血帯」

			『おいおい、糸っていうのはどこまで万能なんだよ』

			　フェルムスは糸を操ると、血が噴き出し続ける胴体にグルグルと巻き付けた。戦闘中にその場で縫合するような真似はできないようだが、傷口を塞いで止血をする程度は可能なようだ。

			　フェルムスは痛覚無効を持っている。血さえ止めてしまえば、戦闘に大きな影響はないはずだ。しかも、今日のフェルムスは毒無効の腕輪ではなく、生命力回復の腕輪を装備している。少し待てば傷も塞がってしまうだろう。

			　だが、フェルムスは接近戦の危険性を改めて認識したのか、大きく跳んで距離を取った。

			「さすがにやりますね」

			「そっちこそ！」

			　フランが再びフェルムスに近づくため、両足に力を込めた瞬間だった。

			「この距離で確実に削りに行かせてもらいます」

			　フェルムスが両手の指に魔力を集中させる。フェルムスは糸を通じて、舞台全域に魔力を薄く張り巡らせるような運用が多い。これほどに魔力を一点集中させるのは、今日初めてだった。

			『大技が来るぞ！』

			「ん！」

			「万ばん糸し操そう々そう！　四精の陣！」

			　胸の前で交差させるように構えていた腕を、フェルムスが左右に大きく振る。すると舞台上に張り巡らされていた全ての糸が一斉に蠢き、次々とフランに向かってきた。それだけではなく、それぞれの糸に地水火風の属性のどれかが付与されているようだ。様々な色の魔力を纏った糸は、まるで虹の奔流のようにも見えた。

			　一撃一撃が下級魔術ほどの威力を持つ糸が、空間を所狭しと乱舞する。

			　俺たちはただひたすらにその攻撃を捌き続けるが、とてもではないが防ぎきれない。

			「くぁ！」

			『ヒール！』

			「はぁぁ！」

			『ショート・ジャンプ！』

			　時には魔術で焼き、剣で斬り払い、回復魔術と転移を使い、何とか防ぎ続ける。致命傷は避けているものの、俺たちの魔力は刻一刻と減り続けていた。

			　だが、魔力が厳しいのは俺たちだけではない。

			　これだけの大技である。フェルムスの消耗も激しい。

			　閃華迅雷を解いて、長期戦を狙うか？　どうやら一撃の威力はそこまで高くはないようだし、回復しつつ攻撃を躱し続けていれば、最初に力尽きるのはフェルムスだろう。

			　そんな時だった。

			「あぐぅ！」

			『な！　グレーター・ヒール！』

			　いきなりフランの足が深々と斬り裂かれた。すぐに回復させるが、次いで腕が切り落とされる寸前の傷を受けてしまう。

			「何が──うぁ！」

			『グ、グレーター・ヒール！』

			　な、何が起きている？　そもそも障壁が反応していない。ということは、障壁を無視した攻撃か？

			　その絡から繰くりは分からないが、この謎の攻撃はマズい！

			『ディメンジョン・シフト！』

			　とにかくこの場を離れようと、時空魔術を使う。だが、信じられない現象が起きていた。

			「むぐっ！」

			『ヒ、ヒール！』

			　フランの頬が浅く切り裂かれたのだ。見紛うことなく、その頬には切り傷が刻まれている。ディメンジョン・シフト中だぞ？　障壁を通り抜けるどころの話じゃない！

			　俺はその攻撃を見極めようと、探知能力を全開にして周囲を警戒した。

			　すると、いくつかの糸が俺たちの張り巡らせる障壁や、他の糸を透過して襲い掛かってくるのが感知できた。

			　どうやらその糸には俺のディメンジョン・ソードに近い特性があるらしい。

			　そこで、鑑定した糸の能力を思い出す。

			　王鯨の戦糸の時空属性か！　糸に時空属性を与えることで、物質透過と防御無視の効果を得ることができるらしい。

			「障壁意味ない」

			『そうだな』

			　周囲を無数の糸に囲まれている状態で、時空属性の糸を避け続けるのは不可能だ。ディメンジョン・シフトも意味をなさない。

			　転移した直後の俺たちに使ってこなかったところを見ると、一瞬でこの糸を生み出すのは難しいのかもしれない。だが、そうじゃないかもしれない。

			　このままこの時空属性糸に周囲を取り囲まれるようなことになったら？　防御の手段もなく、切り刻まれるのを待つだけになってしまうだろう。時空属性糸が相手では、転移すら意味をなさない可能性があるのだ。

			　もはや、悩んでいる暇はない。

			（師匠！　奥の手を使う！）

			『ああ、勝負をかけるぞ！』

			　時間をかければかけるほどに俺たちが不利になるのであれば、次の攻撃に全てを賭けるしか道はなかった。

			　より激しさを増すフェルムスの攻撃をなんとか凌ぎつつ、俺たちはひたすら魔力を練り上げていた。剣王術による受け技術の向上と、ダンジョンで鍛えた察知系スキルのおかげで、何とか致命傷を避け続けられている。

			　フランが削られ、俺の魔力も容赦なく減っていく。それでも、俺たちは力を溜め続ける。

			　細かい攻撃をどれだけ放ったところで、フェルムスには通らない。糸の結界で防がれてしまうだろう。フェルムスの糸は元々高強度なうえに、高い魔力伝導率を誇る。その糸が縒り合わさることでさらに強度を増していた。そして、そんな糸を幾重にも張り巡らせることで、あらゆる攻撃に対応しているのだ。

			　糸の結界、もしくは城壁とでも言えばいいだろうか。

			　ならば、どんな防御でも防ぎきれない、張り巡らされた結界などものともしない、超威力の攻撃を放つしかない。

			『フラン！』

			（師匠、準備できた？）

			『ああ、待たせたな』

			　俺の言葉を聞いたフランは、全身に傷を負いながらも闘争心に満ちた笑みを浮かべた。今のフランは、フェルムスがわずかに身構えてしまうほどの凄みを放っている。

			　これで仕留められなければ、負けは確定だ。だが、それ以上に手加減無しの攻撃を放てることが嬉しいのだろう。それだけの相手と戦えている幸運と、自分の全てを出しきることができる爽快感と高揚感。それらが一体となり、フランの闘志を高めていた。

			『ウルシ、今からもう逃げておけ』

			（オン）

			（じゃあ、行くよ？）

			『ああ、行こう！』

			　そして俺は、練り上げた魔力を解き放ち、その魔術を発動した。

			『はああぁぁ！　カンナカムイ！』

			　この術はあまりにも制御が難し過ぎるため、放つ瞬間は他に何もできなくなる。

			　並列思考スキルを全開にして全てのリソースを魔術の制御に回すことで、何とか暴走させずに放つことが可能だった。

			　だが、それも当然だ。

			　俺が放とうとしているのは最高の雷鳴魔術。スキルレベルをマックスにしたことで覚えた、この世で最強の雷鳴魔術であるのだから。

			　膨大過ぎる魔力が俺の内から流れ出し、魔術が完成する。

			　ガオォオォオォォォォォォオォォ──！

			　雷の龍が天から地上へと降臨するかの如く、まるで竜の咆哮のような轟音と共に、猛る白雷が舞台に降り注いだ。

			　魔術の範はん疇ちゅうに入れてもいいのかと思うほどの、それこそ自然災害を超える光景である。

			　これがカンナカムイ。雷鳴魔術の頂点だった。

			　魔力の消費も膨大で、たとえ雷鳴魔術を極めたとしても人類にこの術が使えるのか疑問である。魔力が不足するか、脳が焼ききれるんじゃないか？　少なくともフランにはこの術を使いこなすことはできなかった。魔力は俺のものを使えば良いが、制御が不安定過ぎてまともな出力を発揮できなかったのだ。しかも凄まじい頭痛によって身動きさえできなくなるおまけ付きだ。現状では戦闘中に使うことは無理であろう。

			「ぐがぁぁ！」

			　フェルムスの声に焦りが交じる。見れば自慢の糸の結界が瞬時に燃え上がり、散らしきれない雷がバチバチと放電現象を起こしていた。俺としてはこの魔術を一瞬でも受け止められたフェルムスの糸に驚きだが……。

			「黒雷招来！」

			　そこにフランの放った黒雷が着弾した。糸の結界はカンナカムイに食い破られ、すでにボロボロだ。このままカンナカムイだけでも押しきれるだろう。黒雷を防ぐような余力は一切残っていない。

			「うぐがあぁぁぁぁぁっ…………────」

			　白い雷と黒い雷が交ざり合い、ついにフェルムスを飲み込んだ。

			　ゴドダルファ戦で黒雷を使った直後の数倍の衝撃に、俺たちは再び吹き飛ばされた。木の葉のように舞い上げられ、結界に叩きつけられて全身を打ったフランが血を吐き出す。

			「がはっ！」

			『ロング・ジャンプ！』

			　俺は何とか意識を集中させ、長距離転移を発動した。

			　転移先は舞台の遥か上空だ。

			「……ぐ……ヒール！」

			『大丈夫か？』

			「なん、とか」

			　自爆ダメージが酷過ぎる。やはり、あの狭い結界内で使うような攻撃じゃなかったか。

			　自然落下しながら舞台を見下ろすと、結界の中が白と黒のマーブル模様に発光しているのが見えた。未だ荒れ狂う激しい雷のせいで、結界内がどうなっているのか全く見えない。

			（危なかった）

			『確かに。結界内にいたら、俺たちが先に死んでたかもな』

			　ゴドダルファ戦の前から、カンナカムイと黒雷招来の合わせ技を使えないか考えていたんだが、閉じた空間では自分たちも危険だということで諦めていたのだ。

			　だがゴドダルファ戦でウルシが結界外に退避できたのを見て、結界外へと転移で逃げることを思いついたのである。その後ルールを調べてみたが、地面に触れさえしなければ結界の外に逃げても場外負けにはならないと分かった。

			　結界外へ退避すれば、逆に結界のおかげで自分たちが巻き込まれることも防げるだろう。

			　そう思っていたのだが──。

			「師匠！　あれ！」

			『まじか！　結界が……！』

			　眼下で結界が膨らんでいくのが見えた。まるで限界間近の風船を見ているかのような光景だ。結界の外側にバチバチと電流が走る。これって、ヤバくない？

			（師匠、なんとかできない？）

			『何とかって……。いや、待てよ。ディメンジョン・ゲート！』

			　俺が繋いだのは、結界の中と外だ。俺が結界上部に空けた時空の穴から、行き場を失い結界内部で暴れ回っていた雷と暴風が凄まじい勢いで放出される。

			　だが、これでも結界の膨張は止まらなかった。多少膨張速度が遅くなったとは思うが……。少々遅かったらしい。

			　そして俺たちの心配が的中してしまう。

			　ゴゴゴオオオオォォォォォォォン！

			　結界が内側から弾け飛んだのだ。

			　大気をつんざく爆音と共に、暴風が観客席を襲う。

			「きゃぁぁぁ！」

			「ひぃぃぃ！」

			「た、助けてぇ！」

			　阿あ鼻び叫きょう喚かんとはこのことだろう。逃げる間もなかった観客たちは、ただただ椅子にしがみ付くことしかできない。

			　だが、上部から穴が空くように結界が弾けたおかげで雷は全て上空へと放出され、客席にその被害がなかったことだけは幸いか。暴風も大半が上空へと逃げたので、客席を襲った風は精々が台風並みの威力であった。まあ、それでも子供であれば飛んでしまうほどの力はあるのだが。

			　後で聞いた話だと、この時の光景はまるで闘技場から巨大な光の木が生えたかのように見えたらしい。天へと立ち上る幾条もの雷がそう見えたんだろう。

			　一度消失した結界は、魔道具の効果によって即座に張り直され、瓦礫などで大きな被害も出てはいないようだ。この分なら、俺たちの心配したような、大量に死者が出てしまうような酷い被害は出ていなさそうだった。

			『や、やばかったな』

			「ん。反省」

			　やり過ぎたってことだろう。

			『まあ、今はどうやって着地するかなんだが』

			「師匠はどう？」

			『魔力がほとんど残ってない。着地の寸前に念動で落下の威力を殺すくらいしかできないな』

			「それでいい」

			　俺の魔力は枯渇寸前で、もう念動を使い続けてゆっくり下りるなんて真似は無理だ。フランも覚醒が解け、魔力がほとんど残っていない。

			　新たに張られた結界に激突する寸前、念動と風魔術で一瞬だけ勢いを殺し、フランは何とか結界の上に下り立っていた。良かった。多少衝撃波あったものの、手足を軽く痛めた程度で済んだらしい。

			「ふぅぅ」

			『さて、フェルムスはどうだ？』

			　まさか生きてるとかないよな？

			　結界の上から真下を見ると、今まであったはずの舞台は跡形もなく消滅していた。というか、地面が大きく消失し、深いクレーターが口を開けている。

			　まるで、重機を使って結界内の地面を大きく掘り起こしてしまったかのようだ。

			「これは、これはこれはこれは～！　なんということだ！　これが人間の仕業なのか？　わたくし、長年この大会に携わって参りましたが、これほど驚愕したことは初めてです！　なんと一瞬とはいえ、結界が内側から破壊されたぞ～！」

			　おお、実況の鑑かがみ！　観客が未だに混乱している中、いち早く立ち直って実況を始めた。

			「そして、これほど凄惨な光景も初めて見ました！　これをわずか一二歳の少女が成したのだと誰が思うでしょうか～！」

			　客席の状況は酷いな。泣いている者、呆然とする者、状況が呑み込めず逃げ出そうとしている者。完全にパニック状態だった。全員の髪形が風によってメチャクチャなのは同じだがな。

			　だが、実況の声を聞いてようやく現状を思い出したのだろう。客席が次第に落ち着きを取り戻していく。

			　その視線は、一斉に舞台を向いていた。

			　冷静さをわずかでも取り戻せば、次は何が起き、どのような結末を迎えたのかが気になるのだろう。

			「おーっと、大穴の中央を見ろ！　フェルムス選手が時の揺り籠によって復活した～！　さすがの竜狩りも、あの雷には勝てなかったか！　三位決定戦は、その異名の通りの雷を使いこなした新鋭、黒雷姫フランの勝利だ～！」

			　どわあぁぁぁぁ！

			　勝利宣言の直後、観客席から祝福するような大歓声が上がる。

			　観客が逞し過ぎない？　俺たちの攻撃で死ぬ思いをしたはずなのに、フランに大喝采を送り始めた。いや、恐怖の目を向けられるよりはいいんだけどね？　凄いスリルのあるアトラクションみたいな感覚なのかもな。

			『とりあえず地面に下りるか』

			「ん。ウルシ」

			「オン！」

			　戦いで活躍できなかったので、せめてここで役立とうと思っているのか、影から飛び出したウルシはやる気満々でサッと寝そべった。フランはそんなウルシに跨る。

			　巨狼に乗って空を駆けるフランを見て、観客のボルテージがさらに上がっていた。しかも歓声に気を良くしたウルシが調子に乗って、結界の周りを回るような軌道を取り始めたのだ。すると、さらに観客の声援が増していく。

			　まあ絵になるからな。

			『フラン、手でも振ってみろよ』

			「ん？　こう？」

			　フランが俺に言われるがままに適当に手を振った瞬間、ドォッという大歓声が上がる。まるでアイドルのコンサートみたいだった。

			「フランちゃーん！」

			「黒雷姫様─！」

			「ぜひ俺の妹に！」

			　マジでアイドル並みだった。うんうん、うちのフランはマジ可愛いからな。だが、妹にはやらん。

			　ていうか舞台がないんだけど、どこに下りればいいんだ？　いや、俺たちが消し去ったんだけどさ。

			『にしても、これって決勝戦はどうなるんだろうか？』

			


			　三時間後。俺の心配は的中してしまっていた。

			　フラン対フェルムス戦の後、決勝戦の開始に予定外の時間がかかってしまっていたのだ。

			　本来であれば一時間後に決勝戦が始まるはずだったんだが……。俺たちが開けてしまった大穴の埋め立てと、舞台の修復がかなり長引いてしまったらしい。

			　俺たちは、大地魔術師やドワーフの職人が総動員されて舞台が修復されていくのを、上から見下ろしていた。

			　といっても、空を飛んでいるわけではない。

			「そろそろ始まるな」

			「む」

			「まだ食ってんのか？」

			「もむもむむ」

			「あー分かった分かった。好きなだけ食え」

			　俺たちは再び獣王の貴賓室に呼ばれていたのだ。本当は挨拶だけしてすぐにお暇いとましようと思っていたんだが……。

			　フランは食べ物で釣れるとバレてしまったのか、貴賓室には豪華な食事がビュッフェ形式で用意されていた。それを好きなだけ食べていいと言われて、フランが抗あらがうことなどできるはずもないだろう。

			　獣王たちの姦かん計けいにまんまと引っかかったフランは、貴賓室で一緒に決勝戦を見ることを承諾していたのだった。いや、別に悪いことじゃないんだけどさ。獣王は話の分かりそうな相手だし、悪人でもないと分かったしな。

			　それに、今回のことはどうやらフランのためを考えてくれたらしい。

			　フランは今や時の人だ。特に獣人族にとっては単に強い以上の価値がある。

			　何せ、進化不可能と言われていた黒猫族でありながら、進化を成し遂げた人物なのだ。

			　この会場にいる獣人たちの誰もが、フランと言葉を交わしてみたいと思っているだろう。先日まではまだ試合が残っていたので皆大人しかったが、今はすでに順位が決定している。場合によっては獣人たちがフランに押しかけることにもなりかねなかった。

			　中には貴族としての位をかさに着て、フランに失礼なことをする奴もいるかもしれない。どんな国、どんな世界にも馬鹿な奴は一定数いるものなのだ。

			　そこで獣王とフランが一緒にいればどうだろうか？

			　さすがに王の前で馬鹿な真似をする者はいないだろう。権力を振りかざす者は、より大きな権力に弱いものなのだ。

			　獣王としても、ただフランを気に入っているというだけではないだろう。進化を成した黒猫族であるフランには、凄まじい利用価値も認めているはずだ。馬鹿貴族のせいでフランが獣人国へ悪感情を抱くのは止めたいのだろう。

			　逆に、フランと仲良くしていれば「さすが獣王様！」となる可能性もある。まあ、俺たちにとってもありがたいから、ここで多少利用されるのはいいさ。

			　フランはどこまで考えているか分からないが、世界で唯一進化できる黒猫族ということになれば、注目を浴びるだろう。場合によっては何らかのトラブルに巻き込まれるかもしれない。

			　それでも武闘大会で進化を披露するなんて目立つ真似をしたのは、それがフランの希望だったからだ。この大会の情報が広まれば、黒猫族への態度も見直されるかもしれない。

			　それ故、目立つことも覚悟で、覚醒を使ってみせたのである。黒猫族の地位を少しでも向上させるために。国や貴族からも目を付けられる心配が出てきてしまったが、獣王と懇意にしていると分かれば各国が無茶な真似をしてくるのも牽制できるかもしれなかった。それ故、ここで獣王とのパイプを得ておくのは悪くない。

			「取ってきたぞ」

			「ん。ありがとう」

			　なぜかゴドダルファが甲斐甲斐しく世話を焼いてくれている。

			　フランがもっと欲しいと言った焼肉を厨房に取りに行ってくれたり、ウルシのために生肉を用意してくれたり、まるで従者のようだ。

			　何でか聞いたら、十始族なうえに自分に勝利したフランをぞんざいになど扱えないということだった。また、師匠である黒猫族のキアラに扱かれた記憶から、黒猫族に対して苦手意識のようなものも感じているらしい。そのせいで、フランにお願いされると拒否しきれないようだ。

			　そんな風に食事を貪っているフランたちに、獣王が声をかける。

			「おい。そろそろ入場してくるぞ」

			「ん」

			　フランは大皿に大量の肉料理を盛ると、その皿を持って獣王の隣に用意されているソファに腰かけた。これもわざわざフランのために用意してくれたらしい。ちゃんと、小柄なフラン用に小さ目のソファなのだ。

			　獣王がそんな気遣いをできるわけがないと思ったが、用意したのはロイスであるらしい。ウルムット中の店を探し回ったと聞かされた時には、申し訳なくなったぜ。

			　ソファに悠然と腰かける獣王とフランが見守る中、舞台にアマンダとフォールンドが同時に登場した。試合の開始をずっと待っていたんだろうな。すまん、俺たちのせいで。

			　ドオオドドドオオオオオオオ──！

			　さすがの大人気だ。

			　大き過ぎる歓声のせいで、石造りの巨大闘技場が地震に襲われたかのように揺れている。防音の魔道具が設置されている貴賓室にいたフランたちでさえ、思わず耳を伏せてしまうような爆音である。

			　フランが猫耳を押さえる姿は可愛いが、獣王たちがやってると気色悪いだけだな。

			　その歓声の中、聞き納めとなる名調子が選手の紹介をし始めた。

			「さあ、西から登場したのは鬼き子し母も神じんのアマンダ！　準決勝で武器を失ったという情報がありますが、どのような戦いを見せてくれるのか！　その顔には相変わらずの不敵な笑みが浮かんでいる！　男性ファンよりも女性ファンが多いというのも納得の男前だぁぁ！」

			　アマンダの鞭は修復できなかったらしい。腰には準決勝とは違う鞭を下げている。十分に強い魔法武器だが、準決勝で使っていた鞭に比べると数段劣るだろう。あれでフォールンドとやり合わなくちゃならないのか……。

			「さあ、相対する東から姿を現したのは百剣のフォールンド！　Ｓランクに最も近いと言われる冒険者だぁ！　対戦相手のアマンダとは対照的に、その顔には一切の感情が見られない。今回もその無表情は崩れずに終わってしまうのかぁぁ！」

			　フォールンドとアマンダが、ゆっくりと舞台の中央に進み出る。

			


			

			


			　ランクＡ冒険者同士知り合いなのだろう。何やら気安い様子で言葉を交わしている。ただ、あまりにも大き過ぎる歓声のせいで、実況モニターでも声を拾えないようだった。

			　互いに気を抜いた様子は全くない。

			　たとえ顔見知りであるといっても、油断するような奴らではないだろう。むしろ、その闘志がより高まったように見えた。

			　そして、互いに開始線まで下がり、ついに決勝戦が始まった。

			「む！」

			「ほほう！　やるなぁ！」

			　フランと獣王が食事をする手を止め、戦いに見入っている。それほど凄まじい激戦だった。

			　アマンダは距離を取りつつ徹底的に遠距離攻撃を加える。暴風魔術が暴れ回り、鞭がフォールンドを狙った。

			　鞭と魔術に削り取られ、せっかく修復した舞台があっと言う間に瓦礫に変わっていく。

			　アマンダはその瓦礫を風魔術に巻き込むことで、威力を上げているようだった。さすが風魔術のエキスパート。

			　対して、フォールンドは生み出した剣を投擲しつつ、距離を詰める隙を狙っていた。どれだけ遠距離戦が得意でも、アマンダ相手ではやはり不利なんだろう。

			　試合が大きく動いたのは、開始から一〇分ほど経ってからだ。

			　アマンダが唐突に大技で勝負を仕掛けたのである。どうやらフォールンドが投擲する剣と幾度となく打ち合う内に、鞭の耐久力があまりにも減り過ぎてしまったらしい。

			　このまま戦い続けることができないと判断したのだろう。

			　一発逆転を狙って、鞭技を放つ。

			「秘伝・韋い駄だ天てん殺し！」

			　俺たちを倒したあの技ではない。

			　鞭を腰だめに構えると、まるで居合切りのように腕を振るう。

			　技を発動したと思った瞬間には、フォールンドの右腕が弾け飛んでいた。遠目から見ているのに影さえ追うことができない、神速の一撃であったのだろう。その結果を見てアマンダが何かをしたのだろうと判断できたが、一体どんな攻撃だったのかさえ分からない。

			　だが、アマンダは悔しそうだ。

			「ちっ……首を狙っていたのに！」

			「間一髪だ」

			　どうやら首を狙っていたらしいが、それをフォールンドがわずかに逸らしたようだった。

			　あの攻撃に反応できること自体、俺たちとの力の差を感じさせる。高い攻撃力は手に入れたが、まだ基礎的な部分ではあの領域には及んでいないと痛感させられていた。

			「容赦しない」

			「武器がなくっても戦えるってところを見せてあげる！」

			　そう、アマンダは武器を失っていた。大技を使った直後に千切れ飛んでしまっていたのだ。これがいつもの鞭であれば、戦況は違っていたかもしれない。

			　だが、予備の武器では全力を出しきれなかったのだろう。

			　結局、鞭を失ったアマンダは善戦したものの、最後はフォールンドの前に敗れ去ったのであった。

			「く……無表情野郎に負けるなんて……」

			「次は万全な状態で」

			「千名を超える参加者の頂点に立ったのは、百剣のフォールンドォォ！　Ｓランクに最も近いと言われるその実力を見せつけたぁ！」

			　フランは勝ち名乗りを受けるフォールンドを真剣な目で見ている。

			『強いな』

			（ん！　でも、いつかは超えてみせる。フォールンドも、アマンダも）

			『ああ』

			　隣では獣王も鋭い視線で舞台を見下ろしていた。完全に獲物を狙う肉食獣の目だ。

			　その身の内に、殺気にも似た闘争心が滾たぎっているのが分かる。

			「優勝はフォールンドか……。戦ってみてぇな」

			「陛下、ご自重ください」

			「リグ様、いきなり襲い掛かったりしないでくださいよ？」

			「わかってるよ！　俺を何だと思ってやがるんだ！」

			「戦闘狂？」

			「バトルマニア？」

			「ぐ……」

			　傍若無人に見える獣王リグディスも、お目付け役のロッシュとロイスには敵わないらしい。その敵わないロッシュたちに二人がかりで口撃され、不機嫌そうに黙ってしまった。

			「さて、もう少ししたら、表彰式ですよ。貴女も準備をした方が良い」

			　ロイスに言われて思い出したが、そんなものがあったな。フランは三位だったので、表彰式に出なくてはならない。

			　退屈な表彰式でフランをどう大人しくさせるか、それが問題だな。

			　最悪、俺が念動を使って立っているように見せかければいいか。

			『フラン、寝てもいいけどイビキはかくなよ？』

			「ん？」

			『壇上に上がるところだけは起きていてくれればいいから』

		

	
		
			第七章　神剣の意味

			


			　この武闘大会期間は、本当に得るものが多かった。

			　一番は、フランが進化できたことだろう。ここに来なければ、まだ進化の手掛かりさえ掴めていなかったはずだ。

			　そして、種族全体の呪いを解くための条件も分かり、他の黒猫族が進化する目が出てきた。フランにとってはこれが最大の収穫かもしれないな。

			　黒猫族の地位を向上させ、蔑まれないようにする。それがフランの最終的な目的なのだから。

			　他には、戦闘面で様々な経験も積めた。特に命を気にせず強者と戦えたことが大きいだろう。アマンダに負けたことは悔しいが、それ以上に敗戦で得た経験が貴重だ。おかげで自分たちの弱点、強み、新戦法等、色々と収穫があった。

			　要は、命のかかった本当に大事な戦いで負けなければ良いのだ。

			　獣王との繋がりや、黒猫族の事情を聴けたことも収穫と言えるだろう。

			　俺的に重大なことは、フランの異名かな。黒雷姫なんていう格好良い異名を貰えたのは相当嬉しいのだ。ついに魔剣少女なんていうダサい異名とおさらばである。

			『おい、フラン！　寝るな！』

			「む……寝てない、よ？」

			『もうちょっとの我慢だから。ほら、フランの番だぞ』

			「ん……」

			　やばい、もう完全にフラン寝ぼけ眼である。しかし、さすがに表彰台に上がるところまでは念動でサポートできない。頑張ってくれ！

			『ご褒美が待ってるぞ！』

			「ん。まだ食べたことのない新カレー」

			『終わったら作ってやるから頑張るんだ』

			　俺がご褒美という言葉を口にすると、フランの目がギラリと輝く。やはり眠気よりも食い気の方が勝つらしかった。しかも大好物のカレーともなれば、その効果は絶大である。まあ、また数分もすればすぐに眠気が襲うだろうが、表彰されている間くらいはもつだろう。

			「えーっと、フランさん？　黒猫族のフランさん！　壇上へお願いします」

			『ほら、頑張れ』

			「ん」

			　フランが係員に促されて壇上に上がると、ウルムットの領主だという貴族から勲章を授与される。この町の領主とか初めて見たな。

			　聞いた話だと、この町の運営は実質ディアスが行っており、領主はほぼお飾りなんだとか。出しゃばらないことでむしろ評価されているという、気の弱そうな、痩せ気味の男性だった。

			　勲章にはウルムットの紋章と、三位という文字が彫られている。賞金の一〇万Ｇは後日渡されるらしい。

			「素晴らしい試合であった」

			「ん」

			　口調はいつも通りだが、俺の指示通りに優雅に一礼してみせるフラン。宮廷作法スキルのおかげで美しい礼を見せるフランに、大きなどよめきが起きた。まあ、礼儀正しそうには見えんしな。

			


			　表彰式が終わった後。

			　俺たちは改めて獣王のもとを訪ねていた。場所は獣王たちの泊まっている宿だ。町一番の高級宿を、一フロア貸切っていた。

			　本当は冒険者ギルドに呼ばれているんだが、フランがどうしても獣王に会いに行くと言って聞かなかったのだ。

			　獣王が逗とう留りゅうしている宿の前には、相当な数の獣人たちがたむろしている。

			　聞き耳を立ててみたら、どうも獣王のご機嫌伺いに来た、獣人国の貴族やその従者たちらしい。だが獣王は面倒なことが嫌いなので、門前払いなんだとか。

			　そんな扱いを受けても怒らないのは最初から予想していたかららしい。国でも同じような態度みたいだからな。もしかしたら会えるかもしれないと、ダメ元で来たみたいだった。あとは、自分の国の王がいるのに無視したとあっては外聞も悪いので、形式上面会には来たってことなのだろう。

			　そして獣人なだけあって、彼らは全員フランを知っていた。

			　フランが宿の前に姿を現しただけで、ざわめきが起きたのだ。そして、全員がフランに注目しているのが分かった。あっと言う間に周囲を取り囲まれてしまう。

			　しかし、声をかけてくる者はいなかった。大型サイズに戻っているウルシが、周囲に睨みを利かせているのだ。巨大な狼が微かに唸うなり声を上げている姿を見ると、さすがに二の足を踏んでしまうらしい。

			　フランはその隙に獣人たちの間をすり抜け、宿に到着する。ウルシはフランが宿の門を潜ったのを確認すると、影潜りで姿を消すのだった。

			　アポなしで来てしまったため、今日は獣王に会ってもらえないかと思ったが、名乗ったら普通に通してもらえた。フランが来たら取り次ぐよう、宿の人間に伝えていてくれたらしい。意外と律義な男であるようだ。

			「よう。早速来たか」

			　フランを出迎えた獣王は、豪華な革張りのソファにだらしなく寝そべっていた。外で身に着けていたような防具も外し、白いシャツとズボンというラフな格好をしている。まあ、金糸の刺繍などが施されているところを見ると、安物ではないようだが。

			　それにしても絵になる男だな。こんなポーズでも、獣王がしているだけでまるで雄々しい雄ライオンが悠然と寝そべっているように見えるから不思議だ。これも獣王の貫禄のなせる業なのだろう。

			　だが、フランはそんなイイオトコになど一切の興味を示さず、その眼前に歩み寄るといつもの調子で口を開いた。

			「キアラのことを聞かせて」

			　うんうん、フランはそうじゃないとね！

			「分かってるよ。まあ座れ」

			「ん」

			　フランが獣王の前に腰かけると、ロッシュがすかさずお茶を出してくれる。

			　その間に獣王は身を起こし、顎をゆっくりと撫でながら何やら考えていた。どうやらどこから話すかを考えているらしい。

			「まずは、前獣王、つまり俺の親父について少し語らせてもらう」

			「わかった」

			　フランは軽く居住まいを正すと、獣王の話に耳を傾けた。

			　前獣王ヴェルサス・ナラシンハは、猜さい疑ぎ心しんが強く、家臣から悪い意味で恐れられる王であった。

			　一応金獅子への進化は果たしているものの、他の王族の力を借りて何とか条件を満たしたらしい。戦闘の才能があまりなく、軍才にも乏しかった。その個人武力は、歴代の獣王の中でも最低クラスであったそうだ。

			　その才能の低さと、強い猜疑心故なのだろうか、彼は自分より強い者を怖れ、次々と同族や臣下を排斥していった。

			　リグディスが王になる前に獣人国の戦力が低下していたのは、前王の愚行に責任の一端があったことは間違いないだろう。

			　そしてその被害妄想とも言える猜疑心の行きついた先が、黒猫族への迫害である。実はヴェルサスが王になる前の獣王たちは、すでに黒猫族への興味など薄れており、ほとんど放置していたらしい。

			　だがヴェルサスは青猫族に命じて黒猫族の奴隷化をさらに進めさせ、国外にいる黒猫族を監視するように命じた。なぜそんなことをさせたのかと言えば、いつか黒猫族が進化を果たし、自分の地位を脅かすのではないかと恐れたのだ。

			　同じ十始族で、猫科同士。そこを無視できなかったってことかね？

			「だが、親父は所詮器の小さい小心者だった。黒猫族を恐れながらも奴隷にするだけにとどめたのさ」

			　本当に恐れているなら、黒猫族を皆殺しにするのが手っ取り早いだろう。だが、ヴェルサスはそうしなかった。

			　神の怒りを買うのではないか？　いくら何でも同じ獣人族を根絶やしにするなど許されるのか？　もし生き残りが復讐に来たら？　そんなことを考えて、殺すまでは思いきれなかったらしい。

			「まあそのおかげでキアラ婆さんは殺されなかったわけだが」

			　国外にいた青猫族が、キアラのことをヴェルサス王に報告した結果、彼はキアラを捕らえて連れてくるように配下に命じた。

			　殺すのを躊躇ったというのが一番の理由であるが、それ以外にもキアラの使い道はあったのだ。

			　利用方法の一つが、黒猫族に対する恫喝だ。どれだけ強くとも、黒猫族如きが獣王家に逆らうなど無駄だと見せつけ、逆らう気を奪いたかったらしい。

			　もう一つの理由が、黒猫族の実力者を従えているという他種族へのアピールである。獣王家の威厳を示したかったのだろう。

			　あとは獣王が以前に教えてくれた話とも被る話だった。

			「他の黒猫族を人質に使われたキアラ婆さんは獣王に従い、その奴隷となった」

			　その後、汚物処理施設で強制労働をさせられていたところに他国の召喚士の侵入騒ぎが起こり、獣王やゴドダルファ、ロイスなどと知り合ったわけである。

			　長い間奴隷として働かされていたキアラだったが、本人の心は全然折れていなかったらしい。むしろ臭さを除けばダンジョンなどで戦うよりも断然楽で、そこまで辛いとは思っていなかったんだとか。

			　黒猫族はそもそも奴隷が多い種族なので、多種族に比べて辛いと感じるラインが普通よりも高いんだろう。フランも最初、安宿の個室で感動していたしな。

			「キアラ婆さんに出会った俺たちは、黒猫族の境遇に疑問を持った。そもそも、なぜ同じ獣人族がそこまで見下され、奴隷とされているのか……」

			　獣王たちはキアラの強さを知り、とても下等種族などとは思えなくなっていたのだ。

			　獣王は疑問を解消すべく過去の歴史を調べ、黒猫族の犯した罪と現状を理解する。

			　その結果、彼は黒猫族の扱いが不当だと考えたらしい。黒猫族は確かに罪を犯したが、奴隷にするのはお門違いだ。罪は罪としてすでに神によって裁かれているのだから。

			　むしろ現獣王家は黒猫族を助け、共に罪を償うべきだったと考えた。

			　それを現獣王家が我欲によって台無しにしたのだ。過去の記録を破棄したということを知り、リグディスは呆れたという。

			「なんと、我が獣王家にすら黒猫族の呪いを解く方法が伝わっていなかったんだ。いや、伝わっていたのだが、馬鹿親父はそれらも破棄しやがったらしい」

			「私が知ってる」

			「何？　本当か！」

			「ん」

			　フランがコクンと頷くと、獣王が突然頭を下げた。勢いが良過ぎて、テーブルに頭を打ちつける鈍い音がしたほどだ。

			「頼む！　それを教えてくれないか？　報酬はいくらでも用意する！」

			「報酬はいらない」

			「いいのか？　苦労して得た情報じゃないのか？」

			「構わない。その代わり黒猫族に広めてほしい」

			　フランもリグディスに対して頭を下げて頼む。むしろ、こちらからお願いしたいほどなのだ。

			　フランの言葉を聞いた獣王は、頼もしい表情で請け合ってくれた。獣人国どころか、商人などの伝つ手てを使って世界中に広めるつもりだと笑っている。

			「冒険者ギルドにも働いてもらう。上手くいけば世界中に情報が広がるぞ？」

			「ほんと？」

			「おう。これでもランクＳ冒険者だぜ？」

			　獣王がそう言って胸を張る。それを聞いて驚くと思ったらしいが、フランの口から出たのは疑問の言葉であった。

			「なんで王様が冒険者なの？」

			「あん？　そりゃあ、力を付けるためだ」

			　政治的な力ではなく、単純な戦闘力を上げる目的があったらしい。

			「まあ、親父のやり方にも嫌気がさしていたしな。キアラ婆さんのもとで修業した仲間を連れて冒険者として力を付け、支持者を増やし、親父をぶち倒して王座を手に入れたってわけだ」

			　悪ぶっているリグディスは認めたくないだろうが、彼が父親殺しの汚名を着てまで王座を簒奪したのは、どう考えてもキアラの、黒猫族のためだろう。

			「ありがとう」

			　そのことを理解したフランは、深々と頭を下げた。

			「よせよせ。自分のためにやったことだ。礼なんぞ言われたらむず痒いだけだ！」

			「ん。わかった」

			　そう言いつつ、フランは頭を下げることをやめはしなかった。

			「ちっ！　もう帰れ帰れ！　俺は忙しいんだよ！」

			　フランが部屋に入ってきた時の様子を見るに、忙しそうには思えないけどね。ただ、これ以上は確かに邪魔になるだろうし、お暇した方がいいだろう。

			『フラン、行こう』

			「ん」

			　この後は冒険者ギルドに行かなきゃならないしな。

			「じゃ」

			「おう！　またな！」

			　軽くて手を上げるフランに対して、ソファに座ったままの獣王がヒラヒラと手を振って応える。王様とは思えない軽さだが、だからこそ堅苦しいことが苦手な獣人たちの支持を得ているのかもしれないな。

			　そして、獣王に別れを告げた俺たちはその足で冒険者ギルドを目指した。

			　ここからギルドは目と鼻の先だ。宿からギルドまでかかった時間よりも、ディアスと面会するのに待たされた時間の方が長かったくらいである。

			「やあやあ、フラン君。三位入賞おめでとう」

			「む」

			「くっくっく。どうやら褒め言葉じゃなかったかな？」

			　ギルドマスターの執務室に入った瞬間、ディアスがからかうような口調でおめでとうと言ってきた。この爺、分かって言ってるな。

			「……アマンダに負けたから」

			「普通、ランクＣ冒険者が三位になったら天狗になってもおかしくないんだけどね？」

			　肩を竦めるディアスだが、その顔にはニヤニヤ笑いが浮かんでいる。フランが天狗になどならないと分かっているのだろう。

			　普通に考えたら、ランクＣ冒険者がランクＡ冒険者を倒して三位に入ったら奇跡だ。盛大に調子に乗るに違いない。しかしフランは普通ではなく、ディアスもそれを理解している。

			　フランは憮然とした表情で口を開く。

			「獣王にだって勝てない」

			「あんな規格外と比べなくても……。僕だって手も足も出ないよ」

			「いつか勝つ」

			「本気で言ってそうだから怖いよ」

			　フランは本気だぞ？　まあ、ランクＳに勝つ前に、アマンダやフォールンドに勝てるようにならないといけないんだが。

			「実は今回の結果を受けて、君をランクＢに上げられないかと思ったんだが……無理だった」

			「Ｃに上がったばかりなのにもう上げる？」

			『いくら何でも早過ぎないか？』

			　それに、武闘大会の結果が評価されるのか？　戦士としてはともかく、冒険者として優秀かどうかは分からないと思うんだが？

			「いやいや、純粋な戦闘力でランクＡ冒険に勝っているんだよ？　少なくとも戦闘力だけで言えば、ランクＣのレベルは遥かに逸脱してるじゃないか？」

			『まあ、そうなんだが……。因みに、どうしてだめだったんだ』

			　ディアスが言う通り、戦闘力で問題がないのなら他に足りない部分があるってことだろう。

			「他の支部長には色々と言われたよ」

			「他の支部長？」

			「ああ、遠話の魔道具で話をしたのさ」

			　まず問題になったのは、フランの年齢だったらしい。

			「前例がないとか、下らないことを気にする奴が多くて困る。あと多かったのは武闘大会ということで、冒険者としての実力が測れたわけじゃないという言い分だね」

			「なるほど」

			　やはりそこだよ。ルールのある武闘大会での戦いで強くとも、冒険者として優秀かどうかは分からないだろう。それに関しては確かに納得できる。

			　冒険者の実力には、単なる戦闘力以外の要素が重要だと思うのだ。ぶっちゃけて言えば、戦闘力が多少低くても、全ての罠を見破ったうえで完璧に解除できて、魔獣や魔法に関する知識が豊富で、常に冷静沈着で思考が柔軟なら、そいつは間違いなく優秀な冒険者と言えるだろう。

			　とはいえ、ランクＡに勝てるわけだから、ランクＢくらいはくれても良さそうだけど。戦闘力が最も重要なのは確かなんだから。

			「それと、フランくんは特例でランクを上げ過ぎているという意見もあった。一人を優遇し過ぎては、他の冒険者から不満の声が上がるのではないかとね」

			　うーん、それもまあ分からなくはないな。フランはランクＣに上がった時以外は、全部特例での昇格だからな。しかも、Ｃに上がった時もディアスに依頼を選別してもらったのだ。

			「あとは、フランくんに戦闘でのリーダー経験が少ないのではないかという疑問も上がってたかな」

			「どういうこと？」

			「ランクＢ冒険者ともなれば、有事の際には他の冒険者を率いて戦うこともある。スタンピード、災害、上位魔獣の襲来。様々な事態において、指揮官としての役割が求められることも多いのさ」

			『フランには無理だな』

			「ん。むり。面倒」

			「だよねー。その意見だけは、僕も同意だよ」

			　性格的に、絶対無理だろう。経験もなく無言のリーダー。最悪である。

			「最後に、フランくんの態度がランクＢには相応しくないとも言われたよ。ランクＢ冒険者は貴族の依頼を受けることもあるしねぇ」

			「そうなの？」

			「ああ、基本的に依頼を受けるも受けないも冒険者次第だけど、土地の有力者からの依頼とか、王族からの依頼なんかは断れないこともあるし。そんな時には失敗の恐れがない、しっかりとした実力者を紹介するわけだ」

			『それがランクＢ冒険者ってことか』

			　ランクＡ冒険者は数が少ないし、最高戦力だ。おいそれと依頼に引っ張り出すわけにもいかないだろう。となると、ランクＢ冒険者を派遣することになる。そんな冒険者の態度が悪かったら？　貴族を怒らせる可能性もある。

			「表彰式での様子を見たら、そっちは問題なさそうだけどね」

			　宮廷作法スキルがあるからな。口調だけはどうしようもないが、そこは無口なキャラで押し通せばどうにかなるか？　いや、無理か。

			「というわけで、フランくんのランクはＣのままなんだ。ごめんね」

			「ん。構わない」

			『仕方ないさ』

			　そもそも一二歳でランクＢなんか異例中の異例だろう。

			　フランは地道にポイントを稼いでランクを上げるさ。それもまた修業である。

			「本当は、君の恩に何とかして報いるためにも、ランクを上げたかったんだがね」

			「恩？」

			　ディアスが珍しく真剣な顔でフランを見つめる。

			「ああ。キアラの行方を知ることができたのは、紛れもなく君のおかげだ。君が獣王との仲立ちをしてくれなければ、僕は未だに獣王家を恨み、疑ったままだったろう」

			　そう言って、ディアスは深々と頭を下げた。

			「ありがとう。本当に感謝している」

			　こんなに真摯な態度のディアスは初めて見たかもな。本当に感謝してくれているっていうことだろう。

			「ルミナ様との盟約も果たせたし、肩の荷が下りたよ」

			　その言葉で思い出した。ルミナの扱いはどうなるんだろう？　キアラの無事は分かったし、フランを進化させるために力を大分失ったと聞いている。その消耗が回復するまでは、ダンジョンに影響が出るとも。利用価値がなくなって、討伐なんてことにはならないよな？

			『そういえば、ダンジョンはどうなってる？』

			「そうだね。ルミナ様が力を失ったせいで、出現する魔獣が大分少なくなっているね。このままだと、ランクが一つ下方修正されるかもしれない」

			『そ、そうか』

			「ごめんなさい」

			　俺たちにとってルミナとの出会いは幸運だったが、ダンジョンを中心に回っているウルムットにとっては大きな打撃なはずだ。俺がディアスだったら、恨み言の一つや二つは出るだろう。だが、ディアスは笑いながら首を振った。

			「元々の計画では、ルミナ様は自分の命を差し出す可能性も考えていたんだ」

			　いつか現れる黒猫族の同胞を進化させるために、自身が邪人となって討伐されるつもりだったルミナ。内容は詳しく知らずとも、命を懸けるということはディアスに教えていたらしい。

			「そのことを考えれば、ダンジョンの難易度が下がる程度は大した問題ではないさ」

			『だが、ダンジョンで得ることのできる素材や魔石も減るぞ』

			「そちらでの収入は確かに減ってしまうだろうね。だが、下位の冒険者を育成するにはより適したダンジョンになったとも言える。彼らを多く呼び込むことができれば、町の商業を活性化させることも可能だろう」

			　そんな難しいことまで考えているなんて、ふざけて見えてもさすがギルドマスターだ。ただ、影響が少ないのであれば良かった。これでウルムットが衰退して、町が寂さびれるなんてことになったらフランも気に病むだろうしな。

			「さて、長々と話してしまったが、最後に依頼の話だ」

			『ランクＣ冒険者に与えられる指名依頼ってやつか？』

			「そうだ」

			　元々は獣王の魔の手からフランを守るための依頼だったはずだ。だが、獣王が敵ではないと分かってしまった。その依頼を発注する意味はもうないと思うんだが。　

			「実はもう君に依頼するということを他のギルドにも通達してしまってね。今更取り消しができないんだよ」

			『じゃあ、内容はどうするんだよ？』

			「そこなんだよね。で、考えたんだけど。君たち獣人国へ行ってみない？　ギルドの依頼だったら面倒な出入国審査とかも少なくて済むし、向こうでギルドの協力も得られるし」

			「獣人国に行って、何をする？」

			「行方不明だった冒険者の安否確認さ。彼女はある日突然姿を消したが、まだ捜している人もいてね。現在の状況を知りたいんだ」

			　つまりディアスがキアラの様子を知りたいので、獣人国へ行けってことね。いい具合にギルドを私物化してるな。

			「うーん……」

			『いい話じゃないか』

			　獣人国はその名の通り獣人の国であるそうだ。つまりケモミミ天国。ぜひ行ってみたい。

			「でも、オークションがある」

			『王都で開催されるっていうやつか。でも、そっちは絶対参加しなきゃいけないわけじゃないし、獣人国を優先しようぜ？』

			（オークションに行けば、良い魔石が手に入るかもしれない）

			　どうやら俺のためにオークションに行こうとしてくれていたらしい。

			『だが、手に入らないかもしれない。それに、獣人国でも面白い魔石が手に入る可能性はあるだろう？　俺のことは気にしなくていい』

			「でも……」

			　それでもフランが迷っていると、ディアスがその様子に気づいたらしい。

			「どうかしたかい？　何か迷っているようだけど？」

			「六月にある王都のオークションに参加したい」

			「なるほど。でも、まだ一ヶ月以上あるし、獣人国へ行って依頼をこなして戻ってくるだけなら三週間程度で済むと思うよ」

			『だってよ』

			「──ん。じゃあ、獣人国へ行く」

			　本当は獣人国へ行きたくて仕方なかったフランは、憂いもなくなり嬉しそうに大きく頷いたのだった。

			「はっはっは。君が承諾してくれて嬉しいよ。あとは──」

			　コンコン。

			「失礼するわよん？　あらぁ、フランちゃんじゃなーい」

			「エルザ」

			　部屋に入ってきたのはエルザであった。アマンダにぶちのめされたはずだが、調子は万全であるらしい。むしろちょっと肌がテカッていて、元気が溢れているほどだった。

			「お疲れさまエルザ君。で、何か分かったかな？」

			「ええ、色々とね。憔悴しまくってるから聞きやすかったわ」

			「どういうこと？」

			「君が捕らえてくれたソラスの部下や、セルディオの仲間。エルザ君には尋問をお願いしていたんだが……」

			　エルザが尋問？　しかもこの精気を吸いましたと言わんばかりのエルザの笑顔。そういえばあの盗賊、顔は悪くなかったかもな……。いい気味だ。

			「奴らから面白い情報が聞けたわよ？」

			　ダンジョン内でフランに襲い掛かってきたセルディオとソラスは、明らかに何者かの命令を受けていた。しかも、背中に刺さっていた謎の魔剣に、脱獄などを手引きできるだけの組織力。まともな相手ではないだろう。

			「やっぱりアシュトナー侯爵家の命令で動いているみたいよ？」

			　アシュトナー侯爵？　聞いたことがないな。ただ、セルディオは侯爵家の血を引くという話だったはずだ。その侯爵家が、アシュトナーという家なのだろう。

			「彼らがフラン君から剣を奪おうとした理由は分かったかな？」

			「それは分かったわよ」

			「知りたい」

			「しょうもない理由よ？　奴らは侯爵家から神剣の探索を命じられていたみたい。腐ってもランクＡ冒険者だし？　ギルドの裏の情報まで知ることができる立場にいるしね。でも、セルディオってば壊れてたじゃない？　そのせいで、魔剣ぽいものに凄く執着するようになっちゃったんだって。自分たちで壊しておいて、操りきれないんじゃお笑い草よね」

			「自分たちで壊した？」

			「セルディオを操るために、魔薬とかのヤバい薬を随分と投与してたみたい。他でもない、アシュトナー侯爵の指示でね。一見するとセルディオが率いているパーティだったけど、実際は盗賊の男と、魔術師の女が裏で操っていたっていうわけ。まあ、意のままに操ることはできず、判断力を鈍らせて操作しやすくする程度だったみたいだけど」

			　だが、セルディオを操りきれなかったということか。むしろ薬のせいで暴走気味になってしまった。そして、神剣を探せという命令をどう解釈したのか、普通の魔剣などにまで手を伸ばし始めてしまったという。確かに笑うしかないな。

			　しかも、この町に来たのは手持ちの魔薬が少なくなり、補充するためだそうだ。なんと、ここのダンジョンで出現するパンデミックリーチの毒袋が主原料になるそうだ。ソラスはそれを仕入れる担当だったのだろう。そこで捕まって悪事が露見したのだから、間抜けにもほどがあるな。

			　再度セルディオの従者を尋問するためにエルザが去っていった後、改めてディアスが礼を言ってきた。

			「いやー、本当にありがとう。これで色々と片が付くよ。冒険者ギルドの中のクズどもを一掃できそうだ！」

			「どういうこと？」

			「奴らはまさにクランゼル冒険者ギルドの病巣だったのさ！　それを取り除いてくれたんだ！　頭も下げるさ！」

			　病巣とは、セルディオ嫌われてるねー。

			「君たちは、セルディオを鑑定してみたかい？」

			『したぜ』

			「じゃあ、彼のスキルを見たかい？　異性好感、異性誘引というスキルがあっただろ？」

			　そういえば……。戦闘では役に立ちそうになかったし、フランには効果がないようだったので無視したけど。

			「あのスキルで女性のギルドマスターたちを誑かして、自分をランクＡにするように囁いたんだ。奴に薄っぺらな愛を囁かれて、コロッといっちゃったらしいよ？」

			『それで、ランクＡと認めちゃったのか？』

			「まあ、貢物感覚だったらしいね。四〇も年下の若造に入れあげちゃって、ギルドを傾けた婆様もいたし」

			　それはまた……。でも、それだけでランクＡになれるのか？

			「あとは、実家からの圧力、膨大な賄賂、ランクＡになってからの便宜と、色々な方法を使って多くのギルドマスターたちを篭ろう絡らくしていたのさ」

			「ギルドだいじょうぶ？」

			『心配になってくるんだが？』

			　意外と情けない冒険者ギルド。

			「そこは申し訳ないとしか言えないね。ギルドマスターもやはり人の子だし、中にはクズも交じってしまうのさ」

			『分からんでもないが……』

			　地球だって、政治家や警察官が犯罪を犯すこともある。むしろ、権力を持っている人間の方が誘惑は多いだろう。

			「いつかランクＡの座から引きずり下ろそうと思って、奴らを見張って不祥事を起こすのを待っていたんだ」

			『でも、カツアゲとか日常的にやってたみたいじゃないか？　それは不祥事じゃないのか？』

			「今回は相手が悪かったけど、普段なら合法なのさ。多少無理はしているが、キチンと金は渡すし、その後冒険者からの告発などもない」

			『え？　なんで？　みんな武器を取られても泣き寝入りなのか？』

			　フランに対するカツアゲ行為が日常茶飯事なら、相当な人数がセルディオたちに魔剣を巻き上げられていたはずだろう？

			「そりゃあ君たちは強いし。権力者だと？　ばっちこーい！　って感じだけどね。普通のランクＣ以下の冒険者が、ランクＡ冒険者で子爵で、背後に侯爵の影がある、悪い噂が絶えないような危険な相手に面と向かって歯向かえると思うかい？」

			　まあ、そりゃそうか。下手したら命の危機だし。武器を奪われたくらいで良かったと思っちゃうのかもな。

			「それと厄介なのが、セルディオが完全に壊されていたという点だね。罪人の罪を暴くのに使う魔道具があるんだが、罪を犯したという意識がないと反応しないんだ」

			　なるほど。その魔道具はセルディオに反応しないだろうな。奴は自分の行いが本気で正義だと思っていたのだ。

			『そのためだけに、実の息子に魔薬を投与するように指示したっていうのか？』

			「貴族であればやりかねないね。それにランクＡ冒険者を傀かい儡らいにできるというのは、非常に大きいメリットだと思うよ？　普通は冒険者ギルドに対する命令権を持たない侯爵家が、セルディオを通じて冒険者に命令できるっていうことだからね。その戦力は計り知れない」

			　どんな嫌われ者でも、ランクＡからの命令ともなれば従う冒険者は多いってことだろう。

			『それなら、魔薬漬けにしなくたって、セルディオに命令すればいいじゃないか？』

			「セルディオがランクＡという地位を手に入れた後でまで、実家の命令に素直に従うとも思えない。だったら魔薬で操った方が手っ取り早いとは思わないかい？」

			　ドス黒い！　真っ黒だよ！　やっぱり貴族の世界なんて関わるものじゃないな！

			「そもそもセルディオは妾腹だ。アシュトナー侯爵にしてみれば駒の一つでしかないだろうね。むしろお家騒動の火種を厄介払いできたとも言える」

			　うーん、納得はできないが、理解はした。

			「これでアシュトナー侯爵家は中々厳しい立場に追いやられるかもね？」

			「なんで？」

			　妾腹の子が騒ぎを起こしたというのはスキャンダルかもしれないが、侯爵家を揺るがすほどか？

			　客観的に見れば、薬をキメて、平民に無体を働き、ダンジョンの中で冒険者相手に騒ぎを起こしただけだ。大貴族からしたら、どうとでも揉み消せそうだった。

			「いや、神剣を探していたという点さ。神剣は一本で大軍を退けるほどの兵器だよ？　それを侯爵家が単独で探していたということが明るみに出れば、反逆の疑いをかけられることは避けようがないだろうね。これがセルディオが冒険者として独自に探索しているというだけなら、まだ言い訳のしようもあったんだけど」

			「そうなの？」

			「高位の冒険者が神剣を探すのは当たり前じゃないか？　それは冒険者であれば誰しも夢見ることだしね。セルディオが冒険者として神剣を探している分には、そこまで問題にはならないんだよ」

			　言葉遊びな気もするが、やはり立場の差っていうものがあるんだろうな。セルディオが神剣探しは個人的なもので、侯爵家とは関係ありませんと言えば、冒険者個人としての意見になるってことか。怪しくは思われるんだろうけどな。

			　だが、それがアシュトナー侯爵家の命令でしたとなると、途端にきな臭くなるわけだ。

			「お？　これはこれは」

			　エルザが置いていった書類に軽く目を通していたディアスが、急に声を上げた。そして、その中の一枚を渡してくれる。他の紙製の書類と違って、頑丈な羊皮紙製である。

			「これが神剣を探していたという一応の証拠にはなりそうだね」

			「それは？」

			「アシュトナー侯爵家が把握している、神剣の情報が書かれた羊皮紙だってさ」

			　え？　まじか？　ぜひ見たいんだけど！

			　フランに頼んで、ディアスの持っている紙を覗き込める位置に移動してもらう。確かに神剣の名前が書いてある。物によっては外見の特徴まで書かれているじゃないか。

			　ただ、俺たちがルミナに見せてもらった一覧とは、載っている名前が少し違っているな。こっちの方が新しいのだろうか？　始神剣アルファ、狂神剣ベルセルク、煌炎剣イグニス、大地剣ガイア、魔王剣ディアボロスの名前がなかった。

			「ふむ……」

			「どうしたんだいフラン君？」

			　フランがアルファら五振りが書かれていない点についてディアスに尋ねてみると、それらは所在地が判明しているので、探索の対象外なのではないかということだった。

			　そんなに有名なのか。俺たちがわずかながらでも知っているのは、魔王剣ディアボロスだけである。

			　シードラン海国の騒動で仲良くなったフルト王子とサティア王女の国、フィリアース王国にあるはずの神剣だ。悪魔を使役するという能力しか分かっていないが、小さい国が軍事大国であるレイドス王国の侵略を防ぎ続けられるだけの力があるらしい。

			　残りの四振りの在処をディアスが教えてくれた。

			　驚くべきことに、煌炎剣イグニスと大地剣ガイアは、共にランクＳ冒険者が所有しているらしい。本人が恐ろしく強いうえ、神剣を持っていたらそりゃランクＳにも届くのかね？

			　イグニスの持ち主はゴルディシア大陸で戦い続けており、英雄と呼ばれているのだとか。

			　ガイアの持ち主は放浪中で、正確な所在は分からない。ただ、数ヶ月に一度、近くのギルドにふらっと現れ、道中で狩った高ランク魔獣の素材を納品したりしているそうだ。去年までは獣人国のあるクローム大陸にいたことが確認されているという。

			　アルファとベルセルクは、北のブローディン大陸を二分する、二つの巨大王国に一振りずつあるらしい。いがみ合う大国同士だが、神剣を持つことが牽制となり、大きな戦争は数百年起こっていないのだという。

			　神剣同士がぶつかり合うようなことになれば、互いの国同士に甚大な被害が出るためだ。

			　実際、三〇〇年ほど前に当時の神剣使い同士が戦場で激突し、大量の死者を出した事件があったらしい。その数一万。さらに、戦場となった場所には当時大森林があったのだが、現在でも草木の生えない荒れ地となってしまっているんだとか。

			『凄まじいな、どんな能力があるんだ？』

			「アルファの能力は有名だよ？　装備者に半神化というスキルを与えるのさ」

			「そのスキルの効果は？」

			「使用者を超越者にする力とでも言えばいいかね？」

			「超越者？」

			『とにかく強そうなのは分かったが……』

			　いまいちイメージが湧かないな。

			「そうだねぇ。全ステータスの上昇と身体能力の強化、所持スキルのレベル上昇、そんな感じだな」

			『うーん。地味だな』

			「あんまり強くなさそう」

			　兵器と呼ばれるほどの能力には思えない。

			「そうだね。全部の神剣の中で最も地味かもしれない。だけど、最も恐ろしいと言われてもいるのさ。全ステータスが一〇倍。目は万里を見通し、どんな隠蔽も見破る感覚を持つ。国中の話を聞き分ける耳に、スキルは全てが最高レベルになる。そう聞いたらどうだい？」

			　どうだいって……そりゃあ、凄まじいだろ？　全ステータス一〇倍に、神の如き肉体、本人の才能を最大限まで引き出す。そりゃあ、神剣に相応しい。

			「一振りで一〇〇の兵を切り、二振りで城壁を切り、三振りで山を切り倒した。そんな逸話が残るほどだからね」

			『嘘臭いが、神剣ならそれくらいやりそうなんだよな』

			「それにアルファの恐ろしいところはその稼働時間さ。使用者を無敵の超人に変えるようなとてつもない力を、半日以上使い続けられるんだ。敵にとっては悪夢としか言いようがない」

			　そんな化け物が半日暴れ回ったら？　国一つくらいなくなるんじゃないか？　少なくとも、大都市の一つや二つは消え去るだろう。

			　そして、その始神剣アルファとタメをはる狂神剣ベルセルクとやらも、同じくらい恐ろしいんだろうな。

			「ベルセルクの能力はアルファに似ているよ。ステータス上昇、身体機能強化、スキル上昇。その強化率は、アルファ以上と言われているね」

			『え？　アルファ以上？　だったら、ベルセルクの方が強いんじゃないか？』

			「力だけで見ればね。でもね、ベルセルクは使用者を必ず暴走させるんだ。ベルセルクの使い手は敵味方見境なく殺戮する。しかも、使用者は絶対に死んでしまうんだ」

			『うわー、それは危険過ぎる。でも、装備者を一人だけ敵陣に送り込めばいいんじゃないか？』

			　非人道的な使い方だが、効率は良いだろう。人間爆弾扱いで、特攻を仕掛ければいい。

			「はは、そう上手くいかないのさ。首尾よく敵を全滅させて、その後は？」

			『その後？　剣を回収して終わりじゃないか？』

			「どうやって回収するんだい？　近くにいたら襲われるんだよ？」

			『そりゃあ、暴走が終わったら、残った剣を回収しに向かえばいい』

			　最後は絶対に死ぬんなら、死体から神剣を回収すればいいだけだ。

			「うん。でも、敵国も同じように考えるよね。そして、敵国よりも絶対に先に回収できるという保証はない」

			　なるほど、そりゃそうか。下手したら相手の回収班が先に神剣を入手してしまうかもしれないな。

			「それだけじゃない。ベルセルクも半日以上効果を発揮すると言われていてね。大昔、敵国の首都を壊滅させたベルセルクの使い手が自国に襲い掛かり、大都市を破壊し尽くしたという事件があるのさ。おいそれと発動はできないだろうね。それこそ、敵もろとも自爆するくらい追い詰められたりしなければ、積極的には使わないんじゃないかな？」

			　ベルセルクっていう神剣は、本当に核兵器的な扱いなんだな。使ったら最後、自分たちまで危険てことか。

			「だからこそ、アルファを持っている国の方も、相手を追い詰めることはできないさ」

			　神剣同士がにらみ合う大陸か。できれば近づきたくないもんだ。

			　それにしても、アルファ、ベルセルク、ディアボロス、ガイア、イグニスの五振りが回収する候補から外れている理由はよく分かった。国かランクＳ冒険者が所有してるんじゃ、確かに手は出せないだろう。奪うのも、金で買うのも無理だ。

			『だからこそ、まだ見つかってない神剣を探すってことか』

			「まあ、どの国も神剣を求めていることは確かだね。これほどの情報をどうやって手に入れたのかは分からないけど……」

			　確かに、外見の情報だけではなく、能力に関する情報まで載っている剣まであるからな。

			


			　　戦騎剣　チャリオット

			　　　姿形は指揮杖型という情報あり。様々な形と大きさをしたゴーレムを生み出し、操る能力を有する。ゴーレムは金属製で、空を飛ぶ能力や、光線を放つ能力を有している。ガレリア戦役において、人の頭部ほどの小型ゴーレムを一〇〇〇体呼び出し、一斉砲撃によって一〇〇の船団を一瞬で焼き払ったという逸話がある。

			　　　最後に確認された場所、カプル大陸。

			


			


			　　智慧剣　ケルビム

			　　　すでに消失したとされるが、残骸を回収可能であれば、回収したい。能力詳細は不明。

			　　　スキルによる調査では、四翼の天使の意匠が彫り込まれた剣であるということ。また、消滅したのは現在のクランゼル王国領の可能性が高い。

			


			


			　　探神剣　エクスプローラー

			　　　モノクル型をしている。一説には大陸中の全ての情報を把握できるほどの探査探知能力を持つと言われるが、詳しい能力は不明。

			　　　最後に確認された場所は、ジルバード大陸。

			


			


			　　獄門剣　ヘル

			　　　詳細不明。五〇〇年前にクローム大陸で使われたとされる事例が一例だけ報告されている。現在、その場所は一切の生物が棲まない不毛の地となっており、毒を操る力があるとされている。

			


			


			　　暴竜剣　リンドヴルム

			　　　剣の形をしているということ以外、詳細不明。

			


			


			　　月影剣　ムーンライト

			　　　使用者はありとあらゆる攻撃を跳ね返す力を得るらしい。

			


			


			　チャリオット以外はほとんど詳細が分かっていないんだな。そのチャリオットだって、現在の場所は不明みたいだし。

			「興味深いね。僕も知らない情報が結構あるよ。それにしても、破壊された神剣まで回収しようとしているってことは、本格的に研究を始めるつもりなのかな？」

			『研究してどうにかなるものなのか？』

			「さあ、やってみる価値があると踏んだんだろうけど、国に内緒でっていうのは色々とまずいだろうねえ？」

			　違法ではないだろうけど、やはり国に秘密裏で兵器の研究をするっていうのは、反逆を疑われるだろう。

			「良い証拠が手に入ったよ」

			　そう言ってニンマリ笑うディアス。悪い顔をしているな。フランの教育に悪そうだ。

			『ディアスも忙しいみたいだし、そろそろ帰ろう』

			「わかった」

			「あはは。悪いね。また何かあったら知らせるからさ」

			「ん」

			　ディアスたちに別れを告げてギルドを出る。

			　すると、まるで待っていたかのように変な奴らが近寄ってきた。いや、実際に待ち伏せしていたんだろう。

			　どれくらい変かといえば、四人全員が同じ灰色のローブを頭からすっぽりと被っており、顔が上手く判別できない。手には節くれだった木の杖を持ち、完全に魔術師としか思えない格好をしている。

			　しかも、お伽とぎ噺ばなしに出てくるタイプの古典的な魔術師だ。ここまで完璧だと、魔術がある世界なのにコスプレっぽく見えてしまうな。

			「なに？」

			　フランが軽く身構えると、四人がサッと左右に割れ、杖を天に突き上げるように掲げる。すると、魔術師たちの間から一人の男が進み出てきた。

			　地味な他の四人と違って、一人だけ金の縁取りがされた紫のローブに、先に宝石の埋め込まれた豪華な杖を持っている。顔も出してるし、明らかに偉そうだった。目鼻立ちの整った。青髪のイケメン野郎だ。胡散臭い。いや、イケメンだから胡散臭いとか言ってるわけじゃないよ？　ホントだよ？

			「お待ちしておりました。フラン様！」

			「ん？　誰？」

			「私の名前はグラークマ。エイワース魔術師ギルドの幹部でございます」

			　グラークマは芝居がかった仕草で優雅に一礼する。絵にはなってるな。しかし魔術師ギルドね。初耳だな。魔術師で構成されているギルドってことか？

			　それに、こいつらにフラン様とか呼ばれる覚えはないが……。

			「素晴らしい試合の数々、拝見させていただきました」

			「ん」

			「試合の中で使われた数々の大魔術！　このグラークマ、不覚にも涙するほど感動してしまいました！」

			　まあ、魔術師から見たら、高位の魔術をばんばん使いまくった高度な試合に見えたか。カンナカムイに至っては俺が撃ったから、無詠唱で撃ったみたいに見えただろう。

			　だが、その言葉に心が籠っていないことは分かる。演技で誤魔化そうとしているのだろうが、自らが発する強い悪意や敵意を隠しきれていなかった。

			「大魔術師フラン様」

			「？　魔術師じゃない」

			　尊称みたいなものなんだろう。でも、考えてみたら職業の変更をしばらくしてない。今のフランなら相当増えたんじゃなかろうか。

			　グラークマはフランの呟きを無視して、何やら小箱のようなものを懐から取り出した。そして、小箱を開くと、フランの前に片膝をついて小箱の中身を見せるように掲げる。

			　その動きに合わせて、灰ローブの魔術師たちが掲げていた杖を前方に傾け、俺たちを囲むように移動した。何やら怪しい儀式っぽくも見える。魔術を使う気配はないが、少しでも怪しい動きをしたら念動でぶっ飛ばしてやる。

			　箱の中にはメダルのようなものが入っているが、こちらは相当強い魔力を発していた。しかも、禍まが々まがしい気配だ。

			「こちらをどうぞ」

			「これは？」

			「我がエイワース魔術師ギルドより、大魔術師フラン様に贈らせていただきます。第一位階章です」

			「位階？」

			　位階って何だ？　よく分からないが、グラークマは箱をズズイと勧めてくる。

			（師匠？）

			『絶対に受け取るなよ？』

			　相変わらず魔術を使おうとする気配はない。だがグラークマや四人組から発せられる敵意からしても、これがまともな行為とは思えなかった。

			「ささ、こちらをお受け取りください。大魔術師たるあなたに相応しき証となっております」

			「ん。いらない」

			「な、なぜですか！」

			「なんか怪しい」

			「そう言わず！　ぜひお手にお取りください」

			「いい」

			「いえいえ、我らには──」

			「はい、そこまでだ」

			「な、何奴！」

			　引く様子のないグラークマを力ずくで黙らせようか迷っていたら、フランとグラークマたちの間に割り込んでくる人影があった。

			「エイワースのところは相変わらずですね」

			「フェルムス？」

			「やあ、昨日ぶりですね」

			　フランを庇うように立ち塞がってくれたのは、フランと激闘を演じた元ランクＡ冒険者、糸使いのフェルムスだった。涼し気な顔で、フランとグラークマの間に立っている。笑顔なのだが妙な迫力もあり、グラークマが気圧されているのが分かった。

			「何をする！　冒険者風情が出しゃばるな！　今は重要な儀式の最中であるぞ！」

			「その馬鹿な儀式を邪魔するために来たのですよ」

			「どういうこと？」

			「今のはですね、こいつらの常套手段なんですよ」

			　なんと、今行われているのはエイワース魔術師ギルドの正式な入団儀式らしい。このメダルには相手と強制的に契約を結ぶように術がかけられており、受け取った後に簡単な儀式を行うだけで簡易契約が結ばれてしまうのだという。

			「魔術的な契約が結ばれるので、かなり厄介です。奴隷とまでは言いませんが、それに近い扱いをされるでしょう」

			「でも、騙されるの？」

			　俺たちだって、明らかにおかしいと判断した。他の魔術師だって、拒否するだろう。戦闘力で言えば、こいつらは大したことがないのだ。

			「そこが彼らの嫌らしいところでして。才能のある子供などにしか、こういう手は使わないのですよ。フランさんは外見だけは幼いですからね。どうとでも言いくるめられると考えたのでしょう」

			　それに普通の子供なら魔術師ギルドという組織と敵対するのを恐れて、力ずくで対処しようとはしない。つまり、儀式を済ませてしまったという既成事実に、組織の圧力。さらに舌先三寸で言いくるめて、子供を組織に従属させているというわけか。タチが悪いにもほどがあるな。

			「複数ある魔術師ギルドの中で、こんな過激な真似をするのはエイワース魔術師ギルドだけですがね。彼らは地下組織に近い団体ですから。フランさんの力を見て、組織に取り込もうと狙ってきたんでしょう」

			　フランがジッと見つめると。グラークマが焦った様子で言い訳を始める。

			「フ、フラン様！　そのような野蛮で下等な冒険者風情と、あなたと同じ選ばれ始人種である魔術師たる我ら！　どちらを信用なさるのですか！」

			「ん？　フェルムスだけど。お前ら気持ち悪い」

			「な、こ、小娘ぇ……！　下手に出ていれば……」

			　うわー、小物！　小物過ぎて、笑えるくらいに小物！

			『とりあえず捕まえておこう』

			「ん」

			　フランとそんな相談をした直後であった。

			「やりなさい！」

			　女性の金切り声が響いたかと思うと、周囲の魔術師たちが一斉に動き出した。

			「む」

			　それぞれが短剣を取り出すと、フランに襲い掛かってきたのだ。

			「な、何をしているお前たち！」

			　グラークマの驚きようを見るに、どうやらこいつの命令ではないらしい。多分、一人だけ動いていいない魔術師が司令塔だな。他の三人に攻撃を仕掛けさせ、その間に魔術を詠唱する作戦なのだろう。

			　ただ、やり方が稚拙なうえに、実力が雑魚過ぎる。魔術以外のスキルが低く、剣術に至っては習得してさえいない。本当に素人の動きであった。

			「ふ！　しっ！　ほっ！」

			「う！」

			「お！」

			「ぐ！」

			　さすがのフランも、これだけ雑魚過ぎる相手を攻撃するのは気が引けたのだろう。ナイフを握る手を軽く叩いて、武器を叩き落とすだけにとどめていた。それでも男たちからしたら、手を鉄の棒で殴られた程度のダメージはあるだろうが、その程度で済んだのだから感謝してほしいくらいだ。

			「はぁ！」

			「きゃぁ！」

			　焦りの気配で詠唱を続ける最後の一人も、前蹴りを食らって華麗に宙を飛んでいた。

			「く……くそっ」

			　ローブがめくれて顔が見える。

			「ん？　どっかで見た？」

			『セルディオの仲間だよ』

			　ローブの下から現れたのは、セルディオの仲間の女魔術師だった。とっくにウルムットを逃げ出したと思っていたんだが、まだ懲りずにフランを狙っていたらしい。

			「ちくしょう……小娘ぇ！」

			　魔薬をキメているのか知らんが、その目は正気とは思えなかった。かなり追い詰められている表情だ。蹴られた腹を押さえながらフラフラと立ち上がり、おぼつかない足取りでフランに近寄ってくる。

			「お前の剣さえ……。それさえあれば……！」

			　やはり正常な判断力を失っているらしい。

			「私の剣が狙い？」

			「そうよ！　どうせ、あんたが強いのはその剣のおかげでしょ！　そうでなければ、黒猫族の小娘が強いわけがない！　それさえ、それさえあれば！　ここから逃げるのも、あの方に許しを請うのも、全部上手くいくのよ！」

			　フランは何とも言えない表情だ。自分を狙っている女への怒りと、正気を失いかけている者への憐れみ、両方の感情があるのだろう。

			「だから、だからその剣を寄越せぇ！」

			　寄越せと言われて寄越すわけが──。

			『いや、待てよ。フラン』

			（ん？　なに？）

			『俺をその女に渡せ』

			（どういうこと？）

			　俺はちょっとした実験をしたいと、フランに告げた。そして、俺の言葉に納得したフランが口を開く。

			「この剣は、資格がない人間が装備すると呪いで死ぬよ？　それでもいいの？」

			「あはははは！　馬鹿なことを！　私に剣を渡したくないんでしょう？　嘘ならもっとマシな嘘をつきなさい！」

			　実力で女を排除できるフランには、嘘をつく理由もないんだがな。それさえ理解する余裕もないらしい。ただただ、人間味の薄れた顔で剣を渡せと喚いている。

			「わかった。渡す」

			「最初からそうすればいいのよ！　ほら！　さっさと渡せ！」

			　フランが鞘ごと俺を女に投げた。

			　喜色満面の表情で俺を受け取ると、早速引き抜く女。

			「きひひひひ。これで私も……」

			　あ、装備しようとしたな。自分が装備されそうになったと、しっかりと理解できた。

			　そして、俺の中で何かが蠢くのが感じられる。

			「あ……うあああ……」

			　不意に女の口から呻き声が漏れ出す。一体何が見えているのか、その目は大きく見開かれ、明らかな恐怖の色が浮かんでいた。

			「あひああああぁぁああああぁ……」

			　全身が痙攣し始め、呻き声は悲鳴に変わっていく。単なる痛みや驚きを感じただけでは絶対に発することはできないであろう、普通の悲鳴とは一線を画す、聞いている者の精神を直撃するような本当に悍おぞましい叫び声だ。

			「ああああああああぁぁぁぁぁぁぁ──」

			　突如、剣を握ったまま聞く者の背筋を凍りつかせるような恐ろしい絶叫を上げ始めた女に、周囲の人間の好奇の目が向けられている。

			　しかし、もっと近くにいた人々は強い恐怖を覚えているようだった。フランが女に告げた、死の呪いの話を聞いていたのだろう。今まさに、その呪いが降りかかっているとしか思えない光景が展開されている。一般人どころか、冒険者たちも蒼白な顔で女を見守っていた。

			　時間は数秒間だったろうか？

			「お、お許しを！　お許しを────ごぶばぁ！」

			　最後にそう叫んだ女は、直後に目と耳と口から大量の血を噴き出しながら、その場で前のめりに倒れ込んだのだった。

			　ドサ。

			「────」

			　辺りに耳が痛いほどの静寂が下りる。

			「ん。資格がなかった」

			　動けるのはフランだけであった。とことこと女に近寄ると、フランが柄をゴシゴシと何度も拭いた後で俺を拾い上げる。

			　その直後、悲鳴にも聞こえるざわめきが一斉に響いた。天下の往来で女が変死したのだ。仕方ないだろう。

			　にしても神様の罰は中々エグイな。知らずに装備しようとしたら雷が身を打つとは言っていたが、知っていて装備した奴は命で贖うことになるとしか言っていなかった。女のあの様子だと、神様に頭の中をどうにかされたのか？　俺が直接手を下したわけじゃないのに、凄まじく後味が悪い。

			『ああ、そう言えば他の魔術師たちはどうしたかな？』

			　完全に忘れていた。思い出して周囲を見回すと、フェルムスがきっちり捕まえていてくれた。糸に巻きつかれた男たちが、身動きが取れずもがいている。

			「さて、彼らをどうしますか？」

			「どうしよう？」

			「私としては冒険者ギルドに任せてしまうのが良いと思いますが？」

			「そう？」

			「ええ。相手も組織ですし。貴女ほどの実力を秘めた冒険者のためならば、ギルドも労を惜しまないでしょう」

			　フェルムスがそう言うなら、任せちゃっていいかな？　これからこいつらを引きずって魔術師ギルドに乗り込んで、他の魔術師にも痛い目を見せて、そこから──なんてやっていたら、時間がいくらあっても足りない。

			「私がギルドに運びましょうか？」

			「じゃあ、任せる」

			「では、連れて行きますね」

			　フェルムスが、未だに居丈高に解放するように喚くグラークマや、金で雇われただけだと叫ぶ魔術師たちを纏めて引きずっていく。だが、すぐにフランが呼び止めた。

			「あ、ちょっと待って」

			「どうされました？」

			「ん。お仕置きは必要」

			　ということで、魔術師たちの腹にワンパンずつ入れて悶えさせてから、冒険者ギルドに引き渡したのだった。

			　ディアスとエルザに頼めば悪いようにはならないと思っていたが、フランとフェルムスの話を聞いたディアスは大喜びだ。

			「これを機に、あの薄気味悪い魔術師ギルドを大手を振って潰せるよ！　冒険者ギルドに正面から喧嘩を売った報いを受けさせてやる！」

			　小躍りするディアスを尻目に彼の部下に魔術師たちを引き渡したのであった。

			　フランはフェルムスに頭を下げている。

			「フェルムスありがとう」

			「いえいえ。私も似たような経験がありますから」

			「魔術師ギルドに騙されそうになった？」

			「というか、注目を浴びてしまい、色々と不快な思いをした経験ですね」

			　フェルムスも若い頃、同じように武闘大会で優勝し、同じように様々な人間に目を付けられたことがあるらしい。

			　各地の魔術師ギルドや傭兵ギルド、貴族に大商人に裏組織。フェルムスも様々な勢力から勧誘を受け、時には強引に従わせようとする者もいたと言い。

			「少々他人ひと事ごととは思えなくてね」

			「どうやって対処した？」

			「私はひたすら逃げましたね。言質を取られないようにして、各地を放浪しました」

			　ある意味一番いい手段かね？　痕跡さえ残さなければ、追いつかれることもないだろうし。

			「まあ、最後はディアスに助けられたわけですが」

			「ディアスに？」

			「はい。年代が近いこともあり、彼とは当時から親交がありましてね。当時、彼はすでにギルドマスターでしたから、色々と便宜を図ってもらいました。彼の側近扱いにしてもらい各勢力の勧誘を躱したのです」

			　ギルドマスターの腹心ともなれば、木っ端貴族程度では無理な勧誘もできないだろう。少なくとも個人で対応するよりは楽なはずだ。

			「フランさんの場合は、私以上に注目されているでしょうし、かなり厄介な輩も近寄ってくると思いますよ？　金目当ての犯罪組織程度なら潰せば済みますが、貴族などは国際問題に発展する恐れもありますから本当に厄介です」

			　なんか、実感が籠った声だな。凄くしみじみした口調だ。

			「経験談？」

			「ははは。そうです。他国の貴族と少しばかり揉めましてね。その国から名指しで追われる事態になりましたよ」

			「仕官を断っただけで？」

			　そりゃあ、いくら何でも横暴なんじゃないか？

			「まあ、相手が少々居丈高と言いますか、態度が悪くてですね。言い合いの末に当主と家臣含めて五〇人ばかりを……」

			「殺ったの？」

			　フラン、なぜちょっとだけ期待した目をする？

			「いえいえ、病院送りにしただけです」

			「なーんだ」

			「ただ、その人物が王族に連なる血筋だったというだけで」

			　だけじゃない！　だけじゃ済まないから！　それは相手の国も怒るだろう。面子メンツのためにもタダで済ませるわけにはいかないはずだ。

			「どうやって対処したの？」

			「送られてくる追手を全員捕まえて、相手の国王に直談判に行っただけですよ？　まあ、少々夜分での訪問になりましたが」

			　それって脅迫って言わないか？　いくら強いといってもそんな真似可能なのか？

			「相手が非常に小さい弱小国の王であるから可能な手段でしたねぇ。国で一番強い人間でも私より弱かったですし。例えば、クランゼル王国級の国が相手では逃げるしかなかったでしょう」

			　本当に相手が小さい国だったようだ。

			「フランさんも困ったら短慮を起こさず人を頼ることです。ギルドや、アマンダ殿でも良いでしょう。仲が良いのでしょう？」

			「ん。でもアマンダ？」

			「おや、知らないので？　彼女に育てられた元孤児の中には冒険者として頭角を現している者が非常に多くてですね、彼女が本気で声をかければ小さな国くらいは亡ぼせる戦力が集まると言われているのですよ」

			　俺たちが想像していた以上にアマンダの人脈が凄まじかった！

			「アマンダ凄い」

			「武力に頼らずとも、彼女の人脈だけでも大きな力になるでしょう。アマンダ殿が睨みを利かせているだけで、レイドス王国がクランゼル王国に手を出せないと言われているほどですから」

			　何十年も各地で孤児院を開いているって言うしな。アマンダがどういう教育をしているのか分からないが、彼女に憧れる子供たちが冒険者を目指すのは当然だろう。そして、少しでもアマンダの鍛錬を受けたのであれば、基礎はバッチリだ。そんな子供たちが冒険者として大成する可能性は高いのかもしれない。

			「まあ、貴女は獣人国の後ろ盾もありますし、大丈夫だとは思いますが」

			「獣人国の後ろ盾？」

			「おや、獣人国に仕えているのではないのですか？」

			「仕えてない」

			「一緒に決勝戦を観戦されていたので、てっきり獣人国の所属なのだとばかり……。ですが、そうですか。獣王殿に気に入られましたね」

			「そうなの？」

			「ええ、自分と一緒にいるところを見せて、他国への牽制にしたのでしょうね。それに知人の獣人の反応を見ましたが、獣人内でのフランさんの人気はかなり高そうです。貴女と仲が良いと示せば獣人へのアピールにもなるんでしょう。あわよくば獣人国に取り込もうと考えているんでしょうが」

			　それはあるかもな。ここでフランに恩を売っておけば最終的にまた獣王を頼るかもしれないし、獣人国へ所属するのはそうおかしな流れでもない。最終的にフランが獣人国に来る確率が上がるように、色々と考えているんだろう。

			　獣王がそんな細かいことを考えられるとも思えないから、ロイスやロッシュの助言かもな。

			　決勝戦を観戦している時にも思ったが、今のところはギブアンドテイクな関係だし、利用できるなら利用させてもらおう。

			「おっと、少々長話になってしまったね。私はもう行きます」

			「ありがとう」

			「またバルボラに来た際にはぜひ私の店に寄ってください。カレーを取り入れた新たなレシピを研究中ですので」

			「楽しみにしてる」

			「ええ、期待しておいてください」

			　フェルムスはそう言って、優雅に一礼して去っていった。最後まで頼りになるうえに格好いい漢おとこだよ！　やべー、フェルムスがダンディ過ぎる。ディアスはあの人の爪の垢あかを主食にするべきだろう。

			　そんな俺の思考を呼んだわけじゃないだろうが、ディアスがフランに話しかけてきた。

			「いやー、フラン君はトラブルに愛されているねぇ。まあ、目立ってしまったし、今後も色々あると思うよ？　ギルドとしては本当に助かったけどさ」

			『巻き込まれたくて巻き込まれたわけじゃないんだけどな』

			「ははは、それはそうだよね。でも、断言しよう。絶対にまた似たようなことが起きる」

			「どうすればいい？」

			「うん、素直でよろしい。さっきも言ったけど、君には獣人国に行ってもらいたい。その旅立ちを早めたらどうだい？　少なくとも、この国の馬鹿どもは手出しできなくなる」

			『いや、それができればいいけど、そんな簡単に他の大陸に渡れるのか？』

			　船の手配もそうだし、入国許可とか出国許可がいるんじゃないのか？

			「出国、入国に関しては、すでにギルドから許可を出しているから問題ない。指名依頼を受けてもらった時点で、ギルドカードが許可証代わりになる」

			　ギルドカードにそんな便利機能があるのか。

			「関所などで、魔道具を使った審査があるけど、ギルドカードさえあれば問題ないから」

			「ありがとう」

			『となると、あとは船の手配だな』

			「うーん、それが難しいよね。バルボラで探すのが一番いいと思うけど、定期船なんか運行していないしね」

			『じゃあ、獣人国に行く奴らって、どうやって行くんだ？』

			「普通の冒険者は、商船に護衛として乗り込む形が多いね」

			『やっぱそうだよな』

			　でも、フランはそこが不利というか、弱いんだよな。どうしても外見で侮られる。俺だって子供冒険者と、渋いおっさんの冒険者だったら、後者を護衛に雇うだろう。

			　ダーズからバルボラ行きの船に乗れたのは、フルト王子とサティア王女と知り合いになれたことと、サルートの企てのおかげだ。コネも無しに商船の護衛に潜り込めるだろうか？　いや、待てよ。コネならあった。

			『ルシール商会に頼んでみるか』

			「おお、なるほど」

			　シードラン海国から、何かと縁のある商会だ。バルボラでも一、二を争う大商会だし、クローム大陸へ商船を派遣している可能性はあるだろう。

			「いや、護衛の依頼を受けるのは問題ないと思うよ。商人なんて、この世で最も情報伝達が速い生き物だからね。すでにバルボラの商人たちにはフラン君の名前が知れ渡っているはずさ」

			「だったら、船の護衛依頼は問題ない？」

			「むしろ引く手数多あまたじゃないかな？　というか、あるかどうか分からない獣人国へ向かう船の護衛依頼なんか探さなくても、もっと凄いコネがあるじゃないか」

			「ん？」

			『ああ、まあな』

			　フランはいまいち分かってないけど、俺は当然考えたさ。ディアスの言うコネとは、獣王のことだろう。

			　だが、いくつか懸念がある。

			　一つが、そこまでお世話になってしまって良いのかということだ。いくらなんでも借りを作り過ぎな気がする。

			　もう一つが、獣王が国に帰るまでに時間がかかるだろうということ。何せ王だ。どこに行っても歓待されるだろうし、それを受けるのも仕事だろう。あの性格では招待を無視する可能性もあるが、ロイスたちが付いていて我わが儘ままを許すとも思えない。そう考えたら、獣人国に戻るのに相当時間がかかるだろう。

			　だったら、獣人国に直行する船を探した方が早い気もするのだ。

			　だが、ディアスはそう思っていないらしい。

			「一つ目はもう仕方ないんじゃないかい？　キアラに会うにはどうせ獣王に頼るしかないんだし」

			『まあ、そうだが』

			「で、各地で足止めを食らうんじゃないかっていう話だけど、それはないと思うよ？」

			『何でだ？』

			「そもそも、彼らはここに来るまでもほとんど足跡を残していない。町に入るときは体裁を整えるために馬車に乗っていたけど、それ以外は冒険者として目立たず移動してきたみたいだね」

			　なるほどね、それなら速く移動できるだろう。ただ、ランクＳ、Ａ冒険者のパーティに交ぜてもらうのってハードルが高いんだが。

			　それに、もう一つ懸念が出てきてしまった。俺のことがバレないかということだ。ただでさえ勘が良い獣人、しかも高ランク冒険者。長時間一緒にいて、バレないだろうか？

			「それは、正直頑張ってとしか言えないよ」

			『まあ、だよな』

			　それに、そもそも一緒に連れて行ってもらえるかも分からん。最善は、船の紹介だけしてもらって、一緒には行動しないことかね？

			「とりあえず獣王に頼む」

			『だな。一回聞きに行ってみよう』

			「獣王殿によろしく」

			「ん」

			　ディアスに見送られた俺たちは、そのまま獣王の泊まる宿へと向かった。もう日が落ちているけど、今日中に話を通しておきたい。あのせっかちそうな獣王だったら、もう用がないとか言っていきなりウルムットを出ていっちゃいそうだからね。

			　問題は、こんな時間に取り次いでもらえるかだよな。結構高級宿だし、仮にも王族が宿泊しているところに、侵入するような真似はできないだろう。

			　ただ、心配するまでもなかったようだ。宿で名前を出したらすぐに取り次いでくれた。獣王からの最優先で取り次げという指示はまだ有効だったらしい。

			「よう、フラン嬢ちゃん。また会ったな。どうした？」

			　部屋に入ると、獣王が片手を上げて鷹揚に挨拶してくる。こうやって見ただけじゃ、ちょっと軽いおっさんにしか見えんね。まあ、身に纏う威風は相変わらずだが。

			「俺に何か用か？」

			「ん。獣人国に行くために、船を探してる」

			「おお！　さっそくうちの国に来るのか？　だったら俺たちと一緒に戻れば速ぇーぞ！」

			　おいおい、あっさりしてるな。仮にも王族のお忍び旅に、そんな簡単に部外者を同行させていいのか？　そう思っていたら案の定、ロイスが苦言を呈した。

			　ただ、それはフランの同行を渋るという感じではない。

			「リグ様、帰る前にクランゼル王都へ向かう話をお忘れですか？　さすがに他国へ来て、王族へ全く挨拶なしというわけにはいきません」

			「む、やっぱりそうか？」

			「当たり前でしょう」

			　やっぱそういう王族としての仕事はあるのか。俺たちも王都には行く予定だが、まだオークションまで時間がある。さすがに王都まで同行するのは無理だ。護衛として雇ってほしいと頼めば、雇ってくれそうだけどな。

			「じゃあ、どうやって嬢ちゃんをうちの国に連れて行くんだよ？」

			「別に私たちがわざわざ彼女を連れて行く必要ないでしょう？　ゴドに勝つほどの凄腕冒険者ですよ？　面倒を見る必要はないでしょう」

			　いつの間にやらロイスからの評価が高い。いや、ゴドダルファに勝ったわけだし当然なのだろうが。

			「まあ、そりゃそうだがよ」

			「そもそも、船を探しているという話だったはずです」

			「あー、そうだったか？」

			「全く、姫様と齢も近いですし、気になるのは分かりますがね」

			「姫様？」

			「おう。俺には一五になる娘がいてな。どうしてもお嬢ちゃんと被っちまうんだよな～」

			　だから獣王はフランに甘いのか。娘と齢が近いフランを娘とダブらせているようだった。

			「私もフランさんに獣人国へ来てもらうのは賛成です。師匠も喜ぶでしょうし」

			「だろ？」

			「色々と利用価値もあります」

			　面と向かって利用価値とか言われた！　ただ、これはわざとだろう。ロイスは、うちの国に来たら色々と政治的に利用することになるけど、いいのか？　と言外に聞いてくれているのだ。

			　ロイスは獣王の側近だし、進化した黒猫族であるフランをただ放っておくことはできないだろう。獣人に対しては計り知れない影響があるはずなのだ。国を預かる者であれば当然のことだった。

			　それでも、彼はそれが嫌ならやめておけと、伝えてくれているのだ。単なる知的タイプのイケメンじゃなくて、気遣いのできるイケメンだったか！　女にモテるんだろうな！　ちくしょうめ！

			「嫌なら逃げる」

			「はっはっはっは。嬢ちゃんが本気になったら、俺くらいじゃなきゃ追いつけねーだろうな！」

			「はあ、それで構いませんよ。家臣になれと言っているわけではありませんから。ギブアンドテイクといきましょう。フランさんが獣王と仲良くしているという姿を国民に一回見せるだけでも、十分お釣りが来ます」

			　まあ、そのくらいなら構わないだろう。そもそもフランは獣王を気に入っているから、嘘をつくわけじゃない。本当に仲が良くて、それが巡り巡って獣王の評判を上げるというだけだ。

			「では、これをお渡しします」

			「これは？」

			　ロイスがフランに手渡したのは、小さな金属の板だった。何やら紋章のようなものが刻まれている。かなり精緻で、偽造しようと思ってもそう簡単にはいかないだろう。

			「リグ様と私の名前が彫られた身分証です。それがあれば、獣人国の船などに便宜を図ってもらえるでしょう。現在、我が国の商船がいくつかバルボラに出入りしているはずです。それを見せれば問題なく乗れると思います」

			「ほんと？」

			「ええ。その身分証と同じ紋章の描かれた旗を掲げているはずなので、すぐ分かるはずです」

			　なんか理想通りに話が進んでしまった。もしかしてロイスはそこまで見抜いて、フランに恩を売っているのか？　まあ、それならそれでいいや。

			　ともかく、これで獣人国に行けるぞ。

			　ロイスの話だと、バルボラ～獣人国間を結ぶ航路は、かなりの商船が利用しているらしい。三日に一隻はあるはずだと教えてくれた。特に、獣人国の紋章の上に王冠のマークを掲げている船は王家直轄の商船であるということなので、この身分証を見せれば賓客待遇で乗せてくれるらしい。

			　思った以上に凄い身分証だった。

			「しかも、貴方の名と姿は確実に獣人国の商人に伝わっているはずです。身分証などなくても貴方が声をかければ、絶対に乗せてくれるとは思いますよ？」

			　まあ、確実に船に乗れるなら何でもいいさ。それと、もう一つ聞いておかなければならないことがある。神級鍛冶師についての詳しい情報だ。

			「あと、獣人国のどこに神級鍛冶師がいるの？」

			「うーむ、それもうちの国に行けば分かるさ」

			「国元には、貴方に紹介状を渡すように指示を出しておきましょう。まあ、紹介状があっても会えるかは分かりませんが」

			「ただ、お前があの人と仲良くなったら、俺たちの仕事を受けるように口利きしてくれりゃいいからよ」

			　かなりの自由人で、王からの依頼でもあっさり断られてしまうらしい。

			「ん。分かった」

			「頑張ってくれよ。色々とな」

			「師匠は王城に逗留されておりますので、まずは獣王都を目指すとよいでしょう」

			　獣王の部屋をお暇すると、もう完全に夜だった。いやー、武闘大会は終わったはずなのに、妙に慌ただしい一日だったな。

			　だが、ロイスから身分証を貰い、これで獣人国に行く算段もついた。あと出発前にやり残したことは何だ？

			『そうだ、ガルス爺さんに会いに行かなきゃな』

			　武闘大会までに戻ってくるという話だったが、もうウルムットに帰ってきているだろうか？　ガルス爺さんの知人は、戻ってきたら知らせてくれると言ってたんだがな……。

			『とりあえず鍛冶屋に行ってみるか』

			「ん！」

			　大会中は遠慮して会いに来なかっただけかもしれん。まだ日が落ちたばかりだ。この時間ならまだ寝ているということはないだろう。一応手土産でも持っていくか？

			　道すがら、酒場で一番強い酒を購入する。ドワーフといえば酒だからな。売ってもらえるか心配だったが、酒場の主人もフランの顔を知っており、全然問題なかった。握手してやったら割引までしてくれたほどだ。

			　俺たちはその酒を片手に、ガルスの知り合いの鍛冶屋、ゼルドのもとを訪ねてみた。

			「よう、嬢ちゃん！　入賞おめでとうよ！」

			「ん、ありがとう」　

			　彼も闘技場に試合を観戦しに来ていたらしい。手土産を渡すと大喜びで迎え入れてくれた。あまり気にしてなかったが、結構な高級酒だったようだな。俺たちはガルスのことを聞いてみたんだが、まだウルムットに戻ってきていないということだった。

			「ガルスと一緒にバルボラの援助に入った奴らは、もう戻ってきてるんだがな」

			「ガルスだけ戻ってない？」

			「そうなんだよ。バルボラで、ガルスにしかできない仕事でも請け負っちまったのかもしれんな」

			「そう」

			「とはいえ、武闘大会前には戻ってくると言っておいて、何の連絡も寄越さないような奴ではないんだがな……」

			　仕方ない。バルボラでもう一度捜してみよう。獣人国に行っちまったら、次会えるのがいつになるか分からないのだ。

			　聞くことを聞いたんで帰ろうとしたんだが、ぜひにと引き止められた。

			「そ、その剣なんだが……」

			　ゼルドの視線が確実に俺を見ている。フランの黒猫シリーズを初めて見た時と同じ目だった。

			　まあ、武闘大会に来ていれば、実況が俺のことを魔剣魔剣と連呼していたしな。それに優秀な鍛冶師だったら、見れば魔剣であると簡単に見抜くだろう。

			「ちょ、ちょっとでいいんだ、見せてはもらえないか？」

			（師匠？）

			『まあ、ちょっとならな。だが、絶対に装備するなと言うんだぞ？　危険だからな？』

			「分かった。はい」

			「おう、ありがとうよ」

			「でも、装備したら呪いで死ぬから」

			「は？」

			「私以外が装備したら、死ぬ呪いがかかってる」

			　その言葉を聞いて、ゼルドは俺に伸ばしかけていた手をピタリと止めた。その顔には確実に恐怖が浮かんでいる。まあ、装備したら死ぬ剣なんて、普通は持ちたくないよな。舐めなければ触っても平気だよって言われても、毒を触りたくはない。それと一緒だろう。

			　自分で言うのもなんだが、俺がそこらの魔剣とは一線を画す存在だというのは彼も分かっている。だからこそ、フランの言う死の呪いが本当のことだと分かっているに違いない。

			「さ、触っても平気なのか？」

			「触るだけなら」

			「そ、そうか……」

			　自分で見せてほしいと頼んだ手前、やっぱやめるとも言えないんだろう。ゼルドは意を決した顔で、俺の柄を握った。

			　だが、一回覚悟を決めればそこは腕利きの鍛冶師だ。真剣な表情で俺の刀身や鍔を見つめている。

			「ふーむ、凄まじい魔力を感じるな。それに、この刀身の丁寧な造り。さらにこの金属の配合は……」

			　何やらブツブツと呟いている。

			「お嬢ちゃん、この魔剣の出どころは聞いちゃまずいのか？」

			「出どころ？」

			「ああ。製作者、もしくは発見された場所だな」

			　やっぱり鍛冶師としてはそこが気になるらしい。でも、製作者なんか俺にも分からん。発見場所も、どこって言えば良いんだ？　魔狼の平原？　でも、それを正直に教えていいのかも分からない。

			「よく分からない」

			　結局無難なことしか伝えられなかった。

			「そうか……。もしかしたら、オレイカルコス合金かと思ったんだがな……」

			「オレイカルコス？　それで出来てるの？」

			「いや、分からん。単に、俺が知らない金属だったから、その可能性があるのではないかと思っただけだ。ちょっと待ってろ」

			　ゼルドはそう言って、鍛冶場の隅にある棚をゴソゴソと漁り始めた。そして、薄汚れた本を持ってくる。

			「これは武闘大会中に手に入れた、過去の鍛冶師の手記だ」

			　大会中は多くの商人が集まってくるため、掘り出し物が手に入りやすいんだとか。

			「なんと神級鍛冶師の弟子の弟子だった人物の手記だぜ？　その中に、神級鍛冶師が用いていた金属として、オレイカルコスという名前が出てくる。どんなものかは分からんが、神級鍛冶師の加工に耐えうる、唯一の金属らしい」

			　そんな伝説の金属があるのか。でも、自分で言うのもなんだが、俺はその金属じゃないと思う。

			　悔しい話だが、結構な頻度で折れたり欠けたりするのだ。再生能力のおかげで新品同様だが、伝説の金属がそんなに柔なわけがないだろう。

			「まあ、俺の知らない金属なんざごまんとあるだろうから、可能性は低いな。だが、この剣からは品というか、妙な存在感を感じる。一級品の魔道具ではあるのだろうな」

			　品があるね。いいこと言うじゃないか！　そうそう、俺ってばやっぱり隠しきれない気品があるじゃん？　神剣には及ばないけど、神級鍛冶師に作られた可能性はまじであるかも？

			『いや、ないか』

			「ん？」

			『何でもない』

			　その後、もっと俺を見たいと駄々をこねるゼルドを何とか宥なだめて宿に戻ってきたのだが、まだ食事して風呂入って就寝といくわけにはいかない。一つやらなきゃいけない検証を思い出したのだ。

			『じゃあ、行くぞ』

			「ん」

			　俺は部屋の中で複数分体創造を発動した。

			　今までだったら、布の服を身に纏った人間の頃の俺が生み出されていたのだが──。

			『やっぱり、剣だな』

			「ん、師匠が沢山」

			　やはり複数分体創造で生み出さる俺の分体が、剣の姿になっていた。

			　これはなぜなんだ？

			　その後、生み出す際にイメージを変えてもう一度発動してみると、念じれば人の姿も生み出せると分かった。剣と人間を同時に生み出すことも可能なので、戦略の幅が広がったとも言えるだろう。

			　ただ、人間姿の分体にも変化があった。顔や体形が微妙におかしいというか、俺ではあるんだが、俺ではないというか。そっくりだけどちょっとだけ違う兄弟とでもいおうか。

			　剣の分体を生み出せるようになった代償なんだろうか？　まあ、剣として生きる決意も遥か前に固めて、今更人間の姿に未練もない。能力的には有用性が増したわけだし、問題はないな！

			『でも、何で急に分体が剣になったんだ？』

			「ん……」

			　おっと、もうオネムの時間だったか。

			『悪い悪い。今日はとりあえずここまでにしておこう』

			「……ん」

			『しかし、これで挨拶回りも済ませたし、準備もできてる。そろそろかな？』

			「ん。獣人国に行く……」

			『どんな場所だろうな』

			「……すー」

			『はは、お休みフラン。お疲れ様』

			


			　旅立ちの日の朝。

			　俺たちはダンジョンの最奥──ルミナに最後の挨拶に来ていた。

			「いよいよ発つか。色々と楽しかったぞ」

			「ん……」

			「今日は地上は晴れなのだろう？　せっかくの旅立ち日和に何て顔をしているのだ」

			　永遠の別れというわけではないが、やはりしんみりしてしまうのはしょうがないな。フランにとっては特別な相手だ。

			「先日も言ったが、お主のおかげでキアラの行方も知れた。感謝している」

			「私も、進化させてもらった」

			『その通りだ。むしろ、そのせいで力も弱まっちまったんだろ？　礼を言わなきゃいけないのはこっちだ』

			「ならば、お互い様ということにしておこうか。ふふ」

			　ルミナはそう言って笑う。だが、フランはやはり曇った顔のままだ。

			「今生の別れではないのだし、笑って旅立ってくれれば我も安心なんだがな？」

			「ん……」

			「まったく、お主は仕方ないな」

			　ルミナが立ち上がってフランの正面に立ち、両腕でフワッとフランを抱きしめた。優しく、フランを包み込むような抱きしめ方だ。フランはそのままルミナの胸に顔を埋めて、ギュッとしがみ付いている。

			　どれだけの間そうしていただろうか。ルミナがフランの背中をポンポンと叩くと、フランがゆっくりとルミナから離れた。

			　珍しいことに、その顔は少し赤みがかって、恥ずかしがっているのが分かった。

			「ごめん」

			「ふはは。可愛らしいことだな。寂しくなったらいつでも来い。我で良ければ抱きしめてやる」

			「ん」

			　フランの顔にはもう不安はない。本当は俺の役目なのかもしれないが、こういう母性的な包容力はどうしても俺には出せないからな。悔しいような、憧れるような、不思議な気持ちだぜ。

			「じゃあ、行ってきます」

			「ああ、行ってらっしゃい」

			　笑顔のルミナに見送られて、俺たちはダンジョンを後にする。転移の直前、フランが小さい声で呟いた。

			「ばいばい」

			　誰に言ったのでもないのだろう。ただ、思わず出てしまったようだ。

			『また来ような』

			「ん」

			『その時にはもっと成長した姿を見てもらおう』

			「ん！」

			　ルミナと別れを済ませてから一時間後。俺たちはウルムットの門前で、大勢の人に囲まれていた。

			「フランちゃん！　またいつでも来てね？　歓迎するから！」

			　最初に声をかけてきたのはエルザだ。ガバッと抱き付き、オイオイと泣いている。おい、鼻水に気を付けろフラン！　厚い胸板に押し付けられたフランはムギュッと潰れているが、嫌がってはいない。むしろ、小さな手をエルザの背に回して、宥めるようにポンポンと叩いてやっている。

			　ルミナと同じ構図なのに、全く違う感じだった。

			「グズ……ありがとうフランちゃん」

			「ん」

			「これは、餞別よ。持っていって？」

			　エルザがそう言ってバスケットを差し出した。中には液体の入った瓶が一〇本ほど入っている。

			「ポーション？」

			「私が特別に調合した美白美容液よ。寝る前にお肌に塗って？　お肌ツルツルのプリプリになるわ。フランちゃんはとーっても強いし、格好良いけど、女の子なんだから可愛いもサボっちゃダメなのよ？」

			「？」

			　エルザ、いいこと言うじゃないか。フランは素材が抜群なんだ。だが、俺みたいな粗そ忽こつな保護者のせいで、お洒落とか化粧とは無縁である。これは本当にありがたいぞ。一〇本もあるし、しばらくもつだろう。早速今夜から使わせてもらうぞ。

			「これを塗るの？」

			「ええ、少しだけ手の平に出して、お肌をマッサージするみたいに塗り込むの」

			「なんで？」

			「いいの、今は分からなくても。でも、もっと大きくなって、素敵な恋をしたときにきっと分かるわ」

			「？　わかった？」

			　フランが全く分かっていない顔で頷いている。

			　それにしても、フランが恋、だと？　まて、まてまて、待つんだエルザ。フランはまだ一二歳だぞ？　そんな、恋なんてまだ早いだろ？　早いよな？　早いってばよ！

			　でも、ただでさえ超絶可愛いフランが、この美容液でさらに可愛くなってしまったら？　キューティーなフランにビューティーさが足されちゃうんだぞ？　きっと色々な男ハイエナどもが声をかけてくるだろう。

			　そんな中に、すっごいイケメンがいて、フランが一目惚れしたりしちゃったら？　そいつが顔だけのクズ野郎だったら、コッソリ切り捨てりゃいい。だが、内面も爽やかな好青年だったら？　そうなったら、俺はどうする？　そいつがフランを託すに足りる野郎だったら？

			　いやいや。ダメだ。顔と性格だけじゃ、フランを守れないからな。せめて俺を装備したフランよりも強くないといけない。あと、一生フランを養える経済力と、他の女に目移りしない誠実さと、フランの我儘を全部叶える行動力がないとダメだ！

			「ね、ねえフランちゃん。背中の剣がカタカタ震えてるけど、大丈夫？　それって、すっごい呪いの付いてる魔剣でしょ？」

			（師匠？）

			　やべえ、ちょっとばかり我を忘れていた。無意識に念動を発動させちまっていたようだ。

			『い、いや、何でもない。エルザに礼を言っておいてくれ』

			　ま、まあ、どうせ遥か先の話だし？　というか一生来ないかもしれない話だし？　今は深くは考えんとこう。とりあえず美容液は貰っておく。フランがより可愛くなるのは良いことだからな。

			「ん、平気。これ、ありがと」

			「なくなっちゃったら、また来てね。新しいの用意してあげるから」

			　エルザの次に話しかけてきたのは、ディアスとオーレルの爺コンビだった。

			「やあやあ、旅立ちには良い日だね」

			「嬢ちゃん、達者でな」

			　二人は共にキアラによろしくと頭を下げてきた。手紙でも渡されるかと思ったら、別にそういったものもないようだ。

			「何、我らにとっては昨日のことのように思い出せるが、向こうもそうだとは限らんしな」

			「大昔に出会った頼りない冒険者のことなんて、忘れてしまっている可能性の方が高いでしょ？」

			　少し寂し気に、だが、それが当然といった表情で語る。だから、手紙はいらないってことらしい。

			　確かに、向こうからしたら若い頃に顔見知りだった相手というだけである。何十年も昔のことを覚えているかは分からなかった。

			「だから、僕らのことは軽く話すくらいでいいよ？　昔、彼女と一緒に冒険したことのある老人たちが、懐かしがっているとでも伝えてくれればいい」

			「それよりも、あいつが今どうしているのか、見てきてくれ」

			「ん。わかった」

			　次にフランに抱き付いてきたのはアマンダだった。後ろにはフォールンド、フェルムス、コルベルトらもいる。

			「フランぢゃーん。またお別れだなんで～。お姉さん寂じい～」

			　こいつも泣いているな。エルザと似た反応だが、鼻水と涙で美人の顔がグシャグシャだぞ？　美容とかのスキルを持っている分、エルザの方が女子力が──。いや、言わんとこう。エルザは特殊枠ってことで。

			「さらば」

			　フォールンドの言葉は短いな。バルボラで会った時も思ったけど、こういうところがちょっとだけフランに似てるんだよね。それにしても、見送りに来てくれるとは思わなかった。

			「フォールンドの旦那、短過ぎやしないか？」

			　コルベルトが呆れたように言っている。

			「フラン嬢ちゃん、フォールンドの旦那は普段からこんな感じなんだ。気を悪くしないでやってくれ」

			「大丈夫」

			「はは、まあ似た者同士だもんな。それに、旦那は強い冒険者が好きなんだ。嬢ちゃんのことは一目置いてるみたいだぜ」

			「ああ」

			「ん」

			「いずれ」

			「わかった」

			「……おいおい、このコンビ、やばいな」

			　コルベルトが戦慄したような顔で呟く。確かにこの二人だけの会話とか、想像するだけで恐ろしい。でも、なぜか通じ合ってしまいそうな気もするけどね。

			「フランさん、これからバルボラへ？」

			「ん」

			　フェルムスの言葉にフランが肯定を返すと、何やらチケットのようなものを手渡された。竜膳屋の名前が入っている。

			「これをどうぞ。うちの店の優待券です。ぜひお立ち寄りください」

			　ほほう。それは嬉しい。フランも竜膳屋の食事は美味しいって食べてたしね。

			「ありがと」

			「嬢ちゃん、俺はもう一度鍛え直しておくからな。次は負けんぞ」

			「のぞむところ」

			　その間もずっと抱き付きっぱなしだったアマンダが、ようやくフランを解放した。

			「私も獣人国に行くわ」

			　アマンダ、アレッサで別れた時も同じようなこと言ってたよな？　でも、さすがに他の大陸に行くのは無理だろ。

			「無理だ」

			「無理です」

			「無理っすよ」

			　男三人組も口々にアマンダを諭す。せめてバルボラまで一緒に行くと言い始めたが、もうアレッサに戻らなくてはいけないらしい。フォールンドたちに引きずられていった。

			「フランちゃーん！　またねー！」

			　最後までアマンダはアマンダだったな。

			　次に声をかけてきたのは、獣王たちだ。

			「嬢ちゃん、もし俺の娘に出会ったら、仲良くしてやってくれや。少々お転婆だが、悪い娘じゃねーからよ」

			　それは構わんが……。この獣王からお転婆って言われる娘って、どんだけなんだ？　ちょっと心配になってきた。

			　その後、ロイス、ゴドダルファ、ロッシュと順に挨拶してくる。そして、最後に青猫族のゼフメートが握手を求めてきた。

			「色々と迷惑をかけた」

			「ん」

			「俺は側仕えとして、獣王様に鍛え直してもらえることになっているんだ。次は進化くらいは使わせてみせる」

			　ゼフメートはまだ伸びしろがあるだろうし、獣王に鍛えられたら本当に強くなるかもしれない。

			「俺も、青猫族も、ここから出直しだ。獣王様のもとで必ず変わってみせる」

			　ゼフメートの顔には、何かを堪えるような表情が浮かんでいる。きっと、獣王に粛清された仲間たちのことを思い出しているのだろう。情に篤いこの男が、たとえ悪人であったとしても、仲間として過ごした者たちのことを諦めきれるとは思えない。

			　だが、フランはそのことには触れず、その手をギュッと握り返した。

			「期待してる」

			「ああ、期待していてくれ」

			　ゼフメートは青猫族の有力者だ。彼が青猫族をまとめ上げるようになれば、奴隷商人たちも減るだろう。フランはゼフメートの手をギュッと握り、何度も上下に振った。それだけ本気で期待しているのだ。

			「じゃあ、行く」

			「また会おう」

			「ん」

			　ゼフメートの手を離すと、フランはウルシに飛び乗った。

			「ウルシ」

			「オウン！」

			　そして、見送りに来てくれた人々にバイバイと手を振る。

			「また、ね？」

			「まったねーん！」

			「またねーフランちゃん！」

			　エルザとアマンダのどデカイ声に見送られながら、ウルシが駆け出す。他のメンバーの歓声を背に受けながら、俺たちはウルムットを旅立ったのだった。

		

	
		
			エピローグ

			


			『旅立つ時は毎回言ってるけど、ここも良い町だったな』

			「ん」

			「オン」

			　ルミナと出会い、フランは奇跡的に進化することができた。今考えても、この出会いは本当に奇跡だったと思う。何か歯車が一つズレていれば、違う結果になっていてもおかしくはなかった。

			　それに、ルミナやイニーニャとの出会いで、フランは初めて同族というものの温かさを知ったはずだ。父や母とは違うが、同じ流れを組む者同士の絆。それを感じて、より黒猫族の地位を上げるという目標を強いものにしたようだ。年長者であるルミナには甘えるような態度も見せていたしな。何と言うか、フランの年相応の可愛らしい面も見られたと思う。

			　武闘大会では色々と勉強になった。駆け引きや、相性。油断。単にステータスの差だけで戦いは決まらないと改めて思い知った。逆に、自分たちの強みも分かった武闘大会でもある。

			　あとは、上には上がいると言うことも理解できた。今の俺たちでは、本気のフォールンドやアマンダと戦場で殺し合いをしたとして、勝てるかと言われたら絶対にノーだ。何もかもが足らな過ぎる。

			　だからこそ、より強くなろうという気持ちでいられるのだが。

			「来年も出る」

			『そうだな、次こそ優勝だ』

			「ん！」

			　そして、獣王を筆頭とした多くの獣人たちとの出会い。

			　黒猫族と青猫族の問題に関しても、解決の糸口が見えた。いや、解決というか、青猫族をとっちめる算段がついたというべきか？　まあ、今後は良い方向に向かうだろうという希望は持てた。獣王とゼフメートだけに任せるのではなく、俺たちにできることがないか考えて、協力していくつもりだ。

			『次は獣人国だ。なんと船に乗って違う大陸に行くぞ』

			「どんなとこ？」

			『さあ？　俺も知らん』

			　調べれば分かるかもしれないけど、あえて調べずに行くのも面白いかもしれないな。

			『黒猫族のキアラか……』

			　獣王たちの師匠にして、ディアスやオーレル、ルミナの旧友。噂では、若い頃はフランにそっくりだったという。俺はフランが大好きだよ？　その性格も、戦闘狂なところも。でも、キアラがフランに似ていると聞いて、ちょっとだけ不安なのはなぜだろう？

			『……どんな人なんだろうな』

			「楽しみ」

			『仲良くなれるといいな。いや、まじで』

			「ん！」

			　さて、次はどんな出会いと別れがあるのだろうか？　願わくば、フランにとって成長と喜びをもたらす場所でありますように。

		

	
		
			あとがき

			


			　皆さまこんにちは。

			　ケモミミスト棚架ユウです。

			　多分、初めましての方はいないとは思いますが、「え？　私、このシリーズを読むのはこの六巻が初めてですけど？」という方がおられましたら、できれば一巻から五巻をお読みになってから六巻をお読みください。その方がお楽しみいただけると思いますので。

			


			　それにしてもあとがきですかー……。実は私、あとがきが非常に苦手なんですよね。何を書いていいか分からず、毎回代わり映えの無いものになってしまうのです。

			　できるだけあとがきを書かなくて済むように、ページ数を軽く調整したりという悪あがきをしているんですが、今回は失敗しました。

			　なんと三ページも書かなくてはならないという……。

			　ピンチです。何を書けばいいんだー！

			　はい、これで結構な行数を稼げましたね。茶番にお付き合いいただきありがとうございます。

			


			　でも、本当に難しいんですよ。あとがきで遊んでいる作家様っているじゃないですか？

			　メインキャラやサブキャラがあとがきで掛け合いしたり、作者様と主人公が漫談したり。

			　私も師匠とフランと作者の化身をあとがきに登場させて、メタい話でもしてみますか？

			　ただ、それをやる勇気がないんですよね～。世界観を壊してしまわないか？　読者さんが不快にならないか？　そんなことばかり考えてしまうんです。

			　だから、面白いあとがきが書ける作家さん、マジで尊敬します。リスペクトです。

			　実際、同じ分量のＳＳを書くのに比べて、十倍くらい時間がかかってますから。本当に。この程度の分量に一日がかりですよ。

			　まあ、どうせここまで書いたんだし、ちょっとだけやってみましょうか？

			


			「さあさあ、行数を稼ぐために何故か始まってしまいました。作者とフランの即興トーク～！　わーパチパチ～」

			「ん」

			「フランちゃん、こうやって面と向かってお会いするのは初めてですけど、可愛いですね！」

			「……」

			「あれ？　フランちゃん？」

			「お前から嫌な気配がする……。近寄るな。話しかけるな」

			「い、嫌な気配って……？」

			「師匠が魔石を食べてるときにちょっと似てる」

			「いやいや、あんなオホーッてなってないでしょ？　はっ！　もしかして私がケモミミストであるということが気配からバレて……？　確かに猫耳を前にしてちょっと興奮気味ですが……」

			「うるさい。寄るな」

			「まあまあ、そんな警戒しないでくださいよ。ほら、私は無害な物書きですよ～」

			「……ふん」

			「ぎゃーっ！」

			


			　申し訳ございません。もう二度とやりません。いえ、またネタに困ったらやるかもしれませんが、できるだけやりません。だから許してください。

			


			　最後にお礼の言葉を。

			　編集者のＩさん。様々なアドバイスをありがとうございました。

			　今回も素敵な表紙を描いてくださった、るろお様。獣王がカッコイイんです。

			　毎回、最高に可愛い巻末漫画を提供してくださる丸山先生。私の出す適当な原案から、ここまで内容の濃い漫画を描けるなんて、尊敬しかありません。

			　普段は時代小説しか読まないのに、息子の作品だからと無理して読んでくれる父。一杯一杯になっていた私の息抜きに付き合ってくれた、友人知人たち。ありがとう。

			　そして、この作品の出版に関わって下さった全ての方々と、支えてくださっている読者の皆様方。本当に感謝しております

			　最後まで読んで下さりありがとうございました。次は七巻でお会いしましょう。
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